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二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
一
）

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治

渡　
　

辺　
　

容
一
郎

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．
地
方
分
権
改
革
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容

Ⅲ
．
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
変
容
と
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
「
独
立
」
の
拒
絶
？

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

Ⅰ
．
は
じ
め
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
は
、
通
例
、
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
構
造
（
憲
法
）
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容
と
い
う
見
地
か
ら
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

論　

説

一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
四
二
）

の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
＝
連
合
王
国
（the U

nited K
ingdom

, U
K

）
か
ら
の
分
離
独
立
を
「
賛
成
（Y

es

）、
反
対
（N

o

）」
二
者
択

一
で
問
う
住
民
投
票
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
が
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
域
で
実
施
さ
れ
た

（
1
）

。
そ
し
て
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
（
一
六
歳
以
上
の
有
権
者
）
の
意
思
に
基
づ
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
連
合
王
国
残
留
が
決
ま
っ
た
。

当
該
住
民
の
意
思
で
「
独
立
」
が
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
二
〇
一
四
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
は
十
分
検
討
に
値
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
住
民
投
票
実
施
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、「
中
央
」（
国
家
レ
ベ
ル
）
に
対
す
る
「
周
辺
」（
地
域
・
地
方
レ
ベ
ル
）
か
ら
の
異
議

申
立
て
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
既
成
政
党
政
治
（U
nionists

）
へ
の
住
民
（N

ationalists

）
の
不
満
を
表
明
す
る
手
段
に
も
な
り
得
た
か
ら

で
あ
る

（
2
）

。
し
た
が
っ
て
、「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
現
状
（
変
容
）
と
そ
の
影
響
」
と
い
う
独
自
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
で
、

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
の
本
質
を
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
ロ
ン
ド
ン
と
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
二
つ
の
側
面
に
分
け
た
う
え
で
、
上
記
の
分
析
視
角
に
基
づ
き
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

1
．
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
（U

K
 governm

ent
）
の
側
面

現
連
立
政
権
の
軸
で
あ
り
、
伝
統
的
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
政
党
で
も
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
保
守
党
が
、
連
合
王
国
か
ら
の

分
離
独
立
を
問
う
今
回
の
住
民
投
票
実
施
に
踏
み
切
っ
た
背
景
。

2
．
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
（S

cottish governm
ent

）
の
側
面

結
党
以
来
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
党
是
と
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
首
席
大
臣
（fi rst M

inister

）
を
務

め
て
い
た
サ
モ
ン
ド
（A

lex S
alm

ond

）
党
首
と
そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
、
二
〇
〇
七
年
（
単
独
少
数
与
党
）
か
ら
二
〇
一
一
年

二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
三
）

に
か
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙

（
3
）

で
躍
進
し
た
（
初
の
単
独
安
定
多
数
与
党
と
な
っ
た
）
背
景
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
独
立
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
の
意
思
で
最
終
的
に
否
決
さ
れ
た
理
由
。

Ⅱ
．
地
方
分
権
改
革
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容

イ
ギ
リ
ス
の
主
要
（
三
大
）
政
党
、
即
ち
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
民
党
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
地
方
分
権
改
革
」（devolution

）

を
容
認
す
る
が
、
連
合
王
国
か
ら
の
分
離
「
独
立
」（independence

）
に
は
難
色
を
示
す
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
、
と
り
わ
け
現
連
立
政
権
の
軸
で
あ
り
、
伝
統
的
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
政
党
で
も
あ
る
保
守
党
が
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施

に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑴　

二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
至
る
経
緯
と
根
拠

後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
を
ほ
ぼ
決
定
づ
け
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
け
る

「
少
数
与
党
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
躍
進
、
即
ち
、
同
党
の
「
安
定
多
数
議
席
獲
得
」
で
あ
っ
た

（
4
）

。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
今
回
の
み
な
ら
ず
、
前
回

│
少
数
与
党
と
は
い
え
同
党
史
上
初
の
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
政
権
獲
得
に

成
功
し
た

│
二
〇
〇
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
も
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施
」
を
公
約
と

し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
か
ら
二
回
続
け
て
「
選
挙
に
よ
る
委
任
＝
マ
ン
デ
ー
ト
」（electoral 

m
andate

）
を
受
け
、
し
か
も
少
数
与
党
か
ら
安
定
多
数
与
党
へ
と
そ
の
基
盤
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
で
、
住
民
投
票
実
施
に
不
可
欠
な
民

主
的
正
当
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
安
定
多
数
議
席
に
支
え
ら
れ
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
自
治

政
府
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
住
民
投
票
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。三
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（
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〇
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五
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月
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（
七
四
四
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し
か
し
な
が
ら
、
法
律
上
こ
こ
に
一
つ
の
障
壁
が
存
在
し
た
。
マ
ク
レ
ー
ン
（Iain M

cL
ean

）
ら
に
よ
れ
ば
、
選
挙
結
果
や
委
任
を
通

じ
て
住
民
投
票
実
施
に
「
倫
理
的
根
拠
」
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
国
家
（
連
合
王
国
）
レ
ベ
ル
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
制
定

法
に
基
づ
く
正
式
な
許
可
、
即
ち
イ
ギ
リ
ス
政
府
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
の
同
意
が
な
い
限
り
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
「
法
的
根
拠
」
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
5
）

。

し
か
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関
す
る
問
題
は
、「（
分
権
化
の
進
ん
だ
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
一
地
域
だ
け
の
問
題
」
と
も
言

い
難
い
。
因
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
独
自
の
立
法
権
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（the S

cotland A
ct 

1998

）
で
は
、「
留
保
事
項
」
の
一
つ
に
関
連
す
る
法
案
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
立
法
化
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
具
体
的
な
法
的
判
断
を
下
す
の
は
、
裁
判
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
実
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
連
合
（U

nion

）」
に
関
す
る
問
題
は
、
同
法
で
い
う
「
留
保
事
項
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
る

（
6
）

。

そ
の
た
め
、
た
と
え
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
法
律
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
制
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
後
か
ら
訴
訟
が

起
こ
さ
れ
た
場
合
、
何
ら
か
の
形
で
裁
判
所
が
そ
の
法
律
に
無
効
判
決
を
下
す
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
最
高

裁
に
よ
る
最
終
的
な
司
法
判
断
（
結
論
）
が
出
る
ま
で
住
民
投
票
実
施
が
遅
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
っ
た
し
、
裁
判
所
の
判
決
如
何
に
よ
っ

て
は
、
住
民
投
票
そ
の
も
の
が
完
全
に
凍
結
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
っ
た

（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
法
的
根
拠
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
独
立
賛
成
派
に
と
っ
て
一
見
不
利
な
よ
う
に
も
見
え
る
。
し

か
し
同
時
に
、
独
立
反
対
派
か
ら
見
て
も
厄
介
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
住
民
投
票
を
実
施
す
る
「
法
的
根
拠
」
が
弱
い
と
は
い
え
、

二
〇
〇
七
年
お
よ
び
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
に
伴
う
民
主
的
正
当
性
、
即
ち
「
倫
理
的
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、

独
立
反
対
派
も
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
民
主
国
家
の
建
前
上
、
住
民
投
票
実
施
に
不
可
欠
な
法
律
の
制
定
・
実
施

四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
五
）

を
裁
判
と
い
う
手
段
で
完
全
に
阻
止
す
る
訳
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
協
議
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
住
民
投
票
実
施
に
必
要
な
「
委
任
＝
マ
ン
デ
ー
ト
」
が
選
挙
を
通
じ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自

治
政
府
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
住
民
投
票
を
「
合
法
的
（legal

）
か
つ
公
正
（fair

）
な
最
終
決
定

（decisive

）
と
す
る

（
8
）

」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
最
終
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
同
意
し
た
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
決
断
を
受
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
相
ム
ー
ア
（M

ichael M
oore

）
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
〇
日
、「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
自
治
政
府
に
は
、
独
立
を
問
う
住
民
投
票
実
施
に
必
要
な
法
的
根
拠
が
な
い
」
こ
と
を
下
院
で
説
明
し
、
次
の
よ
う
な
公
式
の
提

案
を
行
っ
た
。
前
述
の
「
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
・
セ
ク
シ
ョ
ン
（S

ection

）
三
〇
に
基
づ
き
、
住
民
投
票
実
施
の
た
め
の
諸

権
限
を
ホ
ー
リ
ー
ル
ー
ド
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
）
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
具
体
的
に

は
、
同
法
セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇
に
規
定
さ
れ
た
「
枢
密
院
令
」（O

rder in C
ouncil, O

rder

）
を
通
じ
て
、
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
付
加
的

な
立
法
権
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
規
定

に
基
づ
くO

rder

は
、
地
方
分
権
改
革
実
現
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
拡
大
す
る
目
的
で
用
い
ら
れ
た
り
、
新
た
に
生

じ
た
問
題
を
処
理
す
る
場
合
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
（
前
例
）
が
あ
っ
た

（
9
）

。

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
の
「
妥
協
・
譲
歩
？
」
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
側
は
、
お
節
介
の
し
過
ぎ
だ
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
た

（
10
）

。
と
は
い
え
、
こ
の
提
案
が
独
立
賛
成
派
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
「
渡
り
に
舟
」
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
内
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
内
で
の
様
々
な
議
論
（
二
〇
一
二
年
一
月
〜
三
月
、
五
月
）
を
経
て
、「
こ
の
法
律
に
規

定
さ
れ
たO

rder

を
用
い
て
住
民
投
票
実
施
の
法
的
根
拠
を
（
一
時
的
に
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
移
譲
す
る
」
こ
と
に
、
キ
ャ
メ
ロ

ン
と
サ
モ
ン
ド
の
両
政
府
首
脳
は
合
意
し
た
。
こ
う
し
て
、‘a section 30 O

rder ’
の
運
用
等
に
関
す
る
合
意
文
書
「
エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
」

五
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（E
dinburgh A

greem
ent

）
に
両
首
脳
が
署
名
し
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
、
直
ち
に
、
住
民
投
票
実
施
関
連
事
項
の
立
法
化
に
向

け
て
動
き
出
し
た

（
11
）

。
そ
し
て
二
〇
一
三
年
春
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
に
関
す
る
法
律
」（the S

cottish 

Independence R
eferendum

 A
ct 2013

）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
全
権
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
議
会
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
安
定
多
数
議
席
を
確
保
し
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
主
導
に
よ
っ
て
住
民
投
票
実
施
の
詳
細

が
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
も
（
あ
る
い
は
予
想
に
反
し
て
）、
独
立
反
対
派
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
の
「
歩
み
寄
り
」

と
も
取
れ
る
行
為
を
通
じ
て
、
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
伴
う
最
大
の
障
壁
が
取
り
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

二
〇
一
四
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
は
、
多
少
極
論
す
れ
ば
「
下
か
ら
の
」
と
い
う
以
上
に
、
あ
る
意
味
「
上
か
ら
の
」

（
イ
ギ
リ
ス
政
府
レ
ベ
ル
、
即
ち
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
側
か
ら
の
）
動
き
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
を
実
質
上
牽
引
し
て
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
は
、
典
型
的
な
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施
に
同
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
今
度
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
特
徴
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
院
内
保
守
党
）
の
内
情
に
焦
点
を
当
て
て
、
イ
ギ
リ
ス
政

党
政
治
に
関
す
る
最
近
の
変
容
も
踏
ま
え
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑵　

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
保
守
党
内
状
況

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
連
合
王
国
維
持
の
立
場
を
標
榜
す
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
者
（
換
言
す
れ
ば
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
と
し
て
の
あ

り
方
で
あ
る
。
理
念
上
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
「
反
対
」
し
て
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
（
例
外
で
）
は
な
い
。

六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
七
）

た
だ
し
、
現
在
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
自
民
党
と
連
立
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
地
域
主
義
や
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
比
較
的
尊
重
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
バ
ー
ク
（E

dm
und B

urke

）
や
ピ
ー
ル

（R
obert P

eel
）
が
表
明
し
た
り
実
践
し
た
り
し
た
「
変
化
を
本
能
的
に
嫌
う
の
で
は
な
く
、
現
存
の
社
会
秩
序

│
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
連
合
王
国
と
い
う
国
家
構
造

│
を
維
持
す
る
た
め
（
目
的
）
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
慎
重
で
穏
健
な
改
革
は
否
定
し
な
い
」

自
由
主
義
的
保
守
主
義
（liberal C

onservatism

）
の
伝
統
に
近
い
特
徴
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

（
12
）

。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
立
場
を
代
表
す
る
保
守
党
党
首
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

「
既
存
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
境
界
に
基
づ
き
、
連
合
王
国
の
将
来
像
を
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
（
目
的
）、
住
民
投
票
実
施
（
手
段
）

に
同
意
し
た

（
13
）

」
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
（
政
治
技
術
、
統
治
術
）」（statecraft

）
の
側
面
か
ら
こ
の
問
題
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と

の
関
連
を
捉
え
て
み
る
と
、
保
守
党
党
首
と
し
て
、
伝
統
的
な
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
を
継
承
し
実
践
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
る
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
の
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
分
析
し
、
と
り
わ
け
大
衆
民
主
主
義
の
時
代
に
入
っ
た
一
九

世
紀
末
以
降
の
歴
代
保
守
党
党
首
（
首
相
）
の
そ
れ
と
の
類
似
点
や
連
続
性
を
明
ら
か
に
し
た
ブ
ル
ピ
ッ
ト
（Jim

 B
ulpitt

）
に
よ
れ
ば
、

与
党
時
の
保
守
党
は
民
主
的
圧
力
や
外
的
圧
力
か
ら
中
央
政
府
を
隔
離
し
て
、
そ
の
自
主
性
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
き
た

（
14
）

の
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（A

ndrew
 G

am
ble

）
も
、
保
守
主
義
者
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
課
題
は
「
国
家
の
権
威
」
を
貫
徹

す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
補
足
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
歴
代
の
保
守
党
政
府
は
、
具
体
的
に
は
（
国
防
、
外
交
、
経
済
な
ど

七
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国
家
の
生
存
に
と
っ
て
致
命
的
と
な
る
重
要
政
策
領
域
）「
ハ
イ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
し
て
国
家
が
扱
う
べ
き
問
題
の
数
や
種
類
を
な
る
べ

く
制
限
し
て
き
た
。
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
問
題
は
全
て
（
今
日
で
は
地
域
議
会
や
地
方
政
府
等
が
担
当
す
べ
き
と
さ
れ
る
）「
ロ
ー
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
」
の
政
策
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
、
下
位
の
機
関
に
そ
れ
を
一
切
委
ね
て
し
ま
う
方
法
を

│
成
功
・
失
敗
は
別
と
し
て

│

採
用
し
て
き
た

（
15
）

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
を
軸
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
（
国
家
＝
中
央
政
府
）
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関
す

る
住
民
投
票
実
施
に
強
く
反
対
・
抵
抗
せ
ず
同
意
で
き
た
理
由
・
背
景
も
理
解
で
き
る
。
独
立
反
対
派
か
ら
す
れ
ば
一
見
「
無
謀
」
に
も

思
え
る
「
歩
み
寄
り
」

│
住
民
投
票
に
関
す
る
詳
細
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
地
域
）
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
（
地
方
）
政
府
に

委
ね
た
こ
と

│
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
保
守
党
主
体
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
敗
北
や

譲
歩
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
た
め
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
動
向
に
比
較

的
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
院
内
保
守
党
の
内
情
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
今
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
は
ブ
レ
ア
（T

ony B
lair

）
労
働
党
に
「
地
滑
り
」
勝
利
を
も
た
ら
し
、
以
後
一
三
年
続
く

ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
の
政
治
と
本
格
的
な
地
方
分
権
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
時
に
一
九
九
七
年
総
選
挙
結
果
に
伴
い
一
八
年
ぶ
り
に

下
野
し
た
保
守
党
は
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
の
み
を
代
表
す
る
残
党
」（E

nglish-based rum
p

）
へ
と
転
落
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
保
守
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地
域
か
ら
当
選
者
を
一
人
も
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
直
近
の
二
〇
一
〇
年
総

選
挙
に
お
い
て
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
の
保
守
党
議
員
は
一
人
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保

八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
九
）

守
党
支
持

（
16
）

の
減
少
・
衰
退
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
で
の
経
験
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
離
れ
を
一
層
加
速
さ
せ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
治
は
、
一
九
九
七
年
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
で
変
容
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
つ

目
は
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
下
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
創
設
（
復
活
）
に
象
徴
さ
れ
る
「
分
権
化
し
た
地
域
議
会
」
政
治

│
こ

う
し
た
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
を
、‘old W

estm
inster ’

政
治
に
対
し
て
（
概
念
上
は
曖
昧
だ
が
）‘new

 

politics ’

と
す
る
捉
え
方

（
17
）

も
あ
る

│
の
定
着
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
選
挙
政
治
と
い
う
文
脈
か
ら
見
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

（B
ritish C

onservative P
arty

）
が
事
実
上
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
議
会
）
中
心
型
の‘E

nglish N
ational P

arty ’

に
変
容
し
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
変
容
は
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
至
る
保
守
党
（
あ
る
い
は
自
民
党
）
の
動

き
・
背
景
に
も
、
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①　

地
方
分
権
改
革
に
伴
う
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容

一
九
九
九
年
以
後
の
一
連
の
地
方
分
権
改
革
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
を
一
層
促
す
効
果
が
あ
っ
た
。
連

合
王
国
内
各
地
域
の
固
有
性
を
反
映
す
る
新
し
い
「sub-state

でnational

な
」
選
挙
枠
組
み
が
確
立
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
連
合
王

国
か
ら
の
分
離
独
立
を
主
張
す
る
各
地
域
のnationalist parties

の
影
響
力
も
、
以
前
に
比
べ
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
後
の
保
守
党
は
、
極
端
に
言
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
を
重
視
し
な
く
て
も

（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
を
優
先
す
る
だ
け
で
）
総
選
挙
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
地
方
分
権
改
革
の

進
展
に
よ
っ
て
、
主
要
（
三
大
）
政
党
の
活
躍
で
き
る
文
脈
が
根
本
か
ら
変
化
し
た

（
18
）

」
と
言
え
る
。

さ
ら
に
地
方
分
権
改
革
を
通
じ
て
、「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
の
（
連
合
王
国
内
で
独
自
の
議
会
を
唯
一
持
た
な
い
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

九
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（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
〇
）

（
地
域
）
議
会
化
」
傾
向
も
一
層
強
ま
っ
た
と
マ
イ
コ
ッ
ク
（A

ndrew
 M

ycock

）
ら
は
見
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ま
だ
萌
芽
的
段
階
に
あ

る
と
は
い
え
、
主
要
（
三
大
）
政
党
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
（E

nglishness

）

│
即
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ら
し
さ
と
そ
の
自
主
性

│
を
強
調
す
る
政
党
政
治
」（the party politics of E

nglishness

）
に
何
ら
か
の
形
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
マ
イ
コ
ッ
ク

ら
は
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
「
政
党
政
治
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
（A

nglicisation

）」
現
象
と
し
て
、
こ
の
変
容
を
特
徴
づ
け
て
い
る

（
19
）

。

勿
論
、
現
時
点
で
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
は
、
あ
く
ま
で
文
化
的
独
自
性
の
表
現
と
か
ム
ー
ド
で
あ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
定
形
の
政

治
運
動
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、「
地
方
分
権
改
革
に
伴
い
政
党
政
治
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
と
い
う
文
脈
で
表
れ
た
『
新
た

な
』
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
も
可
能

（
20
）

」
だ
と
マ
イ
コ
ッ
ク
ら
は
主
張
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
的
主

要
（
三
大
）
政
党
が
さ
ら
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
の
方
向
に
向
か
う
傾
向
、
換
言
す
れ
ば
「
政
党
政
治
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
」
現
象
は
、

保
守
党
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

②　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容
と
ジ
レ
ン
マ

そ
の
影
響
と
は
、
一
言
に
要
約
す
る
な
ら
、
党
と
し
て
の
方
向
性
に
関
す
る
「
ジ
レ
ン
マ
」
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
に
よ
っ
て
地
方
分
権
改
革
が
実
現
す
る
ま
で
、
歴
代
の
保
守
党
党
首
は
、
国
家
構
造
の
解
体
に
繋
が
り
か
ね
な

い
変
革
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
き
た
。
そ
れ
で
も
実
際
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
等
が
開
設
さ
れ
る
と
、
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 

H
ague

）
以
後
の
保
守
党
党
首
は
、
地
方
分
権
改
革
と
、
そ
れ
に
伴
う
新
た
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
、「
党
と

し
て
一
貫
し
た
態
度
」
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
き
た
の
で
あ
る

（
21
）

。
そ
れ
は
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
従
来
の
立
場
を
堅
持
し

つ
つ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
動
き
に
も
「
真
剣
に
」
と
い
う
よ
り
「
そ
れ
な
り
に
」
対
応
し
て
み
せ
る
と
い
う
、
一
種
の
便

宜
主
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
〇



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
一
）

具
体
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
れ
以
上
刺
激
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
余
計
な
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地

域
議
会
」
は
創
設
せ
ず‘E

nglish Q
uestion （

22
）’

の
み
徐
々
に
解
決
し
て
い
く
方
針
を
保
守
党
は
採
用
し
て
き
た
。
連
合
王
国
存
続
に
と
っ

て
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
増
大
こ
そ
、
実
は
最
も
危
険
な
挑
戦
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
党
内
の
動
き
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
一
九
九
九
年
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
関
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
投
票
（E

nglish votes on E
nglish law

s, E
 vo E

L

）
制
度
を
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
に
導
入
す
る
プ
ラ
ン
」
が
当
時
の
ヘ
イ
グ
党

首
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
保
守
党
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
こ
の
提
案
が
必
ず
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
制
度
が
ど
う
す
れ
ば
実
際
に
機
能
す
る
か
と
い
う
点
に
党
内
議
論
は
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
23
）

。
そ
れ
で
も
根
本
的
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
保
守
党
内
状
況
を
分
析
す
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
保
守
党
は
難
題
に
直
面
し
て
い
る

（
24
）

こ
と

が
分
か
る
。
党
内
「
少
数
派
」
の
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
も
し
く
は
自
由
主
義
的
保
守
主
義
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
従
来
ど
お

り
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
「
顔
」
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
う
す
る
と
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
賛
成
派
」
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
保
守
党
内
の
「（
党
内
多
数
派
を
占
め
る
右
派
議
員
に
比
較
的
多
い
と
思
わ
れ
る
）
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
重
視
す
べ
き
と
い
う

立
場
」
か
ら
も
批
判
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
で
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
強
調
し
過
ぎ
る
素
振
り
を
見
せ
る
と
、
今
度
は
偏
狭
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
立
場
に
迎
合
し
た
と

非
難
さ
れ
、「
中
間
層
」
の
離
反
を
招
き
、
次
期
総
選
挙
で
の
勝
利
と
政
権
維
持
が
危
う
く
な
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

地
方
分
権
改
革
の
進
展
と
定
着
を
通
じ
て
、
現
在
の
院
内
保
守
党
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
ち
ら
に
置
く
か
、
岐
路
に
立
た

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
伝
統
的
か
つ
従
来
的
な
「
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
か
、
そ
れ
と
も
、
新
た
に
認

一
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
二
）

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
か
、
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
い
て
も
深
刻
な
問
題
、
ジ
レ
ン
マ
が
伴
う
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
と
保
守
党
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
今
回
の
住
民
投
票
実
施
に
踏
み
切
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
地
方
分
権
改
革
（
権

力
分
散
化
）
に
伴
う
党
内
状
況
の
変
容
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
流
「
そ
ら
し
」「
苦
肉
の
策
」
と
い

う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

Ⅲ
．
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
変
容
と
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
「
独
立
」
の
拒
絶
？

こ
こ
で
は
、
現
在
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
を
動
か
し
て
い
る
「
独
立
賛
成
派
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
、
現
在
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
最
大
野
党
で
「
独
立
反
対
派
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）」
で
も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党

│
即
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政

党

│
の
変
容
、
そ
し
て
そ
れ
が
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
結
果
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
両
党
の

明
暗
を
分
け
た
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑴　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
の
意
味
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党

既
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
住
民
投
票
実
施
を
決
定
づ
け
た
出
来
事
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙

（
投
票
率
五
〇
・
四
％
）
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
政
党
政
治
と
は
異
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党

優
位
の
事
実
上
「
一
強
多
弱
」
状
態
が
続
い
て
き
た
。
一
九
九
九
年
第
一
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
降
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
二
大
政
党
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
は
、
選
挙
制
度

│
註（
3
）を
参
照

│
の
性
質
上
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（hung 

P
arliam

ent

）
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
多
党
制
化⇒

（
労
働
党
と
自
民
党
に
よ
る
）
連
立
内
閣
形
成
」（
一
九
九
九
年
な
ら
び
に
二
〇
〇
三
年
）
と

一
二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
三
）

い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
一
一
年
に
は
、
少
数
与
党
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
得
票
率
約

五
四
％
（
第
一
野
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
二
九
％
）、
一
二
九
議
席
中
過
半
数
の
六
九
議
席

を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
政
権
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
大

半
か
ら
圧
倒
的
に
信
任
な
い
し
支
持
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
表
1

を
見
る
限
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
政
治
の
逆
転
現
象
、
即
ち
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
優

位
体
制
の
終
焉
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
主
導
体
制
の
確
立
」
は
、
大
凡
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
〇
七
年
の
間
に
完
成
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
表
1
を
見
る
と
、
あ
る
興
味
深
い
現
象
に
気
づ
く
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
選
出
議
員
数
の
増
加
を
例
外
と
し

て
、
小
選
挙
区
制
選
出
議
員
数
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
数
合
計
、
そ
し
て
小
選
挙
区
制
お
よ
び

地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
で
の
得
票
率
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
一
貫
し
て
減
少
傾
向
を
見
せ
て

い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
場
合
、
小
選
挙
区
制
選
出
議
員
数
の
増
加
に
加
え

て
、
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
選
出
議
員
数
お
よ
び
得
票
率
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
数
合
計
、

そ
し
て
小
選
挙
区
制
で
の
得
票
率
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
を
境
に
減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。

表 1　二大政党別スコットランド議会選挙結果：上段→獲得議席数（人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下段→得票率（％）　総定数129

「小選挙区制」選出 「地域別名簿式比例代表制」選出 スコットランド議員数合計

1999 2003 2007 2011 1999 2003 2007 2011 1999 2003 2007 2011

スコットランド 53 46 37 15 03 04 09 22 56 50 46 37

労働党 39 35 32 32 34 29 29 26 29

スコットランド 07 09 21 53 28 18 26 16 35 27 47 69

民族党 29 24 33 45 27 21 31 44 54

出典 　＜http://www.scottish.parliament.uk/msps/29398.aspx＞の Table 1, 2 など
に基づき筆者作成。

一
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五
十
一
巻
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四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
四
）

し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
前
後
の
両
党
の
動
き
に
注
目
す
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
各
種
世
論
調
査
結
果
に
基
づ
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
投
票
意
思
ト
レ
ン
ド
を
概
観
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
興
味
深
い

現
象
が
見
ら
れ
た
。
小
選
挙
区
制
と
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
の
両
方
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
二
位
で
推
移
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
族
党
支
持
率
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
下
旬
（
投
票
日
の
約
一
か
月
半
前
）
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
一
位
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労

働
党
支
持
率
を
逆
転
し
た
。
そ
し
て
投
票
日
当
日
に
至
る
ま
で
、
両
党
支
持
率
の
順
位
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
変
化
し
て
い
な
か
っ
た

（
25
）

。

ま
た
、
党
組
織
力
が
比
較
的
「
モ
ノ
を
言
う
」
小
選
挙
区
制
で
労
働
党
支
持
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

は
善
戦
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
相
対
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
農
村
部
」
で
強
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
は
、
例
え
ば
（
因
み
に
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
で
も
独
立
賛
成
派
が
反
対
派
を
上
回
っ
た
）
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
代
表
さ
れ
る
「
都
市
部
」、
即

ち
、
労
働
党
の
主
要
地
盤
で
も
勝
利
を
収
め
て
い
る

（
26
）

。

以
上
の
点
か
ら
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
優
位
政
党
の
新
旧
交
代
を
決
定
づ

け
た
。
同
時
に
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
に
対
す
る
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
勝
利
を
再
確
認
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
明
暗
を
分
け
た
要
因
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立

を
掲
げ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
躍
進
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
年
後
の
住
民
投
票
で
、
有
権
者
に
よ
っ
て
「
独
立
」
が
否
決
さ

れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
以
下
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
政
治
を
踏
ま
え
つ
つ
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て

解
明
し
て
い
く
。
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二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
五
）

⑵　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
変
容

①　

一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
に
対
す
る
有
権
者
認
識

一
九
三
四
年
の
結
党
以
来
「
連
合
王
国
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
」
を
党
是
と

し
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
例
え
ば
核
基
地
の
撤
去
と
か
脱
原
発
に
伴
う
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
い
っ
た
独
特
の
政
策
を
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
同
党
は
、
地
域
主
義
の
ほ
か
、
表
2
に
も
見
ら
れ
る
と
お

り
、
労
働
党
や
自
民
党
に
近
い
中
道
左
派
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

│
「
大
き
な
政
府
」「
平
等
」

志
向

│
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
な
り
に
脱
物
質
主
義
的
価
値
観
を
も
担
え
る
政
党
と
な
っ
て

い
た
。

こ
こ
で
、
メ
ー
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）
保
守
党
政
権
期
（
一
九
九
〇
年
代
初
頭
）
の
イ
ギ

リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
に
対
す
る
有
権
者
の
「
イ
メ
ー
ジ
や

認
識
」
に
つ
い
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

当
時
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
の
ベ
ニ
ー
（L

ynn B
ennie

）
ら
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
上
記
四
党
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
❶
「
政
策
的
立
場
に
関
す
る
認
識
」

（
表
2
）、
❷
「
国
家
構
造
改
革
を
め
ぐ
る
立
場
に
関
す
る
認
識
」（
表
3
）、
そ
し
て
❸

「
一
九
九
二
年
総
選
挙
時
に
お
け
る
政
党
認
識
」（
表
4
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

表
2
〜
表
4
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
有
権
者
の
認
識
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ

表 2　政策的立場に関する認識（％） ※ SNP…スコットランド民族党（以下同じ）
政策面のプライオリティ 保守党 労働党 自民党 SNP （　）内はイングランドでの結果

雇用創出 34（35） 79（79） 54（59） 65

高福祉・高負担 24（26） 81（83） 61（65） 62

国有化 17（19） 66（71） 31（34） 48

所得の不平等を是正 21（21） 77（81） 52（53） 63

親・欧州共同体 43（47） 47（46） 44（44） 42

国防支出削減 32（30） 62（68） 45（46） 55

政府の役割を重視 37（41） 75（78） 53（58） 64

出典　 Lynn Bennie, Jack Brand and James Mitchell, How Scotland votes  
Scottish parties and elections （Manchester: Manchester University Press） 
1997, p. 147 （Table 11.3）.
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ン
グ
ラ
ン
ド
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

表
3
を
見
る
と
、
概
ね
労
働
党
と
自
民
党

は
地
方
分
権
改
革
促
進
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

利
益
の
み
の
擁
護
者
・
保
守
党
が
そ
れ
に

反
対
す
る
立
場
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
は
「
独
立
」
志
向
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、

各
党
の
理
念
・
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
当
時
に
お
い
て

も
「
独
立
」
よ
り
「
地
方
分
権
改
革
促
進

（
具
体
的
に
は
、
今
日
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
に
象
徴
さ
れ
る
独
自
の
地
域
議
会
創
設
）」

の
ほ
う
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者

か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
ま
た
、
表
4
か
ら
、
連
合
王

国
か
ら
の
分
離
独
立
に
つ
い
て
は
当
時
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か
ら
も
、
や
や

表 3　国家構造改革をめぐる立場に関する認識（％）

保守党 労働党 自民党 SNP 全体

イギリス / 欧州共同体からの独立
欧州共同体の中での独立
独自の地域議会創設
現状維持
その他
分からない
無回答

01
03
18
71
01
05
01

04
09
62
15
01
08
01

03
09
45
16
01
25
01

37
49
05
01
00
07
01

06
17
50
24
01
02
00

出典　Ibid., p. 150（Table 11.6）.

表 4　1992年総選挙時における政党認識（％） （　）内はイングランドでの結果

保守党 労働党 自民党 SNP

極端
穏健
団結している
分裂している
特定の階級の利益を考慮している
全ての階級の利益を考慮している
強力な政府を形成できる
強力な政府を形成できない
弱者に思いやりがある
弱者に思いやりがない

38（29）
53（62）
58（68）
34（24）
68（53）
28（40）
79（84）
17（12）
38（48）
51（40）

30（30）
61（60）
27（30）
66（61）
43（56）
47（33）
44（37）
49（56）
72（70）
18（17）

08（06）
71（75）
60（70）
18（13）
12（10）
63（65）
25（24）
57（56）
67（74）
11（07）

51
35
64
19
30
48
30
55
66
16

出典　Ibid., p. 144（Table 11.1）.
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）

（
七
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七
）

「
極
端
」
と
見
ら
れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
上
の
調
査
結
果
を
検
討
す
る
と
、
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
れ
な
り
に
分
か
っ
て
く
る
。
さ
し
あ
た
り
「『
独
立
』
な
ど
極
端
な

見
解
を
持
っ
て
お
り
、
強
力
な
政
府
は
つ
く
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
住
民
全
体
の
こ
と
を
一
応
考
え
て
く
れ
そ
う
な
比
較
的
団
結
力
あ
る
地

域
政
党
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
平
均
的
な
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
同
党
が
（
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
）
労
働
党
と
肩
を
並
べ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
単
独
政
権
与
党
に
成
長
す
る
姿
な
ど
、
想
像
し
に
く
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

②　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
公
約
に
見
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
変
容

で
は
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
時
点
で
、
と
り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
は
ど
の
よ
う
な
公
約
を
掲
げ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
5
を
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
に
共
通
す
る
政
策
（
波
線
部
分
）、
即
ち
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
予
算
の
維
持
や
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク

ス
の
凍
結
、
あ
る
い
は
大
学
授
業
料
無
料
化
の
継
続
と
い
っ
た
政
策
は
、
や
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
と
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
で
も
後
述

す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
大
多
数
に
と
っ
て
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
（
支
持
さ
れ
た
）
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
野
党
時
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
例
え
ば
二
〇
〇
三
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
意
外
に

も
「
法
人
税
減
税
」
を
公
約
に
掲
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
党
に
よ
れ
ば
、「（
減
税
に
よ
っ
て
）
投
資
が
刺
激
さ
れ
、
雇
用
も
創
出
さ
れ

る
の
で
、
結
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
用
の
税
収
が
今
ま
で
以
上
に
増
え
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
豹
変
」
は
、
同
党
に
よ
る
社
会
民
主

主
義
政
策
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
権
奪
取
に
欠
か
せ
な
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
表
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
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表 5　2011年スコットランド議会選挙　二大政党マニフェスト重要政策（要旨）比較

スコットランド民族党

・アルコール類に最低小売価格を再導入する。　ＮＨＳ予算を維持する。

・カウンシルタックス（※居住不動産価値に基づいて課す地方税）を凍結する。

スコットランド法案を修正して、法人税課税権を認める。

職業訓練所を10万か所認可したうえで、毎年 2 万 5 千人が職業訓練を受けら

れるようにする。

・警察官の人数は現状維持としたうえで、「ナイフを持たず、より良い生活」計

画を発表し、様々な警察サービス改善案を協議する。

・大学授業料の無料化を続ける。　小学校の学級規模を…（中略）…縮小する。

就学前児童の支援を拡充する。

・原発は新設しない。　再生可能なエネルギーの開発への投資を増加する。

・スコットランド独立の賛否を問う住民投票を実施する。

スコットランド法案を修正して、スコットランド議会の権限を拡大する。

スコットランド労働党

・癌治療専門家の診察を 2 週間以内に受診できる権利を導入する。

　ＮＨＳ予算を維持する。

・カウンシルタックスを凍結する。

・警察官の人数は現状維持とする。　ナイフの不法所持者に対する法律上の拘束

期間を最低でも半年間とする。

・スコットランド単位の警察と共通の消防を創設する。

・大学授業料の無料化を続ける。　専門職業訓練用の教員を千人ほど増やす。

・「その長所を考慮に入れて」原発新設計画を実行する。

2020年までに、再生可能なエネルギーが全体の 8 割を占めるようにする。

・スコットランド法案の規定に基づく借入限度額の増加と資本借入権の分権化

を支持する。

出典　 Paul Cairney and Neil McGarvey, Scottish Politics, second edition 
（Basingstoke: Palgrave Macmillan）, 2013, p. 77 （Box 4.5）.
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）

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
対
的
地
位
低
下
を
同
党
が
認
識
し
た
結
果
と
も
言
え
る

（
27
）

。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
一
に
、
両
党
の
公
約
内
容
と
そ
の
類
似
化
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
並
み

の
「
包
括
政
党
」
に
脱
皮
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
責
任
野
党

（
28
）

」
化
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
少
数
与
党
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
、「
統
治

政
党
」（
批
判
す
る
だ
け
の
万
年
野
党
で
は
な
く
、
安
心
し
て
統
治
〈
政
府
の
運
営
〉
を
委
ね
ら
れ
る
政
党
）
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か

ら
認
識
さ
れ
る
ほ
ど
成
長
し
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
続
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
初
の
少
数
党
政
権
（
サ
モ
ン
ド
首
席
大

臣
）
が
相
対
的
に
安
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
政
治
学
者
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
（S

tephen D
river

）
に
よ
れ
ば
、

野
党
が
議
会
多
数
派
を
占
め
る
た
め
実
現
で
き
な
か
っ
た
政
策
も
い
く
つ
か
あ
る
に
せ
よ
、
野
党
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
カ
ウ
ン

シ
ル
タ
ッ
ク
ス
凍
結
な
ど
重
要
政
策
の
大
部
分
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
29
）

か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
実
線
部
分
、
即
ち
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
『
独
立
』
か
『
財
政
面
で
の
一
層
の
分
権
化
』
か
」
と
い
う
争
点
が
、
両
党
の
根

本
的
な
違
い
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
独
立
」
を
訴
え
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
同
選
挙
で
圧

勝
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
で
は
、
な
ぜ
同
じ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
に
よ
っ
て
「
独
立
」
が
拒
絶

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

③　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
党
首
サ
モ
ン
ド
の
存
在
と
役
割

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
主
導
体
制
確
立
と
、
二
〇
一
一
年
三
月
下
旬
に
生
じ
た
世
論
調

一
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査
・
二
大
政
党
支
持
率
逆
転
現
象
、
両
者
に
共
通
す
る
要
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
サ
モ
ン
ド
党
首
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
演
説
能
力
に
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
評
価
さ
れ
る
サ
モ
ン
ド

（
30
）

は
、
先
ず
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で

一
〇
年
間
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
党
首
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
労
働
党
に
対
抗
し
て
、
同
党
を
現
在
の
よ
う
な
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
顔
を
持
つ
」
社
会
民
主
主
義
的
・
親
欧
州
的
政
党
に
育
て
上
げ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
党
首
を
辞
任
し
て
か
ら
は
テ
レ

ビ
番
組
等
に
も
頻
繁
に
出
演
し
、
そ
の
「
顔
」
と
「
能
力
」
が
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
サ
モ
ン
ド
の
後
継
党
首
を
務
め
た
ス
ウ
ィ
ニ
ー
（John S

w
inney

）
は
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年

（
欧
州
議
会
選
挙
）
と
連
続
敗
北
し
て
、
そ
の
支
持
を
減
ら
し
た
。
同
年
の
引
責
辞
任
を
受
け
て
サ
モ
ン
ド
は
、‘I changed m

y m
ind ’

と

述
べ
て
突
然
党
首
選
挙
に
立
候
補
し
、
二
〇
〇
四
年
に
再
選
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
述
の
よ
う
に
党
勢
と
選
挙
結
果
が
復
活
し
て
、

二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
に
至
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
二
〇
一
一
年
五
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
同
党
は
、
従
来
以
上
に
「
党
首
」
サ
モ
ン
ド
を
前
面

に
掲
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
流‘presidential cam

paign ’

を
行
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
二
大
政
党
の
内
容
が
類
似
化
し
て
い
く
と
、
必
然
的
に
「
政
策
」
よ
り
「
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
注
目
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
が

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
で
は
な
く

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
政
権
二
期

目
を
承
認
し
た
理
由
は
、
同
党
へ
の
支
持
に
加
え
て
、「
人
格
化
し
た
」
党
首
・
首
席
大
臣
サ
モ
ン
ド
へ
の
支
持
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る

（
31
）

の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
に
よ
る
指
導
を
通
じ
て
、
政
党
政
治
の
「（
ア
メ
リ
カ
）
大
統
領
制

二
〇



二
〇
一
四
年
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コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
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政
党
政
治
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渡
辺
）

（
七
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一
）

化
」（presidentialization

）、
権
力
の
「
人
格
化
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
、
現
代
的
「
党
首
（
個
人
）
中
心
型
」「
新
旧
メ
デ
ィ
ア

活
用
型
」
政
党
へ
と
変
容
し
た
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

④　

ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

上
述
の
「
人
格
化
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
踏
ま
え
る
と
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
政
治
の
み
な
ら
ず
現
在
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政

治
（
有
権
者
お
よ
び
政
党
）
も
ま
た
、
従
来
的‘positional politics ’

か
ら‘valence politics ’

あ
る
い
は‘perform

ance politics ’

へ
と

変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
別
の
言
い
方
で
表
す
と‘partisan dealignm

ent ’

と
、
そ
れ
に
伴
う‘ideological 

convergence ’

と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
現
在
の
有
権
者
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
よ
り
、
政
府
「
与
党
」
に

対
し
て
は
（
と
り
わ
け
経
済
面
で
の
実
績
を
中
心
と
し
た
）
過
去
の
業
績
評
価
認
識
を
通
じ
て
、
他
方
で
有
力
「
野
党
」
に
対
し
て
は
党
首
の

人
柄
や
政
策
実
行
能
力
の
見
込
み
上
の
期
待
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
32
）

。

し
た
が
っ
て
、
与
党
（
政
策
面
）
と
し
て
も
野
党
（
党
首
面
）
と
し
て
も
他
党
以
上
に
評
価
で
き
て
合
格
点
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
特
定

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
な
い
一
般
の
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
サ
モ
ン
ド
党
首
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
四

年
）
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑤　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
問
題
点

そ
の
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
も
う
一
方
の
雄
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
リ
ン
チ
（P

eter L
ynch

）
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、「
二
〇
〇
七
年
の
敗
北
か
ら
何
も
学
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
の
政
府
を
選
ぶ
た
め
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
選
挙
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
に
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

（
33
）

」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
は
、
ス

二
一
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コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
が
「
自
滅
」
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
を
恐
ら
く
初
め
て
本
格
的
に
研
究
し
た
ハ
ッ
サ
ン
（G

erry H
assan

）
ら
は
、
こ
の
「
自
滅
」
を
『
労
働
党

的
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
奇
妙
な
死
』
と
い
う
自
著
の
タ
イ
ト
ル
で
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
分
権
改
革
以
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
地
方
分
権
化
と
い
う
新
し
い
流
れ
に
党
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、
党
内
議
論
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
党
内
で
下

院
議
員
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
議
員
と
の
絶
え
間
な
い
緊
張
関
係
や
抗
争
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
は
相
容
れ
な

い
伝
統
（
社
会
民
主
主
義
へ
の
執
着
）
を
本
能
的
に
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
の
党
本
部
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
命
令
に

忠
実
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る

（
34
）

。

ま
た
、
既
述
の
と
お
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
の
長
期
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び

二
〇
〇
四
〜
二
〇
一
四
年
）
の
下
、
党
と
し
て
の
方
向
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
で

は
、
自
治
政
府
初
代
首
席
大
臣
を
務
め
た
デ
ュ
ー
ワ
（D

onald D
ew

ar

）
の
死
（
二
〇
〇
〇
年
）
後
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
絡
ん
で
指
導
者
が

頻
繁
に
交
代
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
環
境
に
上
手
く
適
応
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス

ト
的
な
党
本
部
（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
）
志
向
の
ま
ま
、
単
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
拡
大
阻
止
の
み
の
た
め
に
地
方
分

権
改
革
を
支
持
す
る
存
在
で
し
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
地
方
分
権
改
革
に
対
し
て
も
決
し
て
党
内
一
枚
岩
で
は
な
く
、
ま

た
独
自
の
信
念
さ
え
持
た
な
か
っ
た

（
35
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

民
族
党
に
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
必
然
的
か
つ
当
然
だ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

二
二
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
は
対
照
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
時
代
に
相
応
し
い
「
脱

ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
化
」
に
失
敗
し
た
だ
け
で
な
く
、「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
な
の
か
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
な
の
か
、
党
と
し
て

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
（
文
字
ど
お
り
）‘conservative party ’

化
と

混
乱
な
い
し
怠
慢
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
さ
ら
に

│
良
い
意
味
で

│
変
容
・
躍
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「‘L

abour S
cotland ’

神
話
の
崩
壊

（
36
）

」
に
至
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
二
大
政
党
は

│
明
暗
を
分
け
る
形
で

│
変
容
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
り

わ
け
「
独
立
賛
成
派
」
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
の
下
、
単
な
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
党
か
ら
脱
皮
し
た
。

そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
会
全
体
の
利
益
に
理
解
を
示
す
唯
一
の
現
実
的
統
治
政
党
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

皮
肉
に
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
不
満
が
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
、
二
〇
一
四

年
の
住
民
投
票
に
お
い
て

│
地
方
分
権
改
革
の
一
層
の
充
実
化
を
条
件
と
し
て

│
連
合
王
国
残
留
が
（
圧
倒
的
大
差
で
は
な
か
っ
た
が
）

支
持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑶　

二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
は
な
ぜ
否
決
さ
れ
た
の
か
？

周
知
の
よ
う
に
、
結
局
一
〇
ポ
イ
ン
ト
差
で
否
決
さ
れ
た
に
せ
よ
、
住
民
投
票
実
施
日
の
約
一
か
月
前
か
ら
直
前
に
か
け
て
、
当
初
少

な
か
っ
た
「
独
立
賛
成
派
」
支
持
率
が
「
独
立
反
対
派
」
の
そ
れ
を
一
時
的
に
上
回
っ
た

（
37
）

。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、「
独
立
し
た
場
合
ポ
ン
ド
（
£
）
の
使
用
は
認
め
な
い
」
と
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
ら
の
発
言
に
対
し
、
独
立

問
題
に
無
関
心
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
ま
で
反
発
し
た
こ
と
、
独
立
賛
成
派
に
よ
る
地
道
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
地
上
戦
）
の
成
果

が
徐
々
に
現
れ
出
し
て
い
た
こ
と
、
八
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回
テ
レ
ビ
討
論
会
で
サ
モ
ン
ド
党
首
の
主
張
（
独
立
し
て
も
経
済
へ
の

二
三
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打
撃
は
な
い
と
す
る
見
解
）
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
慌
て
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
主
要
（
三
大
）
政
党

側
が
揃
っ
て
「
独
立
否
決
後
の
自
治
拡
大
・
地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
」
を
公
式
に
約
束
し
た
こ
と
、
そ
し
て
女
王
に
よ
る
異
例
の
「
政

治
的
」
発
言
の
悪
影
響
、
な
ど
が
各
種
報
道
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
独
立
は
結
局
否
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
高
を
括
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
側
の
い
わ
ば
「
上
か
ら
目
線
」
に
対
す
る
反
発
、

独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
に
対
す
る
懸
念
が
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
決
め
た
い
」
と
い
う
当
然
の
願
い
、
な
ど
が
投
票
日
直
前
に
な
っ
て
一
定
の
効
果
を
示
し
た
結
果
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結
果
、
ほ
ぼ
「
六
対
四
」
の
割
合
で
連
合
王
国
残
留
が

支
持
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
党
政
治
や
選
挙
政
治
の
側
面
か
ら
説
明
す
る
と
、
先
ず
、
表
5
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

は
、
今
す
ぐ
「
独
立
」
す
る
こ
と
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
独
立
の
賛
否
を
問
う
「
住
民
投
票
の
実
施
」
を
公
約

と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
を
支
持
し
て
同
党
に
投
票
し
た
有
権
者
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
を
支
持
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
大
学
授
業
料
無
料
化
な
ど
、
同
党
の
他
の
公
約
を
支
持
し
て
投
票
し
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
二
〇
一
一
年
四
月
一
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｍ
世
論
調
査
の
結
果
、
全
部
で
二
五
個
の
政
策
課
題

（issues

）
の
う
ち
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
優
先
課
題
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
が
重
視
し
た
上
位
五
つ
は
、

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。「
癌
の
疑
い
の
あ
る
患
者
の
診
療
待
ち
時
間
を
四
週
間
以
内
か
ら
二
週
間
以
内
へ
と
短
縮
す
る
」（
一
位
）、

「
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
警
察
官
の
人
数
は
現
状
維
持
と
す
る
」（
二
位
）、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
全
学
生
の
た
め
に
大
学
授
業
料
無
料

二
四
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化
を
続
け
る
」（
三
位
）、「
失
業
中
（
無
職
）
の
若
者
向
け
職
業
訓
練
予
算
を
増
や
す
」（
四
位
）、
そ
し
て
「
家
族
全
員
年
金
生
活
者
の
世

帯
の
た
め
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
減
税
を
行
う
」（
五
位

（
38
）

）。

因
み
に
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
国
家
に
な
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
実
施
す
る
」
と
い
う
項
目
は
、
優
先
課
題
の

順
位
と
し
て
は
二
五
個
の
う
ち
二
二
位
（
下
か
ら
四
番
目
）
で
し
か
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
平
均
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
関
心
は
、
主
に
医
療
や
治
安
、
教
育
、
減
税
な
ど
「
よ
り

生
活
に
直
結
し
や
す
い
」
別
の
問
題
、
即
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
国
家
構
造
と
い
う
よ
り
、
経
済
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
う
に
あ
っ
た

と
言
え
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
前
述
の
統
治
政
党
ら
し
さ
を
発
揮
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
二
〇
一
一
年
当
時
の
同

党
は
、
独
立
に
関
す
る
「
住
民
投
票
の
実
施
」
を
公
約
化
す
る
こ
と
で
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非
」
を
選
挙
上
の
争
点
と
せ
ず
、

む
し
ろ
そ
れ
を
「
無
力
化
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る

（
39
）

。
ま
た
、
換
言
す
れ
ば
、
様
々
な
意
味
で

「
独
立
」
に
不
安
を
抱
く
有
権
者
で
も
、
他
の
政
策
を
支
持
で
き
れ
ば
安
心
し
て
同
党
に
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
勝
利
は
、
そ
の
ま
ま
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
支
持
表
明
を
意
味

し
て
い
な
い
。
逆
に
、
同
党
が
地
方
分
権
の
流
れ
を
活
用
で
き
る
統
治
政
党
と
し
て
有
権
者
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
も
あ
え
て
「
独
立
」
に
拘
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
独
立
」
の
拒
絶
と
い
う
よ
り
、
従
来
ど
お
り
「
地
方
分
権
拡
大
」
が
支
持
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
る
べ
き
他
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、

既
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
か
ら
一
定
の
譲
歩
（
反
省
？
）
と
「
一
層
の
自
治
拡
大
・
分
権
推
進
」
の
言
質
と
い
う
「
ア
メ
」
を
勝

ち
取
っ
た
こ
と
、
ま
た
独
立
後
の
経
済
へ
の
不
安
が
（
特
に
都
市
部
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
界
か
ら
）
完
全
に
一
掃
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ

二
五
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た
こ
と
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
に
伴
う
状
況
悪
化
の
可
能
性
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

換
言
す
れ
ば
、
北
欧
的
小
規
模
独
立
国
家
の
形
成
と
い
う
「
理
想
主
義
」
が
、
経
済
面
生
活
面
で
の
安
定
と
一
層
の
充
実
と
い
う
「
現

実
主
義
」
に
勝
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
化
傾
向
、
即
ち
、
従
来
ほ

ど
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
ず
「
よ
り
良
い
生
活
と
経
済
を
実
現
し
て
く
れ
そ
う
な
党
首
や
そ
の
政
党
」
に
投
票
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た

イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
有
権
者
の
存
在
（
変
容
）
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
と
い
う
変
容
・
現
状
と
、
そ
の
変
容
・
現
状
に
上

手
く
適
応
で
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
統
治
政
党
化
、
つ
ま
り
「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容
」
と
そ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
あ
る
分
析
に
よ
る
と
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
を
守
っ
て
く
れ
そ
う
な
政
府
を
自
ら
の
力
で
持
つ
こ
と
が

で
き
た
た
め
」
二
〇
〇
七
年
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
連
合
王
国
批
判
は
逆
に
減
少
し
た

（
40
）

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
れ
ば
、
今
回
の
住
民
投
票
結
果
は
「
投
票
率
」
の
高
さ
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た

（
41
）

。
し
た
が
っ
て
、
独

立
賛
成
派
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
相
対
的
に
高
い
投
票
率
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
約
八
五
％
と
い
う
最
近
で
は
珍
し
く
高

い
投
票
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
が
否
決
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
本
稿
で
の
考
察
結
果
を
あ
る
程
度
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
る
。

住
民
投
票
実
施
直
後
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
詳
細
か
つ
本
格
的
な
分
析
・
評
価
は
差
し
控
え
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

国
家
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
政
党
政
治
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
る
う
え
で
も
、
こ
の
住
民
投
票
結
果
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
だ
け

は
確
か
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
七
）

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
現
状
（
変
容
）
と
そ
の
影
響
」
と
い
う
新
し
い
分
析
視
角
を
通
じ
て
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
住
民
投
票
を
検
討
し
て
き
た
。

一
九
九
九
年
の
地
方
分
権
改
革
実
現
と
そ
の
流
れ
に
刺
激
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
は
、
実
質
上
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

化
し
始
め
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
以
上
に
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
あ
る
い
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ネ
ス
」
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
狭
間
で
「
何
と
か
切
り
抜
け
る
」（m

uddle through

）
こ
と
が
、

ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
側
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
と

│
与
野
党
問
わ
ず

│
主
要
（
三
大
）
政
党
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

歴
代
保
守
党
党
首
の
な
か
で
も
、
実
は
地
方
分
権
改
革
を
比
較
的
尊
重
し
て
い
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
伝
統
的
な
そ
の
保
守
主
義
に
加
え

て
、
政
府
の
決
断
に
誤
り
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
せ
る
た
め
、
論
争
に
な
り
や
す
い
政
策
決
定
か
ら
自
ら
距
離
を
置
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（spatial leadership （
42
）

）
を
実
践
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、「
結
局
は
連
合
王
国
へ
の
残
留
が
支
持
さ
れ
る
」
と
い
う

「
上
か
ら
目
線
」
の
想
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
ら
の
党
首
生
命
を
賭
け
た
投
機
的
側
面
や
、
既
述
の
ジ
レ
ン

マ
に
影
響
さ
れ
た
消
極
的
「
そ
ら
し
」
の
一
面
も
伴
っ
て
い
た
。

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
を
決
定
づ
け
た
、
独
立
推
進
派
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
躍
進
の
背
景
と
し
て
は
、

有
権
者
側
の
変
容
に
上
手
く
対
応
し
た
サ
モ
ン
ド
党
首
の
役
割
と
同
党
の
方
向
性
の
明
確
化
、
そ
れ
に
伴
う
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
利
益
擁

護
者
」
と
し
て
の
統
治
政
党
化
、
そ
れ
と
同
時
に
進
行
し
て
い
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
「
脱
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
化
」
の
失
敗
（
党
と

し
て
の
方
向
性
の
曖
昧
さ
）
と
、
そ
れ
に
伴
う
同
党
の
自
滅
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
七
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
心
の
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
の
意
思
で
「
独
立
」
は
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

こ
に
は
、
断
固
た
る
「
独
立
」
の
拒
絶
で
は
な
く
、「
一
層
の
権
限
移
譲
」
の
支
持
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け

サ
モ
ン
ド
の
存
在
な
ら
び
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
変
容
（
成
長
）
と
そ
の
「
実
績
」
の
お
か
げ
で
、
経
済
面
で
将
来
的
に
不
安
が

残
る
「
分
離
独
立
」
を
わ
ざ
わ
ざ
選
択
せ
ず
と
も
、
着
実
で
リ
ス
ク
の
少
な
い
「
今
後
一
層
の
地
方
分
権
充
実
化
」
を
勝
ち
取
れ
る
と
い

う
認
識
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
ジ
レ
ン
マ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
明
暗
（
成
長
と
自
滅
）、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
事
象
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
全
般
の
変
容
、
特
に
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
の
深
化
も
、
二
〇
一
四
年

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
住
民
投
票
結
果
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
に
対
す
る
現
代
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
政
党
政
治
の
変
容
と
そ
の
影
響
を
あ
ら
た
め
て

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
現
代
政
党
に
お
け
る
「
党
首
」
の
相
対
的
重
要
性
や
、
有
権
者
の
政

党
支
持
・
投
票
行
動
に
お
け
る
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
化
傾
向
な
ど
も
明
ら
か
だ
と
言
え
る
。

現
在
、
と
り
わ
け
地
方
分
権
改
革
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
構
造
は
権
力
分
散
化
傾
向
に
あ
る

（
43
）

。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
政
治
も
ま
た
、
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
な
ど
同
様
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
特
に
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
的
色
彩
の
濃
い
イ
ギ
リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
に
お
い
て
は
、
仮
に
連
合
王
国
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で
維
持
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
声
や
自
主
性
を
従
来
以
上
に
尊
重
す
る
党
運
営
や
、
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
を
意
識
し
た
党
内
ガ
バ
ナ
ン
ス

等
が
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う

（
44
）

。

そ
の
結
果
が
何
で
あ
れ
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
は
、
全
英
（
あ
る
い
は
世
界
）
規
模
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
自
治

二
八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
九
）

拡
大
要
求
・
地
方
分
権
改
革
プ
ロ
セ
ス
の
一
里
塚
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
、
政
党
政
治
の
あ
り
方
や
今
日
的
問
題
点
を
（
有
権
者

の
み
な
ら
ず
、
当
の
政
治
家
た
ち
に
も
）
真
剣
に
考
え
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
を
与
え
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
サ
モ
ン
ド
首
席
大
臣
が
署
名
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
の
取
り
決
め
」

（
エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
）
に
基
づ
き
、
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
国
に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
」（‘S

hould S
cotland 

be an independent country？
’

）
と
い
う
質
問
項
目
の
み
へ
の
賛
成
（Y

es

）・
反
対
（N

o

）
を
問
う
形
で
行
わ
れ
た
。

投
票
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
有
権
者
数　

四
二
八
万
三
、三
九
二
人

独
立
賛
成
（Y

es

）
…
一
六
一
万
七
、九
八
九
票
（
得
票
率　

約
四
五
％
）、
独
立
反
対
（N

o

）
…
二
〇
〇
万
一
、九
二
六
票
（
得
票
率　

約

五
五
％
）、

投
票
率
八
四
・
六
％
。＜

http:w
w
w
.bbc.com

/new
s/events/S

cotland-decides/results＞

ほ
か
。

（
2
） 

最
近
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
欧
州
議
会
選
挙
に
お
け
る
英
国
独
立
党
の
、
各
地
域
議
会
選
挙
に
お
け
る
民
族
主
義
諸
政
党
・
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
選
挙
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
、
支
持
率
増
加
が
著
し
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
前
者
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
完

全
脱
退
を
、
後
者
は
連
合
王
国
（
Ｕ
Ｋ
）
か
ら
の
独
立
を
、
そ
れ
ぞ
れ
党
是
と
し
て
訴
え
て
い
る
。

（
3
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
（
全
一
二
九
議
席
）
に
お
け
る
第
一
回
目
の
選
挙
（H

olyrood election

）
は
一
九
九
九
年
五
月
六
日
に
行
わ
れ
、

一
九
九
九
年
七
月
一
日
に
女
王
が
新
議
会
開
設
を
宣
言
し
た
。

そ
の
選
挙
制
度
は
、‘constituency’

即
ち
「
小
選
挙
区
制
」（
七
三
議
席
）
に‘regional list’

即
ち
八
つ
の
地
域
別
選
挙
区
単
位
の
「
政
党
名
簿

式
比
例
代
表
制
」（
五
六
議
席
）
を
加
え
た
二
本
立
て
で
行
わ
れ
、「
付
加
的
投
票
制
」（additional m

em
ber system

, A
M

S

）
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
有
権
者
は
、
投
票
日
当
日
、
二
票
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
・
自
治
政
府
側
が
住
民
投
票
実
施
年
と
し
て
拘
っ
た
二
〇
一
四
年
と
い
う
年
は
、
中
世
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ

バ
ー
ト
一
世
（R

obert Ⅰ
, 1274

│1329

）
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
勝
利
を
収
め
、
一
三
〇
七
年
以
来
イ
ン
グ
ラ
ン

二
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
〇
）

ド
に
占
領
さ
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
確
か
な
も
の
に
し
た
と
さ
れ
る
バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
戦
い
（B

attle of B
annockburn, 1314

）

か
ら
七
〇
〇
年
目
に
当
た
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
統
一
地
方
選
挙
や
「
小
選
挙
区
制
存
続
の
是
非
（
選
択
投
票
制
採
用
の
賛
否
）
を
問
う
国

民
投
票
」（
小
選
挙
区
制
存
続
が
決
定
）
と
同
日
（
五
月
五
日
）
に
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
（
全
一
二
九
議
席
）
で

の
主
要
政
党
獲
得
議
席
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。　

※
（　

）
内
の
数
字
は
前
回
比
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党　

六
九
議
席　
（＋

二
二
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党　

三
七
議
席　
（－

　

九
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党　

一
五
議
席　

以
下
略

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
民
党　

　

五
議
席　

そ
の
他　

　
　
　
　
　
　
　
　

三
議
席　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
表
1
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
） Iain M

cL
ean, Jim

 G
allagher and G

uy L
odge, S

cotlan
d

’s C
h

oices  T
h

e R
eferen

d
u

m
 an

d
 W

h
at H

appen
s afterw

ard
s 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

）2013 
（rep.
） , p. 6.

（
6
） ＜

http://w
w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/1998/46/schedule/5＞

（
7
） I. M

cL
ean et al., op. cit., pp. 6-7.

こ
の
見
解
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
政
府
諮
問
書S

cotland’s C
onstitutional F

uture

で
も
表
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ

リ
ス
政
府
側
に
よ
る
公
式
の
法
的
見
解
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
異
例
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
担
当
法
務
官
も
、

二
〇
一
二
年
一
月
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
の
講
演
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
政
府
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
と
さ
れ
る
。Ibid., p. 7.

（
8
） 

二
〇
一
二
年
一
月
八
日
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
番
組
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
述
べ
た
コ
メ
ン
ト
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
同
時
に
「
来
た
る
日
に
備
え
て
イ
ギ
リ

三
〇



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
一
）

ス
政
府
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
構
造
（
憲
法
）
上
の
立
場
を
め
ぐ
る
投
票
に
関
し
て
法
的
見
解
を
示
す
用
意
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
そ
れ

に
加
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
に
は
透
明
性
（clarity

）
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
、
後
か
ら
で
は
な
く
今
す
ぐ
実
施
す
べ

き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
や
発
言
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
と
い
う
厄
介
な
問
題
に
直
接
積
極
的
に
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
イ

ギ
リ
ス
政
府
側
の
姿
勢
（
本
音
）
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
9
） I. M

cL
ean et al., op. cit., p. 7.

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
・
セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇
の
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
部
省
略
）。

セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇　

　

立
法
権
、
補
足

⑴　
（
留
保
事
項
に
つ
い
て
示
し
た
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
五
は
効
力
を
有
す
る
。

⑵　

枢
密
院
令
を
通
じ
て
、
国
王
は
、
必
要
か
つ
一
時
的
に
有
効
だ
と
判
断
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
も
し
く
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
五
の
内
容
を
修
正

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

＜

省
略＞

⑷　

枢
密
院
令
に
規
定
さ
れ
た
別
の
条
項
と
の
関
連
で
、
必
要
か
つ
一
時
的
に
有
効
だ
と
判
断
し
た
場
合
、
本
セ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
枢
密
院
令

を
通
じ
て
、
国
王
は
、

　

⒜　
（
本
法
に
含
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
規
定
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
法
規
を
含
む
）
い
か
な
る
法
規
も
し
く
は
国
王
大
権
に
基
づ
く
法
令
文
書
、

ま
た
は
、

　

⒝　

い
か
な
る
そ
の
他
の
協
定
書
も
し
く
は
文
書

　
　
　

│
│
│
│
│
│ 

に
関
す
る
修
正
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

＜
http://w

w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/1998/46/section/30＞

三
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
二
）

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
枢
密
院
令
と
は
、
国
王
が
枢
密
院
（P

rivy C
ouncil

）
に
諮
問
し
て
発
令
さ
れ
る
勅
令
を
指
す
。
例
え
ば
二
〇
〇
二
年
に

は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
く
枢
密
院
令
（a section 30 O

rder

）
を
用
い
て
、
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
執
政
府
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
鉄
道
管
理
権

を
与
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
（S

I 2002 N
o 1629

）。

（
10
） ＜

http://w
w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

（
11
） 

エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
で
は
、「
住
民
投
票
に
お
け
る
既
述
の
質
問
項
目
は
一
つ
の
み
と
す
る
」「
二
〇
一
四
年
末
ま
で
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
」

「
選
挙
委
員
会
（E

lectoral C
om

m
ission

）
が
住
民
投
票
を
管
理
す
る
」
な
ど
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。

C
f. A

G
R

E
E

M
E

N
T

 : betw
een

 th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

 G
overn

m
en

t an
d

 th
e S

cottish
 G

overn
m

en
t on

 a referen
d

u
m

 on
 

in
d

epen
d

en
ce for S

cotlan
d

, E
dinburgh, 15 O

ctober 2012.

＜
http://w

w
w
.num

ber 10. gov.uk/w
p-content/uploads/2012/10/A

greem
ent-fi nal-for-signi

…＞

こ
のa section 30 O

rder
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
は
上
下
両
院
で
、
そ
れ
ぞ

れ
審
議
・
承
認
さ
れ
た
後
、
同
年
二
月
に
女
王
の
裁
可
を
得
た
。I. M

cL
ean et al., op. cit., p. 7.

（
12
） 

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
自
由
主
義
的
保
守
主
義
に
つ
い
て
ヘ
ッ
ペ
ル
（T

im
othy H

eppell

）
は
、「
社
会
的
経
済
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
「
ソ
フ
ト
な

（
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
完
全
脱
退
に
は
固
執
し
な
い
）
欧
州
懐
疑
主
義
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
「
サ
ッ
チ
ャ

リ
ズ
ム
を
否
認
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
完
全
に
是
認
す
る
も
の
で
も
な
い
」
と
見
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
同
じ
立
場
の
党
下
院
議
員
は
、
二
〇
一
〇
年
議
会
の
院
内
保
守
党
に
お
い
て
ほ
ん
の
少
数
に
過
ぎ
な
い
（
経
済

的
に
は
リ
ベ
ラ
ル
だ
が
、
社
会
的
に
は
「
保
守
」
の
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
者
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
」
保
守
主
義
者
の
ほ
う
が
今

で
も
圧
倒
的
に
多
い
）
と
分
析
し
て
い
る
。

C
f. T

. H
eppell, “C

am
eron and L

iberal C
onservatism

: A
ttitudes w

ithin the P
arliam

entary C
onservative P

arty and 

C
onservative M

inisters”, T
h

e B
ritish

 Jou
rn

al of P
olitics an

d
 In

tern
ation

al R
elation

s, 15-3, 2013, p. 341.

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
伝
統
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
四
年
も
参
照
さ
れ
た
い
。

三
二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
三
）

（
13
） A

ndrew
 M

ycock and R
ichard H

ayton, “T
he P

arty P
olitics of E

nglishness”, T
h

e B
ritish

 J
ou

rn
a

l of P
olitics a

n
d

 

In
tern

ation
al R

elation
s, 16-2, 2014, p. 253.

（
14
） C

f. Jim
 B

ulpitt, “T
he D

iscipline of the N
ew

 D
em

ocracy: M
rs T

hatcher’s D
om

estic S
tatecraft”, P

olitical S
tu

d
ies, 34-1, 

1985.

（
15
） A

ndrew
 G

am
ble, T

h
e F

ree E
con

om
y an

d
 th

e S
tron

g S
tate  T

h
e P

olitics of T
h

atch
erism

 

（B
asingstoke: M

acm
illan

） 1988, 

pp. 167-170. 
（
小
笠
原
欣
幸
訳
『
自
由
経
済
と
強
い
国
家　

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
政
治
学
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
二
二
四
│
二
二
七
頁
）。

（
16
） 

今
日
で
は
「
隔
世
の
感
」
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
保
守
党
得
票
率
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
五
〇
・
一
％
と
、

そ
の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。
因
み
に
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

の
労
働
党
得
票
率
は
四
六
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
得
票
率
は
〇
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。L

ynn B
ennie, Jack B

rand and 

Jam
es M

itchell, H
ow

 S
cotlan

d
 votes  S

cottish
 parties an

d
 election

s 

（M
anchester: M

anchester U
niversity P

ress

）, 1997, p. 50.

（
17
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の‘new

 politics’
と
い
う
概
念
は
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
政
治
を
示
す
用
語
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
用
い
ら
れ

始
め
た
。
し
か
し
そ
の
意
味
と
解
釈
は
多
様
で
あ
り
、
例
え
ば
「
政
府
介
入
を
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
連
合
王
国
「
周

辺
」
地
域
の
政
治
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
て
欲
し
い
、
換
言
す
れ
ば
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
的
遺
産
は
将
来
の
政
治
的
意
思
決

定
に
お
い
て
影
響
力
を
持
っ
て
欲
し
く
な
い
、
と
い
っ
た
「
願
望
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。P

aul C
airney and N

eil M
cG

arvey, 

S
cottish

 P
olitics, second edition 

（B
asingstoke: P

algrave M
acm

illan

） 2013, pp. 10-11, p. 13.

（
18
） A

. M
ycock and R

. H
ayton, op. cit., p. 256.

（
19
） 

Ibid., p. 266.

（
20
） 

Ibid., pp. 267-268.

（
21
） 

Ibid., pp. 256-257.

保
守
党
内
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
た
り
支
持
し
た
り
す
る
傾
向
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

三
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
四
）

①　
〔
幹
部
議
員
レ
ベ
ル
〕

二
〇
〇
五
年
党
首
選
挙
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
決
選
投
票
を
争
っ
た
党
内
右
派
の
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（D

avid D
avis

）
は
、
二
〇
〇
一
年
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
住
民
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
と
同
じ
選
択
を
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
」（E

ngland P
arliam

ent

）
創
設
を
め

ぐ
る
住
民
投
票
実
施
を
支
持
す
る
よ
う
訴
え
る
準
備
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
党
首
選
挙
に
立
候
補
し
て
、
当
時
の
メ
ー
ジ
ャ
ー

（John M
ajor

）
首
相
に
挑
戦
し
た
、
同
じ
く
党
内
右
派
の
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
（John R

edw
ood

）
も
、
二
〇
〇
七
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地

域
か
ら
選
出
さ
れ
た
同
僚
議
員
と
も
会
合
で
き
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
」
を
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
事
堂
内
に
設
置
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

選
出
議
員
は
そ
こ
に
籍
を
置
く
よ
う
提
案
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

②　
〔
一
般
党
員
・
支
持
者
レ
ベ
ル
〕

マ
イ
コ
ッ
ク
ら
の
指
摘
に
よ
る
と
、C

onservative hom
e

調
査
に
お
い
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
独
自
の
議
会
を
置
く
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見

に
同
意
し
た
回
答
者
の
割
合
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
の
調
査
で
は
、
回
答
者
の
三
二
％
で
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
の
調
査

で
は
、
五
一
％
に
ま
で
増
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
のY

ouG
ov

世
論
調
査
結
果
で
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
保
守

党
に
投
票
し
た
と
答
え
た
回
答
者
の
う
ち
、
そ
の
「
四
分
の
三
」
が
自
分
を‘B

ritish’

と
い
う
よ
り‘E

nglish’

と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

Ibid., p. 257, p. 259.

（
22
） 

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
」
は
、
地
方
分
権
化
し
た
連
合
王
国
内
に
お
け
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
不
確
か
な
立
場
を
検
証
す
る
こ
と

と
関
係
が
深
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
「（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
含
む
）
連
合
王
国
」
全
体
の
事
柄
に
つ
い
て
発
言
で
き

る
の
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
は
（
税
金
等
で
支
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
独
自
の
事
柄
に
は
口
出
し
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
、
国
家
構
造
上
の
不
公
平
さ
を
表
す
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。

（
23
） 

Ibid., p. 257.

因
み
に
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
自
民
党
と
の
間
で
合
意
を
み
た
「
連
立
政
権
政
策
綱
領
」（C

oalition program
m
e for governm

ent

）
に
お
い

て
も
、
政
治
改
革
の
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
諸
問
題
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

三
四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
五
）

C
f. G

reg H
urst 

（ed.

）, T
h

e T
im

es G
u

id
e to th

e H
ou

se of C
om

m
on

s 2010 T
h

e D
efi n

itive R
ecord

 of B
ritain

’s H
istoric 2010 

G
en

eral E
lection 

（L
ondon: T

im
es B

ooks

）, 2010, p. 322.
（
24
） 

Ibid., p. 259

（
25
） 
本
文
中
に
グ
ラ
フ
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、S
P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, p. 20

（F
igure 1

）, p. 21

（F
igure 2

）　

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

を
参
照
。

最
新
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
研
究
に
よ
る
と
、
党
員
の
六
九
％
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
都
市
部
郊
外
出
身
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
本
質
的

に
同
党
は
農
村
型
政
党
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
中
産
階
級
、
専
門
職
、
高
学
歴
の
党
員
も
多
い
。
ま
た
他
党
員
に
比
べ
て
高
齢
者
と
男
性
（
六
八
・
二
％
）
が
多
く
、

四
〇
％
以
上
の
党
員
は
い
か
な
る
宗
教
と
も
関
わ
り
を
持
た
な
い
。
他
党
員
と
比
較
し
て
党
活
動
が
活
発
な
印
象
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
党
活
動
は

低
迷
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
、
回
答
し
た
同
党
員
の
約
七
〇
％
が
自
ら
の
活
動
を
「
あ
ま
り
積
極
的
で
な
い
」「
全
然
積
極
的
で
な
い
」
と
考
え
て
い

る
と
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
も
ま
た
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
組
織
の
変
容
（
弱
体
化
）
現
象
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
モ

ン
ド
「
党
首
」
の
個
人
的
貢
献
も
比
較
的
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

R
ussell D

eacon, D
evolu

tion
 in

 th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, second edition 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, p. 47.

（
26
） S

P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011 ＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
27
） C

f. S
tephen D

river, U
n

d
erstan

d
in

g B
ritish

 P
arty P

olitics 

（C
am

bridge: P
olity P

ress

） 2011, pp. 129-130.

（
28
） 

「
責
任
野
党
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合‘the O

pposition’
（
陛
下
の
反
対
党
・
国
政
第
一
野
党
）
に
象
徴
さ
れ
る

│
政
権
意
欲
や
適
応
性

あ
る
い
は
政
権
交
代
な
ど
を
通
じ
て
、
信
頼
で
き
る
代
替
政
党
と
し
て
次
第
に
認
知
さ
れ
、「
制
度
化
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

│
「
潜
在
的
政

権
政
党
」
を
意
味
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
責
任
野
党
の
特
質
や
発
展
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
研
究　

政
権
交
代
の
あ
り
方
と
オ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
力
』
時
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
六
）

（
29
） S

. D
river, op. cit., p. 131.

（
30
） 

一
九
五
四
年
生
ま
れ
の
サ
モ
ン
ド
は
、
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
大
学
卒
業
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
銀
行
に
勤
務
し
て
、

政
界
入
り
す
る
前
か
ら
主
に
経
済
畑
で
実
績
と
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
一
九
七
九
年
総
選
挙
で
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
低
迷
期
に
入
っ
た
後
、
党
内
で
抬
頭
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
総
選
挙
で
は
同
党
下
院
議
員
に
も
当
選
し
、

同
党
の‘a rising star’

と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
少
数
与
党
を
率
い
つ
つ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
首
席
大
臣
と
し
て
、
そ
の
政
府
政
策
面
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け

Ｎ
Ｈ
Ｓ
や
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
な
ど
の
政
策
が
多
く
の
有
権
者
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
攻
撃
的
か
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
抗
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
逆
に
成
功
を
収

め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-28835771＞

（
31
） 

当
時
の
あ
る
報
道
（
二
〇
一
一
年
四
月
四
日
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
世
論
調
査
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
族
党
支
持
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
支
持
を
初
め
て
上
回
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
点
は
、
党
首
の
知
名
度
で
大
差
が
つ
い
て
い

た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

党
首
の
顔
写
真
を
有
権
者
に
見
せ
た
調
査
結
果
で
は
、
八
五
％
の
回
答
者
が
サ
モ
ン
ド
党
首
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
の
に
対
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
労
働
党
党
首
グ
レ
ー
（Iain G

ray

）
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
二
七
％
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
ら
か
に
サ
モ
ン
ド
は
、

ホ
ー
リ
ー
ル
ー
ド
で
唯
一
最
大
の
大
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
グ
レ
ー
は
、
誠
実
で
き
ち
ん
と
し
た
人
物
で
は
あ
る
が
、

第
一
線
の
政
治
家
と
し
て
は
好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
（Y

ouG
ov polls, 4 M

ay 2011

）
も
あ
る
。

S
P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, p. 13, p. 18.＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
32
） 

従
来
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
で
は
、
伝
統
的
な
「
階
級
」
や
「
地
域
」
な
ど‘position’

に
基
づ
く
政
党
支
持
・
投
票
行
動
説
明
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。

し
か
し
現
代
型
無
党
派
層
が
増
大
し
た
と
さ
れ
る
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、「
良
好
な
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
善
」
あ
る
い

三
六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
七
）

は
「
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
っ
た
「
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
は
と
も
か
く
、
そ
の
目
標
に
関
し
て
は
異
論
が
出
せ
な
い
よ
う
な
争
点
・
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
に
対
す
る
各
党
の
実
績
ま
た
は
イ
メ
ー
ジ
を
有
権
者
が
判
断
し
て
投
票
す
る
と
い
う
考
え
方
、
即
ち‘valence politics’

の
ほ
う
が
、
有
権
者

の
政
党
支
持
・
投
票
行
動
を
よ
り
合
理
的
に
説
明
で
き
る
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

P
. C

airney and N
. M

cG
arvey, op. cit., pp. 77-78.

（
33
） S

P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, pp. 31-32. 

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
34
） G

erry H
assan and E

ric S
haw

, T
h

e S
tran

ge D
eath

 of L
abou

r S
cotlan

d 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, 

pp. 320-322, pp. 326-327.

（
35
）  R

. D
eacon, op. cit., pp. 50-52, p. 61.

蛇
足
だ
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
従
来
の
名
称‘the L

abour P
arty in S

cotland’

を
、
一
九
九
四
年
に‘the S

cottish L
abour 

P
arty’

へ
変
更
し
て
い
る
。

（
36
） G

. H
assan and E

. S
haw

, op. cit., pp. 327-328.

（
37
） 

例
え
ば
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
の
時
点
で
、
独
立
賛
成
…
四
二
％
、
独
立
反
対
…
四
八
％
、
分
か
ら
な
い
…
一
一
％
と

な
っ
て
い
た
。＜

http://w
w
w
.bbc.com

/new
s/events/S

cotland-decides/poll-tracker＞

と
こ
ろ
が
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
九
月
初
旬
のY

ouG
ov

調
査
で
は
、
独
立
賛
成
（
五
一
％
）
が
独
立
反
対
（
四
九
％
）
を
こ
の
種
の
世
論
調
査
で

初
め
て
上
回
り
、
投
票
日
直
前
ま
で
結
果
の
予
想
が
全
く
つ
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
九
月
八
日
ほ
か
。

（
38
） S

P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, pp. 11-12.  

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

六
位
か
ら
一
〇
位
に
は
、
以
下
の
政
策
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
向
こ
う
二
年
間
、
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
凍
結
す
る
」「
低
所
得
年
金
生
活
者
か

ら
は
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
徴
収
し
な
い
」「
六
〇
歳
以
上
の
人
た
ち
の
バ
ス
料
金
無
料
化
を
続
け
る
」「
公
共
部
門
に
支
払
う
最
高
限
度
額
を

三
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
八
）

一
〇
％
ほ
ど
カ
ッ
ト
す
る
」「
処
方
薬
無
料
化
を
続
け
る
」。

（
39
） P

. C
airney and N

. M
cG

arvey, op. cit., pp. 131-132.
（
40
） M

artin Ince, “T
im

e to B
reak F

ree? w
hat are the issues that face S

cottish voters as the referendum
 loom

s”, N
ick S

tevens 

（ed.
）, B

ritain
 in

 2014 

（S
w
indon: E

conom
ic and S

ocial R
esearch C

ouncil

） 2013, p. 67.

（
41
） M

ichael K
eating, “F

oresight: S
cotland D

ecides”, P
olitical In

sigh
t, A

pril 2014, P
S
A
, p. 19.

（
42
） M

att C
ole and H

elen D
eighan, P

olitical P
arties in

 B
ritain 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, p. 113.

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
カ
ー
（W

illiam
 R

iker

）
の
指
摘
す
る‘heresthetics’

、
即
ち
「
政
治
家
が
、
決
め
る
べ
き
事
柄
の
順
序

を
意
図
的
に
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
び
と
の
潜
在
的
志
向
を
変
え
ず
に
政
治
的
結
果
の
み
変
え
よ
う
と
す
る
技
術
」
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

C
f. W

illiam
 R

iker, “T
he H

eresthetics of C
onstitution-M

aking: T
he P

residency in 1787, w
ith C

om
m
ents on D

eterm
inism

 and 

R
ational C

hoice”, T
h

e A
m

erican
 P

olitical S
cien

ce R
eview

, 78-1, 1984.

R
ichard H

ayton, “C
onservative P

arty S
tatecraft and the P

olitics of C
oalition”, P

arliam
en

tary A
ffairs, 67-1, 2014, p. 12.

（
43
） 

例
え
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
元
来
イ
ギ
リ
ス
で
は
貴
族
院
が
最
高
裁
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ア
政
権
に
よ
る
一
連

の
地
方
分
権
改
革
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
最
高
裁
機
能
が
貴
族
院
か
ら
分
離
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
連
合
王
国
裁
判

所
が
二
〇
〇
九
年
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
司
法
機
能
面
で
の
権
力
分
立
が
一
層
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
44
） 

因
み
に
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
リ
ー
ダ
ー
選
挙
（
得
票
総
数
五
、六
七
六
票
、
投
票
率
六
三
・
四
％
）
で
は
、

「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
内
に
留
ま
っ
て
党
内
改
革
を
進
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（R

uth D
avidson

）
が
、「
新
し

い
独
自
の
中
道
右
派
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
を
目
指
す
」
と
主
張
し
た
対
抗
馬
フ
レ
イ
ザ
ー
（M

urdo F
raser

）
に
五
六
六
票
差
で
勝
利
を
収
め
た
。

こ
れ
を
見
る
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
保
守
党
に
お
い
て
は
、「
過
去
と
の
断
絶
と
地
域
の
自
主
性
を
重
視
し
て
い
く
路
線
（
改

革
志
向
派
）」
が
「
党
中
央
（
ロ
ン
ド
ン
）
に
従
っ
て
漸
進
的
な
改
革
を
継
続
す
る
路
線
（
現
状
維
持
派
）」
に
敗
北
し
た
と
言
え
る
。

A
lan C

onvery, “T
he 2011 S

cottish C
onservative P

arty L
eadership E

lection: D
ilem

m
as for S

tatew
ide P

arties in R
egional 

三
八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
九
）

C
ontexts”, P

arliam
en

tary A
ffairs, 67-2, 2014, p. 306.

﹇
付
記
﹈　 
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
（
未
定
稿
）
に
一
部
修
正
を
加
え
た
内
容
で
あ
る
。
学
会
報
告
で
は
、
会
員

諸
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

三
九





中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
七
八
一
）

中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽

簗　
　

場　
　

保　
　

行

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．
人
民
公
社
の
解
体
と
郷
鎮
企
業
の
生
成

1
．
人
民
公
社
の
解
体
と
農
業
生
産
管
理
制
度
の
改
革
│
「
包
産
到
戸
」、「
包
乾
到
戸
」
の
復
活
│

2
．
郷
鎮
企
業
の
生
成

Ⅲ
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
│
株
式
合
作
企
業
の
創
設
│

1
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
の
必
要

2
．
合
作
制
の
歴
史
的
起
源
と
株
式
合
作
制
組
織
の
創
設

3
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
│
株
式
合
作
企
業
の
規
定
等
の
問
題
点
│

⑴　
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
の
内
容

⑵　

同
上
暫
定
規
定
の
修
正
│
「
郷
鎮
企
業
株
式
合
作
制
推
進
・
改
善
通
知
」
の
内
容
│

四
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
八
二
）

⑶　
「
株
主
代
表
大
会
」
の
存
在
と
株
式
議
決
権
数
の
規
定
の
欠
如

⑷　

株
式
合
作
制
の
官
製
的
・
過
渡
的
性
格

4
．
郷
鎮
企
業
の
経
営
請
負
制
と
郷
鎮
企
業
の
経
営
主
体

5
．
郷
鎮
企
業
の
高
成
長
の
謎
と
腐
敗
の
萌
芽

Ⅳ
．
産
権
（
所
有
権
）
改
革
の
矛
盾
│
不
正
・
腐
敗
の
制
度
的
要
因
│

1
．
所
有
権
の
不
完
全
な
明
確
化

⑴　

株
式
所
有
権
者
内
の
不
完
全
な
所
有
権
明
確
化

⑵　

外
部
所
有
権
の
不
透
明
化

2
．
経
営
腐
敗
の
原
点
と
郷
鎮
企
業
の
民
営
化

Ⅴ
．
む
す
び
に
か
え
て
│
経
済
成
長
と
腐
敗
の
手
法
の
多
様
化
・
巧
妙
化
│

Ⅰ
．
は
じ
め
に

（
腐
敗
の
原
点
と
し
て
の
郷
鎮
企
業
）

中
国
の
郷
鎮
企
業
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
郷
鎮
企
業
が
経
済
発
展
の
離
陸
時
の
過
渡
的
な
企
業
形
態

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
も
な
く
そ
の
多
く
は
消
滅
す
る
か
有
限
会
社
、
株
式
会
社
へ
改
組
や
再
編
さ
れ
、
中
国
経
済
の
中
軸
的
存
在
で
は
な

く
な
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
中
国
経
済
の
高
成
長
に
と
も
な
い
多
数
の
企
業
が
成
長
し
グ
ロ
ー
バ
ル
一
〇
や
同

五
〇
〇
に
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
す
る
も
の
も
登
場
し
た
。
ハ
イ
ア
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
（
海
爾
集
団
）
は
中
国
の
代
表
的
家
電
企
業
で
あ
る

が
、
そ
の
前
身
は
山
東
省
青
島
の
郷
鎮
企
業
で
あ
る
。
同
社
が
白
物
家
電
で
は
世
界
ト
ッ
プ
の
中
国
の
代
表
的
国
際
企
業
と
な
っ
た
こ
と

四
二



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
七
八
三
）

は
中
国
の
経
済
成
長
を
表
徴
し
て
印
象
的
で
あ
る
。

た
だ
本
稿
は
郷
鎮
企
業
の
成
長
史
、
い
わ
ば
中
国
企
業
と
経
済
の
成
長
の
光
の
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
郷
鎮
企
業
の
成
長
・
発
展
、
改
組
の
過
程
で
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
、
社
会
主
義
制
度
か
ら
の
移
行
時
の
中
国
経

済
と
そ
の
変
遷
の
な
か
に
、
多
く
の
問
題
や
矛
盾
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
原
始
的
な
資
本
主
義
の
萌
芽
期
の
弱
肉
強
食

の
経
済
世
界
の
問
題
に
類
似
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
問
題
で
あ
る
。
経
済
成
長
の
過
程
で
多
く
の
国
で
出
現
す
る
陰
の
側
面
、
い

わ
ば
闇
の
側
面
が
中
国
経
済
の
発
展
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
う
し
た
改
革
開
放

後
の
矛
盾
や
問
題
は
ま
た
現
在
の
中
国
政
治
経
済
の
大
問
題
で
も
あ
る
腐
敗
と
そ
の
蔓
延
の
原
点
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

中
国
の
経
済
成
長
は
資
本
主
義
を
止
揚
し
た
本
来
の
意
味
の
成
長
し
た
社
会
主
義
か
ら
の
離
陸
で
は
な
い
。
む
し
ろ
農
民
か
ら
の
収
奪
、

農
民
の
流
民
化
そ
し
て
産
業
予
備
軍
化
と
低
賃
金
労
働
力
の
生
成
を
基
礎
に
資
本
の
原
始
的
蓄
積
を
進
め
た
一
七
、
八
世
紀
英
国
資
本
主

義
、
そ
し
て
ま
た
「
泥
棒
貴
族
」
と
呼
ば
れ
た
企
業
家
が
多
数
排
出
し
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
一
九
世
紀
の
様
相
と
き
わ
め
て
類
似
性

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
中
国
経
済
に
は
欧
米
資
本
主
義
の
二
〇
〇
有
余
年
の
間
の
歩
み
、
そ
の
成
長
の
歴
史
と
矛
盾
が
短
期
間
で

集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
歴
史
が
再
現
さ
れ
現
在
進
行
し
て
い
る
と
も
い
え
る
意
味
で
き
わ
め
て
歴
史
学
的
・

社
会
科
学
的
に
貴
重
な
研
究
対
象
で
あ
る
。

（
共
産
党
支
配
の
資
本
主
義
と
貧
富
の
格
差
拡
大
）

中
国
の
社
会
主
義
経
済
制
度
の
改
革
は
、
後
述
す
る
農
村
の
管
理
制
度
の
改
革
│
生
産
責
任
制
の
導
入
│
に
始
ま
る
。
つ
い
で
地
方
城

市
（
都
市
）
の
国
有
企
業
、
大
都
市
の
国
有
企
業
の
改
革
へ
と
制
度
改
革
の
範
囲
が
拡
大
し
た
。
そ
の
後
も
中
国
経
済
は
驚
異
的
な
成
長

四
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
八
四
）

を
持
続
さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
原
始
資
本
主
義
と
同
様
と
も
い
え
る
弱
肉
強
食
の
世
界
を
招
来
さ
せ
貧
富
の
格
差

の
拡
大
を
加
速
さ
せ
る
一
方
、
共
産
党
に
よ
る
一
党
独
裁
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
独
特
の
政
治
経
済
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。

万
人
の
平
等
の
実
現
、
労
働
に
基
づ
く
分
配
等
を
理
念
と
す
る
社
会
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
資
本
主
義
を
否
定
す
る
思
想
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
中
国
の
経
済
の
現
実
の
姿
は
、
ま
さ
に
純
粋
な
資
本
主
義
経
済
の
本
来
的
な
姿
に
類
似
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

そ
し
て
こ
の
資
本
主
義
と
も
い
え
る
土
台
の
上
に
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
が
君
臨
す
る
と
こ
ろ
が
奇
妙
と
も
い
え
る
現
実
で
あ
る
。

経
済
成
長
が
一
党
独
裁
下
で
進
め
ら
れ
た
経
済
改
革
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ジ
ニ
係
数
の
近
年
の
上
昇
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
貧
富
の
格
差
は
経
済
成
長
に
よ
り
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
、
政
治
の
不
安
要
因
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
急
速
な
老
齢
化
と
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
予
測
さ
れ
る
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
、
消
費
需
要
の
停
滞
と
と
も
に
中
国
経
済
の
持
続
性
に

と
っ
て
深
刻
な
懸
念
材
料
で
あ
る
。
富
裕
層
へ
の
富
の
集
中
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
が
加
速
し
て
い
る
の
は
、
改
革
開
放
後
も
一
党
独
裁

の
政
治
体
制
が
維
持
さ
れ
、
党
と
官
僚
の
支
配
に
よ
る
不
正
を
民
主
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
実
質
的
に
で
き
な
い
こ
と
と
無
関
係
で

は
な
い
。
改
革
開
放
以
来
現
在
ま
で
党
の
支
配
、
政
治
と
経
済
の
一
体
の
も
と
で
経
済
成
長
が
進
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
原
型

と
も
い
え
る
問
題
点
の
一
つ
は
改
革
開
放
後
誕
生
し
た
郷
鎮
企
業
の
経
営
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
中
国
経
済
の
成
長
の
出
発
点
と
な
っ
た
人
民
公
社
と
そ
の
解
体
、
つ
い
で
公
社
時
代
の
社
隊
企
業
な
ど
を
前
身
と
す
る
郷
鎮

企
業
の
生
成
、
つ
い
で
そ
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
導
入
・
採
用
さ
れ
た
株
式
合
作
制
企
業
制
度
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
国
政
治
経
済
の
原
罪
と
も
い
え
る
問
題
、
不
正
・
腐
敗
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
郷
鎮
企
業
に
つ
い
て
先
行
研

究
は
多
い
が
そ
の
経
営
腐
敗
に
つ
い
て
株
式
合
作
制
度
の
問
題
点
に
即
し
て
論
じ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
え
る

（
1
）

。 四
四



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
七
八
五
）

Ⅱ
．
人
民
公
社
の
解
体
と
郷
鎮
企
業
の
生
成

社
会
主
義
の
理
念
に
照
ら
し
て
前
述
の
よ
う
な
理
念
に
反
す
る
現
実
を
見
れ
ば
、
そ
も
そ
も
出
発
点
で
あ
っ
た
農
村
の
解
放
は
、
ま
た

そ
の
後
の
農
村
に
始
ま
る
改
革
開
放
は
何
だ
っ
た
の
か
と
素
朴
な
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
下
人
民
公
社
の
誕
生
と
解
体
そ
し
て

そ
の
後
の
経
済
成
長
の
小
史
に
つ
い
て
農
業
生
産
管
理
制
度
の
改
革
と
郷
鎮
企
業
の
生
成
を
中
心
に
検
討
す
る
の
は
、
解
放
そ
し
て
改
革

開
放
後
の
歩
み
の
問
題
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

1
．
人
民
公
社
の
解
体
と
農
業
生
産
管
理
制
度
の
改
革
│
「
包
産
到
戸
」、「
包
乾
到
戸
」
の
復
活
│

一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
誕
生
に
よ
り
全
国
的
に
農
地
改
革
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
、
大
地
主
や
富
農
か
ら
没
収
さ
れ
た
農
地
が

零
細
農
民
や
雇
農
（
農
業
労
働
者
）
に
分
配
さ
れ
る
。
ま
も
な
く
初
級
合
作
社
そ
し
て
五
六
年
か
ら
高
級
合
作
社
の
組
織
化
を
進
め
て
農

業
経
営
の
共
同
化
が
推
進
さ
れ
た
。
さ
ら
に
農
村
集
落
、
郷
村
を
基
礎
単
位
と
し
て
生
産
隊
、
生
産
大
隊
、
そ
し
て
人
民
公
社
の
三
級
所

有
（
人
民
公
社
を
頂
点
に
、
つ
い
で
生
産
大
隊
、
さ
ら
に
基
礎
組
織
の
生
産
隊
を
編
成
）
の
農
業
経
営
の
統
一
組
織
が
短
兵
急
に
組
織
さ
れ
人
民

公
社
制
度
と
し
て
一
九
五
八
年
に
成
立
し
た
。
人
民
公
社
は
「
政
社
一
体
」（
政
治
と
社
会
組
織
が
一
体
）
の
組
織
と
さ
れ
る
が
、
行
政
（
統

治
組
織
）
と
社
会
の
単
位
で
あ
る
農
村
、
そ
の
農
業
経
営
組
織
が
一
体
と
な
っ
た
文
字
ど
お
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
完
璧
な
社
会
管
理
・

統
治
組
織
で
あ
る
。
農
民
は
農
民
で
あ
る
以
上
、
生
存
の
た
め
に
は
こ
の
組
織
か
ら
出
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
組
織
で
あ
っ
た
。

農
業
経
営
の
共
同
化
、
生
産
手
段
の
集
団
所
有
化
は
集
団
の
所
有
と
は
い
え
農
民
に
と
っ
て
一
度
分
配
さ
れ
自
分
の
も
の
に
な
っ
た
土

地
と
生
産
手
段
が
再
び
奪
わ
れ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
法
的
な
表
現
を
使
え
ば
経
営
権
、
剰
余
処
分
権
が
農
民
か
ら
奪
わ
れ
公
社
に
集

四
五
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中
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
土
地
と
生
産
手
段
の
利
用
権
も
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
五
八
年
に
制
定
さ
れ
た
戸
籍
制
度

に
よ
り
近
代
社
会
の
人
民
の
基
本
的
人
権
で
も
あ
る
移
動
の
自
由
、
居
住
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
。
そ
れ
は
人
民
共
和
国
誕
生
、
合
作
社
組

織
化
、
つ
い
で
土
地
の
集
団
所
有
化
の
進
展
と
と
も
に
急
増
し
た
都
市
へ
の
農
民
の
流
出
を
防
止
し
農
業
労
働
力
を
確
保
し
農
業
生
産
を

安
定
さ
せ
る
た
め
農
民
を
土
地
に
拘
束
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
都
市
で
も
食
料
の
配
給
制
を
つ
う
じ
都
市
市
民
の
移
動
の
自
由
も

奪
い
全
人
民
の
支
配
統
制
を
徹
底
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
戸
籍
制
度
は
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
お
り
社
会
・
経
済
を
基

本
的
に
規
定
す
る
要
因
で
あ
る

（
2
）

。

人
民
公
社
制
度
の
も
と
で
農
産
品
の
自
由
な
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
は
存
在
せ
ず
、
人
民
公
社
を
つ
う
じ
て
農
民
か
ら
低
価
格
で

収
奪
さ
れ
た
生
産
物
の
価
格
は
政
策
的
に
工
業
生
産
物
の
価
格
よ
り
相
対
的
に
低
く
据
え
置
か
れ
、
農
業
生
産
の
剰
余
価
値
は
あ
る
い
は

都
市
住
民
の
糧
食
と
し
て
あ
る
い
は
交
換
さ
れ
て
工
業
生
産
の
た
め
の
投
資
へ
転
化
さ
れ
工
業
化
が
推
進
さ
れ
た
。
工
業
化
の
た
め
に
農

業
を
犠
牲
に
す
る
政
策
の
つ
け
は
農
業
生
産
の
停
滞
・
低
下
に
帰
結
す
る
。
そ
の
結
果
は
農
業
生
産
が
長
期
的
に
停
滞
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
3
）

。農
業
生
産
の
停
滞
に
よ
り
、
人
民
公
社
の
組
織
・
制
度
も
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
崩
壊
を
迎
え
る
。
そ
の
前
に
農
業
生
産
の
管
理
制
度

の
見
直
し
が
着
手
さ
れ
た
。
公
社
の
管
理
制
度
の
下
で
自
発
的
な
労
働
意
欲
を
喪
失
し
た
農
民
に
生
産
意
欲
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、

自
主
的
な
生
産
を
農
民
に
認
め
剰
余
生
産
の
処
分
権
を
与
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（
農
業
生
産
管
理
制
度
の
改
革
│
「
包
産
到
戸
」、「
包
乾
到
戸
」
の
復
活
│
）

農
業
の
管
理
制
度
改
革
と
し
て
導
入
さ
れ
た
生
産
責
任
制
は
一
九
六
〇
年
代
初
期
の
調
整
期
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
「
包
産
到
戸
」

四
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（
家
庭
生
産
責
任
制
）、「
包
乾
到
戸
」（
家
庭
経
営
責
任
制
）
の
復
活
で
あ
る
。
こ
の
制
度
へ
の
復
帰
は
事
実
上
、
人
民
公
社
制
度
の
失
敗
を

意
味
し
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
根
底
は
農
民
の
人
民
公
社
の
管
理
制
度
に
対
す
る
消
極
的

抵
抗
が
一
部
で
は
な
く
全
国
的
に
広
が
り
農
業
生
産
を
停
滞
さ
せ
深
刻
な
飢
饉
に
至
ら
し
め
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

現
実
に
政
策
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
中
央
政
府
・
党
レ
ベ
ル
で
の
権
力
者
と
指
導
思
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一
九
七
六
年
に
毛
沢
東
が
逝
去
、
そ
の
後
鄧
小
平
の
指
導
権
が
確
立
す
る
な
か
で
一
九
七
八
年
中
共
第
一
一
期
「
三
中
全
会
」（
第
三

回
中
央
委
員
会
全
体
会
議
）
に
お
い
て
農
業
管
理
制
度
の
転
換
、
農
民
へ
の
経
営
請
負
制
採
用
の
舵
が
切
ら
れ
る

（
4
）

。

2
．
郷
鎮
企
業
の
生
成

農
業
の
生
産
責
任
制
導
入
、
農
民
へ
経
営
自
主
権
の
付
与
に
よ
り
政
社
一
体
で
あ
っ
た
人
民
公
社
の
行
政
機
能
と
商
工
業
活
動
は
、
前

者
の
機
能
は
郷
や
村
の
郷
民
・
村
民
委
員
会
の
所
管
と
な
り
、
公
社
の
存
在
理
由
は
な
く
な
る
。
ま
た
農
村
の
経
済
力
の
復
活
再
生
と
と

も
に
公
社
の
事
業
組
織
で
あ
っ
た
統
一
購
買
・
販
売
の
機
関
な
ど
は
事
業
を
縮
小
す
る
一
方
、
そ
の
工
業
組
織
で
あ
っ
た
「
社
隊
企
業
」

は
再
編
再
生
さ
れ
、
そ
の
後
私
営
の
企
業
も
多
数
誕
生
す
る
。
と
も
に
地
方
に
お
け
る
産
業
振
興
の
中
軸
と
な
り
急
成
長
を
遂
げ
る
。
こ

う
し
た
地
方
の
工
業
企
業
は
ま
も
な
く
後
述
の
よ
う
に
一
九
八
四
年
に
中
共
中
央
の
「
四
号
文
研
」
に
よ
り
「
郷
鎮
企
業
」
と
呼
ば
れ
、

つ
い
で
中
央
政
府
の
国
務
院
に
よ
り
正
式
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
ま
た
党
・
政
府
の
指
導
対
象
と
し
て
、
規
制
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。

郷
鎮
企
業
が
に
わ
か
に
簇
生
し
成
長
を
と
げ
た
こ
と
は
、
中
国
で
は
あ
る
意
味
で
「
謎
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
農
民
を
は
じ
め
と
す
る

人
々
の
久
し
く
抑
圧
さ
れ
て
い
た
欲
望
が
改
革
開
放
政
策
に
よ
り
開
放
さ
れ
爆
発
し
た
結
果
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
抑

四
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
八
八
）

圧
さ
れ
て
い
た
事
業
精
神
、
事
業
欲
も
開
放
さ
れ
、
ま
た
農
民
以
外
の
諸
階
層
、
そ
し
て
官
員
か
ら
も
追
加
的
に
積
極
的
な
投
資
が
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
生
産
│
消
費
│
投
資
・
生
産
の
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
れ
ば
不
思
議
で
は
な
い
。

た
だ
保
守
派
・
反
対
派
を
抑
え
党
の
結
束
を
は
か
る
た
め
に
は
あ
く
ま
で
も
社
会
主
義
の
看
板
を
お
ろ
さ
ず
に
新
政
策
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
共
産
党
が
政
権
党
で
あ
る
か
ぎ
り
す
べ
て
の
政
策
の
理
念
に
社
会
主
義
の
前
進
を
標
榜
す
る
必
要
が
あ
る
。
郷
鎮
企
業

の
制
度
化
に
も
そ
れ
は
反
映
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化

│
株
式
合
作
企
業
の
創
設

│

1
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
の
必
要

一
九
八
四
年
三
月
一
日
、
中
共
中
央
、
国
務
院
か
ら
《
社
隊
企
業
新
局
面
の
報
告
》
が
下
達
さ
れ
、
社
隊
企
業
の
名
称
を
郷
鎮
企
業
と

改
め
る
こ
と
が
建
議
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
郷
鎮
企
業
は
多
様
な
経
営
の
重
要
な
組
成
部
分
で
あ
り
農
業
生
産
の
重
要
な
支
柱
で
あ
る
。
農

民
の
共
同
富
裕
へ
の
途
で
あ
り
、
ま
た
国
家
の
財
政
収
入
の
新
財
源
で
あ
る
。
郷
鎮
企
業
は
す
で
に
国
民
経
済
の
重
要
な
一
力
量
で
あ
り
、

国
営
企
業
を
補
完
す
る
。
ま
た
農
村
工
業
の
合
作
系
統
（
シ
ス
テ
ム
）、
販
売
と
信
用
の
合
作
系
統
は
す
べ
て
農
村
の
商
品
生
産
に
不
可
欠

の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る

（
5
）

。

ま
た
党
は
八
五
年
中
共
中
央
「
一
号
文
研
」
に
お
い
て
株
式
合
作
企
業
の
形
態
を
奨
励
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
《

于

一
步
活

村

的
一
〇

政
策
》（「
農
村
経
済
振
興
の
一
〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
の
《（
八
）
按
照
自
愿
互
利
原

和
商
品

要
求
，

展
和
完
善

村
合
作
制
》（「
第
八
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
自
発
的
互
恵
的
原
則
と
商
品
経
済
の
必
要
に
基
づ
く
農
村
合
作
制
の
積
極
的
発
展
と
改
善
」）
に
お
い
て
「
合

作
経
済
に
は
合
股
（
＝
結
合
株
式
、joint stock

）
経
営
を
採
用
す
る
も
の
が
あ
る
。
株
式
配
当
分
配
方
式
を
採
用
し
、
資
金
の
株
式
投
入

四
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が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
生
産
手
段
と
基
本
建
設
の
労
働
を
株
式
に
投
入
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
経
営
の
得
た
利
潤
の
一

部
は
株
式
を
も
と
に
配
当
を
分
配
す
る
。
こ
う
し
た
株
式
制
合
作
は
株
式
投
入
者
の
財
産
所
有
権
を
改
変
せ
ず
、
合
作
が
す
な
わ
ち
財
産

の
吸
収
や
労
働
力
の
不
当
な
徴
用
と
な
る
欠
点
を
回
避
し
、
分
散
し
た
生
産
要
素
の
結
合
を
可
能
に
し
、
新
た
に
経
営
規
模
を
早
急
に
確

立
し
共
有
財
産
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
提
唱
に
値
す
る
が
自
発
的
な
互
恵
原
則
を
堅
持
し
割
当
の
強
制
を
防
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る

（
6
）

。

こ
の
よ
う
に
上
記
一
号
文
研
は
株
式
合
作
形
態
を
紹
介
し
そ
の
採
用
を
推
奨
す
る
。
こ
う
し
た
新
政
策
の
内
容
か
ら
株
式
合
作
経
営
が

実
態
と
し
て
す
で
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
政
府
と
し
て
奨
励
す
る
意
図
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
株
式
合

作
企
業
の
制
度
化
が
後
述
の
よ
う
に
現
実
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2
．
合
作
制
の
歴
史
的
起
源
と
株
式
合
作
制
組
織
の
創
設

八
〇
年
代
中
国
に
お
い
て
出
現
し
た
株
式
合
作
制
は
歴
史
的
に
存
在
し
た
協
同
組
合
形
態
と
類
似
し
た
面
が
あ
る
。
も
と
も
と
一
八－

一
九
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
の
空
想
社
会
主
義
者
の
フ
ー
リ
エ
、F

rancois M
arie C

harles F
ourie

の
構
想
の
ア
ソ
シ
ア
シ
ョ
ン

association

な
い
し
フ
ァ
ラ
ン
ジ
ュphalange

、
ま
た
オ
ー
ウ
ェ
ン
、R

obert O
w
en

の
思
想
と
実
践
に
合
作
制
組
織cooperation

の

萌
芽
が
含
ま
れ
て
い
た
。
組
織
成
員
は
共
同
で
労
働
し
管
理
等
の
権
力
を
有
し
集
体
（
集
団
）
経
営
を
実
行
す
る
。
生
産
者
自
身
が
組
織

を
支
配
す
る
。
生
産
目
的
は
利
潤
で
は
な
く
成
員
が
富
裕
で
幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
組
合
制
原
理
が
そ
の
核
心

と
な
る
。

中
国
で
は
合
作
社
の
名
称
で
八
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
河
原
氏
に
よ
れ
ば
合
作
社
制
度
は
解
放
前
の
国
民
党
政
権
時
代
に
は
じ
ま

四
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る
が
、
定
着
し
な
か
っ
た
。
ま
た
氏
は
組
合
組
織
と
改
革
開
放
後
の
合
作
制
と
の
連
続
性
を
否
定
さ
れ
る

（
7
）

。
な
お
中
国
独
自
の
代
表
的
な

合
作
社
運
動
は
一
九
三
〇
年
代
の
梁
漱
溟
の
合
作
運
動
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
解
放
後
批
判
さ
れ
発
展
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

（
8
）

。

解
放
後
の
五
〇
年
代
、
中
国
農
村
の
共
同
化
運
動
は
労
働
力
を
相
互
に
交
換
す
る
互
助
組
織
の
「
互
助
会
」
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
初

級
合
作
社
、
そ
し
て
高
級
合
作
社
へ
と
発
展
し
た
。
土
地
、
農
具
、
家
畜
等
の
生
産
手
段
を
投
下
し
労
働
や
出
資
に
比
例
し
持
分
が
認
め

ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
農
民
が
自
発
的
に
入
社
を
申
請
し
組
織
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
合
作
社
を
頂
点
に
労
働
力
を
統
一
使
用
し
、

生
産
と
分
配
を
計
画
的
に
お
こ
な
う
社
会
主
義
合
作
制
へ
の
過
度
期
の
実
践
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
高
級
合
作
社
が

組
織
さ
れ
、
そ
れ
を
土
台
に
人
民
公
社
が
誕
生
し
た
が
、
農
民
自
身
の
自
発
性
は
否
定
さ
れ
組
合
│
合
作
社
の
方
向
、
伝
統
と
断
絶
し
た

と
も
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
人
民
公
社
が
解
体
さ
れ
る
八
〇
年
代
か
ら
農
村
改
革
の
産
物
と
し
て
合
作
社
を
は
じ
め
各
種
各
様
の
共
同
出
資
形
態
が
自
発

的
に
組
織
さ
れ
全
国
の
郷
鎮
で
大
量
に
出
現
し
た

（
9
）

。
そ
し
て
股
份
制
（
株
式
制
）
組
織
の
合
作
社
も
多
数
誕
生
す
る
組
織
革
新
が
進
行
す

る
。
前
述
の
中
共
中
央
八
五
年
一
号
文
研
で
株
式
合
作
制
が
提
唱
・
奨
励
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
浙
江
、
安
徽
、
山

東
、
福
建
、
河
南
、
広
東
等
の
省
で
、
ま
た
八
七
年
山
東
省
淄
博
市
周
村
区
、
浙
江
省
温
州
市
、
安
徽
省
阜

市
の
三
農
村
改
革
区
で
公

式
的
に
株
式
合
作
制
の
試
験
的
な
導
入
が
お
こ
な
わ
れ
そ
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
。
な
お
後
者
の
三
農
村
は
中
国
で
も
特
に
貧
困
な
地
域

で
あ
る
。
ま
た
前
者
の
地
域
の
広
東
や
後
述
の
江
蘇
省
南
部
の
無
錫
な
ど
は
比
較
的
に
商
業
が
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
異
な
る
特
性
の

地
域
を
選
ん
だ
の
も
政
策
の
効
果
を
比
較
検
討
す
る
た
め
の
計
画
的
な
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五
〇
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3
．
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
│
株
式
合
作
企
業
の
規
定
等
の
問
題
点
│

こ
う
し
た
試
験
的
な
導
入
を
踏
ま
え
て
制
度
化
作
業
が
具
体
化
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
二
月
で
あ
る
。
先
行
し
た
浙
江
省
温
州
市
政
府

の
関
係
機
関
の
法
規
を
基
礎
に
国
務
院
農
業
部
が
《

行

定
》
及
《

民
股
份
合
作
企

示
范
章
程
》（「
農
民
株
式
合
作
企
業
暫
定
規
定

及
び
同
模
範
定
款
」、
以
下
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
と
略
称
）
を
発
布
し
た
。
ま
た
同
じ
く
一
九
九
二
年
二
月
、《

于
推
行
和
完
善

企

股
份
合
作
制
的
通
知
》（「
郷
鎮
企
業
株
式
合
作
制
推
進
・
改
善
通
知
」、
以
下
「
改
善
通
知
」
と
略
称
）
を
下
達
し
た
。

⑴　
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
の
内
容

 

ま
ず
筆
者
が
訳
出
し
た
前
者
の
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
か
ら
以
下
適
宜
、
和
訳
を
紹
介
し
、
ま
た
概
要
を
表
す
表
題
を
付
し
た
（
傍

線
は
筆
者
加
筆

（
10
）

）。

 

第
一
条　

農
民
株
式
合
作
企
業
（
以
下
Ｎ
Ｇ
Ｋ
と
略
称
）
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
合
法
権
益
を
保
護
し
管
理
の
規
範
化
を
強
化
し
農
村

経
済
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
、
憲
法
と
国
家
の
関
連
法
規
、
政
策
を
根
拠
に
本
暫
定
規
定
を
制
定
す
る
。

 

第
二
条　

本
規
定
で
Ｎ
Ｇ
Ｋ
と
は
、
三
戸
以
上
の
労
働
農
民
に
よ
る
協
議
に
よ
り
、
資
金
、
実
物
、
技
術
、
労
働
等
を
株
式
と
し
、
自

発
的
に
組
織
さ
れ
生
産
経
営
活
動
に
従
事
し
、
国
家
の
計
画
指
導
を
受
け
入
れ
、
民
主
管
理
を
実
行
し
、
労
働
に
よ
る
分
配
を
主
と
し
、

ま
た
一
定
の
株
式
比
例
の
配
当
を
お
こ
な
い
、
公
共
積
累
（
留
保
）
を
有
し
、
民
事
責
任
を
独
立
し
て
負
い
、
法
の
批
准
に
よ
り
設
立

す
る
経
済
組
織
で
あ
る
。

第
三
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
…
は
労
働
農
民
の
合
作
経
済
で
あ
り
、
社
会
主
義
労
働
群
衆
の
集
体
所
有
制
経
済
で
あ
り
…
以
下
略
。

第
四
条　

企
業
の
主
要
任
務
（
概
要
、
以
下
略
）

五
一
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第
五
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
工
業
、
交
通
運
輸
、
建
築
、
商
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
そ
の
他
の
開
発
性
事
業
を
興
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条　

認
可
、
登
記
の
要
件
に
つ
い
て

 

第
七
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
の
株
式
資
産
は
そ
の
企
業
を
経
営
す
る
成
員
全
体
の
集
体
所
有
に
属
し
、
株
主
総
会
に
よ
り
董
事
会
を
選
出
し
、
董

事
会
は
株
主
全
体
を
代
表
し
て
企
業
財
産
の
所
有
権
を
行
使
す
る
。
納
税
後
の
利
潤
部
分
を
公
共
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条　

独
立
採
算
、
自
主
経
営
…
中
略
…
を
お
こ
な
う
。

第
九
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
と
労
働
者
の
契
約

第
十
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
の
労
働
に
よ
る
分
配
と
株
式
に
よ
る
配
当
の
結
合
は
労
働
に
よ
る
分
配
を
主
な
分
配
形
式
と
す
る
。

第
十
一
条　

営
業
許
可
、
税
務
機
関
へ
の
届
け
出
、
納
税
に
つ
い
て

第
十
二
条　

企
業
蓄
積
、
増
資
、
信
用
の
利
用

第
十
三
条　

国
家
計
画
産
品
等
を
生
産
す
る
企
業
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置

第
十
四
条　

郷
村
集
体
企
業
財
務
会
計
制
度
を
執
行
し
財
務
管
理
を
強
化
す
る

 

第
十
五
条　

企
業
は
納
税
後
の
利
潤
分
配
に
つ
い
て
そ
の
六
〇
％
以
上
を
拡
大
再
生
産
に
当
て
る
（
そ
の
う
ち
五
〇
％
は
不
可
分
の
公
共

留
保
）、
四
〇
％
を
株
式
配
当
（
納
税
後
利
潤
の
二
〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
の
ほ
か
、
集
体
福
利
基
金
、
職
工
（
従
業
員
）
奨
励

基
金
等
、
特
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
十
六
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
株
主
総
会
を
実
施
す
る
。
株
主
総
会
は
企
業
の
最
高
権
力
機
構
で
あ
り
董
事
会
を
常
設
機
関
と
し
て
選
出
で
き

る
。
董
事
会
は
株
主
総
会
に
対
し
責
任
を
負
い
企
業
経
営
の
重
大
問
題
を
決
定
す
る
。

 

第
十
七
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
企
業
の
廠
長
（
経
理
）
は
董
事
会
に
よ
り
董
事
中
よ
り
選
出
す
る
か
外
部
よ
り
招
聘
す
る
。
廠
長
は
企
業
董
事
会

五
二
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に
対
し
責
任
を
負
い
、
企
業
の
法
定
代
表
者
で
あ
る
。

第
十
八
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
企
業
は
承
包
経
営
責
任
制
と
廠
長
負
債
制
を
実
施
す
る
。

 

第
十
九
条　

出
資
者
は
一
般
に
退
社
で
き
な
い
が
…
中
略
…
場
合
に
よ
り
総
会
な
い
し
董
事
会
の
批
准
に
よ
り
退
社
で
き
る
。
株
主
権

は
法
に
よ
り
継
承
、
譲
渡
、
贈
与
可
能
だ
が
、
株
主
総
会
な
い
し
董
事
会
に
申
告
し
所
要
の
手
続
き
を
要
す
。

第
二
十
条　

名
称
変
更
、
合
併
、
分
割
、
移
転
、
休
止
、
閉
鎖
に
つ
い
て

 

第
二
十
一
条　

企
業
分
割
、
合
併
な
い
し
終
了
時
、
財
産
の
保
全
と
法
に
よ
る
債
権
債
務
の
整
理
が
必
須
。
公
共
留
保
あ
る
い
は
そ
の

剰
余
部
分
は
新
企
業
の
発
展
に
、
株
式
と
し
て
出
資
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
農
業
の
支
援
、
職
工
保
険
、
福
利
基
金
等
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
職
工
個
人
に
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
職
工
大
会
あ
る
い
は
職
工
代
表
大
会
に
よ
り
決
定
す
る
。
企
業
破
産

は
清
算
組
織
を
設
置
し
法
に
よ
り
清
算
し
企
業
財
産
に
よ
り
有
限
責
任
を
履
行
す
る
。

第
二
十
二
条　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
企
業
の
合
法
権
益

第
二
十
三
条　

国
家
の
法
律
・
規
則
、
政
策
の
遵
守
義
務

第
二
十
四
条　

各
級
人
民
政
府
郷
鎮
企
業
管
理
部
門
が
主
管
部
門
で
あ
る
（
以
下
略
）

第
二
十
五
条　

各
級
人
民
政
府
郷
鎮
企
業
主
管
部
門
が
本
規
定
に
よ
り
実
施
方
法
を
定
め
る
。

第
二
十
六
条　

本
規
定
頒
布
の
日
よ
り
施
行
。

（
国
務
院
農
業
部
）

付　

民
股
份
你
合
作
企

示
范
章
程
（「
模
範
定
款
」）

五
三
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＊
な
お
上
記
の
暫
定
規
定
に
な
く
明
記
で
な
い
と
こ
ろ
を
以
下
＊
な
い
し
傍
線
で
表
示

第
一
章　

総
則

第
一
条　

本
規
定
制
定
目
的

第
二
条　

本
企
業
は
…
中
略
…
社
会
主
義
労
働
集
団
の
集
体
経
済
組
織
で
あ
る

第
三
条
〜
五
条　

略　
（
暫
定
規
定
と
同
内
容
の
た
め
）

第
六
条　

企
業
名
、
住
所
、
登
記
資
本
金
、
事
業
範
囲

第
二
章　

株
主
＊

第
七
条　

株
主
の
定
義
＊

第
八
条　

株
主
の
権
利
＊

 

一
、
株
式
に
対
す
る
所
有
権　

　

二
、
株
主
総
会
に
参
加
、
審
議
し
企
業
経
営
の
範
囲
、
発
展
方
向
、
収
益
分
配
及
び
閉
鎖
等
の
重
要

問
題
の
決
定　

　

三
、
企
業
株
主
代
表
大
会
＊
の
代
表
あ
る
い
は
董
事
会
董
事
の
選
挙
権
と
被
選
挙
権　

　

四
、
廠
長
に
優
先
的
に
招

聘
さ
れ
る
権
利　

　

五
、
董
事
会
の
業
務
と
企
業
の
経
営
に
対
す
る
監
督
権　

　

六
、
新
株
引
受
の
優
先
権　

　

七
、
配
当
取
得
権
利

第
九
条　

株
主
の
義
務
＊

一
、
本
規
定
を
遵
守
す
る
義
務　

　

二
、
持
株
に
よ
る
危
険
負
担　

　

三
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
決
議
の
執
行

四
、
企
業
の
生
産
、
経
営
と
管
理
に
対
す
る
関
心

第
三
章　

株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
＊

五
四
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第
十
条　

株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
は
企
業
の
最
高
権
力
機
構
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
開
催
す
る
。
特
殊
な
事
情
に
よ

り
、
株
主
あ
る
い
は
董
事
の
提
案
に
よ
り
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
の
半
数
以
上
の
株
主
（
株
主
代
表
大
会
代
表
）
の
同
意
を
経
て

臨
時
の
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
を
召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
の
権
利
＊
：

一
、
定
款
の
制
定
と
改
定

二
、
董
事
会
の
選
挙
、
改
選
と
董
事
の
罷
免

三
、
董
事
会
、
廠
長
の
年
度
業
務
報
告
の
審
議

 

四
、
企
業
の
事
業
範
囲
、
発
展
方
向
、
収
益
分
配
及
び
閉
鎖
等
の
問
題
の
決
定
。
董
事
会
を
設
置
せ
ず
廠
長
を
直
接
、
選
挙
や
罷
免
あ

る
い
は
任
命
、
解
任
す
る
権
利
。

第
四
章　

董
事
会
＊

 

第
十
一
条　

董
事
会
は
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
の
選
挙
が
選
出
し
た
常
設
機
関
で
あ
る
。
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
の
閉
会

中
に
以
下
の
権
利
を
行
使
す
る
：

一
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
の
決
議
の
執
行

二
、
董
事
長
の
推
挙

三
、
廠
長
の
任
命
、
解
任
と
そ
の
報
酬
と
待
遇
の
規
定

四
、
企
業
所
有
者
を
代
表
し
て
廠
長
と
承
包
経
営
責
任
制
契
約
を
締
結
す
る

五
、
企
業
の
年
度
計
画
、
財
務
・
予
算
を
審
議
し
、
企
業
の
利
潤
分
配
を
決
定

五
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
九
六
）

六
、
企
業
経
営
者
の
職
権
行
使
を
監
督
す
る

第
五
章　

廠
長
＊

第
十
二
条　

廠
長
は
企
業
の
法
定
代
表
者
で
あ
り
、
生
産
、
経
営
、
管
理
の
指
揮
者
で
あ
る
。

企
業
の
廠
長
は
以
下
の
権
利
を
有
す
：

一
、
企
業
の
管
理
機
構
の
設
置

二
、
副
廠
長
以
下
の
管
理
者
の
任
命
、
解
任

三
、
企
業
の
報
酬
計
算
方
法
と
賞
罰
方
法
の
制
定

四
、
企
業
の
職
工
の
招
聘
と
解
職

第
十
三
条　

企
業
廠
長
が
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
：

一
、
党
と
国
家
の
法
律
、
法
規
と
政
策
の
執
行

二
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
あ
る
い
は
董
事
会
の
決
議
の
執
行

三
、
上
級
主
管
部
門
に
対
す
る
統
計
と
関
連
状
況
の
報
告

 

四
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
あ
る
い
は
董
事
会
に
対
す
る
定
期
業
務
報
告
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
あ
る
い
は
董
事
会
の

検
査
監
督
の
承
認

五
、
民
主
管
理
の
強
化
、
職
工
の
監
督
の
承
認

六
、
職
工
の
政
治
思
想
工
作
の
強
化
、
社
会
主
義
精
神
文
明
の
建
設

第
六
章　

職
工
（
従
業
員
）
＊

五
六



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
七
九
七
）

第
十
四
条　

本
企
業
は
労
働
契
約
制
を
実
行
し
、
職
工
を
選
抜
し
労
働
契
約
を
締
結
す
る

第
十
五
条　

企
業
職
工
は
以
下
の
権
利
を
有
す

一
、
優
先
的
株
式
取
得
権

二
、
規
模
の
大
き
な
企
業
で
は
職
工
代
表
大
会
を
設
置
し
、
廠
長
の
業
務
を
評
議
し
職
工
の
合
法
権
益
を
維
持
す
る
。

三
、
企
業
の
生
産
、
経
営
、
管
理
に
対
す
る
提
案
権

四
、
労
働
契
約
が
定
め
る
権
利
の
享
受

第
十
六
条　

企
業
職
工
は
以
下
の
履
行
義
務

一
、
廠
長
の
指
揮
へ
の
服
従

二
、
労
働
契
約
規
定
の
履
行

三
、
企
業
の
各
種
規
定
の
遵
守

四
、
社
会
主
義
職
業
道
徳
の
遵
守

第
七
章　

株
式
の
管
理
＊

 

第
十
七
条　

株
式
は
返
却
で
き
な
い
が
、
特
殊
な
状
況
に
よ
り
退
社
を
求
め
る
な
ら
ば
、
登
記
資
本
を
減
少
さ
せ
な
い
前
提
で
株
主
総

会
（
株
主
代
表
大
会
）
あ
る
い
は
董
事
会
の
批
准
に
よ
り
退
社
で
き
る
。

 

株
式
は
法
に
よ
り
継
承
、
譲
渡
、
贈
与
可
能
だ
が
、
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
あ
る
い
は
董
事
会
に
申
告
し
所
要
の
手
続
き
を
要

す
。

第
八
章　

収
益
分
配

五
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
九
八
）

 
第
十
八
条　

企
業
は
農
業
部
、
財
政
部
の
制
定
し
た
郷
村
集
体
企
業
財
務
会
計
制
度
を
執
行
し
、
国
家
、
集
体
、
個
人
の
三
者
間
の
利

益
関
係
を
正
確
に
処
理
す
る
。
企
業
は
納
税
後
の
利
潤
分
配
に
つ
い
て
そ
の
六
〇
％
以
上
を
拡
大
再
生
産
に
当
て
る
（
そ
の
う
ち

五
〇
％
は
不
可
分
の
公
共
留
保
）、
四
〇
％
を
株
式
配
当
（
納
税
後
利
潤
の
二
〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
の
ほ
か
、
集
体
福
利
基
金
、

職
工
奨
励
基
金
等
、
特
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
暫
定
規
定
十
五
条
と
同
内
容
）

 

第
十
九
条　

企
業
の
公
共
留
保
は
分
割
で
き
な
い
。（
以
下
、
暫
定
規
定
第
二
十
一
条
と
同
内
容
）
企
業
分
割
、
合
併
あ
る
い
は
終
了
時
、

財
産
の
保
全
と
法
に
よ
る
債
権
債
務
の
整
理
が
必
須
。
公
共
留
保
あ
る
い
は
そ
の
剰
余
部
分
は
新
企
業
の
発
展
に
、
株
式
と
し
て
出
資

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
農
業
の
支
援
、
職
工
保
険
、
福
利
基
金
等
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
職
工
個
人
に
給
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
職
工
大
会
あ
る
い
は
職
工
代
表
大
会
に
よ
り
決
定
す
る
。

第
九
章　

附
則
＊

第
二
十
条　

本
定
款
が
国
家
の
法
律
・
法
規
と
抵
触
し
た
場
合
、
改
定
を
要
す
。

第
二
十
一
条　

本
定
款
の
解
釈
は
企
業
董
事
会
が
責
を
負
う
。

第
二
十
二
条　

本
定
款
は
株
主
総
会
（
株
主
代
表
大
会
）
通
過
の
日
よ
り
効
力
を
発
す
る
。

以
上

⑵　

同
上
暫
定
規
定
の
修
正
│
「
郷
鎮
企
業
株
式
合
作
制
推
進
・
改
善
通
知
」
の
内
容
│

同
じ
く
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
の
暫
定
規
定
を
修
正
し
た
「
改
善
通
知
」
を
訳
出
し
、
前
者
の
修
正
部
分
（
以
下
傍
線
は
筆
者
加
筆
）

を
適
宜
紹
介
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た

（
11
）

。

五
八



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
七
九
九
）

ａ
．
暫
定
規
定
第
二
条
の
全
面
的
な
修
正
│
「（
一
）
株
式
合
作
制
の
重
要
意
義
を
充
分
認
識
す
る
」
の
内
容
│

①
「
労
働
農
民
」
身
分
の
文
言
撤
去

②
（
出
資
者
数
の
）「
三
戸
以
上
の
農
民
」
↓
「
二
戸
人
以
上
の
労
働
者
あ
る
い
は
投
資
者
」
に
修
正
し
実
態
に
一
致
さ
せ
る
。

③
（
定
款
の
存
在
を
尊
重
し
）「
労
働
農
民
に
よ
る
協
議
に
よ
り
…
中
略
…
（
設
立
す
る
組
織
で
あ
る
）」
を
「
定
款
あ
る
い
は
協
議
に
よ
り
…

以
下
同
／
略
…
」
に
修
正
。

④
「
資
金
、
実
物
、
技
術
、
労
働
等
を
株
式
と
し
」
を
改
め
「
資
金
、
実
物
、
技
術
、
土
地
使
用
権
等
を
株
式
と
し
」
に
改
め
、
出
資
だ

け
を
お
こ
な
う
者
、
土
地
使
用
権
所
有
者
を
容
認

⑤
「
生
産
経
営
活
動
」
を
「
生
産
経
営
服
務
活
動
」
に
修
正

⑥
「
国
家
計
画
指
導
を
受
け
入
れ
」
を
削
除

⑦
「
労
働
に
よ
る
分
配
を
主
と
し
一
定
の
株
式
比
例
の
配
当
を
お
こ
な
い
」
を
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
と
株
式
に
応
じ
た
分
配
を
結
合
す

る
」
と
修
正

以
上
②
、
④
、
⑦
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
合
作
組
織
本
来
の
組
合
原
理
の
貫
徹
は
放
棄
さ
れ
、
土
地
使
用
権
に
よ
る
出
資
の
容

認
と
投
資
を
お
こ
な
う
者
へ
の
配
慮
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
修
正
は
実
態
の
進
展
に
後
追
い
し
て
文
言
を
改
め
た
も
の
と
い
え
る
。

暫
定
規
定
を
二
年
で
修
正
し
た
の
は
、
市
場
経
済
が
当
局
の
想
像
以
上
に
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
、
旺
盛
な
投
資
の
存
在
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
鄧
小
平
の
九
二
年
一
、
二
月
の
「
南
巡
講
話
」
の
後
の
改
革
開
放
政
策
の
一
層
の
推

進
、
同
年
一
二
月
の
中
共
第
一
四
回
大
会
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
市
場
化
推
進
政
策
の
確
定
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体

五
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
〇
〇
）

化
が
急
が
れ
る
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

（
12
）

。

ｂ
．
株
主
権
の
確
定
ほ
か
│
「（
二
）
株
式
合
作
企
業
の
基
本
組
織
原
則
を
継
続
堅
持
す
る
」
ほ
か
（
六
）
ま
で
の
内
容
│

「
改
善
通
知
」
の
（
二
）
で
は
株
式
合
作
企
業
の
基
本
的
な
組
織
原
則
を
確
認
し
強
調
す
る
。
つ
い
で
同
（
三
）
は
「
株
式
合
作
企
業
の

株
式
権
の
（
合
理
的
）
定
義
」
と
し
、「
郷
村
株
、
企
業
株
、
そ
し
て
個
人
株
と
外
資
株
を
設
置
で
き
る
」
と
す
る
。
こ
こ
に
中
国
独
特
の

株
式
形
態
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
そ
の
定
義
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
以
下
紹
介
し
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
（
傍
線
は
筆
者

加
筆
）。

「
郷
村
株
は
郷
（
お
よ
び
そ
の
鎮
）、
村
（
お
よ
び
村
民
小
組
﹇
班
﹈）
の
範
囲
内
の
農
民
集
体
の
共
同
所
有
権
の
株
式
で
あ
る
。
そ
の
起
源

は
郷
村
集
体
経
済
組
織
の
直
接
投
資
と
歴
年
追
加
投
入
さ
れ
た
資
産
で
あ
る
」

「
企
業
株
は
企
業
内
部
の
職
工
（
従
業
員
、
労
働
者
）
の
共
同
所
有
権
で
あ
る
株
式
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
企
業
自
身
の
蓄
積
と
国
家
減

免
税
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
で
あ
る
。
企
業
蓄
積
か
ら
株
式
が
形
成
さ
れ
る
が
、
職
工
の
企
業
に
対
す
る
貢
献
状
況
を
数
量
化
し
て
職

工
個
人
へ
分
割
さ
れ
る
。
こ
れ
は
継
承
も
譲
渡
も
で
き
な
い
が
配
当
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
国
家
の
減
免
税
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

株
式
は
企
業
の
拡
大
再
生
産
の
た
め
に
の
み
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
」。（
筆
者
：
こ
れ
を
企
業
株
に
す
る
こ
と
に
問
題
も
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て

も
政
府
が
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
る
）。

ま
た
「
社
会
法
人
株
と
は
企
業
法
人
、
法
人
資
格
を
有
す
る
事
業
単
位
、
そ
し
て
社
会
団
体
が
所
有
権
を
有
す
る
株
式
で
あ
る
。
そ
の

起
源
は
こ
れ
ら
社
会
法
人
が
企
業
に
対
し
投
入
し
た
資
金
、
設
備
、
原
材
料
、
発
明
権
、
特
許
権
等
の
資
産
で
あ
る
」。

「
個
人
株
は
企
業
の
職
工
と
社
会
の
個
人
が
所
有
権
を
有
す
る
株
式
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
個
人
が
資
金
、
実
物
、
技
術
等
の
投
入
し

六
〇



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
八
〇
一
）

た
資
産
で
あ
る
。
外
資
株
は
外
国
と
香
港
、
マ
カ
オ
と
台
湾
の
投
資
者
が
所
有
権
を
有
す
る
株
式
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
上
述
投
資
者
が

企
業
に
投
入
し
た
資
金
、
設
備
、
技
術
等
資
産
で
あ
る
」。

こ
の
ほ
か
優
先
株
、
普
通
株
そ
れ
ぞ
れ
に
に
つ
い
て
定
義
、
ま
た
企
業
株
に
つ
い
て
の
制
限
の
規
定
。

そ
し
て
同
（
四
）
で
は
財
務
管
理
と
収
益
分
配
に
つ
い
て
の
制
限
規
定
を
設
け
る
。
ち
な
み
に
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
で
納
税
後
利

潤
の
上
限
二
〇
％
で
あ
っ
た
配
当
制
限
は
そ
の
二
五
％
に
増
加
。

同
（
五
）
で
企
業
組
織
の
改
善
に
つ
い
て
、
改
め
て
董
事
会
が
株
主
総
会
に
よ
り
選
挙
さ
れ
罷
免
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
董
事
長
が
董
事

会
に
よ
り
選
挙
さ
れ
罷
免
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
ま
た
董
事
長
を
会
社
の
代
表
者
と
し
て
明
記
（
筆
者
：
以
上
い
ず
れ
の
文
言
も
暫

定
規
定
で
は
な
か
っ
た
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）。

な
お
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
で
は
企
業
廠
長
（
経
理
）
が
会
社
の
代
表
者
で
あ
っ
た
が
改
め
て
「
代
表
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
改
め
た
。

さ
ら
に
「
監
事
会
を
株
主
総
会
の
選
挙
に
よ
り
設
置
、
罷
免
で
き
る
。
た
だ
職
権
に
つ
い
て
は
定
款
の
定
め
に
よ
る
と
す
る
」。

同
（
六
）
は
業
務
遂
行
に
つ
い
て
、
政
府
等
の
各
種
規
定
と
郷
鎮
政
府
主
管
部
門
の
指
導
に
従
う
べ
き
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
13
）

。

⑶　
「
株
主
代
表
大
会
」
の
存
在
と
株
式
議
決
権
数
の
規
定
の
欠
如

上
述
の
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
そ
し
て
「
改
善
通
知
（
五
）」
の
よ
う
に
、
会
社
機
関
と
し
て
株
主
総
会
、
董
事
会
そ
し
て
監
事
会

が
設
置
さ
れ
、
経
理
の
負
債
制
も
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
株
式
会
社
の
統
治
組
織
に
類
似
し
て
い
る
。

た
だ
問
題
は
前
者
後
半
「
模
範
定
款
」
に
明
記
さ
れ
た
「
株
主
代
表
」
と
「
株
主
代
表
大
会
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
株
主
代
表
大
会

六
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
〇
二
）

は
株
主
総
会
と
異
な
る
株
主
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
機
関
で
あ
り
、
文
言
上
か
ら
株
主
総
会
の
上
位
機
関
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
意
思
決
定
機
関
の
不
透
明
性
の
問
題
が
残
る
と
い
え
る
。
ま
た
株
主
民
主
主
義
、
株
主
に
よ
る
民
主
的
な
管
理
の
原
則
に
も
反
す

る
と
も
い
え
る
。

つ
い
で
株
式
議
決
権
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
そ
し
て
「
改
善
通
知
」
で
も
議
決
権
数
を
明
記
し
て
い
な

い
。
合
作
制
で
あ
る
か
ら
一
人
一
票
制
で
あ
る
か
少
な
く
と
も
集
体
株
で
あ
る
郷
村
株
、
企
業
株
の
株
主
代
表
に
よ
る
権
利
の
行
使
が
想

定
さ
れ
る
。
郷
鎮
企
業
に
は
多
様
な
形
態
が
存
在
し
地
域
に
よ
り
企
業
に
よ
り
一
様
で
な
い
。
模
範
定
款
は
そ
う
し
た
多
様
性
を
考
慮
し

た
う
え
で
そ
れ
ら
の
模
範
と
な
り
う
る
も
の
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
株
一
票
制
の
企
業
が
存
在
し
な
い
と
も
い
え
な
い
。
ま
た
「
暫

定
規
定
及
び
定
款
」
は
法
規
で
は
な
い
か
ら
、
合
作
組
織
が
本
来
、
農
民
労
働
者
集
体
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
以
外
に
対
し
て
も
投
資
が
公
開
さ
れ
て
い
る
以
上
、
議
決
権
の
規
定
が
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
株
式
合
作

企
業
の
株
式
が
一
株
一
議
決
権
を
有
さ
な
け
れ
ば
株
主
権
は
完
全
な
私
的
所
有
権
で
は
な
く
集
合
的
私
有
権
を
表
現
す
る
株
主
権
で
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
議
決
権
数
を
ど
の
よ
う
に
画
定
し
そ
し
て
意
思
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
問
題
に
な
る
。
こ
れ
も
不
透
明
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
集
団
株
の
郷
村
株
と
企
業
株
、
前
者
は
農
民
集
団
、
後
者
は
労
働
者
・
従
業
員
集
団
の
所
有
す
る
株
式
で
あ
る
が
、
権
利
者
で

あ
る
彼
ら
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
出
資
者
に
企
業
運
営
に
参
加
す
る
権
利
が
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。

政
府
株
の
議
決
権
数
も
同
様
に
画
定
で
き
な
い
と
も
い
え
る
が
、
政
府
は
経
営
資
源
の
提
供
者
で
あ
る
た
め
に
事
実
上
、
最
大
の
権
力
な

い
し
潜
在
的
権
力
で
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
に
廠
長
な
い
し
経
理
（
経
営
者
）
の
董
事
会
（
模
範
定
款

で
は
株
主
総
会
な
い
し
株
主
代
表
大
会
で
選
出
）
に
対
す
る
責
任
が
明
記
さ
れ
て
は
い
る
。
と
は
い
え
経
営
者
が
集
体
株
主
、
一
般
株
主
を
代

六
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表
す
る
か
事
実
上
株
主
以
外
の
政
府
や
官
員
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
か
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
と
よ
り
株
主
の
議
決
権
が
一
人
一
票
な
の
か
一
株
一
票
な
の
か
は
組
合
組
織
と
株
式
組
織
の
根
本
的
な
組
織
原
理
の
ち
が
い
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
規
定
が
な
い
こ
と
は
民
主
主
義
原
則
に
反
す
る
。
制
度
化
は
財
務
体
制
の
不
健
全
、
村
幹
部
や
同
族
、
縁
故
関
係
、

そ
の
他
の
関
係
を
つ
う
じ
た
不
正
な
利
益
の
共
有
な
ど
の
問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
規
定
が
な
い
こ
と
は
制
度
化
以

前
の
経
営
と
支
配
の
現
状
を
肯
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
問
題
、
経
営
支
配
の
不
正
は
し
ば
し
ば
所
有

制
度
の
不
透
明
な
問
題
と
し
て
曖
昧
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
所
有
者
で
あ
る
株
主
の
権
利
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
集
体
株
の
存
在
を
な
く
し
株
式
所
有
権
を
完
全
に
私
有
化
す
れ
ば
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
政
治
経
済
体
制
を
維
持
す
る
う
え
で
そ
れ
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

⑷　

株
式
合
作
制
の
官
製
的
・
過
渡
的
性
格

以
上
の
よ
う
に
「
改
善
通
知
」
に
お
い
て
郷
村
株
、
企
業
株
は
そ
れ
ぞ
れ
農
民
、
職
工
の
集
団
所
有
株
と
定
義
さ
れ
、
株
式
合
作
社
の

合
作
社
形
態
た
る
所
以
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
で
は
株
主
と
し
て
の
要
件
で
あ
っ
た
農
民
や
労
働
者

と
し
て
の
資
格
要
件
が
撤
去
さ
れ
た
。
農
民
・
労
働
者
以
外
か
ら
の
資
金
調
達
、
し
た
が
っ
て
そ
の
提
供
者
で
あ
る
投
資
者
へ
の
利
益
配

分
が
考
慮
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
「
改
善
通
知
」
で
は
配
当
制
限
の
上
限
が
緩
和
さ
れ
た
。
資
金
調
達
が
優
先
さ
れ
合
作
（
組
合
）
原
則
が

貫
徹
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
農
民
集
団
と
労
働
者
集
団
の
株
式
の
議
決
権
は
保
証
さ
れ
な
い
一
方
、
企
業
株
の

起
源
が
「
企
業
自
身
の
蓄
積
と
国
家
減
免
税
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
」
と
さ
れ
、
政
府
に
企
業
運
営
に
つ
い
て
介
入
す
る
権
限
を
与
え

る
文
言
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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な
お
「
改
善
通
知
」
の
（
五
）
の
規
定
は
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
で
は
な
か
っ
た
も
の
が
明
文
化
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
企
業
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
面
で
の
改
善
で
は
あ
る
。
こ
の
最
後
の
（
五
）
は
別
と
し
て
も
、「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
も
「
改
善
通
知
」
か
ら
も
改
革
開
放
後

の
中
国
企
業
制
度
、
株
式
合
作
制
度
が
部
分
的
に
組
合
的
な
制
度
の
い
わ
ば
そ
の
外
皮
を
残
し
つ
つ
、
新
し
い
面
で
は
資
金
調
達
・
動
員

の
た
め
に
い
わ
ば
資
本
主
義
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
容
認
し
奨
励
す
る
と
い
う
相
矛
盾
す
る
側
面
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
矛
盾
は
新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
資
本
主
義
化
を
進
め
る
な
か
で
古
い
も
の
が
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
て
い
く
新
旧
の
矛
盾
で
あ
る
。
同
時
に
政
府
の
指
導
・

介
入
に
大
義
名
分
を
与
え
る
規
定
内
容
を
残
し
て
い
る
意
味
で
は
き
わ
め
て
社
会
主
義
的
・
官
僚
主
義
的
な
側
面
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。

以
上
の
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
そ
し
て
「
改
善
通
知
」
の
内
容
か
ら
改
革
開
放
後
の
農
村
の
旺
盛
な
経
済
発
展
を
支
え
た
郷
鎮
企
業

の
事
業
活
動
と
組
織
の
発
展
が
想
像
さ
れ
る
が
、
農
村
の
経
済
活
動
、
郷
鎮
企
業
が
野
放
し
に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
暫
定
規
定
」

の
第
十
八
条
に
明
文
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
承
包
経
営
責
任
制
と
経
理
負
債
制
の
実
施
に
よ
り
、
政
府
は
郷
鎮
企
業
の
経
営
の
自
主
権
を
認

め
る
一
方
で
、
第
二
十
四
条
な
ど
管
理
・
監
督
を
強
化
す
る
姿
勢
も
明
瞭
で
あ
る
。

社
会
主
義
経
済
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
事
業
活
動
の
旺
盛
な
要
素
を
利
用
す
る
面
と
抑
制
す
る
側
面
、
ま
た
思
想
的
な
開
放
は
抑

圧
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
述
の
国
務
院
に
よ
る
郷
鎮
企
業
の
認
知
と
指
導
は
郷
鎮
企
業
の
旺
盛
な
発
展
を
活
か
す
と
と
も
に
社
会
主
義
制

度
と
し
て
の
外
観
を
与
え
か
つ
一
定
の
方
向
性
と
枠
を
設
け
る
二
面
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
株
式
合
作
制
は
官

製
的
か
つ
二
面
的
性
格
そ
し
て
矛
盾
を
内
包
す
る
過
渡
的
な
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る

（
14
）

。
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4
．
郷
鎮
企
業
の
経
営
請
負
制
と
郷
鎮
企
業
の
経
営
主
体

（
郷
鎮
企
業
の
経
営
請
負
制
の
導
入
）

郷
鎮
企
業
の
経
営
面
で
重
要
な
こ
と
は
改
革
開
放
後
、
農
業
生
産
の
生
産
責
任
制
の
導
入
を
嚆
矢
と
す
る
経
営
の
自
主
化
が
企
業
経
営

面
で
は
経
営
者
の
経
営
責
任
制
と
し
て
請
負
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
郷
鎮
企
業
経
営
の
発
展
と
制
度
化
の
面
で
、
請
負
制
の
普

遍
的
存
在
は
、「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
の
第
十
七
条
「
企
業
の
廠
長
（
経
理
）
は
董
事
会
に
よ
り
董
事
中
よ
り
選
出
す
る
か
外
部
よ
り

招
聘
す
る
。
廠
長
は
企
業
董
事
会
に
対
し
責
任
を
負
い
、
企
業
の
法
定
代
表
者
で
あ
る
」、
ま
た
同
第
十
八
条
の
「
企
業
は
承
包
経
営
責

任
制
と
廠
長
負
債
制
を
実
施
す
る
」
の
規
定
か
ら
請
負
制
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
「
改
善
通
知
」

に
お
い
て
、
本
稿
前
述
の
「
ｂ
．
株
主
権
の
確
定
ほ
か
」
の
「
改
善
通
知
」（
五
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
営
に
対
し
て
改
め
て
株
主
と

と
も
に
政
府
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
計
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
郷
鎮
企
業
に
お
い
て
、
廠
長
に
企
業
運
営
を
請
負
わ
せ
る
経
営
形
態
が

普
及
し
て
い
た
実
態
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

先
に
郷
鎮
企
業
と
そ
の
制
度
化
、
そ
し
て
株
式
合
作
企
業
の
規
定
に
つ
い
て
紹
介
し
コ
メ
ン
ト
し
た
。
制
度
は
む
し
ろ
実
態
を
追
認
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
規
定
を
通
し
て
実
態
、
制
度
化
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
既
述
し
た

よ
う
に
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
は
制
度
創
造
で
は
な
く
む
し
ろ
改
革
開
放
後
急
速
に
進
行
し
た
市
場
化
経
済
の
実
態
を
追
認
す
る
と
と
も
に

そ
の
指
導
・
監
督
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
政
府
は
政
府
株
と
企
業
株
を
つ
う
じ
て
郷
鎮
企
業
と
経
営
主
体
に
対
し
支
配
力
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
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（
郷
鎮
企
業
の
経
営
主
体
）

中
村
則
弘
氏
は
『
中
国
社
会
主
義
解
体
の
人
間
的
基
礎
』
に
お
い
て
改
革
開
放
過
程
で
誕
生
し
た
郷
鎮
企
業
の
担
い
手
で
あ
る
企
業
家

の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
特
に
人
民
公
社
当
時
に
基
層
幹
部
で
あ
っ
た
者
を
焦
点
に
そ
の
類
型
化
を
お
こ
な
い
、
そ
の
幹

部
時
代
の
関
係
の
利
用
な
ど
を
重
視
さ
れ
、
事
業
面
の
成
功
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。

中
村
則
弘
氏
の
接
近
は
有
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
改
革
開
放
以
後
の
旧
社
隊
企
業
だ
け
で
な
く
多
様
な
企
業
も
含
む
意
味
で
の

郷
鎮
企
業
の
発
展
の
担
い
手
を
包
括
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
担
い
手
と
し
て
改
革
開
放
後

登
場
す
る
農
漁
業
分
野
の
専
業
戸
、
そ
れ
以
外
の
個
体
戸
や
個
体
商
、
あ
る
い
は
自
ら
の
事
業
の
一
定
程
度
の
成
功
か
ら
郷
鎮
企
業
の
経

営
を
請
負
い
成
功
を
重
ね
て
事
業
家
と
し
て
地
歩
を
固
め
た
者
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
公
社
時
代
に
基
層
幹

部
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
関
係
を
活
用
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
改
革
開
放
後
の
多
様
な
発
展
を
担
っ
た
事
業
家
の
一
部
を
説
明
で
き
て
も

そ
れ
以
外
の
多
様
な
事
業
家
の
存
在
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

文
革
時
代
に
下
放
さ
れ
改
革
開
放
後
も
就
職
の
途
を
閉
ざ
さ
れ
た
者
も
多
か
っ
た
が
、
そ
う
し
た
知
識
青
年
の
な
か
か
ら
も
事
業
家
層

が
登
場
し
た
。
そ
れ
も
多
様
な
事
業
家
層
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
基
層
幹
部
に
限
ら
ず
一
般
農
民
の
な
か
に
も
自
身
の
才
覚
・
努
力
と
土

地
・
自
宅
が
街
や
市
場
に
近
い
な
ど
の
立
地
条
件
を
活
か
し
事
業
家
に
転
身
す
る
者
も
輩
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
く
わ
え
て
地
域
に
よ
り
差

異
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
私
人
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
郷
鎮
企
業
の
多
い
温
州
な
ど
の
先
進
地
域
で
は
多
様
な
人
材
が
郷
鎮
企
業
の

担
い
手
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
反
対
に
郷
鎮
政
府
が
主
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
政
府
官
員
が
経
営
者
に
就
任
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

郷
鎮
企
業
の
生
成
と
経
営
主
体
に
も
多
様
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

六
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（
郷
鎮
企
業
ほ
か
の
先
駆
的
な
担
い
手
層
）

郷
鎮
企
業
に
一
定
の
制
度
的
枠
組
を
設
け
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
多
様
な
属
性
、
多
様
な
前
身
を
も
つ
担
い
手
を
招
聘
し
経
営
を
請
負
わ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
以
下
郷
鎮
企
業
を
含
む
改
革
開
放
初
期
の
先
駆
的
な
企
業
の
担
い
手
、
経
営
主
体
と
考
え
ら
れ
る
多
様
な
主

体
を
、
中
国
の
階
級
分
類
か
ら
消
去
法
に
よ
り
あ
え
て
推
測
し
た
。

文
革
最
中
の
一
九
六
三
年
時
点
に
お
け
る
階
級
分
類
で
「
階
級
敵
」
と
さ
れ
た
の
は
「
黒
五
類
」（
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
、
悪
質
分

子
、
右
派
分
子
）、
後
に
「
裏
切
り
者
」「
ス
パ
イ
」「
実
権
派
」「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
」
が
加
え
ら
れ
「
黒
九
類
」
で
あ
る
。
反
対
に
「
よ

い
階
級
」
と
さ
れ
た
の
が
労
働
者
、
貧
農
・
下
層
中
農
、
革
命
幹
部
、
革
命
軍
人
、「
革
命
烈
士
」
の
「
紅
五
類
」
で
あ
る
。
後
者
の
う

ち
貧
農
・
下
層
中
農
は
負
担
の
軽
い
農
業
労
働
に
、
前
者
の
地
主
・
富
農
は
よ
り
重
い
農
業
労
働
に
従
事
し
て
い
る
が
、
同
じ
農
民
で
あ

る
。
前
者
は
い
ず
れ
も
土
地
改
革
、
人
民
公
社
、
ま
た
特
に
文
革
時
代
に
最
も
辛
酸
を
な
め
た
階
級
で
あ
る
。
そ
の
分
類
が
き
わ
め
て
恣

意
的
な
判
断
に
基
づ
き
分
類
さ
れ
た
者
も
含
ま
れ
る
た
め
若
干
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
後
者
で
は
な
く
前
者
の
な
か
か
ら
改
革
開
放

期
初
期
の
起
業
家
、
郷
鎮
企
業
の
事
業
主
体
が
登
場
し
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
解
放
後
の
前
者
に
対
す
る
も
ろ
も
ろ
の
逆

境
と
い
え
る
社
会
的
条
件
・
待
遇
の
差
異
・
差
別
、
そ
し
て
解
放
前
か
ら
の
家
庭
に
蓄
積
さ
れ
た
文
化
レ
ベ
ル
の
優
位
性
が
事
業
創
造
に

は
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
八
〇
年
代
に
胡
耀
邦
総
書
記
の
指
導
下
に
お
い
て
思
想
面
で
開
放
・
転
換
が
進
み
、
解
放
以
来
、
右
派
批
判
や
文
革
に
よ
り

地
位
を
失
墜
し
て
い
た
多
く
の
者
が
「
平
板
」（
名
誉
回
復
）
に
よ
り
地
位
を
回
復
す
る
。
そ
し
て
前
者
の
黒
五
（
九
）
類
と
後
者
の
紅
五

類
の
差
別
は
少
な
く
な
る
が
後
者
は
農
民
を
除
け
ば
社
会
的
条
件
・
待
遇
は
依
然
と
し
て
前
者
よ
り
良
い
。
し
た
が
っ
て
後
者
は
自
ら
リ

ス
ク
を
犯
し
投
資
を
す
る
必
要
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
伝
統
的
に
商
工
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
商
工
業

六
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に
対
す
る
差
別
観
と
も
い
え
る
気
風
が
強
か
っ
た
。

他
方
、
前
者
に
対
す
る
社
会
的
差
別
・
制
約
も
緩
和
さ
れ
た
が
、
格
差
は
簡
単
に
は
解
消
さ
れ
な
い
。
自
由
に
は
な
っ
た
が
後
者
と
異

な
り
自
ら
仕
事
を
見
つ
け
自
ら
の
能
力
で
社
会
的
条
件
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
学
術
研
究
の
対
象
に
は
な
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
六
八
年
か
ら
七
八
年
ま
で
農
村
に
「
下
放
」（
上
山
下
郷
運
動
）
し
て
い
た
「
知
識
青
年
」（
ほ
ぼ
日
本
の
高
校
以
上
の
就
学
経
験

者
に
相
当
）
ら
が
七
九
年
以
降
続
々
と
都
市
に
帰
還
し
、
恵
ま
れ
な
い
身
分
の
た
め
に
職
を
得
ら
れ
な
い
者
の
多
く
が
や
む
を
得
ず
商
工

業
部
門
で
起
業
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
比
較
的
文
化
水
準
の
高
く
尚
学
の
気
風
が
あ
る
地
主
、
富
農
、
右
派
分
子
、
反
革
命
分
子
の
師
弟

で
あ
っ
た
。
ま
た
「
個
体
商
」
と
し
て
個
人
企
業
の
開
業
が
法
的
に
認
可
さ
れ
た
一
つ
の
理
由
が
彼
ら
に
対
す
る
政
府
の
社
会
政
策
的
対

応
で
あ
っ
た
が
、
大
都
市
同
様
に
省
級
レ
ベ
ル
の
地
方
都
市
で
も
、
同
じ
く
下
放
か
ら
回
帰
し
た
恵
ま
れ
な
い
階
層
出
身
の
青
年
ら
が
起

業
に
参
加
し
商
工
業
に
従
事
し
た

（
16
）

。

5
．
郷
鎮
企
業
の
高
成
長
の
謎
と
腐
敗
の
萌
芽

（
高
成
長
の
謎
と
中
国
的
特
色
）

中
国
の
郷
鎮
企
業
の
高
成
長
の
謎
│
原
因
に
つ
い
て
、
社
会
学
的
、
経
済
学
的
接
近
や
そ
う
し
た
分
析
概
念
や
手
法
に
よ
る
調
査
や
研

究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
経
営
学
的
研
究
で
も
経
営
の
「
霊
活
性
」（
条
件
適
応
力
、
柔
軟
性
）
が
高
成
長
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
た
び

た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
17
）

。
霊
活
性
と
は
事
業
指
導
の
担
い
手
が
、
労
働
者
の
場
合
も
あ
り
う
る
が
、
経
営
学
で
は
通
常
は
企
業
家
な
い
し

経
営
者
が
臨
機
応
変
に
変
化
に
対
応
し
戦
略
策
定
を
お
こ
な
い
事
業
の
組
織
を
編
成
し
経
営
を
遂
行
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

郷
鎮
企
業
の
よ
う
な
小
規
模
な
企
業
が
柔
軟
な
事
業
経
営
が
で
き
な
け
れ
ば
変
化
に
対
す
る
対
抗
力
を
失
い
市
場
か
ら
淘
汰
さ
れ
る
。
事

六
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実
、
国
有
企
業
と
異
な
り
多
く
の
郷
鎮
企
業
が
設
立
後
、
競
争
場
裡
で
淘
汰
さ
れ
消
滅
し
て
い
る
。

一
般
論
と
し
て
青
年
期
に
文
革
期
の
困
難
を
乗
り
こ
え
た
な
ど
の
人
生
経
験
に
加
え
て
、
環
境
適
応
力
、
事
業
能
力
、
そ
し
て
教
育
な

ど
で
育
ま
れ
た
教
養
、
海
外
の
文
物
を
知
り
受
け
入
れ
る
先
取
性
は
商
品
開
発
を
は
じ
め
事
業
能
力
の
土
台
と
な
る
要
素
で
あ
り
、
ま
た

変
革
期
に
お
い
て
必
要
な
能
力
で
あ
る
。
特
に
先
取
性
は
先
進
国
の
製
品
を
模
倣
し
開
発
を
す
る
こ
と
の
多
い
発
展
途
上
の
国
に
お
い
て

重
要
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
知
識
・
素
養
そ
し
て
先
進
性
を
備
え
て
い
た
の
は
前
記
の
紅
五
類
で
は
な
く
黒
五
（
九
）
類
に
分
類
さ
れ
た

恵
ま
れ
な
い
階
層
の
人
々
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
郷
鎮
企
業
の
担
い
手
が
こ
う
し
た
能
力
の
担
い
手
で
あ
っ
た
か
否
か
特
定
で
き
な
い
が
、

変
化
に
対
す
る
適
応
力
が
高
か
っ
た
の
が
温
州
市
に
代
表
さ
れ
る
郷
鎮
企
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
一
言
で
柔
軟
性
と
い
っ
て
も
中
国
の
場
合
、
特
に
濃
密
な
中
国
伝
統
文
化
が
残
存
す
る
地
方
社
会
の
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
高
成
長
は
そ
う
し
た
土
台
の
う
え
で
の
柔
軟
性
が
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
土
台
と
い
え
ば
マ
ル
ク
ス
主
義

で
は
経
済
的
側
面
を
過
剰
に
重
視
し
文
化
的
側
面
を
軽
視
す
る
が
中
国
の
場
合
に
重
要
な
の
は
人
と
人
と
の
関
係
性
、guanxy

で
あ
る
。

中
国
で
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
っ
て
特
に
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
家
族
関
係
、
友
人
関
係
、
周
知
の
関
係
を
基
礎
に
濃
密
な
人
間
関
係
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
に
利
益
共
同
体
関
係
が
形
成
さ
れ
事
業
上
の
利
害
関
係
が
重
複
す
る
。
霊
活
性
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
関
係
の
う

え
で
こ
そ
作
用
す
る
と
い
え
る
。

ま
た
地
方
の
経
済
の
市
場
化
が
不
十
分
な
な
か
で
経
営
者
自
身
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
の
は
企
業
組
織
の
上
位
の
政
府
の
権
力
者
や
資

源
を
所
有
す
る
政
府
部
門
と
の
関
係
の
マ
ネ
ー
ジ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
国
語
の
「
公
共
関
係
管
理
」
で
あ
る
が
、
日
本
語
の
そ
れ
や
欧

米
のpublic

の
表
現
す
る
公
共
の
意
味
は
な
く
、
組
織
内
の
投
資
家
や
従
業
員
や
社
会
に
対
す
る
よ
り
も
権
力
や
資
源
を
有
す
る
部
門

と
の
良
好
な
利
害
関
係
が
第
一
義
的
に
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
官
員
に
対
す
る
飲
食
の
接
待
、
贈
賄
な
ど
の
行
為
に
よ
り
関
係
網
を
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形
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
企
業
に
と
っ
て
取
引
コ
ス
ト
の
節
約
に
な
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
行
為
を
必
要
悪

と
し
て
肯
定
す
る
議
論
も
あ
る
が
、
経
営
者
自
身
が
自
身
の
た
め
に
上
位
と
の
関
係guanxy

を
重
視
し
企
業
自
体
の
利
益
や
効
率
、
社

会
的
な
公
正
を
軽
視
す
る
な
ら
ば
、
企
業
内
で
公
正
性
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
企
業
外
に
腐
敗
が
蔓
延
し
社
会
全
体
の
経
営
文
化
の
腐

敗
に
帰
結
す
る
と
い
え
る
。

な
お
温
氏
に
よ
れ
ば
規
模
の
比
較
的
大
き
な
郷
鎮
企
業
を
対
象
と
し
た
「
大
型
郷
鎮
企
業
二
〇
〇
社
調
査
」
で
郷
鎮
企
業
と
国
有
企
業

の
資
産
負
債
比
率
と
を
比
較
し
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る

（
18
）

。
統
計
的
に
正
確
性
に
問
題
が
あ
る
と
思
え
る
が
そ
の
点
は
留
保

し
て
も
、
郷
鎮
企
業
で
あ
れ
国
有
企
業
で
あ
れ
土
地
は
無
償
で
国
家
や
集
体
か
ら
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
固
定
資
産
も
集
体
か

ら
引
き
継
い
だ
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
価
額
の
評
価
法
や
評
価
額
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
郷
鎮
企
業
が
柔
軟
な
経
営
を
お

こ
な
い
地
方
政
府
と
緊
密
な
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
で
高
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
不
思
議
で
な
い
。

温
が
指
摘
す
る
郷
鎮
企
業
の
高
利
潤
の
要
因
は
郷
鎮
企
業
が
負
担
し
な
い
以
下
の
コ
ス
ト
の
「
転
換
利
益
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ａ
．

無
償
な
い
し
安
価
に
取
得
し
た
土
地
使
用
権
の
譲
渡
利
益　

ｂ
．
職
工
に
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
福
利
厚
生
、
社
会
保
証
支
出
。
こ
れ
が
企

業
留
保
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
農
村
の
過
剰
人
口
が
無
限
の
労
働
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
を
可
能
に
す
る
背
景
で
あ
る
。
欠

損
が
原
因
で
賃
金
が
不
払
い
に
な
る
こ
と
も
多
い
。　

ｃ
．
政
策
的
な
減
税
と
優
遇
的
低
金
利
に
よ
る
企
業
資
産
の
形
成　

ｄ
．
労
働
の

産
ん
だ
剰
余
の
企
業
資
産
へ
の
転
化
、
以
上
で
あ
る
。

以
上
の
四
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
事
実
、
温
州
地
方
で
郷
鎮
企
業
が
最
も
早
く
か
ら
簇
生
し
成
功
し
た
の
は
、
早
く
も
七
八
年
か

ら
非
農
業
用
の
国
有
地
や
集
体
の
土
地
の
使
用
権
の
工
業
用
へ
の
転
用
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
政
府
は
財
政
収
入
を
確

保
す
る
一
方
、
少
数
の
者
へ
無
償
な
い
し
廉
価
で
譲
渡
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
彼
ら
は
李
昌
平
氏
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ば
「
非
正
規
」
に
土

七
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地
を
取
得
し
こ
れ
を
担
保
に
「
非
正
規
」
に
国
有
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
獲
得
し
原
資
的
蓄
積
を
実
現
し
た
と
い
え
る

（
19
）

。

高
収
益
の
要
因
と
し
て
低
賃
金
に
つ
い
て
特
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
国
有
企
業
同
様
の
資
産
負
債
比
率
だ
と
す
れ
ば
上
記

の
経
営
能
力
と
濃
密
な
人
間
関
係
、
そ
し
て
国
有
企
業
と
比
べ
劣
悪
な
労
働
条
件
が
許
さ
れ
る
な
か
で
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
が
郷
鎮
企

業
の
高
収
益
の
要
因
と
し
て
追
加
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
こ
れ
ら
が
総
合
的
に
作
用
し
て
高
い
成
果
が
得
ら
れ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

（
郷
鎮
企
業
の
暗
黒
面
、
腐
敗
の
萌
芽
）

高
成
長
で
あ
る
一
方
で
欠
損
の
結
果
、
倒
産
が
多
い
の
も
郷
鎮
企
業
の
特
色
で
あ
る
。
欠
損
の
理
由
と
し
て
不
明
な
資
金
・
資
産
の
流

出
が
主
要
因
で
あ
る
。
企
業
の
メ
ン
バ
ー
が
企
業
の
備
品
、
商
品
を
家
に
持
ち
帰
る
、
企
業
の
資
金
で
私
物
を
購
入
す
る
な
ど
、
よ
く

あ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
悪
質
な
例
で
は
経
営
者
が
金
融
機
関
、
政
府
官
員
と
共
謀
し
融
資
を
受
け
政
府
の
債
務
保
証
を
受
け
な
が
ら
、
融

資
を
流
用
し
融
資
担
当
責
任
者
や
官
員
と
山
分
け
す
る
。
企
業
は
倒
産
し
債
務
を
免
れ
る
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
原
因
と
し
て
事
業
者
の
資
質
に
問
題
が
あ
っ
た
り
意
図
的
な
不
正
で
あ
っ
た
り
な
ど
人
的
な
要
素
要
因
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
意
図
的
な
不
正
が
容
易
に
お
こ
な
わ
れ
る
社
会
的
な
要
因
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
改
革
開
放
政
策
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
、

社
会
主
義
制
度
時
代
の
「
鉄
碗
飯
」
な
ど
後
れ
た
意
識
が
残
存
し
、
公
私
を
区
別
す
る
意
識
は
希
薄
で
簡
単
に
は
育
ま
れ
な
い
。
ま
た
私

的
所
有
権
の
観
念
と
そ
れ
を
保
護
す
る
制
度
、
不
正
を
防
止
す
る
法
が
十
分
に
整
備
確
立
さ
れ
な
い
な
か
で
急
速
に
経
済
成
長
が
進
行
し

た
。
私
的
所
有
権
の
観
念
の
発
展
と
市
場
経
済
の
発
展
と
は
表
裏
の
関
係
で
あ
る
が
市
場
経
済
の
発
展
に
比
べ
法
の
整
備
が
追
い
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
は
発
展
途
上
国
や
旧
社
会
主
義
国
か
ら
の
移
行
期
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
も
あ
る
が
、
文
革
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
モ

七
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ラ
ル
の
再
建
が
容
易
で
な
い
な
か
、
経
済
成
長
と
と
も
に
前
述
の
中
国
独
特
の
濃
密
な
人
間
関
係
、
伝
統
文
化
の
な
か
で
腐
敗
の
萌
芽
が

育
ま
れ
急
成
長
し
た
と
い
え
る
。

腐
敗
と
い
っ
て
も
改
革
開
放
初
期
と
そ
の
後
の
進
展
段
階
と
で
は
腐
敗
の
性
格
、
要
因
は
異
な
る
。
腐
敗
の
大
規
模
化
は
、
権
力
の
乱

用
に
よ
る
国
有
資
産
の
流
出
＝
「
権
力
の
市
場
化
」
に
よ
り
本
格
化
、
全
国
化
し
た
。
何
静
漣
女
史
の
著
書
に
豊
富
な
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
経
営
者
と
政
府
官
員
が
共
謀
し
権
力
の
乱
用
に
よ
る
国
有
資
産
の
流
出
＝
「
権
力
の
市
場
化
」
に
よ
り
本
格
化
、
全
国

化
し
た

（
20
）

。
同
じ
く
政
治
権
力
を
背
景
と
し
な
が
ら
郷
鎮
企
業
、
つ
い
で
地
方
国
有
企
業
、
そ
し
て
大
規
模
国
有
企
業
と
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
腐
敗
と
政
治
権
力
の
関
係
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
郷
鎮
企
業
の
腐
敗
は
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
萌
芽
の
段
階
の
そ
れ
で
あ

る
。
ま
た
企
業
資
産
の
土
地
使
用
権
、
そ
の
経
営
が
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、
腐
敗
は
全
国
的
で
は
あ
っ
た
が
小
規
模
に
と
ど

ま
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
中
国
的
腐
敗
の
原
型
と
い
え
る
特
色
を
有
し
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
中
国
の
改
革
開
放
期
の
郷
鎮
企

業
の
制
度
に
即
し
て
不
正
・
腐
敗
の
発
生
す
る
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Ⅳ
．
産
権
（
所
有
権
）
改
革
の
矛
盾
│
不
正
・
腐
敗
の
制
度
的
要
因
│

も
と
も
と
郷
鎮
企
業
の
多
く
が
農
民
集
団
か
ら
の
労
働
に
由
来
す
る
集
団
出
資
や
郷
村
政
府
か
ら
の
出
資
が
原
資
と
な
っ
て
組
織
さ
れ

た
。
概
し
て
そ
の
投
資
規
模
は
大
き
く
な
い
。
出
資
形
態
は
政
府
や
集
体
に
よ
る
現
物
出
資
の
ほ
か
に
、
金
銭
出
資
が
可
能
に
な
り
伝
統

的
な
「

伴
」（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
相
当
）
に
よ
る
金
銭
出
資
形
態
な
ど
多
様
化
す
る
。
た
だ
後
者
に
は
親
戚
一
同
か
ら
借
り
た
資
金

を
出
資
す
る
な
ど
の
た
め
に
彼
ら
資
金
提
供
者
間
の
信
用
関
係
・
所
有
関
係
は
文
章
化
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
ま
た
出
資
者
、
そ
の
出

資
比
率
は
多
様
化
し
た
が
概
し
て
土
地
、
資
産
等
の
現
物
を
出
資
す
る
集
体
と
政
府
が
所
有
す
る
株
式
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
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政
府
か
ら
の
出
資
は
資
金
と
土
地
や
資
産
の
現
物
の
両
方
だ
が
後
者
の
資
産
の
評
価
測
定
は
市
場
経
済
が
未
発
展
の
な
か
で
も
と
も
と

簡
単
で
は
な
い
し
正
確
で
も
な
い
。
ま
た
企
業
誕
生
後
の
企
業
資
産
と
出
資
者
で
あ
る
政
府
の
資
産
・
資
金
と
の
関
係
も
不
透
明
な
状
態

が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
企
業
負
債
と
経
営
者
の
個
人
負
債
と
の
関
係
も
不
明
確
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
広

い
意
味
で
企
業
所
有
権
が
不
明
確
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
債
権
・
債
務
関
係
も
不
明
瞭
で
あ
る
。

異
な
る
所
有
主
体
が
共
同
出
資
・
経
営
す
る
以
上
、
こ
れ
は
問
題
で
は
あ
る
。
過
度
期
に
往
々
に
し
て
生
ず
る
問
題
だ
と
し
て
も
、
規

模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
問
題
は
深
刻
に
な
る
。
企
業
の
備
品
や
材
料
や
製
品
を
勝
手
に
自
宅
に
も
っ
て
か
え
る
な
ど
、
よ
く
あ
っ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
が
、
軽
微
な
公
私
混
同
に
と
ど
ま
ら
ず
経
営
者
に
よ
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
簇
生
し
た
。
ま
た
郷
鎮
政
府
の
官
員
が
経
営
者
と
共

謀
し
無
償
も
し
く
は
わ
ず
か
な
対
価
で
株
式
を
取
得
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
不
透
明
な
株
式
所
有
権
の
取
得
が
頻
発
し
た
。

こ
う
し
た
管
理
上
の
問
題
、
経
営
の
問
題
、
そ
し
て
財
務
問
題
な
ど
の
解
決
の
た
め
に
経
営
権
、
株
主
権
を
確
立
し
事
業
法
人
と
し
て

政
府
か
ら
の
独
立
性
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
と
よ
り
党
に
よ
り
八
四
年
中
共
中
央
四
号
文
研
、
そ

し
て
九
〇
、
九
二
年
の
そ
れ
ぞ
れ
国
務
院
農
業
部
の
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
と
「
改
善
通
知
」
が
下
達
さ
れ
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に

不
透
明
な
所
有
権
を
改
善
し
郷
鎮
企
業
の
会
社
制
度
化
の
目
的
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
郷
鎮
企
業
の
所
有
権
改
革
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
．
所
有
権
の
不
完
全
な
明
確
化

⑴　

株
式
所
有
権
者
内
の
不
完
全
な
所
有
権
明
確
化

前
述
の
よ
う
に
九
〇
、
九
二
年
の
「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」、「
改
善
通
知
」
に
お
い
て
株
式
所
有
権
の
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
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て
ま
た
集
体
株
、
政
府
株
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
株
式
合
作
企
業
の
特
色
で
あ
る
。
問
題
は
た
だ
そ
れ
で
所
有
権
全
体
が
明
確
化
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
出
資
に
つ
い
て
そ
の
原
資
の
由
来
の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
株
式
資
本
化
さ
れ
た
こ
と
で
出
資
者
間
の
関
係
が

一
元
化
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
明
瞭
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
関
係
と
は
集
体
株
の
出
資
主
体
と
し
て
の
社
区
組
織
、
企

業
従
業
員
、
そ
し
て
個
人
、
社
会
法
人
、
外
資
、
の
以
上
の
出
資
者
間
の
関
係
で
あ
る
。
た
だ
ま
ず
集
体
株
の
存
在
自
体
が
結
局
、
他
の

株
主
権
の
侵
害
に
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
改
め
る
の
は
簡
単
で
な
い
。

・
集
体
株
の
存
在

本
来
、
労
働
出
資
を
基
礎
と
す
る
一
人
一
票
の
組
合
型
企
業
組
織
原
理
と
資
本
の
投
資
、
出
資
額
を
基
礎
と
す
る
資
本
制
企
業
の
組
織

原
理
は
異
質
で
あ
り
相
反
す
る
。
一
つ
の
組
織
で
あ
る
株
式
合
作
企
業
で
前
者
を
優
先
す
れ
ば
後
者
の
原
理
上
、
後
者
の
株
主
権
の
侵
害

と
と
ら
え
ら
れ
、
ま
た
後
者
に
対
し
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
株
式
合
作
企
業
組
織
は
こ
の
異
質
な
原

理
的
矛
盾
を
内
包
す
る
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
私
的
所
有
、
投
資
の
論
理
を
徹
底
さ
せ
な
け
れ
ば
、
企
業
人
格
と
し

て
の
統
一
的
か
つ
独
立
的
所
有
権
も
確
立
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
株
と
集
体
株
が
存
在
す
る
以
上
、
そ
も
そ
も
組
織
原

理
上
そ
れ
も
簡
単
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
集
体
株
が
い
わ
ば
固
定
資
産
の
よ
う
に
償
却
さ
れ
消
滅
し
た
浙
江
省
・
温
州

市
の
事
例
は
、
そ
の
こ
と
の
是
非
は
別
と
し
て
も
大
胆
に
投
資
株
主
優
先
の
原
則
が
貫
か
れ
た
も
の
と
い
え
る

（
21
）

。

洪
氏
に
よ
れ
ば
企
業
内
株
式
所
有
権
明
確
化
は
企
業
の
独
立
の
鍵
で
あ
る
が
、
集
体
株
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
集
体
所
有
権
所
有

者
自
身
の
利
益
も
侵
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
「
集
体
所
有
権
の
主
体
を
個
人
所
有
を
基
礎
と
す
る

多
元
的
所
有
権
主
体
に
改
造
し
、
公
有
共
用
の
所
有
権
を
私
有
共
用
あ
る
い
は
私
有
私
用
の
所
有
権
に
改
造
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
よ

七
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う
に
、
こ
う
し
た
完
全
な
「
私
有
化
に
よ
り
は
じ
め
て
企
業
の
独
立
人
格
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

（
22
）

」

で
は
株
式
所
有
権
を
完
全
に
私
有
化
す
れ
ば
問
題
は
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
原
因
は
多
重
的
で
あ
る
。

株
式
所
有
権
の
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
経
営
の
問
題
で
あ
る
。
企
業
の
独
立
人
格
の
確
立
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
企
業
が

行
政
や
党
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
、
経
営
者
と
政
府
が
癒
着
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
な
お
そ
れ
は
集
体
株
の
み
な
ら
ず
政
府
株

の
所
有
と
経
営
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
集
体
株
所
有
権
を
管
理
す
る
主
体
が
集
体
の
本
来
の
主
体
で
あ
る
労
働
者
集
団
で
は
な
く
企

業
経
営
者
と
監
督
す
る
政
府
で
あ
り
彼
ら
が
集
体
所
有
権
の
本
来
の
所
有
者
の
利
益
を
侵
害
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
企
業
の
発
展
と
企
業
資
産
の
増
加
に
と
も
な
い
そ
の
株
式
権
へ
の
帰
属
、
す
な
わ
ち
企
業
集
体
株
や
政
府
株
、
特
に
両
株
式

以
外
の
社
会
法
人
株
や
個
人
株
、
以
上
の
株
主
権
へ
の
帰
属
と
そ
の
画
定
の
公
正
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

集
体
株
の
問
題
は
集
体
株
だ
け
の
問
題
だ
け
で
な
く
経
営
者
と
政
府
の
癒
着
・
支
配
に
よ
り
株
主
権
全
体
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
上
述
の
集
体
株
の
所
有
と
管
理
そ
れ
自
体
に
も
重
要
な
矛
盾
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
洪
氏
の
指
摘
す
る
事
例
で
は
、
集
体

株
所
有
者
は
在
職
時
に
資
本
の
収
益
を
享
受
で
き
な
い
し
、
離
職
時
も
財
産
分
与
を
得
ら
れ
な
い
。
集
体
所
有
は
所
有
主
体
の
集
体
、
す

な
わ
ち
農
民
・
労
働
者
集
団
が
経
営
か
ら
阻
害
さ
れ
無
人
・
無
所
有
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
集
体
株
は
そ
れ
を
管
理
す
る
企
業

上
層
と
地
方
政
府
官
員
の
共
同
享
有
の
特
権
株
化
し
て
お
り
、
腐

の
温
床
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
23
）

。

⑵　

外
部
所
有
権
の
不
透
明
化

「
外
部
産
権
」（
外
部
所
有
権
）
の
不
透
明
と
は
所
有
権
に
つ
い
て
主
に
企
業
と
郷
鎮
政
府
の
関
係
の
不
透
明
性
を
指
す
。
政
府
株
を
設
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け
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
そ
の
所
有
の
配
分
・
割
合
の
問
題
が
焦
点
に
な
る
。
洪
氏
に
よ
れ
ば
政
府
株
な
い
し
そ
の
所
有
は
「
権
宣
の

計
」（
臨
機
応
変
な
選
択
）
に
よ
り
設
置
・
所
有
さ
れ
る
が
そ
の
政
府
株
の
割
合
の
画
定
に
つ
い
て
は
「
大
雑
把
が
よ
く
、
細
か
く
て
は
よ

く
な
い
」
と
す
る
当
事
者
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

・
政
府
株
の
存
在
そ
の
他

も
と
も
と
企
業
に
対
す
る
政
府
の
四
大
要
素
の
投
入
が
政
府
株
の
よ
る
べ
き
根
拠
で
あ
る
。
そ
の
一
は
創
業
に
際
し
投
入
さ
れ
た
資
金
、

資
産
、
土
地
と
人
力
、
二
．
政
策
支
援
、
減
税
、
三
．
企
業
に
対
し
「
大
集
体
紅
帽
子
」
の
便
宜
を
付
与
す
る
等
の
政
府
の
間
接
支
援
、

ま
た
リ
ス
ク
の
政
府
負
担
を
含
む
債
務
保
障
の
供
与
な
ど
、
四
．
社
区
内
で
の
も
ろ
も
ろ
の
投
資
、
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
政
府
と
企
業

の
多
年
の
関
係
や
政
治
的
倫
理
的
な
理
由
か
ら
経
済
原
則
に
反
し
て
政
府
株
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
24
）

。

こ
の
政
府
株
の
存
在
が
所
有
権
明
確
化
の
阻
害
要
因
に
な
る
。
ま
ず
郷
鎮
政
府
が
株
式
権
者
、
投
資
主
体
と
し
て
承
認
さ
れ
、
政
府
が

ど
れ
だ
け
の
政
府
株
を
所
有
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
る
が
、
洪
の
報
告
に
よ
れ
ば
政
府
株
の
割
合
の
画
定
は
前
述
の
よ

う
に
「
大
雑
把
が
よ
く
、
細
か
く
て
は
よ
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
郷
鎮
企
業
の
政
企
合
一
の
歴
史
と
現
状
に
照
ら
せ
ば
企
業
、

企
業
経
営
者
と
政
府
が
協
力
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
主
張
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
計
算
し
な
い
の
も
良
く
な
い
が
詳
細
で

あ
っ
て
も
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
か
な
か
郷
鎮
企
業
と
政
府
の
間
に
微
妙
な
問
題
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
こ
の
叙
述
の
意
味
は
当
事

者
間
で
駆
け
引
き
が
あ
っ
て
妥
協
の
産
物
と
し
て
政
府
株
の
所
有
と
そ
の
割
合
、
し
た
が
っ
て
将
来
の
分
配
・
取
り
分
が
決
ま
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
政
府
株
所
有
権
の
問
題
と
は
重
な
る
が
、
現
職
官
員
が
郷
鎮
企
業
幹
部
に
就
任
し
、
そ
の
企
業
株
を
所
有
す
る
こ
と
に
同
様
な
問

題
が
あ
る
。
現
在
で
も
官
員
が
政
府
設
立
の
会
社
に
役
員
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
依
然
と
し
て
問
題
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

な
お
私
人
の
資
本
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
公
有
制
企
業
に
偽
装
し
登
記
し
た
企
業
を
紅
帽
子
企
業
と
も
い
う
が
、
政
府
官
員
が
企
業
役
員

に
就
任
し
て
い
る
前
者
の
企
業
が
大
紅
帽
子
企
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
公
有
制
に
偽
装
し
た
企
業
の
幹
部
が
名
目
的
な
官

職
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
通
称
が
概
念
と
し
て
曖
昧
か
つ
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
中
国
に
お
い
て
は

伝
統
的
に
政
府
の
役
職
そ
の
も
の
が
権
威
を
有
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
官
職
が
株
式
所
有
権
と
交
換
、
市
場
化
さ
れ
、
そ
の
官
職
就
任
の

み
な
ら
ず
官
員
の
株
式
所
有
権
の
取
得
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
が
背
景
か
つ
原
因
で
あ
る
と
い
え
る
。

2
．
経
営
腐
敗
の
原
点
と
郷
鎮
企
業
の
民
営
化

上
記
の
と
お
り
ま
ず
集
体
株
に
つ
い
て
名
義
上
は
社
区
労
働
者
集
団
の
所
有
で
あ
る
が
実
際
は
否
定
的
な
意
味
で
の
「
小
全
民
」
に
よ

る
所
有
、
つ
ま
り
行
政
部
門
付
属
の
「
全
人
民
所
有
」
の
大
国
有
企
業
と
同
様
の
弊
害
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
人
民
無
所
有
と
同
様
の
意

味
の
社
区
労
働
者
集
団
の
無
所
有
の
意
味
の
「
小
全
民
所
有
」
の
弊
害
が
郷
鎮
企
業
に
も
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
も
と
も
と
政
府
が
郷
鎮
企
業
に
資
産
や
人
力
を
資
本
と
し
て
提
供
し
、
ま
た
諸
々
の
保
護
を
与
え
た
関
係
か
ら
、
そ
れ
ら
が
政
府

株
と
し
て
資
本
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
評
価
・
数
量
化
そ
し
て
全
株
式
資
本
の
な
か
で
そ
の
割
合
の
画
定
が
妥
協
に
よ
る
産
物
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
決
定
が
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
政
府
株
は
党
・
政
府
責
任
者
が
政
府
の
代
表
者
と
し
て
政
府
株
を
支
配
し
、
政
府
株
収
益
は
郷
村
財
政
に
帰
し
、
ま
た
郷
村
政
府

幹
部
に
よ
り
分
配
さ
れ
る
。
郷
鎮
企
業
の
成
長
の
初
期
に
は
問
題
は
少
な
か
っ
た
が
企
業
数
増
と
規
模
が
拡
大
す
る
に
と
も
な
い
矛
盾
と

七
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問
題
は
深
刻
に
な
る
。
こ
う
し
た
政
府
株
、
政
府
の
企
業
株
式
所
有
権
の
不
透
明
は
経
営
と
政
府
の
癒
着
と
腐
敗
の
温
床
に
な
る
。
そ
の

後
、
郷
鎮
企
業
は
少
な
く
な
っ
た
が
経
済
成
長
と
と
も
に
腐
敗
も
大
規
模
化
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
郷
鎮
企
業
に
お
け
る
経
営
腐
敗
に
よ
っ
て
中
国
の
経
済
と
政
治
の
腐
敗
の
関
係
の
全
体
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同

じ
く
政
治
権
力
を
背
景
と
し
な
が
ら
郷
鎮
企
業
、
つ
い
で
地
方
国
有
企
業
、
そ
し
て
大
規
模
国
有
企
業
と
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
政
治

権
力
を
利
用
し
た
大
規
模
な
腐
敗
が
出
現
す
る
が
、
郷
鎮
企
業
の
腐
敗
が
現
代
中
国
の
政
治
と
経
済
の
腐
敗
の
原
点
と
も
い
え
る
中
国
的

特
色
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。

経
営
腐
敗
の
経
営
全
体
へ
の
影
響
も
深
刻
で
あ
る
。
経
営
責
任
制
は
経
営
者
の
裁
量
権
を
高
め
る
と
同
時
に
政
治
と
の
癒
着
も
高
め
た
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
政
経
不
可
分
の
も
と
で
所
有
権
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
が
経
営
と
政
治
の
腐
敗
の
温
床
で
あ
る
の
み
な
な
ら
ず
郷

鎮
企
業
の
本
来
の
経
営
面
に
対
し
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
真
正
な
経
営
権
力
を
保
持
し
本
来
の
所
有
者
に
対
し

行
為
責
任
を
負
う
べ
き
経
営
者
と
企
業
が
独
立
の
経
済
主
体
た
り
え
な
い
結
果
は
、
企
業
内
部
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
せ
ず
モ

ラ
ル
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
Ⅲ
節
末
で
既
述
の
よ
う
に
腐
敗
が
蔓
延
し
腐
敗
が
経
営
文
化
と
な
る
。
経
営
全
体
の
モ
ラ
ル
低
下
が
原
因
で

多
く
の
郷
鎮
企
業
が
破
綻
し
た
の
は
必
然
で
あ
る

（
25
）

。

な
お
改
革
開
放
以
来
、
経
済
発
展
を
牽
引
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
た
郷
鎮
企
業
で
あ
る
が
、
早
く
も
九
〇
年
代
後
半
ま
で
に
、
多
く
は

株
式
合
作
企
業
の
形
態
か
ら
有
限
会
社
な
い
し
株
式
会
社
へ
改
組
し
民
営
企
業
に
転
換
し
て
い
く
。
な
か
で
も
家
族
経
営
を
基
礎
と
し
て

発
展
し
た
「
温
州
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
浙
江
省
・
温
州
の
郷
鎮
企
業
は
先
行
し
て
民
営
化
し
た
。
こ
れ
と
対
照
的
に
江
蘇
省
の
郷
鎮
企

業
は
地
方
政
府
が
積
極
的
に
企
業
の
経
営
に
関
わ
り
同
じ
く
郷
鎮
企
業
の
模
範
と
さ
れ
「
蘇
南
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
対
照
的
な
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
が

（
26
）

、
江
蘇
省
の
ほ
と
ん
ど
の
郷
鎮
企
業
も
民
営
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
市
場
経
済
化
の
進
展
と
と
も
に
市
場
競
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争
が
激
化
し
業
績
悪
化
に
陥
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
地
方
政
府
の
能
力
不
足
だ
け
で
な
く
不
明
朗
な
所
有
と
経
営
の
関
係
が
要
因
で
経
営

困
難
に
陥
り
そ
の
結
果
と
し
て
政
府
の
関
与
を
後
退
さ
せ
る
民
営
化
の
途
が
と
ら
れ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
有
限
会
社
な
い
し
株
式
会
社
制
度
の
導
入
が
民
営
化
を
促
進
し
た
。
前
者
の
温
州
モ
デ
ル
は
家
族
経
営
、
私
有
企
業
を
基
礎

に
出
発
し
た
た
め
に
市
場
の
変
化
に
す
ば
や
く
対
応
し
高
い
競
争
力
を
発
揮
し
た
。
た
だ
家
族
経
営
を
基
盤
に
発
展
し
て
き
た
温
州
モ
デ

ル
も
競
争
の
激
化
、
経
済
規
模
の
巨
大
化
と
と
も
に
家
族
経
営
の
限
界
の
克
服
の
た
め
に
株
式
会
社
組
織
へ
の
変
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
蘇
南
モ
デ
ル
も
温
州
モ
デ
ル
も
結
局
は
株
式
会
社
に
収
斂
す
る
方
向
で
脱
皮
し
て
い
っ
た
が
、
株
式
会
社
化
で

経
営
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
強
化
さ
れ
腐
敗
が
根
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
経
営
者
と
官
員
に
よ
る
株
式
会
社
組
織
を

利
用
し
た
不
正
腐
敗
、
株
式
会
社
な
ら
で
は
の
不
正
腐
敗
が
出
現
す
る
。

Ｖ
．
む
す
び
に
か
え
て

│
経
済
成
長
と
腐
敗
の
手
法
の
多
様
化
・
巧
妙
化

│

中
国
の
貪
汚
（
汚
職
）
腐
敗
が
各
階
層
に
広
が
り
、
拡
大
し
た
の
は
な
ぜ
か
？
中
国
の
経
済
発
展
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
ま
で
本
稿
で
若
干
検
討
し
た
よ
う
に
中
国
企
業
の
貪
汚
腐
敗
は
市
場
経
済
が
未
だ
充
分
に
発
展
し
て
い
な
い
改
革
開
放
期
の

企
業
制
度
改
革
を
出
発
点
に
し
て
い
る
。
株
式
合
作
企
業
の
所
有
権
を
透
明
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
企
業
と
行
政
の
関
係
が
不
透

明
な
ま
ま
企
業
成
長
が
始
ま
り
郷
鎮
企
業
の
政
府
株
、
集
団
株
を
支
配
す
る
地
方
政
府
幹
部
と
経
営
者
の
不
正
に
よ
り
企
業
資
産
が
流
出

し
た
。
そ
の
後
、
腐
敗
は
さ
ら
に
浸
透
し
蔓
延
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
そ
の
重
要
な
経
済
的
な
契
機
と
腐
敗
の
手
法
の
多
様
化
・
巧
妙

化
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
。

貪
汚
腐
敗
は
ま
ず
全
国
の
郷
鎮
企
業
の
大
発
展
と
と
も
に
始
ま
る
。
八
四
〜
九
〇
年
代
初
に
貸
付
を
利
用
し
開
業
さ
れ
た
郷
鎮
企
業
の
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〇
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多
く
は
破
産
し
た
が
、
そ
の
後
も
そ
の
設
立
ブ
ー
ム
が
続
き
規
模
が
大
規
模
化
し
貸
付
も
増
大
し
た
。
た
だ
投
資
は
口
実
で
経
営
者
と
郷

鎮
政
府
官
員
や
金
融
機
関
の
投
資
・
貸
付
担
当
者
が
共
謀
し
不
正
な
金
銭
取
得
が
目
的
で
あ
っ
た
も
の
も
多
い
。
こ
う
し
た
投
資
・
貸
付

を
口
実
に
し
た
経
営
の
不
正
・
腐
敗
の
種
子
が
開
花
し
、
同
様
の
手
口
に
よ
る
腐
敗
が
全
国
に
広
ま
っ
た

（
27
）

。

（
権
力
の
利
用
に
よ
る
不
正
）

つ
い
で
八
〇
年
代
後
半
か
ら
都
市
の
企
業
の
改
革
が
始
ま
る
。
改
革
は
逐
次
拡
大
さ
れ
、
省
・
市
・
社
区
級
の
国
営
企
業
、
集
体
企
業

に
波
及
し
た
。
農
業
改
革
か
ら
始
ま
っ
た
生
産
責
任
制
、
請
負
制
方
式
の
導
入
が
全
国
に
広
が
り
八
八
年
に
独
立
採
算
と
工
場
長
の
請
負

制
を
盛
り
込
ん
だ
「
全
民
所
有
制
工
業
企
業
法
」
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
農
業
改
革
つ
い
で
郷
鎮
企
業
か
ら
始
ま
っ
た
「
承
包
経
営

責
任
制
」（
請
負
制
）、「
経
理
長
負
債
制
」（
経
営
者
責
任
制
）
の
導
入
、
経
営
権
拡
大
に
よ
る
企
業
改
革
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
腐

敗
も
ま
た
猖
獗
を
極
め
る
。

経
営
権
の
拡
大
と
と
も
に
蔓
延
し
た
の
が
価
格
の
安
い
計
画
価
格
で
購
入
し
価
格
の
高
い
市
場
価
格
で
販
売
し
暴
利
を
得
る
「
官
倒
」

現
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
転
売
が
可
能
な
の
は
改
革
開
放
後
、
計
画
経
済
と
市
場
経
済
が
併
存
し
「
価
格
双
軌
制
」（
二
重
価
格
制
）
が
存

在
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
権
力
と
の
関
係
を
利
用
し
ま
た
共
謀
す
る
こ
と
で
物
資
を
取
得
し
そ
の
販
売
権
を
得
れ
ば
暴
利
を
得
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
賄
賂
を
権
力
に
送
り
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グrentseeking

と
呼

ば
れ
る
、
許
認
可
権
限
を
も
つ
官
僚
に
利
権
を
求
め
て
群
が
る
行
為
で
あ
る
。

九
〇
年
代
に
入
る
と
外
資
系
企
業
や
非
国
有
企
業
と
の
競
争
激
化
の
な
か
で
郷
鎮
企
業
、
国
有
企
業
の
経
営
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。

そ
し
て
九
四
年
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
公
司
法
」
が
施
行
さ
れ
会
社
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
経
営
の
破
綻
し
た
中
小
国
有
企
業
の
株
式

八
〇
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一
）

会
社
へ
の
改
組
と
と
も
に
民
営
化
と
資
産
の
法
人
、
個
人
へ
の
売
却
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
経
営
改
革
の
名
の
下
で
経
営
腐
敗
が

一
層
巧
妙
化
し
た
。
従
業
員
の
大
幅
な
削
減
に
よ
る
経
営
効
率
改
善
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
国
有
資
産
の
不
当
な
価
格
で
の
売
却
や
リ
ー

ス
な
ど
に
よ
り
資
産
が
流
出
し
た
。
ま
た
持
株
会
社
、
集
団
公
司
、
あ
る
い
は
資
産
管
理
公
司
に
移
管
さ
れ
た
国
有
企
業
の
株
式
所
有

権
・
支
配
権
も
不
透
明
な
取
引
に
よ
り
経
営
者
や
政
府
幹
部
に
取
得
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
経
営
者
と
政
府
官
員
が
共
謀
す
れ
ば
不
正
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
構
造
の
下
で
全
国
的
に
進
め
ら
れ
た
。
株
式
会
社
組
織
を
利
用
し
不
正
を
お
こ
な
う
と
こ
ろ
が
い
ま
ま

で
に
な
か
っ
た
点
で
あ
り
不
正
が
巧
妙
に
な
り
ま
た
大
規
模
化
し
た

（
28
）

。

こ
う
し
た
権
力
と
の
関
係
を
利
用
し
た
経
営
の
不
正
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
地
方
都
市
や
大
都
市
の
国
有
企
業
改
革
に
先
行

し
て
ま
ず
地
方
で
の
郷
鎮
企
業
の
発
展
、
そ
し
て
そ
の
株
式
合
作
制
へ
の
転
換
の
な
か
で
進
行
し
た
。
そ
し
て
本
来
の
改
制
原
則
で
あ
り

理
念
で
あ
っ
た
公
有
制
の
発
展
と
経
営
主
体
で
あ
る
集
体
の
権
利
と
利
益
が
同
じ
く
守
ら
れ
ず
、
国
有
企
業
幹
部
と
政
府
官
僚
に
よ
り
侵

害
さ
れ
る
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
郷
鎮
企
業
の
制
度
化
は
中
国
全
体
の
経
営
腐
敗
の
原
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
会
社
制
度
と
そ
の
未
整
備
を
利
用
し
た
不
正
）

会
社
制
度
の
導
入
に
よ
る
国
有
企
業
運
営
は
資
本
主
義
の
企
業
統
治
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
所
有
と
経
営
の
分
離
、
行

政
と
企
業
の
分
離
が
不
徹
底
の
た
め
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
ず
資
本
主
義
国
の
そ
れ
と
は
異
な
る
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
全
人
民
の
代

表
で
あ
る
政
府
の
所
有
す
る
大
型
国
有
企
業
の
株
式
で
あ
る
国
家
株
や
国
家
法
人
株
は
政
府
の
委
託
を
受
け
た
持
株
会
社
、
集
団
公
司
、

あ
る
い
は
資
産
管
理
公
司
が
全
人
民
、
政
府
に
代
わ
っ
て
所
有
し
そ
の
管
理
者
が
管
理
す
る
。
そ
の
た
め
先
進
資
本
主
義
国
の
上
場
株
式

会
社
の
よ
う
な
所
有
者
株
主
と
経
営
者
と
の
間
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
が
成
立
し
な
い
。
内
部
管
理
者
が
自
身
や
一

八
一
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部
の
者
の
た
め
に
業
務
上
の
権
力
を
乱
用
し
不
正
を
働
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
頻
発
し
て
い
る
。

ま
た
大
型
国
有
企
業
に
つ
い
て
は
不
採
算
部
門
を
分
離
し
優
良
部
門
を
中
心
に
分
社
さ
せ
て
上
場
し
そ
の
株
式
を
所
有
・
支
配
す
る
手

法
が
採
用
さ
れ
た
。
企
業
の
上
場
に
よ
り
莫
大
な
創
業
利
得
を
獲
得
し
資
金
調
達
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
有
企
業
の
株
式
会
社

化
│
上
場
│
株
式
売
却
・
資
金
調
達
は
政
府
に
と
っ
て
財
政
収
入
と
な
る
い
わ
ば
金
の
た
ま
ご
で
あ
る
た
め
、
政
府
・
国
有
企
業
が
こ
の

資
金
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
悪
用
し
市
場
か
ら
莫
大
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
の
株
価
政
策
が
実
行
さ
れ
た
。
需
要
を
喚
起
し
供
給
を
抑
制

す
る
株
価
対
策
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
株
価
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
当
局
関
係
者
自
ら
価
格
上
昇
を
煽
る
情
報
を
流
し
、
一
方
、
流
通
株
と

非
流
通
株
を
設
け
前
者
だ
け
を
流
通
さ
せ
た
。
こ
の
結
果
不
足
す
る
流
通
株
の
価
格
が
異
常
な
ほ
ど
高
騰
し
た
。
そ
の
た
め
上
場
の
権
利

を
取
得
し
た
企
業
の
幹
部
と
関
係
者
、
流
通
株
を
先
行
取
得
し
た
者
は
暴
利
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
う
し
た
上
場
の
内
部

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
者
、
彼
ら
と
連
携
す
る
者
が
株
価
を
操
作
し
莫
大
な
利
得
を
手
に
す
る
経
済
犯
罪
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

ま
さ
に
株
式
市
場
も
巨
大
な
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
と
不
正
な
株
価
操
作
に
よ
る
譲
渡
利
得
の
取
得
、
賭
博
場
同
様
な
投
機
の
市
場
に
化
し

て
い
る
。
証
券
市
場
の
本
来
の
機
能
で
あ
る
資
本
資
源
を
低
効
率
の
企
業
か
ら
高
効
率
の
企
業
へ
移
転
す
る
効
率
的
配
分
機
能
が
歪
曲
さ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
中
国
の
経
営
腐
敗
は
市
場
経
済
が
未
だ
充
分
に
発
展
し
て
い
な
い
改
革
開
放
期
の
企
業
制
度
改
革
と
と
も
に
始
ま
る
が

経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
三
〇
有
余
年
の
短
期
間
の
間
に
社
会
全
体
に
腐
敗
が
蔓
延
し
、
権
力
全
体
を
飲
み
込
む
ほ
ど
全
面
的
に
政
治

と
一
体
化
し
進
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
経
営
腐
敗
の
分
析
の
手
が
か
り
の
た
め
に
腐
敗
の
原
点
と
い
え
る
株
式
合
作
制
│
郷
鎮
企
業
制
度
化
の
問
題
点
に
さ
か
の
ぼ

り
分
析
し
た
。
中
国
に
お
け
る
経
営
腐
敗
は
ま
た
同
時
に
政
治
腐
敗
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
と
も
に
同
じ
く
権
力
を
利
用
し
た
腐
敗
の
両
面

八
二
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で
も
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
中
国
独
特
の
経
営
と
社
会
の
関
係
、
官
と
の
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
経
営
の
権
力
と
一
体
化
し

た
腐
敗
を
分
析
し
実
証
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
今
後
の
研
究
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
え
て
付
言
し
て
お
き
た
い

（
29
）

。

注（
1
） 

中
国
経
済
は
社
会
主
義
な
い
し
そ
こ
か
ら
離
脱
し
制
度
移
行
を
実
現
し
て
い
る
経
済
体
制
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
後
進
国
の
経
済
発
展
モ

デ
ル
と
し
て
、
ま
た
移
行
期
の
経
済
・
経
営
体
制
と
腐
敗
と
の
関
連
の
比
較
の
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
以
上
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
対
象
で
あ
る

と
い
え
る
。

（
2
） 

近
年
、
農
村
か
ら
都
市
に
流
入
し
主
に
低
廉
な
単
純
労
働
力
、
臨
時
工
と
し
て
労
働
に
従
事
す
る
農
民
は
「
農
民
工
」
と
呼
ば
れ
、
低
賃
金
労

働
者
の
代
名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
低
賃
金
労
働
は
中
国
企
業
の
外
貨
獲
得
、
中
国
経
済
の
高
成
長
を
支
え
る
要
因
で
も
あ
る
が
、
戸
籍
制
度

に
よ
り
移
転
・
居
住
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
低
賃
金
や
不
当
な
労
働
条
件
、
ま
た
市
民
戸
籍
住
民
と
の
格
差
の
要
因
で
も
あ
る
。

（
3
） 

一
九
七
八
年
中
共
中
央
委
員
会
中
央
工
作
会
議
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
の
農
業
生
産
高
は
一
九
五
八
年
当
時
と
同
水
準
で
あ
る
。
参

照
拙
稿
一
．「
人
民
公
社
経
営
の
解
体
、
生
産
責
任
制
の
必
然
性
と
腐
敗
の
萌
芽
」、『
政
経
研
究
』（
日
本
大
学
法
学
部
）
第
五
一
巻
第
二
号
、

2014.10.

（
4
） 

同
上
参
照
。
た
だ
改
革
開
放
政
策
の
進
展
は
紆
余
曲
折
を
経
る
。
す
な
わ
ち
時
に
は
党
内
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
権
力
が
保
守
派
に

譲
歩
し
保
守
的
な
政
策
が
復
活
す
る
こ
と
が
あ
る
。
後
年
で
あ
る
が
鄧
小
平
が
行
き
過
ぎ
た
開
放
政
策
、
思
想
開
放
を
抑
え
る
た
め
に
八
六
年
に
保

守
派
に
妥
協
し
胡
耀
邦
を
権
力
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
た
事
例
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

（
5
） 

「
中
国
共

党
大
事

（
一
九
八
四
年
）」、
新

网
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
六
日
、new

s.sina.com
.cn/c/200...｠2006-06-26,.2014.08.01.

（
6
） 

「
中
国
共

党
大
事

（
一
九
八
五
年
）」、
中
国
政
府
网
、
二
〇
〇
七
年
九
月
四
日
、w

w
w
.gov.cn/test/2007-09/04/content_736838.

hlm
,2014.08.01.

（
7
） 

合
作
社
を
協
同
組
合
を
基
礎
と
し
た
協
同
組
合
制
と
株
式
制
の
結
合
と
と
ら
え
る
視
点
に
河
原
氏
は
批
判
的
で
あ
る
。
河
原
昌
一
郎
「
中
国
郷

八
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鎮
企
業
の
株
式
合
作
制
に
関
す
る
制
度
的
考
察
」『
農
林
水
産
政
策
研
究
』
第
一
一
号
、
農
林
資
産
政
策
研
究
所
、
二
〇
〇
六
。
他
に
「
専
門
家
に

聞
く
農
業
の
合
作
社
は
な
ぜ
必
要
か
」『
人
民
中
国
』2004.05,w

w
w
.peoplechina.com

.cn/m
aindoc/htm

l/teji/.../teji-3.htm
, 2014.08.01.

（
8
） 
菲
蓉
、『
梁
漱
溟
合
作
理

与

平
合
作

』、
重

出
版
社
、
二
〇
〇
一
。
解
放
前
の
合
作
社
運
動
と
解
放
後
の
合
作
社
組
織
、
そ
し
て

改
革
開
放
後
に
簇
生
す
る
農
民
の
合
作
制
組
織
、
以
上
の
連
続
性
や
相
違
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
9
） 

前
掲
論
文
「
専
門
家
に
聞
く　

農
業
の
合
作
社
は
な
ぜ
必
要
か
」『
人
民
中
国
』

（
10
） 

《

行

定
》
及
《

民
股
份
合
作
企

示
范
章
程
》（「
暫
定
規
定
及
び
定
款
」
と
略
称
）、
找
法
网　

china.fi ndlaw
.cn/fagui/p_1/29798.

htm
l,2014.08.14 /

互

百
科w

w
w
.baike.com

/ 2014.10.22.

（
11
） 

《

于
推
行
和
完
善

企

股
份
合
作
制
的
通
知
》（「
改
善
通
知
」
と
略
称
）、
出
所
：《
中
国

企

会

》
一
九
九
三
年
第
四
期
、

znzg.xynu.edu.cn/H
tm

l/?11060.htm
l,2014.08.13.

（
12
） 

穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
九
〇
年
の
規
定
は
存
在
し
た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
初
め
か
ら
実
態
に
則
さ
ず
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
政

策
や
規
制
の
対
象
者
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
状
の
実
態
に
則
さ
な
い
規
定
の
存
在
の
意
義
に
つ

い
て
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
論
で
は
あ
る
が
規
則
や
規
定
そ
の
も
の
が
規
則
制
定
者
自
身
の
た
め
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
理
由
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
一
つ
は
党
内
保
守
派
（
社
会
主
義
堅
持
派
）
対
策
に
必
要
な
文
言
が
規
定
に
も
ら
れ
た
と
も
い
え
な
く

な
い
。
党
内
権
力
の
関
係
を
考
え
れ
ば
反
対
派
に
対
す
る
配
慮
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
規
則
は
規
則
を
作
る
官
僚
に
と
っ
て
こ
そ
必
要
な
面
が
あ
る
。

自
ら
の
権
力
の
行
使
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
初
め
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
が

官
僚
に
と
っ
て
は
必
要
な
規
定
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

卑
近
な
比
喩
で
あ
る
が
中
国
の
麻
雀
館
（
荘
）
の
部
屋
の
壁
に
賭
博
禁
止
と
張
り
紙
し
て
あ
る
が
、
麻
雀
賭
博
を
し
な
い
人
間
は
ほ
ぼ
い
な
い
。

規
則
を
逸
脱
し
賭
け
金
の
レ
ベ
ル
が
度
を
超
し
て
い
れ
ば
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
が
普
通
は
問
題
に
し
な
い
。
ま
た
高
額
レ
ー
ト
で
賭
博
麻
雀
を
お
こ

な
う
場
合
は
ホ
テ
ル
や
私
人
宅
で
お
こ
な
う
。
違
法
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
は
な
い
。

一
般
論
で
あ
る
が
学
術
研
究
者
は
法
や
規
定
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
正
常
な
姿
で
あ
る
こ
と
を
無
意
識
に
前
提
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
前
提
で
は
現
実
を
見
誤
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
規

八
四



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
八
二
五
）

定
と
そ
の
修
正
の
文
言
か
ら
市
場
経
済
の
進
行
が
急
速
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
13
） 

以
上
の
本
文
内
引
用
は
前
掲
「
改
善
通
知
」
か
ら
。

（
14
） 
党
内
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
面
で
は
改
革
開
放
派
は
改
革
を
進
め
る
一
方
、
保
守
派
に
一
定
程
度
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
い
面
が
あ
る
。
郷
鎮
企
業

勃
興
期
準
最
高
権
力
者
・
胡
耀
邦
の
失
脚
は
土
台
の
経
済
の
自
由
化
の
進
展
の
な
か
で
思
想
開
放
の
抑
制
を
断
固
、
主
張
す
る
保
守
派
に
譲
歩
し
た

と
い
え
る
事
件
で
あ
る
。
経
済
政
策
の
路
線
の
違
い
、
改
革
に
対
す
る
対
応
の
差
が
権
力
舞
台
で
の
せ
め
ぎ
合
い
と
し
て
反
映
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ

た
が
、
中
国
社
会
主
義
の
改
革
開
放
と
後
退
の
屈
折
し
た
歩
み
と
株
式
合
作
制
の
制
度
化
の
内
包
す
る
二
面
性
は
相
似
形
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
15
） 

中
村
則
弘
著
『
中
国
社
会
主
義
解
体
の
人
間
的
基
礎
』、
国
際
書
院
、1994.06.10.

（
16
） 

知
識
青
年
の
少
な
い
郷
鎮
レ
ベ
ル
で
は
彼
ら
の
就
職
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
旧
地
主
層
出
身
者
の
就
業
機
会
は
少
な
か
っ
た
。

学
歴
の
な
い
国
美
電
気
の
黄
光
裕
、
高
卒
の
娃
哈
哈
（
ワ
ハ
ハ
）
の
宗

后
（
宗
慶
後
）
等
、
恵
ま
れ
な
い
出
身
階
層
か
ら
創
業
し
成
功
し
た
者
が

多
い
。
黄
は
個
体
商
か
ら
国
美
電
気
を
一
八
歳
で
一
九
八
七
年
創
業
、
下
放
の
苦
労
を
経
験
し
た
宗
は
同
年
杭
州
市
上
城
区
の
教
育
局
か
ら
校
内
事

業
部
の
経
営
を
請
負
い
成
功
さ
せ
、
つ
い
で
飲
料
事
業
に
進
出
し
成
功
さ
せ
た
。
以
下
参
照
、
拙
稿
二
．「
中
国
民
間
企
業
家
の
拝
金
主
義
と
不
安

│
黄
事
件
を
つ
う
じ
て
経
営
環
境
と
し
て
の
権
力
と
企
業
家
の
不
安
に
関
す
る
一
考
察

│
」『
政
経
研
究
』（
日
本
大
学
法
学
部
）
第
四
九
巻
第

三
号
、2013.01. 

拙
稿
三
．「
ダ
ノ
ン
と
娃
哈
哈
の
争
い
と
中
国
リ
ス
ク

│
市
政
府
と
職
員
の
株
式
所
有
権
の
突
然
の
出
現
の
考
察
を
中
心
に

│
」『
政
経
研
究
』（
同
）
第
四
九
巻
第
四
号
、2013.03. 

拙
稿
四
．「
国
有
企
業
娃
哈
哈
（
ワ
ハ
ハ
）
集
団
の
変
容

│
ダ
ノ
ン
と
の
合
弁
、
改

組
と
宗
慶
後
に
よ
る
支
配
の
確
立
に
よ
る
家
族
企
業
化

│
」『
政
経
研
究
』（
同
）
第
五
〇
巻
第
一
号
、2013.06.

な
お
筆
者
の
面
接
調
査
し
た
四

川
省
達
州
市
Ｋ
郷
鎮
で
は
知
識
青
年
が
少
な
い
た
め
、
出
身
身
分
に
問
題
が
な
け
れ
ば
求
職
の
困
難
は
都
市
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宗

よ
り
年
少
、
黄
よ
り
年
長
の
Ｋ
郷
鎮
Ａ
氏
は
中
学
初
年
に
紅
衛
兵
と
し
て
文
革
に
参
加
し
、
後
復
学
し
卒
業
。
官
職
に
就
任
し
た
後
、
朱
鎔
基
首
相

時
代
の
国
有
企
業
の
資
産
売
却
再
編
時
に
資
産
を
廉
価
で
取
得
し
蓄
財
に
成
功
し
た
典
型
的
な
地
方
官
僚
の
富
裕
層
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
地
方

の
事
情
に
よ
り
知
識
青
年
の
境
遇
は
異
な
る
。

（
17
） 

温

「

企

的
来
源
及
其
改
制
中
的
相

原

－

中
国

五
〇
人

成

」

w
w
w
.cei.gov.cn/doc/50ren/W

enT
ieJun/txt4.htm

.2014.08.01.

な
お
高
成
長
の
要
因
に
つ
い
て
。
政
治
経
済
学
的
、
社
会
学
的
に
接
近
考

八
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
二
六
）

察
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れO

i,Jean, “F
iscal R

eform
 and the E

conom
ic F

oundations of L
ocal S

tate C
orporatism

 in 

C
hina” W

orld
 P

olitics, vol.45, N
o.1

（O
ct.1992

）, pp.99-126. / P
ei,X

iaolin, “T
ow

nship-villageE
nterprises, L

ocal G
overnm

ents, 

and R
ural C

om
m
unities”, E

con
om

ics of T
ran

sition
, V

ol.4, pp.43-66.1996.
特
にP

ei

は
郷
鎮
企
業
内
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
係
に
よ
り
監
視
コ
ス
ト
、
資
源
の
調
達
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
人
々
の
協
調

行
動
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
た
だ
村
の
リ
ー
ダ
ー
兼
企
業
家
が
企
業
の
資
金
を
流
用
す
る
、
機
会
主
義
に
陥
る
危
険
も
指
摘
し
て
い

る
。

（
18
） 

温

、
同
上
。

（
19
） 

李
昌
平
、「
中
国
土
地
制
度

〝
三

〞

衰
」　w

w
w
.w

yzxsd.com
/article.php?id=5320.2013.05.16, 2014.08.08.

（
20
） 

何
は
「
権
力
」
を
乱
用
し
て
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
を
「
権
力
の
市
場
化
」
と
呼
び
多
く
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
何
静
漣
著
、
坂
井
臣

之
助
・
中
川
友
訳
『
中
国
現
代
化
の
落
と
し
穴
』、
草
思
社
、2002.12.02.

（
21
） 

事
例
に
つ
い
て
以
下
参
照
。
洪
朝

、「
中
国

企

权
改
革
与
中
央－

地
方
权
力
的
互

」

w
w
w
.m

odernchinastudies.org/.../254-2011-12-29-11-30-06.htm
l,2014.08.01. 

後
述
す
る
よ
う
に
温
州
市
の
郷
鎮
企
業
は
家
族
経
営
を
基

礎
と
し
政
府
出
資
が
少
な
い
「
温
州
モ
デ
ル
」
と
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

（
22
） 

同
上
。

（
23
） 

こ
の
よ
う
に
集
体
所
有
の
所
有
は
所
有
主
体
の
労
働
者
集
団
が
経
営
か
ら
阻
害
さ
れ
た
無
人
・
無
所
有
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
全

人
民
所
有
」
と
さ
れ
る
国
有
企
業
の
所
有
が
事
実
上
、
人
民
所
有
で
は
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
さ
に
社
会
主
義
的
所
有
形
態
の
特
色

で
あ
る
集
体
株
と
い
う
存
在
が
む
し
ろ
集
体
株
を
管
理
す
る
企
業
上
層
と
地
方
政
府
官
員
に
よ
る
集
体
資
産
の
簒
奪
・
流
用
、
腐
敗
の
実
態
に
蓋
を

す
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
と
い
え
な
く
な
い
。
ま
た
同
じ
く
洪
に
よ
れ
ば
政
府
株
の
存
在
は
官
員
が
権
力
行
使
の
正
当
性
を
確
保
す
る
口
実
を
提

供
す
る
。
そ
こ
か
ら
諸
々
の
経
済
的
利
益
を
私
物
化
す
る
こ
と
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
政
府
財
務
報
告
で
は
発
表
で
き
な
い
官
員
に
よ
る
飲
食
な

ど
私
的
な
流
用
、
各
種
の
消
費
支
出
が
郷
鎮
企
業
の
積
立
金
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

（
24
） 

前
掲
洪
朝

論
文
。
な
お
紅
頂
（
紅
帽
子
）
は
も
と
も
と
皇
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
冠
で
あ
る
。
紅
頂
商
人
と
は
皇
帝
、
政
府
か
ら
特
権
を
与
え

八
六



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
八
二
七
）

ら
れ
た
商
人
を
指
し
た
。
改
革
開
放
後
、
紅
帽
子
企
業
と
は
私
人
の
資
本
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
公
有
制
企
業
に
偽
装
し
登
記
し
た
企
業
を
指
す
。

ま
た
市
級
政
府
以
上
の
集
体
企
業
よ
り
も
小
規
模
の
郷
鎮
企
業
を
あ
え
て
揶
揄
し
て
大
の
形
容
詞
を
付
し
大
集
体
企
業
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
大
集

体
紅
帽
子
は
以
上
こ
の
二
つ
の
意
味
を
含
む
。

（
25
） 
モ
ラ
ル
の
低
下
に
よ
り
厳
し
く
詳
細
な
就
業
規
則
の
制
定
が
必
要
に
な
る
が
、
モ
ラ
ル
の
低
下
は
そ
の
履
行
の
徹
底
も
不
可
能
に
し
、
モ
ラ
ル

を
一
層
低
下
さ
せ
る
。
健
全
な
経
営
規
律
を
確
立
で
き
な
い
た
め
か
中
国
企
業
の
継
続
性
は
一
般
に
低
い
。

（
26
） 

両
モ
デ
ル
以
外
に
そ
れ
ら
の
統
合
型
で
後
進
地
域
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
江
蘇
省
宿
遷
県
耿
年
郷
の
「
耿
年
モ
デ
ル
」、
そ
し
て
香
港
、
マ
カ
オ
、

台
湾
の
外
資
導
入
型
の
広
東
省
の
「
珠
江
モ
デ
ル
」
の
二
つ
を
加
え
た
四
分
類
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
参
照
「

企

：
重

煌
（
報
告
：

第
十
一
章
：
一
）」business.sohu.com

 2004.07.11. 

来
源
：
搜
狐

、2014.08.01. 

ほ
か
。

（
27
） 

不
正
融
資
を
防
ぐ
こ
と
が
中
国
金
融
機
関
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
呉
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
代
の
金
融
制
度
改
革
の
一
つ
の
目
的
は
金
融
機
関

の
資
産
流
出
を
防
ぎ
健
全
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
呉
敬
連
著
『
現
代
中
国
の
経
済
改
革
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、2007.03. 

第
六
章
．
な
お
郷
鎮
企
業
の

不
正
融
資
に
つ
い
て
特
に
論
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
郷
鎮
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
農
村
信
用
組
合
、
農
村
信
用
社
の
不
正
貸
付
と
深
刻
な
経
営
不
振

で
あ
っ
た
。
内
部
者
の
不
正
と
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
が
前
者
の
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
資
金
充
実
の
た
め
そ
の
連
合

化
や
合
併
が
進
め
ら
れ
た
が
、
呉
に
よ
れ
ば
、
所
有
権
を
明
確
化
し
内
部
者
を
制
御
す
る
機
関
を
確
立
し
な
け
れ
ば
不
正
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
。
な
お
九
〇
年
代
に
は
国
有
銀
行
、
特
に
農
業
銀
行
で
巨
額
の
損
失
が
生
じ
た
。
多
く
は
不
正
な
貸
付
が
要
因
で
あ
っ
た
。
九
七
年
前
後
か

ら
四
大
銀
行
の
管
理
権
が
中
央
政
府
に
回
収
さ
れ
不
正
な
貸
付
が
減
少
し
た
。

（
28
） 

宗
慶
後
に
よ
る
不
透
明
な
ワ
ハ
ハ
株
分
配
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
16
）
の
拙
稿
三
、
四
．
参
照
。
な
お
不
正
腐
敗
の
証
拠
を
見
つ
け
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
。
改
組
、
改
制
を
進
め
る
際
に
財
務
資
料
は
ネ
ズ
ミ
に
食
わ
れ
た
、
盗
ま
れ
た
、
な
く
な
っ
た
等
の
口
実
で
調
査
が
十
分
に
お
こ
な
わ

れ
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

（
29
） 

権
力
の
腐
敗
が
明
る
み
に
な
る
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
争
闘
」（
権
力
闘
争
）
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
権
力
者
の
腐
敗
が
対
抗
勢

力
に
よ
り
暴
露
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
党
の
規
律
委
員
会
と
警
察
権
力
を
使
い
対
抗
権
力
の
腐
敗
を
暴
露
し
攻
撃
す
る
権
力
闘
争
で
あ
り
、
権
力
と

経
営
の
関
係
が
一
蓮
托
生
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
む
し
ろ
端
的
に
明
る
み
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。
拙
稿
二
．
参
照
。

八
七



政
経
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第
五
十
一
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（
二
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（
八
二
八
）

以
上

参
照
文
献

（
中
文
）

1
．
王
鴻
模
・

品
端
著
『
十
一
届
三
中
全
会
的
前
前
后
后
』
九
州
出
版
社
、2012.10.

2
．
賈

敏
『

生

任
制
的
演

』
江

大
学
出
版
社
、2009.08.

3
．「
国
美
黄
光
裕
与
他
的
汕

老
家
里
面
提
到
〝
他
父
姓
黄
，
母
姓
曾
，
父

属
于
入

母

家
族
」2009.11.11.

『
三

生
活
周
刊
』

http://w
w
w
.techw

eb.com
.cn/people/2009-11-11/466028.shtm

l 2011.07.28.

4
．「
国
美

器

始
人
黄
光
裕
的

故
事
」『
網
路
』2011.02.01.

http://w
w
w
.xuanyue5.com

/a/story/cyegs/2011/0201/443.htm
l

5
．「
鄭
少
東
判
死
緩
（
著
者
：
執
行
猶
予
付
き
死
刑
判
決
の
意
味
）
背
后
是
胡
錦
濤
打
撃
周
永
康
」『
中
欧
新

网
』2010.08.26.http://w

w
w
.

cenew
s.eu/?p=26730 2011.07.28. 

（
そ
の
後
、
ア
ク
セ
ス
し
て
も
既
に
記
事
が
削
除
さ
れ
て
お
り
閲
覧
不
可
。
し
か
し
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇

日
現
在
、
再
び
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
権
力
闘
争
を
反
映
し
特
に
内
容
が
政
治
的
な
批
判
を
含
む
記
事
の
場
合
に
検
閲
さ
れ
削
除

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
記
事
が
復
活
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
が
権
力
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
道
具
で
あ
る
こ
と
を
典
型
的
に
示
す
事
例

で
あ
る
）

6
．
呉
阿
侖
著
『
105
億
伝
奇:

黄
光
裕
和
他
的
国
美
帝
国
』
中
信
、
二
〇
〇
五
年
四
月
。

7
．
劉
鴻
雁
著
『
黄
光
裕
伝
奇
』
中
国
海
関
、
二
〇
〇
六
年
一
月
。

8
．
馬
寧
著
『
黄
光
裕
如
是
説－

中
国
頂
級
Ｃ
Ｅ
Ｏ
的
商
道
智
慧
』
中
国
経
済
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。

9
．
張
小
平
著
『
首
富
真
相
：
黄
光
裕
家
族
的
財
富
路
径－

藍
獅
子
財
経
叢
書
』
浙
江
人
民
出
版
、
二
〇
〇
九
年
四
月
。

10
．
李
徳
林
・
尹

著
『
黄
光
裕
真
相
：
欲
望
驅
逐
下
的
首
富
困
境
』
経
済
日
報
、
二
〇
〇
九
年
五
月
（
多
く
の
記
事
、
書
籍
の
う
ち
で
『
南
方
周

（
週
）
刊
』
記
者
の
李
徳
林
・
尹

に
よ
る
本
書
が
事
件
の
全
貌
、
背
後
関
係
に
つ
い
て
最
も
詳
細
で
あ
る
）。

八
八



中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽
（
簗
場
）

（
八
二
九
）

11
．

建
幸
著
『
宗

后
与
娃
哈
哈
：
一
个
中
国
著
名
企

的
深
度
研
究
』
机
械
工

出
版
社
、2008.05.

12
．

・
左
志

著
『
娃
哈
哈
与
达
能
的
中
国
式
离
婚
』
中
信
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
。

13
．

小

「
中
国
的

企

」、
共
識
網2011.03.01.

w
w
.21ccom

.net/articles/zgyj/xzm
j/article_2011022830716.htm

l 2014.09.01.

14
．
何
增
科
「
中
国
基

政
权
的
政
治
病
」

blog.boxun.com
/sixiang/991023/9910237.htm

 2014.09.01.

15
．

田
・
程
郁
・
阮

平
「
从
「
村
庄
型
公
司
」
到
「
公
司
型
村
庄
」：
后

企

代
的
村
企

界
及
效
率
分
析
」、《
中
国

村

察
》（
京
）

二
〇
一
一
年
六
期
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日　

2014.09.01.

16
．
林
毅
夫
「
中
国

什
么
腐

重
？
」

凰

2014.07.01.

m
p.w

eixin.qq.com
/s?__biz=M

jM
5N

zA
zM

D
U
4M

A
...　

2014.09.01.

17
．
郭

文
「「
八
十
年
代
的
腐

来

增

」

」_

网
易
新

中
心
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
日

new
s.163.com

/13/1118/06/9D
U
N
D
S
U
600014A

E
D
.htm

l?f...2014.09.01.

（
欧
文
）

1
．B

rett H
. M

cD
onnell, “L
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ise and 

（P
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） F
all of C

hinese T
ow

nship-V
illage E

nterprises”, W
illiam

 &
 

M
ary L

aw
 R

eview
, V

olum
e 45-3., A

rticle 5, 2004.

2
．G

uoqiang T
ian, “P

roperty R
ights and the N

ature of C
hinese C

ollective E
nterprises” Jou

rn
al of C

om
parative E

con
om

ics, 

volum
e 28, pp.247‒268,2000.

3
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eter P
ing L

i,“T
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uzzle of C
hina’s T
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nship‒V

illage E
nterprises: T
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orporatism
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rack 

E
conom

ic T
ransition”, M

an
agem

en
t an

d
 O

rgan
ization

 R
eview

, volum
e 1-2, pp. 197‒224, 2005.01.

4
．G

regory C
. C

how
, “C

orruption and C
hina’s E

conom
ic R

eform
 in the E

arly 21st C
entury”, C

E
P
S
 W

orking P
aper at 

P
rinceton U

niversity, N
o.116, O

ctober 2005.10.
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
一
）

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と

関
連
課
題
の
国
際
比
較

│
日
米
独
観
光
系
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら

│

太　
　

田　
　

和　
　

男

1
．
は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
度
よ
り
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
以
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ン
と
略
記
す
る
）
に
つ
い
て
、
秀
逸
な

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
た
め
、
日
米
独
英
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
比
較
研
究
し
て
き
て
い
る
。
研
究
方
法
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー

ン
の
構
成
要
素
で
あ
る
教
育
機
関
、
学
生
、
受
け
入
れ
機
関
の
三
者
か
ら
、『
三
方
良
し
』
と
な
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
見
出
す
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
を
と
る
。
三
者
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
過
重
な
負
担
が
か
か
る
場
合
に
は
、
持
続
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
秀
逸
な
観
光
イ

九
一
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経
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五
十
一
巻
第
四
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（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
三
二
）

ン
タ
ー
ン
は
、
結
局
持
続
性
が
あ
り
、
普
及
す
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
二
〇
一
一
│
二
〇
一
二
年
度
に
は
主
に
、
大
学
に
お
け
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
度
に
は
観

光
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
│
二
〇
一
四
年
度
に
は
、
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

イ
ド
か
ら
の
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
│
二
〇
一
二
年
度
研
究
で
は
、
大
学
の
観
光
教
育
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、

わ
が
国
の
二
週
間
程
度
の
短
期
、
選
択
に
対
し
、
米
国
や
独
逸
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
二
カ
月
以
上
の
長
期
か
つ
必
修
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
次
い
で
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
度
の
研
究
で
は
、
観
光
企
業
に
つ
い
て
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
わ
が
国
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
採
用
と
切
り
離
し
て
、
就
業
体
験
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
で
は
、

採
用
手
段
と
位
置
づ
け
、
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
初
期
過
程
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

本
研
究
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
て
、
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
主
に
学
生
サ
イ
ド
か
ら
キ
ャ
リ
ア
開
発
関
連
を

め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
に
よ
り
研
究
す
る
。

1
│

1
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
と
研
究
深
化
へ
の
取
組

太
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
①
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
長
期
・
顕
在
能
力
重
視
で
あ
り
就
職
に
直
結
し
、
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発

に
結
び
つ
い
て
い
る
、
②
わ
が
国
の
短
期
就
業
体
験
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
の
意
識
が
強
く
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の

契
機
と
な
る
意
識
が
な
い
、
③
わ
が
国
で
欧
米
型
が
浸
透
し
な
い
の
は
、
新
卒
一
括
採
用
な
ど
の
雇
用
構
造
に
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た

（
1
）

。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
浮
上
し
て
き
た
。
①
長
期
的
な
意
味
で
の
真
の
社
会
貢
献
は
、
学
生
の
進
路
希

望
先
へ
の
就
職
と
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
接
続
契
機
を
与
え
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
教
育
機
関
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
充
足
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
米
国
型
の
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
、
学
生
の
自
己
実
現
を
支
援
し
、

九
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
三
）

企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
真
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
。
③
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
米
国
の
み

で
な
く
欧
州
に
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。

④
そ
う
で
あ
れ
ば
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
指
す
方
向
が
長
期
必
修
の
欧
米
型
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
④
一
方
、
わ
が
国
の
観
光
系

学
部
生
は
、
自
国
の
短
期
選
択
就
業
体
験
型
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
③
な
ぜ
欧
米
型
を
わ
が
国
で
は
本
格
的
に
導
入
し
よ

う
と
す
る
気
運
が
高
ま
ら
な
い
の
か
。
そ
の
本
格
的
導
入
を
阻
む
隘
路
・
障
壁
は
な
に
か
。
今
後
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
ど
こ
に
向
か
う
の

か
。こ

れ
ら
問
題
意
識
の
解
明
を
図
る
た
め
、
今
回
は
次
の
よ
う
な
調
査
研
究
手
法
を
採
用
し
た
。
①
分
析
対
象
地
域
を
従
来
の
日
米
に
加

え
、
欧
州
地
域
か
ら
独
逸
を
新
た
な
対
象
と
し
、
日
米
独
と
比
較
と
す
る
。
②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
以
後
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
略
す
）
調
査
対
象
を
こ
れ
ま
で
の
大
学
観
光
系
学
部
・
観
光
企
業
中
心
か
ら
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
学
生
と
す
る
。
③
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
作
用
す
る
主
因
に
つ
い
て
、
新
た
に
暗
黙
知
習
得
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
、
学
生
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
か
ら
接
近
す
る
。
④
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
、
意
識
調
査
を
実
施
す
る
。

1
│

2
．
研
究
目
的
・
研
究
体
制
・
研
究
方
法

（
1
）　

研
究
体
制

太
田
和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
那
須
幸
雄
（
文
京
大
学
）、
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
渡
辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
に
よ
る
共
同

研
究
で
あ
る

（
2
）

。
そ
の
主
な
研
究
分
担
は
、
企
画
・
総
括
：
太
田
和
男
、
米
国
・
日
本
：
太
田
和
男
・
那
須
幸
雄
、
英
国
・
独
逸
：
千
葉
隆

一
、
日
本
：
渡
辺
昇　

で
あ
る
。

九
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経
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巻
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（
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〇
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五
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三
月
）

（
八
三
四
）

（
2
）　

研
究
の
推
移
と
研
究
方
法

日
米
欧
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
研
究
の
推
移
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
二
〇
一
一
年
度
│
二
〇
一
三
年
度
、
日
米
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
研
究
。
②
二
〇
一
二
年
度
│
二
〇
一
三

年
度
、
日
米
独
英
の
観
光
企
業
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
研
究
。
③
二
〇
一
三
年
度
│
二
〇
一
四
年
度
、
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
選
択
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
研
究
。

以
下
は
、
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
概
要
で
あ
る
。

米
国
：
二
大
学
観
光
系
学
生　

三
六
票
回
収
（
二
〇
一
一
年
八
月
）。
日
本
：
二
大
学
の
観
光
系
学
生　

二
〇
票
回
収
（
二
〇
一
三
年
一
〇

│
一
一
月
）。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
兼
ね
て
い
る
。
独
逸
：
観
光
系
学
生
等　

八
票
回
収
（
二
〇
一
四
年
）。

研
究
方
法
は
、
次
に
述
べ
る
通
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
日
米
独
英
の
観
光
系
大
学
学
部
、
観
光
系
学
生
、
観

光
企
業
（
ホ
テ
ル
・
航
空
）
に
対
し
て
実
施
し
、
新
た
に
得
た
知
見
を
先
行
研
究
な
ど
と
と
も
に
統
合
・
解
釈
し
国
際
比
較
す
る
方
法
を

採
用
し
た

（
3
）

。

二
〇
一
一
年
九
月
、
米
国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
ハ
ワ
イ

大
学
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
は
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
大
学
観
光
系
学
部
教
職
員
と
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ
の
際
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で
は
、
大
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
三
六
票
の
回
答
、
う
ち
三
〇
票
の

有
効
回
答
を
得
た
。
次
い
で
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
日
本
の
ホ
テ
ル
宛
に
合
計

三
〇
五
票
発
送
し
て
、
四
九
票
の
回
収
、
米
国
の
ホ
テ
ル
に
二
七
七
票
発
送
し
て
回
収
は
二
〇
票
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
二
〇
一
一
年
に
、
米
国
の
三
つ
の
ホ
テ
ル
の
人
事
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
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二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
に
、
日
本
の
文
系
学
生
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
二
〇
名
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
兼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
日
本
の
航
空
会
社
一
社
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
独
逸
の
五
大
学
、
一
〇
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。
日
米
独
英
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
先
行
研
究
と
統
合
し
て
、
研

究
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
（
太
田
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四

（
4
）

）（
太
田
・
千
葉
・
那
須
、
二
〇
一
三

（
5
）

）。

仮
説
検
証
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
解
釈
と
合
わ
せ
て
先
行
研
究
を
検
証
し
、
米
国
観
光
系
学
部
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
担
当

教
職
員
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
ホ
テ
ル
の
人
事
責
任
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
の
一
部

は
太
田
（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
）
が
す
で
に
報
告
済
み
で
あ
る
。

1
│

3
．
用
語
の
定
義
と
解
釈

（
1
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
・
就
業
体
験
と
キ
ャ
リ
ア
開
発

イ
ン
タ
ー
ン
を
期
間
に
よ
り
区
分
し
、
期
間
一
カ
月
（
実
習
一
六
〇
時
間
）
未
満
を
短
期
、
一
カ
月
以
上
（
実
習
一
六
〇
時
間
）
を
長
期
と

定
義
す
る
。

次
に
イ
ン
タ
ー
ン
を
大
き
く
就
業
体
験
型
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（P

roject B
aced L

earning

：
課
題
解
決
）
型
の
三
タ
イ
プ
に

分
類
す
る
。
就
業
体
験
は
、
実
習
を
単
に
就
業
体
験
と
認
識
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
企
業
に
就
職
し

て
か
ら
も
職
務
遂
行
を
通
し
て
自
己
実
現
に
向
け
て
長
期
的
に
成
長
し
て
い
く
契
機
と
な
る
人
材
育
成
の
一
過
程
と
位
置
づ
け
る
型
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
、
企
業
・
機
関
や
大
学
か
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
開
発
は
個
人
が

主
体
的
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
捉
え
、
環
境
変
動
に
対
応
し
つ
つ
、
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
業
務
遂
行
を
通
し
て
長
期
的
に
成
長
し
て
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い
く
過
程
を
指
す
。
従
来
、
わ
が
国
社
会
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
は
企
業
内
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
・
研
修
制
度
や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
企

業
主
導
で
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
雇
用
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
れ
、
終
身
雇
用
制
度
の
見
直
し
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
中
で
、
個
人
自

ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
2
）　

暗
黙
知
と
形
式
知

比
較
基
準
と
し
て
暗
黙
知
と
形
式
知
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る

（
6
）

。
暗
黙
知
は
、
記
録
さ
れ
た
文
書
や
書
籍
に
よ
ら
な
い
で
視
聴
覚
を
通

し
て
伝
承
さ
れ
る
知
識
・
技
術
で
あ
る
。
一
方
、
形
式
知
は
暗
黙
知
の
対
語
で
あ
り
、
書
籍
や
資
料
と
し
て
記
録
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
る
知

識
・
技
術
で
あ
る
。

ポ
ラ
ー
ニ
ー
は
「
暗
黙
知
」
を
「
語
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
語
ら
ざ
る
部
分
に
関
す
る
知
識
」
と
し
て
い
る

（
7
）

。

ち
な
み
に
、
暗
黙
知
は
、
産
業
集
積
論
に
お
い
て
は
、
産
業
が
特
定
地
域
に
集
積
す
る
優
位
性
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
産
業
集
積
地
に
お
い
て
は
、
最
新
の
技
術
や
知
見
が
、
書
面
や
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
「
形
式
知
」
ば
か
り
で
な
く
、
同
種
の
産
業

が
密
集
し
て
い
る
た
め
、「
暗
黙
知
」
と
し
て
企
業
か
ら
企
業
へ
視
覚
や
擬
似
体
験
を
通
し
て
伝
わ
り
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
知
見
・
技
術

と
組
み
合
わ
さ
れ
、
新
製
品
、
新
素
材
使
用
、
新
組
織
、
新
市
場
な
ど
の
技
術
革
新
を
生
み
出
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

暗
黙
知
は
、
観
光
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
第
三
次
産
業
に
お
い
て
も
知
見
・
技
術
伝
達
の
有
力
な
一
形
態
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史

的
に
も
、
ギ
ル
ド
や
丁
稚
奉
公
な
ど
が
有
効
な
人
材
育
成
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
観
光
業

に
関
す
る
座
学
で
の
学
習
を
、
第
一
線
の
現
場
や
経
営
管
理
業
務
で
の
実
習
体
験
を
通
し
て
暗
黙
知
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
段
階
に
ま
で
高
め
う
る
効
果
が
あ
る
。
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（
3
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
に
よ
る
習
得

太
田
・
千
葉
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
及
ぼ
す

効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
米
独
の
学
生
、
観
光
企
業
、
大
学
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
情
報
を
収
集
し
、
暗
黙
知
習
得
に

つ
い
て
期
間
な
ど
の
量
的
側
面
と
実
習
業
務
内
容
な
ど
の
質
的
側
面
か
ら
分

析
し
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
に
お
い
て
そ
の
概
要
を
発
表
し
て
き

た
（
8
）

。
そ
の
結
果
、
欧
米
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
長
期
必
修
で
あ
り

量
的
質
的
に
暗
黙
知
習
得
に
十
分
対
応
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
結
び
つ
い
て

い
る
が
、
わ
が
国
の
短
期
選
択
方
式
は
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
研
究
過
程
と
成
果
を
よ
り
詳
細
に
説
明
す
る
。

（
4
）　

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

社
会
人
基
礎
力
の
向
上
に
よ
る
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
可
能

と
な
る
力
）
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
学
生
は
、
座
学
に

よ
る
形
式
知
（
基
礎
学
力
・
専
門
学
力
）
を
事
前
に
習
得
し
、
自
ら
の
目
標
や

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
定
め
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
（
実
習
）
の
中
で
暗
黙
知
で

あ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ら
び
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
訓

練
を
う
け
、
習
得
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
の
仮
説
を
お
く
（
図

図 1　インターンによる暗黙知習得と座学の位置づけ
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1
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
導
入
し
た
教
育
の
成
果
と
影
響
に
関
す
る
概
念
で
あ
る
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要
能
力
）
と
お
お
む
ね
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
9
）

。

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
は
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
企
業
内
環
境
・
社
会
環
境
に
依
存
し
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
社
会
人
基
礎
力
、

基
礎
学
力
・
専
門
学
力
、
環
境
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
1
参
照
）。

①　

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
＝
ｆ
（
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
企
業
内
・
社
会
環
境
）

②　

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
＝
ｆ｛（
社
会
人
基
礎
力
）・（
基
礎
学
力
・
専
門
学
力
）・（
教
育
環
境
）｝

③　

社
会
人
基
礎
力
＝
ｆ
（
暗
黙
知
）
＝
ｆ｛（
イ
ン
タ
ー
ン
）
＝
（
イ
ン
タ
ー
ン
に
お
け
る
実
習
の
量
・
実
習
の
質
・
実
習
態
度
）｝、
で
あ
ろ
う
。

学
生
個
人
の
社
会
人
基
礎
力
が
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
か
な
り
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
も
わ
か
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
観
光
業
は
、
採
用
時
に
社
会
人
基
礎
力
を
最
も
重
視
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
社
会
人
基
礎
力
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
関
東
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が
経
済
産
業
省
よ
り
受
託
し
た
調
査
で
も
立
証

さ
れ
て
い
る

（
10
）

。2
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
日
米
独
比
較

2
│

1
．
日
米
独
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
暗
黙
知
習
得
度
に
よ
る
検
証
目
的

（
1
）
統
計
的
検
証
結
果
と
統
合
的
解
釈
採
用
の
理
由

筆
者
は
、
日
米
独
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
比
較
に
際
し
て
、
本
論
所
載
の
図
2
か
ら
図
11
ま
で
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
日
米
独
の
回
答

の
差
違
の
有
無
をE

xcel

を
用
い
て
ｚ
検
定
に
よ
り
実
施
し
た
。
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日
本
と
独
逸
と
で
は
、
ｐ
（
片
側
）
〇
・
〇
一
三
〈
〇
・
〇
五
、
Ｐ
（
両
側
）
〇
・
〇
二
六
〈
〇
・
〇
五
で
、
有
意
差
が
検
証
で
き
た
。
し

か
し
、
日
本
と
米
国
と
で
は
、
ｐ
（
片
側
）
〇
・
一
〇
〉
〇
・
〇
五
、
Ｐ
（
両
側
）
〇
・
二
〇
〉
〇
・
〇
五
で
あ
り
、
有
意
差
は
検
証
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
の
み
で
は
有
意
差
が
検
証
で
き
な
い
の
で
、
本
研
究
で
は
、
半
構
造
化
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
、
先
行
研
究
を
併
用
し
、
統
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
暗
黙
知
習
得
度
に
よ
る
検
証

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
本
来
的
に
文
系
の
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
く
ら
べ
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
実
践
と
理
論
の
習
得
を
基
軸
に
お

く
た
め
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
の
比
重
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
習
得
は
、
実
習
度
合
い
が

深
い
ほ
ど
効
果
的
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
実
習
は
、
①
選
択
よ
り
は
必
修
が
、
②
短
期
よ
り
長
期
が
、
③
単
数
回
よ
り
は
複
数

回
が
、
④
さ
ら
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の
み
の
体
験
よ
り
は
形
式
知
で
得
た
経
営
管
理
を
実
際
に
活
用
す
る
経
験
も
包
含
す
る
実
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
方
が
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
う
ち
、
上
記
①
、
②
、
③
は
量
的
側
面
を
示
し
、
④
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
受
け
入
れ
業
務
、

責
任
度
合
な
ど
は
質
的
側
面
を
示
す
。
暗
黙
知
の
量
的
・
質
的
面
か
ら
、
日
米
独
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
比
較
検
証
し
、
就
職
後
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
連
に
つ
い
て
再
検
証
す
る
。

量
的
、
質
的
に
暗
黙
知
習
得
の
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
図
1
の
仮
説
で
示
す
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
で
き
る
能
力
）、
そ
し
て

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
が
高
い
は
ず
で
あ
る
。
太
田
・
千
葉
（
二
〇
一
三
）
は
、
観
光
企
業
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
米
国
の

長
期
必
修
型
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
日
本
の
短
期
選
択
型
に
比
べ
て
、
①
就
職
率
す
な
わ
ち
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
か
な
り
高
く
、

②
就
職
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
て
き
て
い
る

（
11
）

。
こ
こ
で
は
、
日
米
に
独
逸
を
加

九
九
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え
た
三
か
国
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
国
際
比
較
に
よ
り
、
暗
黙
知
の
量
的
・
質
的
面
に
着
目
し
て
、
各
国
、
な
か
ん
ず
く
わ
が
国
の
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
国
際
的
な
立
ち
位
置
を
一
層
明
確
に
し
、
今
後
の
め
ざ
す
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
。
米
国
に
お
け
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経

験
者
が
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
時
に
お
け
る
有
利
性
、
就
職
後
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
相
対
的
優
位
性
を
も
つ
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
の
暗
黙
知
重
視
に
よ
り
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
が
高
ま
っ
た
た
め
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
暗
黙
知
習
得
機
能
を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
選
択
制
の
短
期
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開

発
志
向
で
は
な
い
。
そ
れ
は
観
光
立
国
を
標
榜
す
る
わ
が
国
の
学
生
、
観
光
企
業
に
と
っ
て
望
ま
し
い
形
態
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
問
題
意
識
の
下
に
、
日
米
独
ア
ジ
ア
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
暗
黙
知
重
視
度
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、

次
に
そ
の
実
態
と
課
題
に
接
近
す
る

（
12
）

。

2
│

2
．
暗
黙
知
取
得
志
向
度
を
判
断
す
る
指
標
に
よ
る
日
米
独
比
較

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
暗
黙
知
習
得
度
を
は
か
る
尺
度
と

し
て
、
そ
の
量
と
質
の
二
面
か
ら
比
較
す
る
。

観
光
に
関
す
る
暗
黙
知
習
得
志
向
度
を
示
す
量
的
指
標
と
し
て
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
暗
黙
知
習
得
志
向
を
め
ざ
す
た
め
の
仕
組
み
を

備
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
先
ず
分
析
す
る
。
暗
黙
知
習
得
志
向
度
を
示
す
指
標
と
し
て
量
的
面
か
ら
、
①
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
修
制
・

選
択
制
の
区
別
、
②
一
年
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
企
業
数
、
③
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
、
質
的
指
標
と
し
て
、
④
実
習
業
務
内

容
、
⑤
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
、
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。

2
│

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面
を
最
も
端
的
に
表
す
の
は
時
間
で
あ
る
。

一
〇
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
一
）

（
1
）　

必
修
か
選
択
か
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
決
定
的
な
差
異

時
間
的
に
学
生
あ
る
い
は
学
科
生
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面
に
決

定
的
と
も
い
え
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
科
目
の
選
択
・
必
修
の
差
異
で
あ

る
。
観
光
系
学
部
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
必
修
で
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
暗
黙

知
の
習
得
量
は
選
択
制
に
比
べ
格
段
に
高
く
な
る
。
観
光
系
学
生
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン

は
米
独
の
場
合
一
〇
〇
％
必
修
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
選
択
で
あ
る
。
先
ず
、

わ
が
国
と
米
独
と
で
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
決
定
的
な
暗
黙
知
習
得
機
会
の
差
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
期
間

次
に
量
的
側
面
か
ら
重
視
さ
れ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン
期
間
で
あ
る
。

期
間
「
三
カ
月
超
│
六
カ
月
」
が
最
も
多
い
の
は
独
逸
（
七
五
％
）
で
あ
り
、
米
国
は

四
一
％
、
日
本
は
〇
で
あ
る
（
図
2
）。
独
米
は
、
暗
黙
知
重
視
の
傾
向
が
強
い
が
、
わ

が
国
は
「
二
週
間
│
一
カ
月
以
内
」
が
一
〇
〇
％
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
が
二
週
間
と

な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
一
部
に
期
間
六
カ
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
ホ

テ
ル
も
存
在
す
る
が
、
総
じ
て
み
れ
ば
二
週
間
前
後
と
短
期
で
あ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
「
一
カ
月
以
内
」
は
、
独
逸
で
は
ゼ
ロ
、
米
国
で
は
二
六
％
に
す
ぎ

な
い
が
、
わ
が
国
で
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
一
方
、「
一
カ
月
以
上
」
の
長
期
イ
ン
タ
ー

図 2　観光系学生のインターン期間（複数回答可：％）

一
〇
一
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ン
は
、
米
国
で
は
全
体
の
三
分
の
二
、
独
逸
で
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
独
逸
で
は
「
一
カ
月
以

上
│
三
カ
月
以
内
」
が
三
八
％
、「
三
カ
月
│
六
カ
月
」
七
五
％
と
、
三
│
六
カ
月
が
常
態
で

あ
る
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
独
逸
、
米
国
で
は
長
期
で
あ
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
前
提
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（
3
）　

学
生
一
人
当
た
り
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
企
業
数

こ
の
ほ
か
量
的
な
面
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
習
企
業
数
が
あ
る
。

一
年
間
に
お
け
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
企
業
数
は
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
学
生
の
熱
意
、
イ

ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
位
置
づ
け
な
ど
を
総
合
し
た
結
果
で
あ
る
。

一
年
間
に
「
二
社
以
上
」
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
よ
う
に
四
〇
〇
時
間
を

超
え
る
残
り
の
四
〇
〇
時
間
に
つ
い
て
は
、
他
の
企
業
ま
た
は
同
一
企
業
内
で
あ
れ
ば
全
く
異

種
の
職
務
実
習
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
観
光
系
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
の
熱
心
さ

の
反
映
で
も
あ
る
。

一
年
間
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
を
二
社
以
上
」
の
体
験
者
は
、
独
逸
で
は
五
割
、
米
国
と
わ
が
国

は
そ
れ
ぞ
れ
一
割
で
あ
る
（
図
3
）。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
は
、
①
他
の
学
科
の
単
位
取
得
優

先
、
②
ア
ル
バ
イ
ト
時
間
が
ほ
し
い
、
③
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
職
に
直
接
つ
な
が
ら
な
い
、
な
ど

か
ら
、
一
社
に
限
定
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
二
〇
一
四
年
以
降
、
実
態

は
就
職
説
明
会
で
あ
る
ワ
ン
デ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
が
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
国
際
比

図 3　 1年間に何社のインターンに参加したか（％）

一
〇
二
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光
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四
三
）

較
上
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
含
め
な
い
。

量
的
な
増
加
は
、
暗
黙
知
習
得
機
会
の
増
加
と
な
り
質
的
な
向
上
を
も
た
ら
す
。
参
加
社
数
は
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
で
あ
る
。

2
│

4
．
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
に
お
け
る
品
質

（
1
） 　

暗
黙
知
習
得
に
関
し
て
質
的
に
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
の
実
習
業
務
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

質
的
な
側
面
で
は
、
暗
黙
知
習
得
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ン
者
の
意
欲
、
受
入
れ
企
業
の
受
け
入
れ
態

勢
と
取
組
姿
勢
で
あ
る
。
特
に
、
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
暗
黙
知
習
得
に
関
し
て
質
的
に
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
代
理
変
数
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
の
業
務
の
質
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

質
的
に
優
れ
た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
業
志
望
学
生
の
自
己
実
現
は
Ｇ
Ｍ
な
ど
経
営
者
に
な
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
前
提
を

置
け
ば
、
フ
ロ
ン
ト
・
料
飲
・
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
第
一
線
部
門
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
管
理
・
広

報
、
金
融
財
務
、
営
業
な
ど
経
営
管
理
部
門
と
の
受
け
入
れ
部
門
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
均
衡
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
場
で
あ
る
第

一
線
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
経
営
管
理
部
門
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
両
面
の
暗
黙
知
で
の
習
得
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
質
的
な
判
定
基
準
と
し
て
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
同
時
に
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
習
得
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
経
営
管

理
志
向
が
高
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
の
は
、
独
逸
で
あ
り
、
次
い
で
、
米
国
で
あ
る
。

わ
が
国
は
第
一
線
業
務
偏
重
、
単
純
業
務
偏
重
で
あ
り
、
質
的
に
独
米
と
は
異
質
な
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
が
国
の

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
短
期
の
た
め
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
践
に
の
み
集
中
し
、
経
営
管
理
、
金
融
財
務
な
ど
に
ほ
と
ん
ど
注
意
が
は
ら

一
〇
三
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わ
れ
な
い
の
で
、
質
的
に
は
独
米
に
は
及
ば
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
は
フ
ロ
ン
ト
、
料
飲
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
現
場
業
務
に

集
中
し
て
い
る
。
米
国
は
フ
ロ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
第
一
線
を
結
果
的
に

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
独
逸
は
経
営
管
理
・
金
融
財
務
な
ど
経
営
管
理
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
米
独
に
見
ら
れ
る
第
一
線
と
管
理
部
門
の
均

衡
の
と
れ
た
暗
黙
知
習
得
は
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
効
果
的
で
あ
り
、
就
職
後
、
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
が
、
未
経
験
者
に
比

べ
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
太
田
（
二
〇
一
四

（
13
）

））。

具
体
的
な
実
習
業
務
を
み
る
と
、
わ
が
国
で
は
「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
が
八
〇
％
で
最
大
、
次
い
で
、「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
」
三
五
％
、「
料
理
飲
食
」
三
〇
％
と
続
き
、
第
一
線
の
接
客
現
場
に
集
中
し
て
い
る
。
四
位
は
「
空
港
業
務
」、「
経
営
管
理
・
広

報
」
で
あ
る
。
米
国
で
は
、「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
四
五
％
、「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
」
三
％
と
両
部
門
で
は
四
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、「
経
営
・
企
画
・
総
務
・
広
報
・
人
事
」
の
「
経
営
管
理
・
広
報
」
は
合
計
一
九
％
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
一
三
％
、

「
金
融
財
務
」
三
％
で
、
合
計
四
割
弱
が
管
理
部
門
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
五
％
と
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
独

逸
は
「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
一
〇
〇
％
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
習
得
し
、「
経
営
・
企
画
・
総
務
・
人
事
」
の
合
計
八
八
％
、

「
金
融
・
財
務
」
合
計
七
五
％
で
わ
か
る
よ
う
に
、
経
営
も
暗
黙
知
に
よ
り
徹
底
し
て
習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
暗
黙
知
習

得
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
か
ら
は
、
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
と
な
る
。

米
独
の
観
光
企
業
と
大
学
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
に
よ
る
教
育
機
能
を
活
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
視
点
か
ら

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
経
営
管
理
を
同
時
に
習
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
観
光
系
大
学
・
企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
単
な

る
就
業
体
験
と
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、
接
客
時
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー

ン
の
位
置
づ
け
が
、
就
業
体
験
重
視
で
あ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
全
く
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
そ
れ
が
欧
米
と
は
か
な
り

一
〇
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
五
）

図 4　インターンの業務（複数回答可：％）

図 5　インターン業務の責任度（複数回答可：％）
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〇
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異
質
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
質
を
示
す
業
務
の
責
任
度

わ
が
国
は
、
現
場
業
務
中
心
の
た
め
「
社
員
の
補
助
」
が
最
多
で
あ
る
が
、

「
社
員
と
同
業
務
」
も
多
い
（
図
5
）。
米
国
と
独
逸
は
「
社
員
と
同
業
務
」

が
最
大
で
、「
社
員
と
同
業
務
」
が
相
対
的
に
最
多
に
な
っ
て
い
る
の
が
独

逸
で
あ
る
。
業
務
の
責
任
度
は
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
で
あ
る
。

（
3
）　

事
前
授
業

質
的
側
面
を
示
す
指
標
と
し
て
事
前
授
業
・
事
後
授
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
、
す
な
わ
ち
教
育
課
程
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
質
的
な
水
準
を
示
す
指
標

と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
参
考
指
標
程
度
に
受
け
と
め
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

わ
が
国
は
「
マ
ナ
ー
」
一
〇
〇
％
、「
業
界
事
情
・
業
務
」
研
究
も
実
施
、

米
国
は
「
業
界
・
業
務
」
研
究
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
独
逸
は
「
マ

ナ
ー
」
一
〇
〇
％
で
あ
る
（
図
6
）。

わ
が
国
は
、
網
羅
的
に
事
前
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
事
前

授
業
に
は
特
に
効
果
的
と
さ
れ
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
り
実
施
す
る

図 6　事前授業（複数回答可：％）

一
〇
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
七
）

図 7　インターンの参加学年（複数回答可：％）

図 8　インターンの時期（％）

一
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
四
八
）

ケ
ー
ス
が
二
割
あ
り
、
注
目
さ
れ
る

（
14
）

。

（
4
）　

参
加
学
年

わ
が
国
は
「
三
年
」
次
、
米
国
は
「
二
│
四
年
」
中
心
で
あ
る
が
「
三
年
」
次
が

最
多
、
独
逸
は
「
二
│
四
年
」
で
「
二
年
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
図
7
）。
米

国
の
「
三
年
」
次
は
三
年
修
了
後
の
夏
セ
メ
ス
タ
ー
に
行
う
の
で
、
実
質
四
年
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
幅
広
い
年
次
に
受
け
ら
れ
る
方
が
望

ま
し
い
。
学
年
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
雇
用
環
境
の
影
響
を
受
け
る
の
で
質
的
内
容

を
示
す
参
考
指
標
で
あ
る
。

（
5
）　

実
施
時
期

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
質
に
つ
い
て
の

評
価
要
因
と
し
て
は
あ
る
程
度
、
限
定
的
と
い
え
よ
う
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
時
期

は
、
わ
が
国
は
「
夏
期
休
暇
」
に
集
中
、
米
国
は
分
散
、
独
逸
は
「
学
期
中
」
で
あ

る
（
図
8
）。
た
だ
し
、「
学
期
中
」
に
多
い
独
逸
は
六
カ
月
と
長
期
に
わ
た
る
か
ら

で
あ
り
質
的
に
高
い
。
米
国
は
「
秋
セ
メ
ス
タ
ー
」、「
春
セ
メ
ス
タ
ー
」、「
夏
セ
メ

ス
タ
ー
」
と
分
散
し
て
い
る
。
欧
米
の
時
期
分
散
型
は
、
夏
期
集
中
型
の
わ
が
国
よ

り
は
、
弾
力
性
が
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
縛
り
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ン
の
あ
り
方
と
し
て
は
良
質
と
判
定
で
き
る
。

図 9　報酬等の支給（複数回答可：％）
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
九
）

（
6
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
報
酬

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
企
業
へ
の
評
価
は
、
お
お
む
ね
報
酬
に
表
れ
る
。「
報
酬
支
給
」
は
日
本
が
一
六
％
、
米
国
で
は
六
〇
％
、
独
逸

は
一
〇
〇
％
で
あ
る
（
図
9
）。
米
国
、
独
逸
は
長
期
で
あ
り
企
業
貢
献
度
も
高
い
結
果
が
、「
報
酬
支
給
」
率
の
高
さ
に
表
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
米
国
で
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
無
報
酬
で
実
施
す
る
観
光
企
業
が
あ
る
。
米
国
で
も
、
依
然
使
い
捨
て
型
の
長
期
の
無
給
イ

ン
タ
ー
ン
が
か
な
り
あ
る
。
米
国
で
は
、
無
給
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
双
方
が

無
給
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
合
意
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
な
い
場
合
に
は
、
雇
用
者
に
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
学
生
が
不
満
を
言
い
、
大
学
や
国
会
が
報
酬
支
給
を
指
導
し
て
い
る

（
15
）

。

イ
ン
タ
ー
ン
の
①
量
的
面
の
実
習
期
間
、
②
質
的
面
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
重
視
、
業
務
責
任
度
を
合
わ
せ
た

受
け
入
れ
機
関
の
総
合
的
評
価
尺
度
と
し
て
の
報
酬
支
給
率
は
、
い
ず
れ
も
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

2
│

5
．
国
際
的
に
異
質
な
日
本
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題

こ
の
研
究
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
大
学
観
光
系
学
部
や
観
光
企
業
で
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
接
続
を
展
望
す

る
米
独
と
は
対
照
的
に
短
期
中
心
の
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
②
イ
ン
タ
ー
ン
が
必
修
で
成
果
に
対
す
る
報
酬

支
給
の
多
い
欧
米
と
は
異
な
り
、
選
択
型
で
無
報
酬
が
主
流
で
あ
る
こ
と
が
加
わ
っ
て
、
観
光
系
志
望
学
生
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
高

い
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
率
が
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
16
）

。

欧
米
型
の
普
遍
的
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
長
期
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
重
視
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
学
生
の
自
己
実

現
や
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
教
育
機
能
向
上
に
資
す
る
「
長
期
的
な
社
会
貢
献
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
企
業
が
そ
の
経
験
・
効
果
を
評
価
し
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の
た
め
に
コ
ス

一
〇
九
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ト
を
か
け
て
実
施
す
る
短
期
的
意
味
で
の
「
社
会
貢
献
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
の
学
生
は
、
観

光
系
企
業
へ
の
強
い
就
職
希
望
を
持
っ
て
い
る
の
で
（
図
10
参
照
）、

そ
の
希
望
に
こ
た
え
、
観
光
系
企
業
、
教
育
機
関
、
学
生
が
、

「
三
方
よ
し
」
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ

り
方
が
要
請
さ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ン

は
、
一
九
〇
六
年
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
の
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
が
、
工
学
部
学
生
が
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
野
中
で
、

座
学
に
よ
る
形
式
知
習
得
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
で
、
就
職

難
に
直
面
し
て
い
た
の
を
懸
命
に
打
開
し
よ
う
と
し
て
、
企
業
に

お
け
る
暗
黙
知
習
得
を
目
指
し
て
開
始
し
た
も
の
で
あ
る

（
17
）

。
イ
ン

タ
ー
ン
導
入
の
成
果
は
、
学
生
の
就
職
率
の
顕
著
な
改
善
と
し
て

表
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
原
点
、
い
わ
ば
そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
も
、
学
生
の
暗
黙
知
習
得
を
高
め
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
へ
の
参
加
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
。
今
後
に
残
さ
れ
た
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

図10　観光インターン先の選択基準（％）

（注） 　複数回答可であるが、米国インターン生は単一回答としたとみられるの

で、各項目が実態より低くでている。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
五
一
）

2
│

6
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
と
キ
ャ
リ
ア
開
発

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
中
で
、
日
米
独
で
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
選

択
基
準
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
関
連
度
の
高
い
視
点
か
ら
の
比
較
分
析
に
よ
り

接
近
す
る
。

（
1
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
選
択
基
準

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
選
択
基
準
と
し
て
は
、
独
逸
、
米
国
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
、「
専
攻
に
関
連
の
業
種
・
職
種
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
わ

が
国
で
は
「
就
職
希
望
の
業
種
・
職
種
」
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
（
図

10
）。
米
独
の
観
光
学
部
学
生
は
進
路
を
ほ
と
ん
ど
観
光
業
に
絞
っ
て
入

学
し
て
お
り
、
就
職
希
望
業
種
の
選
択
は
終
了
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ン
先
と
し
て
は
「
専
攻
に
関
連
す
る
業
種
を
業
種
・
職
種
」
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
を
選
択
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
今
回
の
わ
が
国
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
学
生
は
、
外
国
学
部
、
国
際
学
部
で
あ
っ
た
た
め
観

光
が
「
専
攻
に
関
連
の
業
種
・
職
種
」
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
か
な
り

影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

図11　インターンの目的（複数回答可：％）
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そ
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
で
は
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
職
に
有
効
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、「
就
職
を
希
望
の
業
種
、
職
種
」
が

イ
ン
タ
ー
ン
先
選
択
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
、
就
職
に
結
び
つ
け
な
い
よ

う
に
公
に
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
潜
在
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
選
択
に
際
し
て
は
先
ず
進
路
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ

と
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
も
と
も
と
学
生
か
ら
就
職
へ
の
接
続
の
た
め
に
米
国
で
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

（
18
）

。

も
ち
ろ
ん
青
田
刈
り
は
教
育
の
理
念
や
効
果
の
面
か
ら
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
が
、
企
業
に
接
続
す
る
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
本
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
機
能
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
資
源
の
最
適
配
分
か
ら
み
て
効
率
的
で
は
な
い
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的

わ
が
国
は
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
が
最
大
で
、
次
い
で
「
基
礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。
対
象
的

な
の
は
独
逸
で
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
の
ゼ
ロ
に
対
し
、「
専
門
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
基

礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
習
得
」
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
独
逸
と
わ
が
国
の
お
お
む

ね
中
間
に
あ
り
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
習
得
」
が
ほ
ぼ
同
一
水
準
で
高

く
な
っ
て
い
る
。

各
項
目
の
「
明
確
化
」
は
、
暗
黙
知
の
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
習
得
」
の
段
階
で
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
で
は
、
わ
が
国
で
は
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
、
独
米
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て

の
暗
黙
知
習
得
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
は
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
が
あ
っ
て
、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の

習
得
」、
さ
ら
に
「
専
門
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」
へ
と
進
み
、
そ
れ
ら
が
採
用
に
結
び
つ
き
、
就
職
後

一
一
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
五
三
）

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
集
合
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
自
己
実
現
を
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
寄

与
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
認

識
が
定
か
で
な
い
段
階
に
あ
り
、
明
確
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
過
程
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
独
米
と
は
隔
た
り
が
大
き
い
。

（
3
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
を
み
る
と
、
わ
が
国
は
「
進
路
の
明
確
化
」
が

ト
ッ
プ
、
次
い
で
「
働
く
意
義
の
実
感
」、
三
位
「
就
職
全
般
に
有
利
」、「
観
光
・

ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
続
き
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
関
係
と
は
稀
薄

で
あ
る
（
表
1
）。

対
照
的
に
独
逸
で
は
、「
観
光
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
「
必
修
科
目
」

が
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
独
逸
は
明
確
な
観
光
業
界
へ
の
就
職
志
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
当
然
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
米
国
は
そ

の
中
間
で
、「
進
路
の
明
確
化
」
が
一
位
だ
が
、
二
位
「
実
習
先
へ
の
就
職
に
有
利
」、

三
位
「
観
光
・
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
開
発
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
米
独
で
は
暗
黙
知
習
得
重
視
に
よ
り
即
戦
力

と
し
て
企
業
で
の
業
務
遂
行
に
接
続
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
初
動
段
階
に
組

表 1　観光インターンの最大の効果（複数回答可）

日本
n ＝17

米国
n ＝31

独逸
n ＝8

実習先への就職に有利 ② ②

観光・ホテル業界への就職に有利 ① ① ①

就職全般に有利 ⑤ ④

進路の明確化 ① ①

専門的学業の習得に際しての目標の明確化 ② ③

専門的学業習得に有効な動機付け ⑥ ⑦

働く意義の実感 ④ ⑤

資格 ⑥ ⑦

必修科目 ─ ─ ①

一
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み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
暗
黙
知
習
得
軽
視
の
短
期
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
経
営
管
理
部
門
で
の
実
習
は
少
な
く
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
入
り
口
手
前
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

2
│

7
．
日
米
独
大
学
観
光
系
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
教
育
に
お
け
る
相
違
と
そ
の
原
因

（
1
）　

わ
が
国
の
短
期
・
選
択
体
験
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
源
流
は
新
卒
一
括
採
用

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
位
置
づ
け
は
、
米
独
と
は
か
な
り
異
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
主
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
太
田
（
二
〇
一
四
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
卒
一
括
採
用
と
い
う
日
本
独
特
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
ろ
う

（
19
）

。
わ
が
国
観
光
企
業
は
、

①
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
や
専
門
分
野
な
ど
は
考
慮
し
な
い
で
、
②
潜
在
能
力
が
高
い
と
判
定
さ
れ
る
学
力
優
秀
な
層
に
属
し
、
②
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、
③
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
能
力
の
あ
る
人
材
を
確
保
し
、
社
内
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
集
合
研
修
な
ど
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
開

発
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
20
）

。

し
た
が
っ
て
、
観
光
企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
を
期
待
し
な
い
。
ま
た
、
大
学
は
観
光
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
あ

ま
り
な
い
専
門
科
目
の
知
の
習
得
と
融
合
し
た
技
術
の
伝
承
に
よ
る
即
戦
力
養
成
を
め
ざ
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
重
視
し
な
い
。
こ
の
延
長

上
に
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
社
会
人
基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
マ
ナ
ー
の
向
上
な
ど
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一

環
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
も
進
路
決
定
の
た
め
の
就
業
体
験
を
要
請
す
る
に
と
ど
ま
る
。

米
独
の
新
卒
は
、
学
歴
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
各
科
目
成
績
の
加
重
平
均
値
）、
専
門
知
識
・
技
術
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
実
績
を
判
定
基
準
と
し
た

即
戦
力
が
求
め
ら
れ
る

（
21
）

。
企
業
が
仕
事
に
必
要
な
人
材
を
採
用
す
る
か
ら
即
戦
力
を
求
め
る
欧
米
で
は
、
大
学
は
学
生
に
座
学
で
基
礎
知

識
・
技
術
、
専
門
知
識
・
技
術
な
ど
形
式
知
を
習
得
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
さ
ら
に
そ
れ
を
業
務
遂
行
上
機
能
さ
せ
る
た
め
の
暗
黙
知

習
得
を
要
請
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
で
は
、
即
戦
力
を
得
る
た
め
に
学
生
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
を
要
請
さ
れ
、

一
一
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
五
五
）

大
学
は
こ
れ
に
こ
た
え
る
即
戦
力
要
請
志
向
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
米
独
の
観
光
系
学
部
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
能
力
養
成
の
た
め
の
金
融
・
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
科
目
と
こ
れ
ら
を
暗
黙
知
に
よ
り
習
得
す
る
た
め
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
科
目
を
必
習
と
す
る
（
観
光
庁
二
〇
一
〇
、
太
田
二
〇
一
四

（
22
）

）。
ち

な
み
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
学
部
の
学
士
要
件
一
二
〇
単
位
中
六
割
の
七
二
単
位
は
、
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
の

専
門
・
選
択
必
修
科
目
か
ら
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
で
六
〇
〇
時
間
以
上
のw

ork 

experience

（
イ
ン
タ
ー
ン
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
観
光
系
学
部
の
場
合
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
系
の
金
融
財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
経
営
系
の
必
修
科
目
が
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
短
期
の
選
択
科
目
と
さ
れ
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
じ
め
イ
ン
タ
ー
ン
全
体
の
増
加
テ
ン
ポ
は
か
な
り
緩
慢
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
イ

ン
タ
ー
ン
へ
の
学
生
参
加
率
は
二
％
強
で
四
年
間
に
換
算
し
て
も
一
〇
％
程
度
と
、
八
割
の
米
国
、
五
割
弱
の
英
国
に
く
ら
べ
、
依
然
か

な
り
低
位
に
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
上
で
指
摘
し
た
わ
が
国
独
特
の
新
規
一
括
採
用
な
ど
雇
用
制
度
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
イ
ン
タ
ー
ン
や
専
門
分
野
、
即
戦

力
に
期
待
し
な
い
と
す
る
価
値
観
な
ど
が
、
彼
我
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
の
認
識
の
大
き
な
差
異
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
わ
が
国
は
新
卒
一
括
採
用
一
辺
倒
で
は
な
く
、
即
戦
力
を
求
め
て
中
途
採
用
を
一
部
で
徐
々
に
、
併
用
し
て
き
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
新
卒
一
括
採
用
が
容
易
に
減
少
に
向
か
わ
な
い
の
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
た
め
と
い
わ
れ
る
。

一
一
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第
一
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
と
っ
て
は
、
一
部
の
理
系
学
卒
・
院
卒
や
専
門
学
校
卒
業
者
を
除
き
、
即
戦
力
に
は
程
遠
い
学
卒
者
を
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
に
よ
り
育
成
し
た
方
が
、
中
途
採
用
者
の
離
職
率
の
高
さ
を
考
慮
す
れ
ば
依
然
、
効
率
的
な
こ
と
で
あ
る
。
専
門
能
力
の
あ

る
中
途
採
用
者
に
は
こ
れ
ま
で
の
企
業
文
化
に
染
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
採
用
企
業
に
中
途
採
用
者
が
適
応
す
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
か
ら
見
れ
ば
、
常
に
効
率
的
と
も
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
お
い
て
最
も
保
守
的
な
組
織
と
さ
れ
る
人
事
部
が
、
従
来
の
新
卒
一
括
採
用
方
針
を
堅
守
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

今
後
も
中
途
採
用
者
の
割
合
が
緩
や
か
に
増
え
る
も
の
の
、
雇
用
市
場
に
お
い
て
は
、
新
卒
一
括
採
用
が
な
お
圧
倒
的
と
も
い
え
る

シ
ェ
ア
を
持
続
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
こ
の
ま
ま
で
は
、
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
へ
の
シ
フ
ト
が
容
易
に
進
ま

な
い
状
況
を
示
唆
す
る
。

（
2
）　

わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
短
期
選
択
制
と
「
試
用
期
間
制
度
」

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
は
新
卒
採
用
時
に
二
│
六
カ
月
の
「
試
用
期
間
」
を
設
け
る
例
が
多
い
。
採
用
と
同
時
に
「
試
用
期
間
」
も
含

め
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
組
織
に
順
応
で
き
る
専
門
職
業
能
力
を
有
す
る
労
働
力
を
育
て
上
げ
て
い
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
試
用
期
間
」

は
、
有
給
の
米
国
型
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
と
同
様
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
機
能
を
有
す
る
の
で
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
普
及
し
な
い

理
由
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
た
し
か
に
、「
試
用
期
間
」
中
の
採
用
者
は
法
的
に
は
雇
用
者
で
あ
り
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
は
異
な
る

が
、
機
能
的
に
は
専
門
の
職
務
を
教
え
ら
れ
る
有
給
の
「
実
習
」
期
間
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、

わ
が
国
企
業
は
、
学
生
に
こ
と
さ
ら
に
採
用
以
前
に
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
や
経
験
を
要
請
す
る
必
要
は
な
い
と
も
い
え
る
。
も
っ
と
も
三
│

六
カ
月
の
「
試
用
期
間
」
制
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
を
重
視
す
る
米
独
英
は
じ
め
中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
に
も
広
く
存
在
し
て
お
り
、
わ

一
一
六
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光
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が
国
独
特
の
制
度
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
試
用
期
間
」
制
度
は
機
能
面
か
ら
見
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
あ
る
程
度
イ
ン
タ
ー
ン
の
代
用

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
き
れ
な
い
事
実
で
あ
る

（
23
）

。

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
の
課
題
と
展
望

3
│

1
．
環
境
変
動
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
、
各
国
の
雇
用
環
境
や
そ
の
教
育
の
理
念
、
伝
統
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
問
題

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
優
れ
て
い
る
か
は
軽
々
に
判
断
で
き
な
い
。
現
在
の
環
境
で
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
存
在
し
て
い
る
も
の
は
善
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
も
短
期
の
就
業
体
験
中
心
で
あ
り
な
が
ら
、
一
部
に
長
期
も
混
在
す
る
あ
り
方
は
、
わ
が
国
の
環
境
に
対
応
し
た
も
の
と
い
え
る
。

わ
が
国
の
人
材
育
成
思
想
は
、
お
お
む
ね
潜
在
能
力
養
成
型
で
あ
っ
て
、
即
戦
力
向
上
志
向
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
企
業
に
お
い
て
も
、

新
卒
一
括
採
用
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中
心
の
社
内
教
育
が
効
率
的
な
人
材
育
成
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
企
業
内
の
同
期
会
な
ど

の
形
態
で
、
年
功
序
列
賃
金
を
支
え
、
組
織
重
視
の
日
本
型
経
営
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
は
変
動
し
つ
つ
あ
る
。
潮
流
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
た
と
え
ば
、

日
立
製
作
所
が
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
人
材
確
保
を
め
ざ
し
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
か
ら
管
理
職
の
年
功
序
列
賃
金
を
廃
止
し
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
る
給
与
支
給
に
改
革
し
た
よ
う
に
、
今
後
と
も
着
実
に
進
行
す
る
。

新
卒
一
括
採
用
は
、
横
並
び
重
視
・
秩
序
重
視
の
日
本
型
企
業
文
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

国
際
競
争
力
強
化
の
要
請
は
、
観
光
企
業
に
お
い
て
も
国
際
的
労
働
市
場
も
巻
き
込
ん
だ
即
戦
力
重
視
傾
向
を
し
だ
い
に
高
め
る
よ
う
に

一
一
七
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作
用
し
、
中
途
採
用
者
比
率
を
次
第
に
上
昇
さ
せ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
唯
一
異
質
で

あ
る
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
変
化
方
向
は
、
普
遍
的
な
欧
米
型
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
緩
や
か
な
シ
フ
ト
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
今
後
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
あ
り
方
の
典
型
的
な
方
向
を
指
し
示
す
と
み
ら
れ
る
米
国
型
を
観
察
し
、
そ
こ
に
至
る
条
件
と

円
滑
な
移
行
工
程
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

3
│

2
．
先
進
米
国
大
学
の
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

コ
ー
ネ
ル
大
学

（
24
）

、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

（
25
）

、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学

（
26
）

、
と
ネ
バ
ダ
大
学

（
27
）

の
四
つ
の
大
学
の
観
光
部
門
に
つ
い
て
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ
り
、
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
態
を
観
察
す
る
。

（
1
）　

先
進
米
国
大
学
の
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
科
目
の
バ
ラ
ン
ス

ⅰ
．
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
と
専
門
科
目
の
比
率

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
のC

onrad N
. H

ilton C
ollege of H

otel and R
estaurant M

anagem
ent

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
る
と
、
①

基
礎
科
目
四
八
単
位
、H

otel and R
estaurant M

anagem
ent

（
専
門
科
目
）
七
二
単
位
の
合
計
一
二
〇
単
位
、
②
六
〇
〇
時
間
以
上
の

観
光
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
が
学
卒
の
卒
業
要
件
で
あ
る
。
六
割
が
専
門
科
目
と
な
っ
て
い
る
。

ⅱ
．
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
と
高
就
職
率

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
本
拠
地
オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
。
同
市
は
米
国
観
光
客
の
都
市
訪
問
の
ト
ッ
プ

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
競
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
間
も
な
い
二
〇
一
〇
年
も
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は
高
就
職
率
を
維
持
し
た
。
そ
の
要
因
は
、D

r.

H
A
R
A

（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
習
得
に
よ
る
即
戦
力
・
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

一
一
八
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光
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ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
管
理
知
識
（
人

事
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
管
理
会
計
・

財
務
管
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
の
形
式
知
）
を
同
時
に
保
有

し
て
い
る
た
め
に
、
即
、
下
級
管
理

職
（
主
任
、
課
長
補
佐
）
と
し
て
使
え

る
こ
と
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
28
）

。（
2
）　

米
国
観
光
系
学
部
の
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
実
態
と
特
質

以
下
、
本
論
全
て
の
表
や
文
中
で
、

①
コ
ー
ネ
ル
大
学
はC

ornell 

U
niversity

のS
chool of H

otel 

A
dm

inistration

の
略
称
、
②
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は

U
niversity of C

entral F
lorida

のR
osen C

ollege of H
ospitality 

表 2　米国 4大学の観光インターンの概要

コーネル大学
（2010）

セントラル
フロリダ大学

（2010）

ヒューストン大学
（2010）

ネバダ大学
（2013）

科目としての
必修・選択別 必修 必修 必修（有給） 2

＋選択（無給） 1 必修

単位数 2 単位 3 単位＊ 2 ─ 3 単位 3 単位

インターンの
期間

800時間以上
（ 5 カ月以上）

800時間─1000時間
（ 5 カ月─ 6 カ月）＊＊ 3 カ月以上 6 カ月

有給200時間以上
＋無給90時間
または120時間
（ 約 2 カ月）

年間の
インターン
合計数（人）

約468 900─1000 約200 約500

（注）＊セントラルフロリダ大学では、有給以外のインターンは認めない。
＊＊セントラルフロリダ大学では、このほかに co-op 方式がある（29）。co-op

の期間は、 8 －12カ月間である。co-op の場合は、毎日企業実習があるわ
けでは無く、大学の授業日と授業関連の企業実習曜日を定めて並行して
行われていく。なお、co-op はハワイ大学やアラバマ大学など幅広く実施
されている。

表 3　インターン学生の目標達成促進の方法

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

学生によるインターンレポート提出 ○ ─ ○

学生による日誌や週間報告提出 ○ ○ ○

インターン参加後のインターン結果の報告 ─ ○ ○

インターンについての学生間の議論と確認 ─ ─ ○

一
一
九
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M
anagem

ent

、
③
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
はU

niversity of H
ouston, C

onrad 

N
.H

ilton C
ollege of H

otel &
 R

estaurant M
anagem

ent

の
略
称
、
④
ネ
バ
ダ

大
学
はU

niversity of N
evada, L

as V
egas

のW
illiam

 F
. H

arrah C
ollege 

of H
otel A

dm
inistration

を
さ
し
、
い
ず
れ
も
各
総
合
大
学
の
観
光
部
門
の
み
を

対
象
に
す
る
。

（
ⅰ
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴

四
つ
の
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
お
お
む
ね
三
カ
月
以
上
の

長
期
で
必
修
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
2
）。

ま
た
、
各
大
学
観
光
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
学
生
の
割
合
は
、
三
〇
％
前
後
に

達
す
る
。

（
ⅱ
） 　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
標
管
理

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
標
管
理
手
段
の
中
心
は
、
学
生
に
よ
る
日
誌
や
週
間
報
告

提
出
、
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
結
果
の
報
告
で
あ
る
（
表
3
）。
わ
が

国
で
も
学
生
に
よ
る
日
誌
や
週
間
報
告
提
出
、
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
後
の
イ
ン
タ
ー
ン

結
果
の
報
告
は
必
須
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
日
米
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し

差
異
の
大
き
い
の
は
、
①
先
ず
米
国
の
場
合
、
大
学
の
教
員
と
ス
タ
ッ
フ
が
ネ
ッ
ト

に
よ
り
徹
底
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
②
次
に
、
観
光
イ
ン
タ
ー

表 4　インターン参加勧奨の理由

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

卒業後の進路の明確化 ○ ○ ○ ○

企業で必要なノウハウや専門知識の明確化 ○ ○ ○ ○

企業で必要なノウハウや専門知識の獲得 ○ ○ ○ ○

企業で必要な基礎的知識・技術の獲得 ○ ○ ○ ○

企業から与えられる課題の解決 ○ ○ ○ ○

大学から与えられる課題の解決 ○ ○ ○ ○

単位取得 ○ ○ ○ ○

受け入れ企業等との人的コミュニケーション ─ ○ ─ ─

エンプロィアビリティの向上 ○ ○ ○ ○

学生自身の考えによるインターン目標の設定 ○ ─ ○ ─

一
二
〇
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光
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）

ン
の
目
標
管
理
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
や
ネ
バ
ダ
大
学
の
観
光
系
学
部
で
は
、
多
数
の
イ

ン
タ
ー
ン
生
の
支
援
・
指
導
を
イ
ン
タ
ー
ン
・
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
効
率
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で

は
、
二
・
五
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
九
〇
〇
│
一
〇
〇
〇
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
ネ
ッ
ト
に

よ
り
支
援
・
指
導
し
て
い
る
。

（
ⅲ
） 　

イ
ン
タ
ー
ン
参
加
勧
奨
の
理
由
・
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
向
上
と
評
価
体
系

四
つ
の
大
学
と
も
、
表
4
に
見
る
通
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
勧
奨
す
る
理
由
と
し
て
は
、
進
路
を
明

確
化
し
、
企
業
で
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
の
獲
得
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
の
明
確
化
・
獲
得

を
通
し
て
、
大
学
・
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
を
解
決
し
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
可

能
な
力
）
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
大
学
・
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
を
解

決
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
課
題
解
決
能
力
の
訓
練
向
上
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｄ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｃ
ｏ
（D

efi nition and S
election of C

om
petencies

：
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定

義
と
選
択
）
に
よ
る
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要
能
力
）
は
、
松
下
（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
、
①
言
語
、
知
識
な
ど
の
「『
道
具
』
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
」、

②
「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
で
」、
良
い
関
係
を
築
き
チ
ー
ム
を
組
ん
で
「
相
互
に
か
か
わ
り

合
う
」、
③
大
き
な
展
望
の
な
か
で
、
人
生
計
画
や
個
々
の
人
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
計
し
、「
自
律

表 5　インターンの評価体系

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

インターン学生による自己評価 ○ ○ ○

インターン学生による相互評価 ─ ─ ─

受け入れ機関の評価 ○ ○ ○

担当教授の評価 ○ ○ ○

評価基準採用による総合評価 ○ ○ ○

一
二
一
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的
に
行
動
す
る
」
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
30
）

。
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
学
業
に

よ
る
能
力
と
社
会
人
基
礎
力
の
三
要
素
と
し
て
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」、「
考
え

抜
く
力
」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
統
合
し
た
フ
ロ
ー
と
し
て
の
概
念
で
、
エ
ン

プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
基
に
な
る
能
力
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
を
も
含
む
概

念
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
み
る
と
、
単

位
取
得
、
企
業
で
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
の
明
確
化
・
取

得
は
、
①
の
学
業
を
習
得
す
る
能
力
の
反
映
と
応
用
力
の
向
上
、「『
道
具
』
を
相

互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」、
学
生
自
身
の
考
え
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
目
標
の
設

定
や
卒
業
後
の
進
路
の
明
確
化
は
、
③
の
「
自
律
的
に
行
動
す
る
能
力
」、
企

業
・
大
学
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
の
解
決
は
、
②
の
「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集

団
で
相
互
に
か
か
わ
り
合
う
」
こ
と
の
中
で
発
生
す
る
課
題
を
発
見
し
、
解
決
策

を
導
き
だ
す
こ
と
に
該
当
し
よ
う
。

米
の
四
つ
の
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
高
め
、
エ
ン
プ
ロ
ィ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価
体
系
は
、
表
5
の
三
大
学
と
も
同
様
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー

表 6　受け入れ先の開拓構成比（％）

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

大学経由の受け入れ先の割合 65－75 24 40 60

学生開拓受け入れ先の割合 25－35 76 60 40

設置年 1865年 1963年 1927年 1957年

表 7　インターン実習先の割合

大学名 コーネル大学
（2010）

セントラル
フロリダ大学

（2010）

ヒューストン
大学

（2010）

ネバダ大学
（2012）

インターン先
への就職率 11－20% 60％以上 30％ 21－30％

一
二
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
三
）

ン
学
生
に
よ
る
自
己
評
価
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で
は
、
定
量
的
に
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
管
理
し
て
い

る
。（

ⅳ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
開
拓
者

受
け
入
れ
先
の
開
拓
構
成
比
は
、
四
大
学
で
異
な
る
が
、
大
学
の
卒
業
生
が
社
会
に

進
出
し
て
い
る
創
立
年
数
が
古
い
大
学
ほ
ど
、
概
し
て
大
学
経
由
が
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
る
（
表
6
）。

（
ⅴ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
実
習
先
の
採
用
割
合

イ
ン
タ
ー
ン
実
習
先
に
学
生
が
採
用
さ
れ
る
割
合
は
、
一
一
│
六
〇
％
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
が
採
用
の
決
め
手
と
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
（
表
7
）。
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
加
え
て
経
営
管
理
科
目
の
比
重

が
高
く
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
習
得
し
即
戦
力
と
し
て
評
価
さ

れ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
へ
の
就
職
率
が
六
〇
％
以
上
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
先
か
ら
採
用
さ
れ
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
こ

れ
は
、
①
直
接
採
用
は
、
経
団
連
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施

し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
②
実
際
は
、
大
学
の
場
合
、
観
光
系

表 8　インターン終了後の業種別就職先（％）

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

旅行・ホテル・航空 27 41 30 35

流通・販売 2 ─ ─ 10

輸送・倉庫 ─ ─ ─ 10

金融・投資・保険 11 ─ 10 ─

飲食（レストラン） 14 ─ 30 40

情報 5 ─ 10 ─

不動産コンサルティング 12 ─ ─ ─

カーレンタル・イベント 2 ─ 20 ─

一
二
三
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（
八
六
四
）

学
科
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
先
で
仕
事
の
実
態
を
体
験
し
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
き
く
、
実
習
先
を
希
望
し
な
い
よ
う
に
な
る
例
が
多
い
こ
と
、
③
観
光
企
業
が
自
社
で
の

実
習
経
験
の
有
無
や
実
習
時
の
成
績
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
し
な
い
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。

（
ⅵ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
（
卒
業
生
）
の
業
種
別
就
職
先

四
つ
の
大
学
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
旅
行
・
ホ
テ
ル
・
航
空
で
全
学
生
の
四
分
の
一
か

ら
四
割
が
就
職
し
、
お
お
む
ね
最
大
の
就
職
先
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
表
8
）。
飲
食

業
へ
の
就
職
も
か
な
り
多
く
、
ネ
バ
ダ
大
学
で
は
四
〇
％
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
で
は

三
〇
％
と
そ
れ
ぞ
れ
観
光
系
校
で
学
内
一
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
場
合

は
、
伝
統
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
金
融
・
投
資
・
保
険
に
そ
れ

ぞ
れ
一
割
強
就
職
す
る
な
ど
多
様
な
業
種
の
超
大
企
業
に
分
散
・
就
職
し
て
い
る
。

表
か
ら
金
融
、
不
動
産
な
ど
を
除
外
し
た
観
光
系
産
業
へ
の
四
つ
の
大
学
の
就
職
率
は
、

い
ず
れ
も
七
割
を
超
え
て
い
る
と
み
ら
れ
、
米
国
観
光
産
業
の
雇
用
吸
収
力
の
大
き
さ
や
四

大
学
の
専
門
分
野
で
の
競
争
力
の
強
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
ⅶ
）　

長
期
必
修
型
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
・
企
業
・
大
学
の
三
者
成
功
の
源
泉

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学F

aculty C
oordinator, H

ospitarity M
anagem

ent

の

S
hara L

ee

（
二
〇
一
一
）
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
に
と
っ
て
就
活
の
一
環
で
あ
る

（
31
）

」
と
い
う
。

ま
た
、D

r. H
A
R
A

（
二
〇
一
一
）
は
、「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
（
Ｕ
Ｃ
Ｆ
）
の
就
職
率

表 9　大学にとってインターンの最大の効果

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

学生の学習意欲の向上 ○ ③ ○ ─

学生の知識水準と実践能力の向上 ○ ② ○ ○

学生の雇用能力（即戦力）の向上 ○ ① ○ ○

大学入学者の増加 ─ ○ ○ ○

大学入学者減少の歯止め ─ ─ ─ ─

大学の評判の向上 ○ ─ ○ ○

インターンにより競合大学より優越的立場に立つ ─ ─ ○ ─

（注）セントラルフロリダ大学の①、②、③は重視順序

一
二
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
五
）

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
も
八
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
就
職
率
の
高
さ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
Ｕ
Ｃ
Ｆ
に
多
く
の
学
生
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た

（
32
）

。

大
学
に
と
っ
て
の
最
大
の
効
果
と
し
て
、
四
大
学
と
も
「
学
生
の
雇
用
能
力
（
即
戦
力
）
の
向
上
」、「
学
生
の
知
識
水
準
と
実
践
能
力

の
向
上
」、「
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
」
を
あ
げ
て
い
る
（
表
9
）。
ま
た
、
三
大
学
で
は
、「
大
学
の
評
判
の
向
上
」
を
あ
げ
て
い
る

（
表
9
）。
さ
ら
に
、「
大
学
入
学
者
の
増
加
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
り
競
合
大
学
よ
り
も
優
越
的
立
場
に
立
つ
」
効
果
も
あ
る
と
す
る

大
学
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
タ
ー
ン
が
大
学
観
光
系
学
部
に
お
い
て
、
即
戦
力
向
上
・
学
力
向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
競
争
上
、

優
位
に
立
つ
た
め
の
教
育
手
段
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
が
、「
学
生
の
学
習
意
欲
向

上
」
を
通
し
て
学
業
成
績
向
上
に
寄
与
し
、「
学
生
の
知
識
水
準
と
実
践
能
力
の
向
上
」、「
学
生
の
雇
用
能
力
（
即
戦
力
）
の
向
上
」
を
通

し
て
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
能
力
向
上
や
、
就
職
後
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
こ
れ
が
社
会
の
「
大
学
に
対
す
る
評
判
を
向

上
」
さ
せ
、「
大
学
入
学
者
の
増
加
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
四
つ
の
大
学
と
も
、
お
お
む
ね
共
通
認
識
と
し
て
有
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

長
期
・
必
修
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
米
国
の
有
名
大
学
の
観
光
学
部
で
採
用
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
学
生
、
企
業
、、
大
学
の
「
三

方
よ
し
」
に
役
だ
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

3
│

3
．
ネ
バ
ダ
大
学W

illiam
 F.H
arrah C

ollege of H
otel A

dm
inistration

の
イ
ン
タ
ー
ン

ネ
バ
ダ
大
学W

illiam
 F

. H
arrah C

ollege of H
otel A

dm
inistration

のA
ssociate P

rofessor A
l Izzolo

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の

目
標
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
33
）

。
①
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
義
務
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
、
②
企
業
の
組
織
化
さ
れ
た

構
造
、
目
的
や
文
化
を
理
解
す
る
、
③
労
働
市
場
で
通
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ス
キ
ル
を
築
き
、
履
歴
書
内
容
を
強
化
す
る
、
④
観
察
と
応

一
二
五
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一
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四
号
（
二
〇
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五
年
三
月
）

（
八
六
六
）

用
の
両
面
か
ら
重
要
な
学
習
経
験
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
イ
ン
タ
ー
ン
が
、
暗
黙
知
習
得
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ
れ
に
基

づ
く
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
通
し
て
、
就
職
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
1
）　

厳
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
管
理
と
成
績
査
定

な
に
よ
り
も
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
異
な
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
と
成
績
査
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
で
は
、
こ
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
指
導
が
、
学
生
の
暗
黙
知
習
得
の
効
果
的
習
得
、
専
門
科
目
の
形
式
知

習
得
と
あ
い
ま
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
契
機
と
な
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
学
内
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
、
暗
黙
知
習
得
が
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
の
観
光
系
校
で
は
、
次
の
項
目
別
に
採
点
し
、

合
計
満
点
は
一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
集
計
し
た
結
果
で
、
Ａ
か
ら
Ｆ
の
不
合
格
ま
で
を
採
点
す
る
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る

（
34
）

。

①　

イ
ン
タ
ー
ン
の
概
要
と
目
的
。

②　

大
学
の
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
購
入
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
書
籍
三
冊
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
知
識
水
準
向
上
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
と
学
習
目
標
に
つ
い
て
の
全
体
的
準
備
を
行
う
。（
一
冊
に
つ
き
二
時
間
所
要
、
三
冊
完
了
後
提
出
）。

③　

イ
ン
タ
ー
ン
担
当
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
完
成
と
提
出
。

④　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
管
理
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
書
。
こ
こ
に
は
ス
テ
ッ
プ
一
で
注
意
が
必
要
な
組
織
内
の
特
別
な
問
題
を
取

り
上
げ
る
。
次
い
で
第
二
ス
テ
ッ
プ
で
担
当
部
門
の
観
察
を
通
し
て
問
題
点
を
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
に
調
査
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関

係
新
聞
や
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
調
査
し
、
理
論
的
に
従
業
員
と
議
論
す
る
。
ス
テ
ッ
プ
三
で
は
実
習
生
の
発
見
し
た
解
決
策
を
発

展
さ
せ
る
。
ス
テ
ッ
プ
四
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
解
決
策
を
提
示
す
る
。
発
見
結
果
は
、
次
の
指
示
事
項
に

つ
い
て
記
述
し
た
二
頁
以
上
の
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。（
ⅰ
）
問
題
の
概
要
。（
ⅱ
）
問
題
解
決
の
た
め
に

一
二
六
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光
イ
ン
タ
ー
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シ
ッ
プ
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キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
七
）

と
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
せ
よ
。
そ
の
発
見
し
た
課
題
を
調
査
す
る
た
め
の
適
切
な
参
考
文
献
を
明
示
し
な
さ
い
。（
ⅲ
）
解
決
策

（
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
か
）。（
ⅳ
）
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
発
見
と
解
決
策
に
つ
い
て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
の
議
論
内
容
。

⑤　

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
（
内
省
書
、
振
り
返
り
の
文
書
）。

⑥　

受
け
入
れ
機
関
に
よ
る
実
習
生
評
価
。

⑦　

実
習
生
日
誌
：
実
習
生
は
、
ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
上
の
実
習
日
誌
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
給
の
場
合
に
は
九
〇
時

間
、
有
給
の
場
合
に
は
二
〇
〇
時
間
の
実
習
終
了
の
サ
イ
ン
付
書
類
を
セ
メ
ス
タ
ー
の
最
終
週
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
給
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
証
拠
と
し
て
給
料
明
細
書
の
控
え
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
機
関
が
使
用
す
る
評
価
書

こ
れ
は
、
次
の
各
項
目
に
つ
い
て
五
段
階
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
る
。（　

　

）
内
は
筆
者
の
注
記
で
あ
る
。

評
価
項
目
は
次
の
通
り
。

Ａ
．
学
習
能
力　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｂ
．
ス
キ
ル
の
読
み
書
き
計
算　
（
形
式
知
と
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｃ
．
聞
き
取
り
と
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｄ
．
創
造
的
考
察
と
課
題
解
決
ス
キ
ル　
（
形
式
知
と
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｅ
．
専
門
的
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
的
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｆ
．
人
間
関
係
と
チ
ー
ム
に
関
す
る
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｇ
．
受
け
入
れ
組
織
に
効
果
的
な
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

一
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
六
八
）

Ｈ
．
基
本
的
労
働
習
慣　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

3
│

4
．
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

コ
ー
ネ
ル
大
学S

chool of H
otel A

dm
inistration

の
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
学
部
生
向
け
の
「P

ractice C
redit

（
実
習
単
位
）

│
必
要
条
件
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
詳
し
い

（
35
）

。
以
下
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
と
理
念

①
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
内
の
実
際
の
労
働
環
境
で
、
実
務
を
体
験
す
る
。
②
実
習
は
、
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
科
に
お
い
て
履
修
す
る

全
体
的
な
教
育
効
果
を
高
め
る
。
③
イ
ン
タ
ー
ン
必
修
単
位
取
得
の
全
般
的
な
目
的
は
、
特
に
教
育
が
理
論
と
実
践
と
の
間
の
本
質
的
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
④
こ
の
基
本
的
目
的
を
達
成
す
る
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
う
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

（
ⅰ
）
キ
ャ
リ
ア
の
関
心
を
探
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ･

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
各
種
の
業
務
分
野
の
貴
重
な
修
業
体
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。（
ⅱ
）
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
お
け
る
必
要
な
ス
キ
ル
を
認
識
し
、
開
発
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
ⅲ
）
実
際
の
労
働

環
境
に
お
い
て
、
座
学
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
大
学
の
単
位
取
得
に
際
し
、
こ
の
実
習
体
験
を
活
用
で
き
る
。

（
ⅳ
）
異
な
る
組
織
、
企
業
文
化
、
経
営
管
理
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
比
較
・
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
習
生
は
次
の
よ
う
な
結
果
を

得
る
。

○
組
織
内
に
お
い
て
、
異
な
る
部
署
を
探
査
・
経
験
し
、
多
様
な
レ
ベ
ル
の
雇
用
者
が
有
す
る
課
題
、
関
心
を
探
り
、
最
上
の
貴
重
な

展
望
を
う
る
。

○
そ
の
産
業
に
お
け
る
キ
ー
・
パ
ー
ス
ン
の
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
知
る
。

一
二
八



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
九
）

○
卒
業
後
の
市
場
価
値
を
高
め
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
管
理

学
生
サ
ー
ビ
ス
室
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
理
す
る
。
実
習
単
位
の
役
割
、
範
囲
、
権
限
は
、
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
部
の
教

員
と
共
に
管
理
す
る
。

学
生
サ
ー
ビ
ス
室
の
役
割
：
①
全
記
録
と
雇
用
証
明
書
書
式
の
保
管
、
②
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
必
修
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
維
持
、

更
新
、
改
訂
の
勧
奨
、
③
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
申
請
承
認
、
④
イ
ン
タ
ー
ン
必
修
完
了
時
期
の
指
示

イ
ン
タ
ー
ン
に
要
請
さ
れ
る
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
必
修
で
あ
る
。
②
八
〇
〇
時
間
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
二
単
位
取
得
が
卒
業
条
件
。（
ⅱ
）
有
給
・
無
給
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。（
ⅲ
）

二
つ
以
上
の
別
個
の
雇
用
期
間
に
、
二
つ
以
上
の
明
確
に
別
個
の
職
務
を
経
験
す
る
こ
と
。（
ⅳ
）
一
つ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
四
〇
〇
時

間
以
上
の
実
習
が
必
要
。（
ⅴ
）
同
一
の
実
習
先
か
ら
二
単
位
を
得
る
た
め
に
は
、
業
務
が
全
く
異
な
る
こ
と
、
お
よ
び
学
生
支
援
チ
ー

ム
か
ら
事
前
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
重
要
。（
ⅵ
）
コ
ー
ネ
ル
大
学
経
営
のT

he S
tatler H

otel

を
含
む
学
内
実
習
は
一
単
位
ま
で
認

定
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
補
助
、
研
究
補
助
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
除
く
。

（
3
）　

イ
ン
タ
ー
ン
単
位
の
計
算

イ
ン
タ
ー
ン
単
位
は
次
の
（
ｉ
）
か
（
ⅱ
）
の
方
法
で
取
得
で
き
る
。

（
ⅰ
）　

一
単
位
取
得

①　

フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
：
最
低
週
四
〇
時
間
を
最
短
一
〇
週
間
、
合
計
最
低
四
〇
〇
時
間
。

②　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
：
最
低
四
〇
〇
時
間
労
働
、
一
〇
週
間
以
上
で
最
低
四
〇
〇
時
間
。

一
二
九



政
経
研
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第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
七
〇
）

表10　コーネル大学ホテル経営管理学部のインターン先として認定される業種

航空
銀行・金融
飲料卸
カジノ・ゲーム
クラブ
会議場・関連サービス
コンサルティング
消費財
会議施設
クルーズ
デザイン

Ｅ－コマース
イベント計画
ゴルフ・同クラブ
ホテル・リゾート
ジャーナリズム
法律
ライフケアサービス
管理サービス
後援・キャンプ
専門的団体・学術＝専門出版
不動産

レストラン
小売
ソフトウェア･ハードウェア販売店
スパ
スポーツ・エンターテインメント・
レジャー
スタディアム・アリーナ
旅行
ワイナリー

表11　コーネル大学ホテル経営管理学部のインターン先の時給（2011年夏）

平均時給（ドル） 学生数（人） 雇用割合（％）

ホテル業務 10.26 143 31

レストラン業務 9.18 74 16

その他業務 11.80 41 9

不動産・コンサルティング 12.45 45 10

金融 17.17 33 7

マーケティング 9.31 13 3

消費財製造 10.80 12 3

エンターテインメイント ─ 10 2

その他 11.59 14 3

合計 ─ 385 100

（注） ホテル経営管理学部の全体のインターンシップ生は約468人（2010年夏）

資料： Career Management in the Offi  ce of Student Services, School of Hotel 

Administration Corne11 University, “The School for Hospitality Internship” 

Summer 2010.

一
三
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
一
）

（
ⅱ
）　

断
片
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
の
単
位
取
得

①　

フ
ル
タ
イ
ム
で
一
〇
週
間
よ
り
少
な
い
場
合
や
週
四
〇
時
間
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
一
単
位

の
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
。

②　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
各
四
〇
時
間
よ
り
少
な
い
場
合
は
一
単
位
の
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
。

こ
れ
は
、
単
位
取
得
の
積
算
を
認
め
た
も
の
で
、
筆
者
が
東
京
女
学
館
大
学
国
際
教
養
学
部
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
担
当
し
て
い
た
際
に
も
行
っ
て
い
た
。

（
4
）　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
自
営
業
の
雇
用
、
家
族
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
取
得

コ
ー
ネ
ル
大
学
内
に
単
位
取
得
可
能
な
、
若
干
の
業
務
が
あ
る
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
内
の
ス
タ
ッ
ト

ラ
ー
ホ
テ
ル
で
は
一
単
位
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
ホ
テ
ル
以
外
の
校
内
の
イ
ン
タ
ー
ン

先
は
学
生
サ
ー
ビ
ス
室
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
以
下
略
）。

（
5
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
と
し
て
適
当
な
ホ
テ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
業
種
と
業

務表
10
は
イ
ン
タ
ー
ン
先
に
適
当
な
ホ
テ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
認
定
さ
れ
る
業
種
で
あ
る
。
業

務
は
省
略
。

（
6
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
業
種
・
業
務
別
時
給

大
学
生
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
も
長
期
の
場
合
に
は
有
給
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

表
11
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
業
種
・
業
務
別
時
給

表12　コーネル大学ホテル経営管理学部の国内外別のインターン先の時給

国内外 平均時給
（ドル）

インターン生
（人）

（インタ－ン生の割合）
（％）

米国
ニューヨーク 11.84 105 22

南西・西部中央の州 9.41 37 8

海外（米国以外） 7.02 48 18

合計 ─ 468 100

資料：表11に同じ。

一
三
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
七
二
）

（
二
〇
一
一
年
夏
）
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
は
自
国
に
帰
っ
て
イ
ン

タ
ー
ン
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
旅
費
、
滞
在
費
な
ど
に
充
当
す
る

た
め
に
、
有
給
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
望
ま
れ
る
。

表
12
に
見
る
よ
う
に
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
の
場
合
、
時
給
は
国
内
に
比
べ
若
干
低
い
。

4
．
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

4
│

1
．
就
職
に
結
び
つ
か
な
い
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
企
業
、
大
学

と
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
に
結
び
つ
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
米
独
と
の
比
較
で

確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
米
独
企
業
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
学
生
採
用
の
重
要
な
前
提
の
一
つ
と

し
て
お
り
、
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
軽
視
の
環
境
と
は
異
な
る
。
企
業
が
イ
ン
タ
ー

ン
を
重
視
す
る
の
で
、
学
生
も
重
視
し
、
大
学
も
重
視
す
る
の
が
米
独
の
長
期
必
修

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
わ
が
国
観
光
系
学
生
は
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型

イ
ン
タ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
二
つ
の
大
学
の
観
光
業
志
望
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
学
生
に
対
し
イ
ン
タ

図12　観光インターンの理由・目的（日本： 5段階評価）

（注） 　非常に効果： 4 、効果： 3 、やや効果： 2 、どちらともいえない： 1 、

マイナス効果： 0
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
三
）

ビ
ュ
ー
調
査
兼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
を
報
告
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
学
生

の
意
向
を
く
み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。
な

お
、
当
該
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
兼
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
対
象
は
、
本
邦
二
大
学
の
文

系
学
生
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
数

二
〇
名
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
期
間
は
平
均
二

週
間
弱
の
短
期
で
あ
る
。
次
に
そ
の
イ
ン

タ
ー
ン
の
目
的
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
意

識
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

4
│

2 

．
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の

理
由
と
目
的
の
第
一
位
は
進
路

の
明
確
化

わ
が
国
の
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
の
理
由
と
目
的
に
つ
い
て
、

〇
点
か
ら
四
点
ま
で
で
学
生
が
採
点
し
た

結
果
が
図
12
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

図13 　進路決定のためには、短期に多種多様な業種・企業の実習をうけるべき

か（日本 n＝18：％）

表13　短期でも多様なインターンを受けたほうがよいとするその理由

①　かなりそう
思う理由

多数の業種で実習を受けることにより、比較が可能になる。

短期での多様な実習は学生だからできること。

視野が広がる。

多様な業種・業務体験により適性、やりたいことがわかる。

実習体験でイメージとの違いが分かり、就職後のイメージがつかめた。（し
たがって短期で多様な実習をうけるのがよい；筆者補足）

志望業種が確定しているならば多数の業種で実習しても進路は明確。

①　そう思わない
理由

他業種を受けても混乱する。

短期では業務内容がよくわからない。

短期では見えない部分がある。

短期では業務を詳しく見ることができない。

短期では業務をマスターし、やりがいを感じることができない。

一
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表14　インターンを受ける前に進路は決まっていたか（件）

インターンシップ実習前

合計 旅行業
実習生

ホテル
実習生

航空
実習生

1 ．進路は決まっていた。 18 1 6 11

希望していた業種

ホテル業 3 0 3 0

サービス業 1 0 1 0

グラウンドスタッフ 3.5 0 1 2.5

ＣＡ 7.5 0 0 7.5

旅行業 1 1 0 0

不明 2 0 1 1

2 ．進路は未定だった。 1 0 1 0

表15　実習の成果を具体的に教えてください。（本邦 2大学n=20；複数回答可：％）

実社会の一部にふれ、貴重な社会経験になった 80 ストレッチ・積極

性：実社会への接

続意識の強まり

実務のことがわかり、職業意識がわいてきた 60

働くことが苦でなくなった 15

自分の意識が変わった 75

責任感・自立感がついた気がする 65

自分の親（親の仕事）の理解につながった 20

自分の甘えが分かった 5 リフレクション：

振り返る力：課題

解決のための勉学

方向の明確化

自分を見直す良い機会になった 60

残りの学生生活にやるべきことが見えた 80

今後の勉強の方向が分かってきた 70

大学の勉強の重要性を理解できた 35

有意義な友人、知人ができた 35

自分の適性が何か見えてきた 50 エンジョイメント：

就職と就職後の

キャリア開発への

展開

会社のイメージがはっきりしてきた 45

就職先についてのヒントが得られた 80

自分の就職後の将来のキャリアが見えてきた 80

一
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
五
）

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
理
由
・
目
的
は
、
一
位
が
進
路
の
明
確
化
、
二
位
働
く
意
義
の
実
感
、
三
位
学
業
習
得
に
有
効
な
動
機
づ

け
、
四
位
学
業
習
得
に
際
し
て
の
目
標
明
確
化
と
な
っ
て
い
る
。
就
職
関
連
は
五
位
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職

の
た
め
の
直
接
的
な
目
的
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
然
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い
て
は
気
配
さ
え
感
じ
ら
れ
な
い
。

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
短
期
で
あ
る
が
、「
進
路
決
定
の
た
め
に
は
、
短
期
に
多
種
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
を
う
け
る
べ
き
か
」

と
訊
い
た
と
こ
ろ
、「
か
な
り
そ
う
思
う
」
三
三
％
、
そ
う
思
う
二
八
％
、
合
計
約
六
割
が
同
意
し
、
三
割
強
が
否
定
し
た
（
図
13
）。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
聞
く
と
、
先
ず
「
か
な
り
そ
う
思
う
」
と
す
る
短
期
支
持
派
の
根
拠
と
し
て
は
、
業
種
間
比
較
に
よ
り
、
視

野
が
広
が
り
、
適
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、「
そ
う
思
わ
な
い
理
由
」
の
ほ
と
ん
ど
は
短
期

で
は
業
務
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

4
│

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
進
路

今
回
の
短
期
選
択
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
前
に
す
で
に
進
路
が
き
ま
っ
て
い
た
者
が
九
五
％
に
達
し
て
お
り
、
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
に
は
進
路
希
望
先
は
明
確
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
表
14
）。
進
路
の
明
確
化
を
イ
ン
タ
ー
ン
の
目

的
と
し
て
あ
げ
る
も
の
が
最
多
で
あ
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
進
路
の
再
確
認
の
た
め
の
情
報
取
得
手
段
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
な
お
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
ホ
テ
ル
志
望
者
は
四
割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
航
空
業

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
九
割
強
は
航
空
業
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
観
光
業
全
体
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
就
職
志
望
者
の
業
種
別
割
合
を
推
測
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
大
ま
か
な
観
光
業
の
志
望
先
や
学
生
の
志
望
度
合

は
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
表
14
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
は
ホ
テ
ル
へ
の
就
職
志
望
者
以
外
の
多
数
の
観
光
業
志
望
者
に
イ
ン
タ
ー
ン
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、

一
三
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社
会
貢
献
度
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
ホ
テ
ル
が
、
ホ
テ
ル
就
職
希
望
者
以
外
の
多
く
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
は
、
採
用
時
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
を
無
視
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

4
│

4
．
わ
が
国
の
短
期
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
具
体
的
成
果

表
15
は
、
今
回
の
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る

（
36
）

。

そ
の
際
の
回
答
項
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
分
類
な
ら
び
に
、
プ
ロ
セ
ス
の
解
釈
は
、
松
尾
（
二
〇
一
一
）
の
理
論
を
採
用
し
て
い
る

（
37
）

。
松
尾

に
よ
れ
ば
、「
適
切
な
『
思
い
』
と
『
つ
な
が
り
』
を
大
切
に
し
、『
挑
戦
し
、
振
り
返
り
、
楽
し
み
な
が
ら
』
仕
事
を
す
る
と
き
、
経
験

か
ら
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
観
光
業
に
就
職
し
キ
ャ
リ
ア
開
発
す
る
と
の
「
思
い
」
を
も
っ
て
、
利
害
関
係
人
で

あ
る
同
僚
、
上
司
、
取
引
先
、
地
域
、
先
生
な
ど
他
者
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
事
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
中
か
ら
経

験
し
実
践
す
る
過
程
で
、「
挑
戦
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
力
、
振
り
返
る
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
力
、
楽
し
む
（
エ
ン
ジ
ョ
イ
メ
ン
ト
面
）
力
」
が
要

請
さ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
の
成
果
は
、
先
ず
、「
実
社
会
の
一
部
に
ふ
れ
、
貴
重
な
社
会
経
験
に
な
っ
た
」、「
実
務
の
こ
と
が
わ
か
り
、
職
業
意
識

が
わ
い
て
き
た
」、「
自
分
の
意
識
が
変
わ
っ
た
」、「
責
任
感
・
自
立
感
が
つ
い
た
気
が
す
る
」
な
ど
ス
ト
レ
ッ
チ
（
積
極
性
）
の
高
ま
り

に
表
れ
て
い
る
。

次
い
で
、「
自
分
の
甘
え
が
分
か
っ
た
」、「
自
分
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
し
、「
大
学
の
勉
強
の
重
要
性
を
理
解
で
き
た
」、

「
今
後
の
勉
強
の
方
向
が
分
か
っ
て
き
た
」、「
残
り
の
学
生
生
活
に
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
た
」
な
ど
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
振
り
返
る
力
）

が
刺
激
さ
れ
、
課
題
解
決
の
た
め
の
勉
学
方
向
が
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
自
分
の
適
性
が
何
か
見
え
て
き
た
」、「
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
」
し
、「
就
職
先
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
が

一
三
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得
ら
れ
た
」、「
自
分
の
就
職
後
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
が
見
え
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
自
分
の
仕
事
の
適
性
や
仕
事
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
の
仕
事

体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
関
心
、
楽
し
み
、
満
足
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
「
内
発
的
動

機
づ
け
」
も
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
38
）

。
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
、
希
望

す
る
進
路
で
あ
る
か
ら
こ
そ
創
意
工
夫
な
ど
が
働
く
段
階
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
を
有
す

る
。
も
っ
と
も
、
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、
仕
事
の
収
益
モ
デ
ル
の
中
で
の
位
置
づ
け
や
真

の
効
率
性
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
関
連
な
ど
を
理
解
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
よ
う
に
強
い
進
路
希
望
先
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ン
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
、
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
内
発
的
意
識

と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
課
題
の
発
見
や
創
意
工
夫
に
つ
い
て
、
提
案
可
能
な
条
件
を
備
え

う
る
こ
と
が
可
能
な
水
準
に
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

4
│

5
．
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
を
め
ぐ
っ
て

（
1
）　

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
と
理
由

ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
・
パ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
業
は
、
米
欧
で
は
有
給
の
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
が
当
然
と
さ
れ
、
企
業
も
費
用
対
効
果
を
見
込
め
る
分
野
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
航
空
業

で
は
特
殊
で
高
度
な
専
門
性
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
面
か
ら
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
導
入
は
き
わ
め
て
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

図14　長期インターンの必要性（日本；n＝18：％）
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表16 　インターンが就職に結び付くためには、欧米のように 1カ月以上、長期
実習により企業業務を実習することが必要といわれているが、この考え方
をどう思うか。その理由はなにか。（件）

（注）記述回答前のＨはホテルインターン生、Ａは航空インターン生

合計
18 その理由

①　かなりそう思う 1 ─

②　そう思う 13 Ｈ長期で多く学べる。

Ｈ人間関係の形成なども仕事に影響するので時間が必要。

Ｈ長期実習で実習者は他者と差別化できるし、一方、企業
は即戦力として使用できる（win-win の関係：筆者補
足）。

Ｈ長期実習前提の仕事がある。外国のインターンは 1 年で
ある。

Ｈ短期では仕事がわかってきた段階で終了し、身につかな
い。

Ａ短期では学べない業務、たとえば接遇の仕方、細かい専
門知識、専門用語などを長期実習により学べる。

Ａ長期であるので仕事、業界について知識を深めることが
でき、自分の気持ちを整理できる。

Ａ業務に慣れて実力を発揮して仕事ができるようになるた
めには長期実習が必要。

③　そう思わない 3 Ａ長期であるとその業界だけの実習になってしまう。短期
化により、もっと多様な実習経験が必要。

Ａ実習を入社試験の一環と思ってしまうと、外面だけの良
さを見せようとするので、本当の自分を企業側に理解
してもらえない恐れがある。

④　不明 1

⑤　その他 0

図15　長期インターンを学生が歓迎しない理由（日本；n＝18、複数回答可、％）
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光
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（
太
田
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（
八
七
九
）

図
14
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
、
企
業
の
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
い
で
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
必
要
性
に
つ
い
て
回
答
し
た
結
果
で
あ
る
。
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
を
八
割
弱
の
学
生
は
認
識
し
て
い
る
。

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
希
望
の
理
由
は
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
積
極
的
に
人
間
関
係
の
形
成
や
長
期
で
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の
充
実
と
同
時
に
即
戦
力
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
通
し
て
、
企
業
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
表

16
）。
一
方
、
航
空
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
長
期
で
学
べ
る
よ
う
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
学
べ
、
長
期
に
な
れ
ば
実
力
を
高
め
ら
れ

企
業
に
貢
献
で
き
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
反
対
理
由
は
、
他
の
業
界
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

（
2
）　

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
学
生
が
歓
迎
し
な
い
理
由

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
水
準
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
一
カ
月
以
上
の
長
期
実
習
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
邦
の
学
生
が
そ
れ
を

あ
ま
り
歓
迎
し
て
い
な
い
こ
と
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
理
由
を
訊
い
て
み
た
結
果
は

図
15
の
通
り
で
あ
る
。

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
が
歓
迎
さ
れ
な
い
最
大
の
理
由
は
「
無
給
」（
六
七
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
他
の
科
目
の
学
習
時
間
の
減
少
」

（
三
三
％
）、「
一
カ
月
程
度
の
実
習
で
は
効
果
が
あ
が
ら
な
い
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
活
で
評
価
さ
れ
な
い
」
も
そ
れ
ぞ
れ
一
一
％
ず

つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
長
期
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、（
長
期
で
）
無
給
と
い
う
企
業
サ
イ
ド
の
費
用
対
効
果
な
ど
か
ら
の
判
断

や
認
識
、
他
の
科
目
の
学
習
時
間
の
減
少
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
し
ば
り
か
ら
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
敬
遠
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
（
図
15
）。
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4
│

6
．
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
と
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

（
1
）　

国
際
比
較
か
ら
み
た
本
邦
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
生
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
時
の
成
績

が
採
用
に
影
響
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

米
独
で
は
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
観
光
企
業
に
お
け
る
実
習
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
結
び
つ
く
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
入
社
後
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
未
経
験
者
に
比
べ
か
な
り
高
い
こ
と
は
、
我
々
が
実

施
し
た
米
国
の
観
光
企
業
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
39
）

。

米
独
の
よ
う
な
、
長
期
必
修
型
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
結
局
暗
黙
知
の
習
得
を

通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
寄
与
し
、
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

一
方
、
わ
が
国
の
短
期
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
は
、
欧
米
系
に
比
べ
れ

ば
観
光
業
へ
の
就
職
率
は
低
く
、
と
う
て
い
イ
ン
タ
ー
ン
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
に

関
連
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
に
は
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
、

単
な
る
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
主
因
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
生
の
観
光
系
企

図16　インターンの課題（日本；n＝19、複数回答可：％）
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
一
）

業
へ
の
就
職
志
向
は
独
逸
な
み
に
き
わ
め
て
高
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
に
結
び
つ
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
て
い
る
（
図

16
）。
す
な
わ
ち
、
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
が
実
習
先
業
種
を
選
ぶ
基
準
と
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る
業
種
、
職
種
を
選
ん
だ
者
は
、

独
逸
八
八
％
、
日
本
八
〇
％
に
達
す
る
（
前
掲
図
10
参
照
）。

観
光
系
に
就
職
す
る
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
目
標
に
お
い
て
い
る
独
逸
の
学
生
の
場
合
は
、
就
職
を
念
頭
に
イ
ン
タ
ー
ン
先
を
選
ぶ
の
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
観
光
企
業
へ
の
就
職
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
わ
が
国
で
も
、
観

光
企
業
へ
の
就
職
を
意
識
し
て
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
実
績
が
、
い
わ
ゆ
る
青
田
刈
り
に
歯
止
め
を
か
け
つ
つ
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
に
際
し
て
、
十
分
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
改
革
課
題
で

あ
ろ
う
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
大
学
へ
の
課
題
を
記
述
し
た
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
学
に
は
希
望
す
る
実
習
先
の
紹
介
が
少
な
い
が
全
体
の
二
六
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
報
酬
な
し
・
低
報
酬
で
あ
る
が
続
く
。
ま
た
、

三
位
に
は
、
就
職
な
ど
進
路
と
の
関
係
が
希
薄
、
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
関
連
が
未
考
慮
と
続
い
て
い
る
。

こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
要
望
と
い
う
形
で
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
意
思
を
く
み
あ
げ
る
と
図
16
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
位
は
「
イ

ン
タ
ー
ン
を
就
職
と
結
び
つ
く
よ
う
に
す
る
」
が
七
四
％
に
達
し
、
以
下
、「
就
活
時
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
長
期
化
・
専
門
化
に
よ
り

水
準
を
上
げ
る
」
が
五
八
％
、
こ
れ
に
、「
就
活
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
作
用
さ
せ
る
」
一
一
％
と
合
わ
せ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ン

生
は
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
結
び
付
き
を
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
四
一
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二
）

（
2
）　

進
路
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
イ
ン
タ
ー
ン
の
役
割

進
路
・
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
イ
ン
タ
ー
ン
の
役
割
に
つ
い
て
訊
い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、「
自

分
の
選
択
し
た
観
光
業
に
就
職
し
活
躍
す
る
」
と
い
う
自
己
実
現
志
向
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
そ
の
た
め
の
「
就
活
・

進
路
の
決
定
の
た
め
の
情
報
」、「
自
分
の
考
え
て
き
た
進
路
で
、
本
当
に
そ
の
先
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
判
断
す
る
た
め
の
情
報
」

の
獲
得
手
段
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

4
│

7
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
と
わ
が
国
専
門
学
校
の
機
能

わ
が
国
観
光
専
門
学
校
の
例
と
し
て
は
、
専
修
学
校
基
準
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
専
門
学
校
を
と
り
上
げ
る
。
Ｊ
ホ
テ
ル

専
門
学
校
の
場
合
、
理
論
と
実
習
を
二
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
九
六
〇
時
間
ず
つ
合
計
一
九
二
〇
時
間
を
配
分
し
て
い
る

（
40
）

。
イ
ン
タ
ー
ン
期
間

は
、
二
カ
月
を
三
回
、
二
年
間
の
う
ち
に
実
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
石
塚
（
二
〇
一
四
）
は
、
観
光
分
野
の
教
育
は
、
近
年
、
理

論
か
ら
実
践
を
通
じ
た
教
育
に
急
速
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
と
し
、
そ
の
主
な
教
育
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
41
）

。

実
践
（
実
習
）
重
視
の
効
果
は
、
学
校
に
は
教
育
内
容
理
解
促
進
を
、
学
生
に
は
、
職
場
の
実
体
験
、
報
酬
の
確
保
、
企
業
に
は
労
働

力
の
確
保
、
人
件
費
の
削
減
、
保
護
者
に
は
海
外
研
修
旅
行
費
用
の
負
担
軽
減
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

Ｊ
ホ
テ
ル
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
者
は
毎
年
一
五
〇
名
程
度
で
あ
る
。
授
業
の
五
割
は
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
観
光
専
門
学
校
の
年
間
卒
業
生
数
は
、
観
光
系
学
部
生
卒
業
生
と
ほ
ぼ
同
数
と
い
わ
れ
る

（
42
）

。
こ
れ
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を

論
ず
る
場
合
に
は
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
観
光
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
充
実
が
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン

タ
ー
ン
軽
視
の
現
状
と
補
完
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
ら
の
当
初
の
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
の
国
際
比
較
の
研
究
対
象
に
も
、
専
門
学
校
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
織
り
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
研
究
開
始
に

一
四
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
三
）

際
し
改
め
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
系
学
部
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
の
国
際
比
較
に
、
専
門
学
校
を
含
め
る
こ

と
は
議
論
を
複
雑
に
し
す
ぎ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
設
置
基
準
、
授
業
時
間
や
学
士
力
の
有
無
な
ど

か
ら
観
光
系
専
門
学
校
を
大
学
の
観
光
系
学
部
と
同
列
に
論
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
今
回
の
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

の
国
際
比
較
に
は
含
め
て
な
い
。

あ
え
て
大
ま
か
に
補
足
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
観
光
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
必
修
・
長
期
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
り
、
独
逸
・

米
国
型
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
両
者
の
差
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
観
光
専
門
学
校
と
独
逸
・
米
国
型
観

光
系
学
部
と
の
相
違
は
、
座
学
で
あ
る
教
養
・
理
論
に
投
入
す
る
時
間
と
質
の
総
合
的
効
果
を
示
す
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
を
、
仮
に
観
光
業
へ
の
就
職
率
、
就
職
時
・
就
職
後
一
定
年
数
経
過
後
の
職
位
・
昇
進

度
で
示
し
て
、
米
独
観
光
系
学
部
、
わ
が
国
大
学
観
光
学
部
、
わ
が
国
観
光
専
門
学
校
の
三
者
比
較
を
こ
れ
ら
の
要
素
ご
と
及
び
そ
の
総

合
に
つ
い
て
試
み
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

5
．
お
わ
り
に

│
提
案
と
残
さ
れ
た
研
究
課
題

│

本
論
の
研
究
課
題
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割
を
調
査
研
究
し
、
大
学
が
、

ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
な
ど
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
人
材
を
供
給
で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
掘
り
下
げ
、
わ
が
国
に
お

け
る
そ
の
秀
逸
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
四
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
八
四
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そ
の
基
準
と
し
て
は
、
欧
米
日
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
、
企
業
、
大
学
の
三
者
に
「
三
方
よ
し
」
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。「
三
方
よ
し
」
と
な
っ
て
い
る
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
持
続

性
が
高
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
判
定
基
準
の
比
重
の
お
き
か
た
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が

よ
い
の
か
は
、
学
生
、
企
業
、
大
学
の
う
ち
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
で
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
と
い
う
視
点
で
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
契
機
と
す
る
学
業
へ
の
動
機
づ
け
、
就
活
、
就
職
、
そ
の
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
す
る

視
点
を
採
用
し
た
。
こ
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
貢
献
す
る
独
米
型
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
型
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
資
す
る
ば
か
り
で
な
く
観
光
企
業
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
太
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
米
国
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
の
方
が
未
経
験
者
に
比
べ
、
就
職
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る

（
43
）

。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
者
の
賃
金
は
未
経
験
者
よ
り
も
高
い
と
い
う
研
究
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
、
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
は
生
産
性
向
上
へ
の
寄
与
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
大
学
教
育
へ
の
評
価
で
あ
る
が
、
米
国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ネ
バ
ダ
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
観
光
学
部
の
自
己
評
価
で
は
、

い
ず
れ
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
施
が
そ
の
評
判
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、
長
期
必
修
の
米
国
型
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
の
導
入
は
、
①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
企
業
に
対
す
る
貢
献
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
が

ち
な
短
期
実
習
中
心
の
現
在
の
環
境
で
は
、
学
生
に
は
手
当
を
支
給
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
ど
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
②
他
の
科
目
の
単
位

取
得
時
間
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
③
イ
ン
タ
ー
ン
自
体
が
就
活
に
お
い
て
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
困
難
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
わ
が

国
で
も
学
生
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
が
必
要
と
認
識
し
、
希
望
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
導
入
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
生
産
性
が
上
が
る
な
ら
ば
、
若
干
の
手
当
は
支
給
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
減
少
に
よ
る
資
金
面

一
四
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光
イ
ン
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ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
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関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
五
）

で
の
隘
路
は
軽
減
さ
れ
よ
う
。
他
の
科
目
と
の
時
間
配
分
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
認
識
度
と
取
組
姿
勢
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
へ
の
熱
意
の
度
合
い
な
ど
を
示
し
、
や
が
て
、
大
学
の
教
育
姿
勢
へ
の
社
会
的
評
価
に
影
響
す
る
も
の
な
の
で
、
大
学
の
自
覚
を

ま
つ
ほ
か
は
な
い
。

わ
が
国
の
新
規
一
括
採
用
を
背
景
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
軽
視
・
潜
在
力
評
価
型
採
用
に
お
い
て
は
、
大
学
が
長
期
必
修
型
に
シ
フ
ト
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
低
い
。
国
内
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
認
識
は
、
社
会
に
お
け
る
新
卒
一
括
採
用
、
潜
在
能
力
重
視
、
専
門
的
ス

キ
ル
無
視
な
ど
の
採
用
を
背
景
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
容
易
に
、
長
期
必
修
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
、
即
戦
力
志
向
に
切
り
か
わ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
教
育
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
の
暗
黙
知
修
得
に
効
果
を
発
揮
し
、
就
職
後
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率

向
上
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
の
で
、
導
入
を
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
長
期
必
修
型
導
入
を
す
る
際
に
は
、
大
学
に

お
い
て
は
指
導
管
理
の
効
率
化
が
必
須
で
あ
る
。
長
期
必
修
型
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
縛
り
と
並
ん
で
最
大
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
米
国
の
大
学
で
は
コ
ス
ト
抑
制
と
効
率
化
の
た
め
に
、
担
当
教
職
員
が
数
年
以
上
前
か
ら
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
管
理
指
導
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
。

観
光
企
業
サ
イ
ド
で
も
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
客
観
的
に

採
用
時
の
評
価
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
中
小
観
光
企
業
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
企
業
名

の
認
知
度
向
上
が
採
用
な
ど
の
場
合
に
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
観
光
業
界
を
巡
る
環
境
は
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
急
増
、
外
資
系
巨
大
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
急
テ
ン
ポ
で
の

本
邦
進
出
と
い
う
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
人
材
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結

一
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
八
六
）

果
、
国
内
に
お
い
て
も
一
部
の
外
資
系
ホ
テ
ル
で
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
の
雇
用
比
率
が
一
般
企
業
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
日
本
独
自
の
教
育
、
一
括
新
規
採
用
、
社
内
教
育
、
終
身
雇
用
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
い
つ
ま
で
も
固
執
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
環
境
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、
米
独
の
長
期
必
修
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
わ
が
国
が
目
指
す
秀
逸

な
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
そ
れ
へ
の
移
行
準
備
と
し
て
教
職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
効
率
的
に
学
生
を
支
援
す
る

シ
ス
テ
ム
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ
は
、
大
学
、
観
光
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
環
境
変
化
に
対
応
し
競
争
す
る
中
で
、

自
然
に
向
か
う
方
向
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
今
回
の
研
究
の
過
程
で
な
お
、
解
決
に
ほ
ど
遠
い
と
考
え
ら
れ
る
問
題
、
お
よ
び
新
た
に
生
じ
た
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
後
日
に
期
し
た
い
。

第
一
に
は
、
日
米
独
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
の
業
種
・
職
業
大
分
類
別
の
位
置
づ
け
、
目
的
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
効
果
、
エ

ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
向
上
効
果
、
企
業
経
営
に
及
ぼ
す
効
果
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
者
の
入
社
三
年
後
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
、
生
産

性
向
上
効
果
の
イ
ン
タ
ー
ン
非
修
了
者
と
の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
研
究
の
課
題
で
あ
る
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
及
ぼ
す
効
果
」
の
研
究
範
囲
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
深
彫
り
す
る
こ
と
を
含
む
。

第
二
に
は
、
以
上
の
研
究
遂
行
を
可
能
に
す
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
開
発
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号 23531021 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
七
）

【
注
】

（
1
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
│

三
三
頁
。
観
光
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
理
由
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
「
社
会
貢
献
」
が
最
多
の
六
九
％
、「
よ
い
人
材
の
採
用
に
有
利
」

は
三
位
で
あ
る
一
方
、
米
国
の
場
合
、
最
多
は
「
よ
い
人
材
の
採
用
に
有
利
」
が
五
九
％
で
、
二
位
は
「
労
働
力
の
確
保
」
で
あ
り
、「
社
会
貢
献
」

は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
一
四
頁
）。
な
お
、
同
論
文
は
、
日
米
の
観
光
企
業
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
本
論
文
の

日
米
独
の
観
光
系
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
中
心
と
は
、
研
究
対
象
の
デ
ー
タ
が
異
な
る
。

（
2
） 

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号 23531021

、「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
よ
ぼ
す
効
果
」、
本
研
究
は
、
研
究
代
表
者
：

太
田
和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
那
須
幸
雄
（
文
教
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
渡

辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
の
共
同
研
究
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
期
間
は
平
成
二
三
年
度
│
二
五
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
│
二
〇
一
四

年
度
）。

（
3
） 

①
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
二
〇
一
二
年
八

月
ハ
ワ
イ
大
学
、
二
〇
一
三
年
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
観
光
系
学
部
を
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
教
職
員
、
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
千
葉

隆
一
は
二
一
〇
一
三
年
九
月
に
に
英
国
・
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

②
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
日
本
の
ホ
テ
ル
三
〇
五
件
、
米
国
ホ
テ
ル
二
七
七
件
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
は
日
本
四
九
件
、
米
国
二
〇
件
で
あ
っ
た
。

③
千
葉
隆
一
は
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ド
イ
ツ
の
①B

est S
abel H

ochschule B
erlin　

私
立
を
含
む
五
大
学
、

A
dron B

erlin

を
含
む
一
〇
ホ
テ
ル
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
英
独
の
二
航
空
会
社
、
英
独
の
三
旅
行
社
に
実
施
し
た
。
大
学
：
①B

est S
abel 

H
ochschule B

erlin　

私
立
、
②H

ochschule fuer Internaonal m
anagem

ent H
eidelberg　

州
立
、
③
Ｆ
Ｈ
（F

ach hochschule

専
門
大

学
）D

eggendorf　

州
立
、
④F

H
 M

uenchen　

州
立
、
⑤F

H
 W

orm
s　

州
立

ホ
テ
ル
：
①A

dron B
erlin

【K
em

pinskie

系
】、
②P

ark H
ilton M

uenchen
【H

ilton

系
】、
③3D

rint H
otle K

oeln

【D
orint

系
】、
④

F
uerstenhof L

eipzig

【L
eipzig H

otel A
lliance

系
】、
⑤G

rand S
heraton M

uenchen

【S
heraton

】
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（
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ホ
テ
ル
：
①S

ofi tel

、
②V

ier Jahreszeiten K
em

pinskie

ケ
ン
ビ
ン
ス
キ
ー
、
③M

andarin O
riental

、
④H

otel nikko dusseldorf

、
⑤

M
aritim

 H
otel M

unich
ホ
テ
ル
（
英
国
）：
①L

ancaster L
ondon

、
②T

H
E
 M

O
N
T
C
A
L
M

 H
O
T
E
L

旅
行
社
（
ド
イ
ツ
）：
Ｆ
Ｔ
Ｉ
（
ド
イ
ツ
四
大
旅
行
社
の
ひ
と
つ
）、
②
Ｊ
Ｐ
Ｉ
（
ド
イ
ツ
、
英
国
）、
旅
行
社
（D

E
R
T
O
U
R
, Y

U
I, T

hom
as 

C
ook

）

航
空
（B

A
, L

H
）。

（
4
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
二
）「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
│
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
課
程
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必
要

か
│
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
三
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
四
四
五
│
四
五
四
頁
。

太
田
和
男
（
二
〇
一
三
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
四
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
三
三
五
│
三
四
五
頁
。

（
5
） 

太
田
和
男
・
千
葉
隆
一
・
那
須
幸
雄
（
二
〇
一
三
）「
経
営
サ
イ
ド
か
ら
み
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
発
展
の
た
め
の
課
題
と
キ
ャ
リ
ア
開

発
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
四
回
大
会
、
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
。

（
6
） 

大
崎
正
瑠
（
二
〇
〇
九
）「
暗
黙
知
を
理
解
す
る
」
人
自
然
科
学
論
集
第
一
二
七
号
、
東
京
経
済
大
学
、
二
一
│
三
九
頁
。

（
7
） 

大
崎
正
瑠
（
二
〇
〇
九
）
同
上
誌

（
8
） 

太
田
和
男
・
千
葉
隆
一
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
め
ぐ
る
課
題
│
日
米
独
の
観
光
系
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
│
」『
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
五
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
発
表
要
旨
収
集
録
』
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第

一
五
回
大
会
実
行
委
員
会
、
七
五
│
七
六
頁
。

（
9
） 

文
部
科
学
省
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
『
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
次
の
三
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
。
①
は
知
識
・
技
術
な
ど
の
活
用
、
言
語
・
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
活
用
い
わ
ゆ
る
学
力
で
あ
り
、「
道
具
を
相
互
作
用
的
に
使
用
す

る
能
力
」、
②
大
き
な
展
望
や
計
画
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
な
ど
「
自
律
的
に
活
動
す
る
能
力
」、
③
共
感
、
協
力
や
対
決
を
解
決
す
る
「
異
質
な

集
団
の
中
で
、
交
流
す
る
能
力
」
で
あ
る
。http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/05111603/004.htm
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
九
）

（
10
） 

関
東
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が
経
済
産
業
省
よ
り
受
託
し
た
「
地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業
」
調
査
（
二
〇
〇
七
）。「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
社
会
人
基
礎
力
の
実
践
的
活
用
に
関
す
る
調
査
」

（
11
） 
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』

日
本
大
学
法
学
会
」、
一
五
│
一
八
頁
。

（
12
） 

太
田
和
男
、
千
葉
隆
一
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
め
ぐ
る
課
題
│
日
米
独
の
観
光
系
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
│
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
五
回
大
会
、
北
九
州
市
立
大
学
。

（
13
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
六

│
一
七
頁
。

（
14
） 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（w

orkshop

）：
参
加
者
が
課
題
解
決
の
た
め
に
、
専
門
家
で
司
会
進
行
役
で
あ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
助
言
を
得
な
が

ら
、
経
験
や
体
験
な
ど
を
発
表
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
双
方
向
型
の
学
習
会
や
研
究
会
で
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
（
課
題
解
決
型
）
イ
ン
タ
ー
ン

の
事
前
学
習
、
学
会
の
研
究
会
、
地
域
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
研
修
に
お
け
る
合
意
形
成
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
15
） 

①S
hara L

ee

（
二
〇
一
一
）：
二
〇
一
一
年
九
月
二
日
、U

niversity of C
entral F

lorida

のO
ffi  ce of E

xperiental L
earning R

osen 

C
ollege of H

ospitality M
anagem

ent

を
、
太
田
・
那
須
が
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
②H

R
M

 P
A
R
T
N
E
R
S

、〝
無
給
の

イ
ン
タ
ー
ン
〞、http://hrm
-partners.com

/hr-new
s/new

sletter/the-unpaid-intern-aka-your-personal-slave?lang=ja?&
lang=ja

、
二
〇
一
一

年
一
一
月
六
日
。

（
16
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
│

三
三
頁
で
は
、
日
米
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
日
米
独
三
か
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
立
ち
位
置
が
明
確
に

な
っ
た
。

（
17
） 

イ
ン
タ
ー
ン
は
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（H

erm
an S

chneider
『1872‒1939

』
が
一
九
〇
六
年
に
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
（U

niversity 

of C
incinnati

）
に
お
い
て
、
ｃ
ｏ
│

ｏ
ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
で
導
入
し
た
。W

IK
IP

E
D
IA

、http://en.w
ikipedia.org/w

iki/M
ain_P

age

、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。
②
加
藤
敏
明
（「
立
命
館
大
学
型
コ
ー
オ
プ
教
育
の
確
立
に
向
け
て
│
人
文
・
社
会
科
学
系
学
部
に
普
遍
化
可
能
な

一
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
〇
）

発
展
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
的
研
究
│
」
立
命
館
高
等
教
育
研
究
第
五
号
、
七
三
│
八
四
頁
。http://w

w
w
.ritsum

ei.ac.jp/acd/ac/itl/

outline/kiyo/kiyo5/05_6_kato.pdf#search='%
E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
8A

%
E
3%

83%
86%

E
3%

82%
A
3%

E
5%

A
4%

A
7%

E
5%

A
D
%
A
6%

E
3%

82%
A
4%

E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
F
%
E
3%

83%
B
C
%
E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
83%

E
3%

83%
97’ 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
18
） 

「
同
上
注
記
」

（
19
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」、
一
七
│
二
〇
頁
。

（
20
） 

今
回
の
わ
が
国
ホ
テ
ル
業
界
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
二
〇
一
二
年
│
二
〇
一
三
年
）、
わ
が
国
航
空
会
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。

（
21
） 

①
豊
田
義
博
（
二
〇
一
四
）「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
態
と
採
用
・
育
成
と
の
つ
な
が
り
」
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
世
界
大
会in K

yoto

プ
レ
大
会　

京
都
産
業
大
学
、
②
外
資
就
活
ド
ッ
ト
コ
ム
二
〇
一
六
年
版
「
日
本
よ
り
学
歴
主
義
？
ア
メ
リ
カ
で
の
新
卒
就
職
活
動
事
情
」http://

gaishishukatsu.com
/archives/32830 

二
〇
一
四
年
一
一
月
五
日
。

（
22
） 

観
光
庁　

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
産
学
官
連
携
会
議
「
観
光
系
大
学
の
現
状
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
検
討
会
」
二
〇
一
〇
年
。

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」
二
四
頁
。
な
お
、
東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
観
光
学
科
は
、
一
般
的
な
米
国
観
光
系
学
部
を
上
回

る
専
門
必
修
科
目
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

（
23
） 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
欧
州
各
国
の
雇
用
制
度
一
覧
」https://w

w
w
.jetro.go.jp/jfi le/report/07000115/0908R

3.pdf 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日
。

渡
辺　

昇
（
二
〇
一
四
）
の
コ
メ
ン
ト
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
は
機
能
的
に
試
用
期
間
に
類
似
し
て
い
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
24
） 

コ
ー
ネ
ル
大
学
（C

ornell U
niversity

）
は
一
八
六
五
年
創
立
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
に
本
拠
を
置
く
世
界
最
高
水
準
と
評
価
さ
れ
て

い
る
総
合
大
学
。
太
田
・
那
須
は
二
〇
一
一
年
八
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
25
） 

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
（U

niversity of C
entral F

lorida
）
は
、
一
九
六
三
年
創
立
で
オ
ー
ラ
ン
ド
市
に
所
在
し
、
北
米
最
大
規
模

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
・
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つR

osen C
ollege of H

ospitality M
anagem

ent

（
二
〇
一
二
年
の
学
部
生
・
大
学
院
生
合

計
約
三
二
〇
〇
名
）
を
有
す
る
。
二
〇
一
三
年
の
学
生
総
数
は
約
六
万
人
の
総
合
大
学
で
あ
る
。

一
五
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
九
一
）

（
26
） 

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
（U

niversity of H
ouston

）
は
一
九
二
七
年
設
立
、
学
生
数
四
〇
〇
〇
〇
人
、
留
学
生
数
八
％
強
を
擁
す
る
国
際
的
な

研
究
拠
点
大
学
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価
も
高
い
。
学
部
に
建
築
学
部
、
自
然
科
学
／
数
学
部
、
工
学
部
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
部
、
ホ
テ
ル

／
レ
ス
ト
ラ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
／
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
学
部
、
教
育
心
理
学
部
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

／
社
会
科
学
部
、
大
学
院
が
あ
る
。
太
田
・
那
須
は
二
〇
一
一
年
九
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
27
） 

ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（U

niversity of N
evada, L

as V
egas

）
は
、
一
九
五
七
年
創
立
、
米
国
ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内
所
在
の

州
立
大
学
で
学
生
数
二
二
〇
〇
〇
人
。
都
市
環
境
、
工
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
ホ
テ
ル
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
大
学
院
な
ど
を
有
す
る
。
太
田
・
那

須
は
二
〇
一
三
年
八
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
28
） 

原　

忠
之　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
学
部
副
学
部
長
・
准
教
授
・
博
士
（
二
〇
一
一
）「
米
国
の
大

学
・
ホ
テ
ル
企
業
に
於
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て
」
のE

-m
ail

に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

（
29
） co-op

はcooperative education: co-operative education

と
も
表
記
し
、
わ
が
国
で
は
、
近
年
イ
ン
タ
ー
ン
に
含
め
て
お
り
、
本
論
で

も
イ
ン
タ
ー
ン
に
含
め
る
。
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（H

erm
an S

chneider; 1872‒1919

）
は
、
理
系
大
学
卒
業
生
が
就
職
難
に
直
面
し
て

い
る
中
で
、
リ
ー
ハ
イ
大
学
の
卒
業
生
の
中
で
も
就
業
経
験
の
あ
る
学
生
が
就
職
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
企
業
、
卒
業
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
一
九
〇
一
年co-op
教
育
を
は
じ
め
て
提
案
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
を
教
員

に
採
用
し
、
一
九
〇
五
年
に
一
年
限
度
のco-op
教
育
の
採
用
を
決
定
し
一
九
〇
六
年
か
ら
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
直
ち
に
大
成
功
を
お
さ
め
、

co-op

を
含
む
イ
ン
タ
ー
ン
教
育
の
急
成
長
の
基
礎
と
な
っ
た
。http://en.w

ikipedia.org/w
iki/C

ooperative_education

、
二
〇
一
四
年
一
二

月
三
〇
日
。

（
30
） 

松
下
佳
代
（
二
〇
一
一
）「『
新
し
い
能
力
』
に
よ
る
教
育
の
変
容
│
Ｄ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｃ
ｏ
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
検

討
│
」、
日
本
労
働
研
究
雑
誌
、
№
六
一
四
、
三
九
│
四
九
頁
。

（
31
） S

hara L
ee

（
二
〇
一
一
）：U

niversity of C
entral F

lorida

、「
同
上
コ
メ
ン
ト
」

（
32
） 

原　

忠
之
（
二
〇
一
一
）：「
同
上
」。
二
〇
一
一
年
九
月
二
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
学
部
に
、

太
田
・
那
須
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

一
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
二
）

（
33
） A

l Izzolo

（
二
〇
一
三
）U

niversity of N
evada, L

as V
egas 

（U
N
L
V

） W
illiam

 F
. H

arrah C
ollege of H

otel A
dm

inistration 

“Internship H
M

D
 450, F

A
B
450, T

C
A
 450-3 C

redit H
ours” : Instructor N

am
e : A

ssociate P
rofessor A

l Izzolo, “E
valuation of 

S
tudent Intern” 2013.

（
34
） A

l Izzolo

（
二
〇
一
三
）「
同
上
誌
」“E

valuation of S
tudent Intern” 2013.

（
35
） C

ornell U
niversity S

chool of H
otel A

dm
inistration, “P

ractice C
redit ‒R

equirem
ents &

 G
uidelines” for B

achelor of S
cience.

（
36
） 

構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
当
初
か
ら
用
意
し
た
質
問
項
目
を
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
順
番
を
変
え
な
い
で
実
施
す
る
面
接
を
い
う
。
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
：M

odifi ed G
rounded T

heory A
pproach

（
修
正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
構
造
化
面
接
が
中
心
で

あ
る
。
参
考
書
と
し
て
、
木
下
康
仁
（
二
〇
〇
七
）、「
ラ
イ
ブ
講
義
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
」、（
株
）
弘
文
堂
、
一
頁
│
三
〇
六
頁
、
木
下
康
仁
編
著

（
二
〇
〇
五
）「
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
│
分
野
別
実
践
編　

グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」、（
株
）
弘
文
堂
、
一
│
二
六
一
頁
が
あ
る
。

（
37
） 

松
尾　

睦
（
二
〇
一
一
）「
職
場
が
生
き
る
人
が
育
つ
『
経
験
学
習
』
入
門
」、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
頁
│
二
二
〇
頁
。

（
38
） 

松
尾　

睦
（
二
〇
一
一
）「
同
上
誌
」
一
一
七
頁
│
一
一
八
頁
。

（
39
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
頁

│
三
三
頁
。

（
40
） 

「
石
塚　

勉
（
二
〇
一
四
）「
国
内
一
〇
〇
〇
〇
名
、
海
外
九
〇
〇
名
の
長
期
・
有
給
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
実
績
に
見
る
効
果
的
な

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
に
関
す
る
諸
課
題
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
関
東
支
部
第
一
回
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
玉
川
大
学

（
41
） 

石
塚　

勉
（
二
〇
一
四
）、
同
上

（
42
） 

根
木
良
友　

玉
川
大
学
准
教
授
の
コ
メ
ン
ト
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
三
日
。

（
43
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」
一
六
│
一
八
頁
。

一
五
二



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
三
）

は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
一
一
月
初
旬
に
か
け
、

郵
送
法
に
よ
り
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
実
施
し
た
。
本
調
査
は
信
頼
、
規
範
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
関
係
資
本
（
1
）
を
調
査
対
象
と
し
て
い

る
。
全
国
二
一
大
都
市
、
そ
の
他
の
市
、
町
村
か
ら
一
〇
〇
地
点

を
無
作
為
抽
出
し
、
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
ま
で
の
住
民
を
母
集
団

と
し
て
、
各
地
点
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
各
地
点

一
〇
〇
人
計
一
万
人
を
抽
出
し
て
調
査
票
を
郵
送
し
、
三
五
七
五

票
の
有
効
回
答
（
回
答
率
三
五
・
八
％
）
を
得
た
。
そ
の
概
要
は
す

で
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
、
二
〇
一
〇
年
に
同
内
容
の
質
問
票

に
よ
り
筆
者
が
全
国
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｎ

＝
一
五
九
九
）
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
が
実
施
し
た
全
国
郵

送
法
調
査
（
Ｎ
＝
一
八
七
八
）
と
の
比
較
を
含
め
、
ま
と
め
て
い

る
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
考
察
を
踏

ま
え
、
二
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
ま
で
の
六
つ
の
年
齢
階
層
別
に

調
査
項
目
ご
と
に
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
年
齢
階
層
別
の
基

二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た

社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二

研
究
ノ
ー
ト

一
五
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
四
）

一
．
二
〇
一
三
年
全
国
郵
送
法
調
査
の
概
要

（
一
）
調
査
目
的
と
設
問

﹇
目
的
﹈

外
部
性
を
伴
う
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
関

係
資
本
を
、
一
般
的
信
頼
、
特
定
化
信
頼
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
つ

き
あ
い
・
社
会
参
加
）
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

社
会
関
係
資
本
と
健
康
（
主
観
的
健
康
、
生
活
で
の
積
極
性
＝
抑
う
つ

度
（
2
）

）
と
の
関
連
を
検
証
す
る
。
社
会
関
係
資
本
に
は
一
般
的
信
頼

な
ど
認
知
的
な
も
の
と
、
社
会
交
流
・
社
会
参
加
の
側
面
か
ら
み

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
構
造
的
な
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
本
調

査
は
双
方
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
（
3
）
。

﹇
調
査
内
容
・
設
問
﹈

二
〇
一
三
年
調
査
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

問
一　

一
般
的
信
頼
（
九
段
階
回
答
）

特
定
化
互
酬
性
（
三
段
階
回
答
）

一
般
的
互
酬
性
（
三
段
階
回
答
）

問
二　

近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
と
人
数
（
四
段
階
回
答
）

友
人
・
知
人
、
親
戚
、
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
（
五

礎
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は

女
性
の
比
率
が
ほ
ぼ
六
割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
の
母

集
団
推
計
に
は
不
適
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
歳
代
は
標
本
数
が

三
〇
一
と
十
分
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る

二
〇
一
三
年
調
査
の
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
の
年
齢
階
層

別
の
デ
ー
タ
、
特
に
二
〇
歳
代
の
値
は
参
考
値
に
と
ど
ま
る
。
加

え
て
、
経
年
比
較
に
用
い
た
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
調
査
と

二
〇
一
〇
年
調
査
は
サ
ン
プ
ル
数
が
二
〇
一
三
年
調
査
よ
り
少
な

く
、
六
階
層
に
分
け
る
と
、
い
ず
れ
の
階
層
も
母
集
団
推
計
に
は

標
本
数
が
足
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
を
経
て
二
〇
一
三
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
年
齢
階
層

別
経
年
変
化
も
参
考
値
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
二
〇
〇
三
年
内
閣

府
調
査
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
か
ら
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を
得

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

一
五
四



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
五
）

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
居
住
形
態
、
居
住
年
数
、
同
居
人

の
有
無
と
人
数
、
最
終
学
歴
、
年
間
世
帯
収
入

本
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
、
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府
国
民
生

活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人
大
阪
大

学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
多
く

の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
調
査
の
内
容
・
形
式
に
つ

い
て
は
、
日
本
大
学
医
学
部
倫
理
委
員
会
の
審
査
を
受
審
し
、
承

認
を
得
て
い
る
（
4
）
。

（
二
）
調
査
・
実
施
主
体

日
本
大
学
法
学
部　

稲
葉
陽
二
研
究
室

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

（
三
）
調
査
関
連
期
間

調
査
票
の
検
討　

二
〇
一
三
年
四
月
〜
六
月

調
査
の
倫
理
面
か
ら
の
審
査 

二
〇
一
三
年
六
月
二
〇
日
〜
七

月
二
三
日

調
査
実
施
期
間　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
八
日

段
階
回
答
）

問
三　

地
域
で
の
活
動
状
況

地
縁
的
な
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
（
七
段

階
回
答
）

そ
の
他
の
団
体
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

最
も
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
活
動
と
そ
の
特
性

問
四　

生
活
の
状
況

主
観
的
生
活
満
足
度
（
五
段
階
回
答
）

日
常
生
活
で
の
心
配
事
（
一
七
項
目
、
五
段
階
回
答
）

特
定
化
信
頼
（
一
一
対
象
、
五
段
階
回
答
）

主
観
的
健
康
感
（
四
段
階
回
答
）

抑
う
つ
度
（
Ｋ
6
、
六
項
目
、
五
段
階
回
答
）

成
人
期
以
後
の
学
習
（
三
項
目
、
五
段
階
回
答
）

日
常
社
会
生
活
に
お
け
る
対
処
（
九
項
目
、
五
段
階
回
答
）

問
五　

寄
付
・
募
金
活
動
に
つ
い
て

寄
付
の
対
象
と
金
額

問
六　

不
正
へ
の
許
容
度
（
四
項
目
、
一
〇
段
階
回
答
）

問
七　

回
答
者
の
属
性

一
五
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
六
）

二
．
集
計
値
で
み
た
調
査
結
果
の
概
要
と

　

本
稿
の
対
象

表
2
は
集
計
値
か
ら
み
た
本
調
査
の
結
果
を
示
し
て
お
り
（
5
）
、

二
〇
一
三
年
調
査
以
外
に
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
実
施
し
た

二
〇
〇
三
年
全
国
郵
送
法
調
査
（
6
）
と
、
筆
者
が
実
施
し
た
二
〇
一
〇

年
全
国
郵
送
法
調
査
の
二
つ
の
全
国
調
査
の
集
計
値
と
の
比
較
を

加
え
て
い
る
。
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
本
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
社
会
関
係
資
本
全
国
調

査
の
概
要
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇

年
調
査
と
の
比
較
を
し
た
。
過
去
の
調
査
の
比
較
で
は
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
で
、
認
知
的
な
社
会

関
係
資
本
で
あ
る
一
般
的
信
頼
は
安
定
し
、
構
造
的
な
社
会
関
係

資
本
で
も
地
縁
活
動
と
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加

率
は
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
接
す
る
隣
人
、

友
人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
、
家
族
、
親
戚
な
ど
と
の
実
質
的
な

つ
き
あ
い
は
大
幅
に
減
り
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
こ
れ

ら
日
常
で
接
す
る
組
織
や
人
々
に
対
す
る
特
定
化
信
頼
は
大
幅
に

毀
損
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
三
年

（
四
）
母
集
団
と
調
査
対
象
者
、
対
象
者
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法

﹇
母
集
団
﹈
全
国
の
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
の
居
住
者

﹇
対
象
者
﹈
全
国
一
〇
〇
地
点
に
お
け
る
居
住
者
一
〇
〇
〇
〇
名

﹇
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法
﹈
全
国
一
〇
〇
地
点
を
無
作
為
抽
出
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
二
〇
歳
か
ら

七
九
歳
の
居
住
者
一
〇
〇
人
を
無
作
為
抽
出

﹇
調
査
方
法
﹈
郵
送
法
（
配
付
・
回
収
と
も
）

（
五
）
調
査
配
票
数
・
回
収
数
・
回
収
率

﹇
配
票
数
﹈
一
〇
〇
〇
〇
票

﹇
回
収
数
﹈
三
五
七
五
票
（
無
効
票
な
し
）

﹇
有
効
回
収
数
﹈
三
五
・
七
五
％
（
三
五
七
五
票
／
一
〇
〇
〇
〇
票
）

（
六
）
調
査
実
施
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表
者　

稲
葉
陽
二
、
研
究
協
力
者　

緒
方
淳
子
、
調
査

実
施
と
回
答
の
入
力
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

（
七
）
記
述
統
計
量
と
回
答
者
の
属
性

一
五
六



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
七
）

表 1　2013年調査記述統計・回答者の属性

Ｎ 平均・構成比
（％）

標準偏差
ほか 範囲

性別
男性 1628 45.5
女性 1947 54.5

年齢 3575 53.5歳 15.8 20-79

職業

自営業 341 9.5
経営者 87 2.4

民間・団体勤め人
（正規社員） 820 22.9 最頻値

民間・団体勤め人
（契約・派遣社員） 195 5.5

公務員・教員 168 4.7
臨時・パート勤め人 536 15

学生 61 1.7
無職 588 16.4

専業主婦・主夫 594 16.6
その他 94 2.6

居住形態
持ち家 2747 76.8
借家 721 20.2

居住年数 3484 25.5年 0-79

同居人数
単身 346 9.7

同居人あり 3155 88.3

最終学歴

小中学校 375 10.5
高等学校 1438 40.2 中位値・最頻値
専修学校ほか 407 11.4
高専・短大 383 10.7
大学 844 23.6
大学院 81 2.3

世帯年収

200万円未満 354 9.9
200～400万円未満 1051 29.4 最頻値
400～600万円未満 816 22.8 中位値
600～800万円未満 497 13.9
800～1,000万円未満 329 9.2
1,000～1,200万円未満 147 4.1
1,200万円以上 145 4.1一

五
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
八
）

層
別
に
調
査
項
目
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
年
齢
階

層
別
の
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
研
究
ノ
ー
ト
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
年
齢
階
層
は
、
二
〇
歳
か
ら
二
九
歳

（
Ｎ
＝
三
〇
一
）、
三
〇
歳
か
ら
三
九
歳
（
Ｎ
＝
五
一
六
）、
四
〇
歳
か

ら
四
九
歳
（
Ｎ
＝
六
〇
一
）、
五
〇
歳
か
ら
五
九
歳
（
Ｎ
＝
六
〇
五
）、

六
〇
歳
か
ら
六
九
歳
（
Ｎ
＝
八
〇
三
）、
七
〇
歳
か
ら
七
九
歳
（
Ｎ

＝
六
二
〇
）
の
六
階
層
別
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
調

査
に
お
け
る
回
答
者
の
年
齢
階
層
別
の
属
性
は
表
3
に
ま
と
め
て

い
る
。
社
会
関
係
資
本
、
特
に
構
造
的
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て

は
、
性
差
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
表
3
に
示
す
よ

う
に
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は
女
性
の
比
率
が
ほ
ぼ
六

割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
の
母
集
団
推
計
に
は
不
適
で

あ
る
。
ま
た
、
二
〇
歳
代
は
標
本
数
も
三
〇
一
と
十
分
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
の

年
齢
階
層
別
の
デ
ー
タ
、
特
に
二
〇
歳
代
の
値
は
参
考
値
に
と
ど

ま
る
。

間
で
も
み
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
わ
ず
か
三
年

の
間
に
、
一
般
的
信
頼
を
除
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る

構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
と
、
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社

会
関
係
資
本
の
影
響
を
受
け
や
す
い
特
定
化
信
頼
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
の
社
会
経
済
環
境

に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天

災
の
激
化
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
は
人
々
の

間
に
絆
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
絆
を

社
会
関
係
資
本
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
三
年
間
で
む
し
ろ
社
会
関

係
資
本
の
指
標
は
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
の
変
化
が
期
待
さ
れ
て
い

た
が
、
集
計
値
で
み
る
限
り
本
調
査
の
結
果
は
ま
っ
た
く
反
対
の

変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
は
、
性
別
、
年
齢

階
層
別
、
年
間
世
帯
収
入
別
で
み
た
場
合
、
基
本
的
に
す
べ
て
の

階
層
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
の
で
、
性
別
、
高
齢
化
、
収
入
の

影
響
に
よ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
職
業
別
に
み
た

場
合
は
、
有
意
に
差
が
み
ら
れ
る
職
種
と
、
そ
う
で
な
い
職
種
に

二
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調

査
と
の
比
較
で
み
ら
れ
た
社
会
関
係
資
本
の
変
化
は
、
基
本
的
に

こ
の
間
の
雇
用
環
境
と
労
働
市
場
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。」（
稲
葉
二
〇
一
四
、
二
五
│
二
六
頁
。）

本
稿
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
考
察
を
踏
ま
え
、
年
齢
階

一
五
八



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
九
）

表
2
　
調
査
結
果
（
集
計
値
）
の
概
要

（
％
）

類
型

一
般
的
信
頼

特
定
化
信
頼

設
問

一
般
的
な

信
頼

旅
先
で
の

信
頼

近
所
の
人
々

へ
の
信
頼

家
族

へ
の
信
頼

親
戚

へ
の
信
頼

友
人
・
知
人

へ
の
信
頼

職
場
の
同
僚

へ
の
信
頼

サ
ン
プ
ル
数

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

全
国
調
査
（
20
13
年
）

3,
57
5

26
.9

22
.0

31
.9

84
.1

58
.2

60
.4

28
.8

全
国
調
査
（
20
10
年
）

1,
59
9

27
.9

21
.3

40
.5

89
.1

66
.7

69
.7

36
.5

全
国
調
査
（
20
03
年
）

1,
87
8

24
.8

18
.9

43
.1

90
.1

63
.8

73
.7

42
.9

20
10
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
.0

0.
7

-8
.6

-5
.0

-8
.5

-9
.3

-7
.7

20
03
か
ら
20
13
へ
の
変
化

2.
1

3.
1

-1
1.
2

-6
.0

-5
.6

-1
3.
3

-1
4.
1 （
％
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
つ
き
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
団
体
参
加

近
所
づ
き
あ
い

の
程
度

近
所
づ
き
あ
い

の
人
数

友
人
・
知
人
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

親
戚
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

職
場
の
同
僚
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

地
縁
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・

娯
楽
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

市
民
活
動

生
活
面
で

協
力
・
立
話

か
な
り
多
い
・

あ
る
程
度
と
面
識

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁
参
加
し
て
い
る
参
加
し
て
い
る
参
加
し
て
い
る

全
国
調
査
（
20
13
年
）

59
.0

56
.8

45
.2

32
.9

17
.2

50
.7

55
.8

30
.1

全
国
調
査
（
20
10
年
）

60
.4

59
.5

49
.2

38
.0

22
.1

51
.8

52
.0

32
.1

全
国
調
査
（
20
03
年
）

70
.1

67
.7

57
.7

37
.1

25
.4

35
.5

30
.9

16
.8

20
10
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
.4

-2
.7

-4
.0

-5
.1

-4
.9

-1
.1

3.
8

-2
.0

20
03
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
1.
1

-1
0.
9

-1
2.
5

-4
.2

-8
.2

15
.2

24
.9

13
.3

一
五
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
〇
〇
）

表 3　年齢階層別回答者属性（％）

30歳未満
（301）

30-39
（516）

40-49
（601）

50-59
（605）

60-69
（803）

70歳以上
（620）

性別
男 40.9 39.8 41.3 45.5 49.9 50.8
女 59.1 60.2 58.7 54.5 50.1 49.2

職業

自営業 2.1 7.8 9.7 10.0 18.4 17.1
経営者・役員 0.0 1.7 3.1 3.1 6.1 1.7
民間勤め人（正規雇用） 45.8 48.7 40.4 36.1 9.0 1.7
民間勤め人（非正規雇用） 6.3 6.9 8.5 8.6 8.0 1.1
公務員・教員 4.9 7.3 7.4 12.0 1.9 1.1
パート等 11.1 21.5 24.8 22.8 20.6 5.2
学生 20.5 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0
無職 6.9 4.7 3.7 4.9 31.7 65.6

居住形態

持家（ 1戸建） 42.6 50.3 55.3 68.5 77.3 79.2
持家（集合住宅） 13.2 13.1 18.4 15.4 11.6 9.2
民間借家 27.7 25.4 16.5 8.3 5.2 4.1
社宅等 2.6 4.2 2.9 1.1 0.4 0.0
公営借家 7.7 4.6 4.4 5.2 4.1 6.5
借間 3.9 1.3 1.1 0.3 0.2 0.3
住み込み 1.6 0.2 0.0 0.3 0.4 0.0

住み続け
たいか

住み続けたい 42.8 55.6 56.8 57.6 72.1 78.7
どちらでもよい 38.3 33.2 33.7 33.1 18.5 15.2
引っ越したい 16.6 8.7 8.3 6.7 5.1 1.8

同居人の
有無

あり 82.8 92.3 94.3 93.1 88.7 86.7
一人暮らし 17.2 7.7 5.7 6.9 11.3 13.3

最終学歴

小・中学校 3.5 2.3 1.9 3.8 13.2 32.0
高等学校 27.7 26.4 40.1 40.9 50.5 45.2
専門学校等 12.9 17.1 14.2 12.1 8.6 6.5
高専・短大 10.3 16.3 15.8 12.6 7.3 4.3
大学 40.8 31.2 25.0 27.5 19.0 10.7
大学院 4.2 5.3 2.4 2.2 1.0 0.5

世帯収入

200万円未満 9.1 5.7 6.3 5.5 13.2 21.0
200～400万円未満 32.3 23.1 19.8 19.2 41.8 47.9
400～600万円未満 21.7 36.2 26.9 22.7 23.8 16.4
600～800万円未満 14.6 16.6 23.0 20.5 9.7 7.1
800～1,000万円未満 9.8 12.3 13.7 15.2 5.5 4.6
1,000～1,200万円未満 5.1 3.5 6.1 9.3 2.0 1.5
1,200万円以上 7.5 2.7 4.4 7.7 4.0 1.5

年齢
（サンプル数）

属性

一
六
〇



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
一
）

三
│
二　

年
齢
階
層
別
社
会
関
係
資
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
団
体
参
加
な
ど
の
構
造
的
社
会
関
係
資
本
に

つ
い
て
は
、
総
じ
て
い
え
ば
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
つ
き
あ

い
や
団
体
参
加
の
頻
度
が
上
が
る
。
そ
の
一
方
で
、
信
頼
や
互
酬

性
な
ど
の
認
知
的
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
は
、
年
齢
階
層
が
上

が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
高
水
準
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

社
会
全
体
へ
対
す
る
一
般
的
信
頼
は
壮
年
期
が
ピ
ー
ク
で
、
六
〇

歳
代
以
降
は
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
定
化
信
頼
は
、

同
僚
や
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
は
年
齢
が
上
が
る
と
低
下
す
る
。

同
様
に
互
酬
性
は
、
若
年
層
の
ほ
う
が
壮
年
層
、
高
齢
層
よ
り
も

高
い
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
構
造
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ

い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」、「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
同

僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
地
縁
的
な
活
動
の
参
加
率
」、「
ス

ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」、「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き

三
．
年
齢
階
層
別
に
み
た
二
〇
一
三
年
調
査

三
│
一　

年
齢
階
層
別
属
性

表
3
は
年
齢
階
層
別
の
属
性
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は
女
性
の
比
率
が
ほ

ぼ
六
割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
バ
イ
ア
ス

が
あ
る
。
ま
た
、
職
業
は
若
年
層
か
ら
五
〇
歳
代
の
壮
年
層
ま
で

は
「
民
間
勤
め
人
（
正
規
雇
用
）」
が
最
も
多
い
。
持
家
比
率
は

二
〇
歳
代
で
も
五
六
％
に
達
し
て
お
り
、
七
〇
歳
で
は
九
割
近
く

と
全
般
に
高
い
。
世
帯
収
入
も
中
位
数
は
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳

代
ま
で
四
〇
〇
万
円
〜
六
〇
〇
万
円
未
満
で
あ
り
五
〇
歳
代
で

六
〇
〇
万
円
〜
八
〇
〇
万
円
未
満
に
上
が
り
、
そ
の
後
六
〇
歳
代

で
四
〇
〇
万
円
〜
六
〇
〇
万
円
未
満
に
戻
り
、
七
〇
歳
代
で

二
〇
〇
万
円
〜
四
〇
〇
万
円
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
学
齢
で

最
頻
値
は
、
二
〇
歳
代
と
三
〇
歳
代
が
大
学
で
あ
る
が
、
四
〇
歳

代
以
降
は
高
等
学
校
が
最
頻
値
と
な
る
。
回
答
者
の
六
〇
歳
代
で

九
人
に
一
人
、
七
〇
歳
代
で
七
・
五
人
に
一
人
が
一
人
暮
ら
し
で

あ
る
。

一
六
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
〇
二
）

あ
い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
図
1
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
、
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
居
住

年
数
が
長
く
な
れ
ば
、
近
所
つ
き
あ
い
も
そ
れ
に
比
し
て
長
期
と

な
る
の
で
十
分
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
団
体
参
加
率

も
、
図
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
参
加
率
が

上
昇
す
る
。
四
つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
現

役
か
ら
退
く
六
〇
歳
代
で
参
加
率
が
大
き
く
上
昇
す
る
。
四
つ
の

タ
イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
地
縁
的
な
活
動
」
は
二
〇
歳
代
で
は

一
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
〇
歳
代
で
五
〇
％
を
超
え
、
六
〇

歳
代
に
な
る
と
六
〇
％
を
超
え
、
壮
年
層
と
高
齢
者
層
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
わ
か
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
」「
そ
の
他
の
団
体
活
動
」
に
つ

い
て
も
み
ら
れ
る
が
、
年
齢
階
層
間
の
差
は
「
地
縁
的
活
動
」
よ

り
小
さ
い
。
た
だ
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は

二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
％
近
く
の
参
加
率
が
あ
り
、
そ
れ
が
五
〇
歳

代
ま
で
継
続
さ
れ
、
世
代
間
の
差
が
他
の
三
つ
の
活
動
と
比
し
て

小
さ
い
。
世
代
間
の
社
会
関
係
資
本
の
醸
成
に
は
、「
地
縁
的
な

活
動
」
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
を
活
用
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
的
社
会
関
係
資
本

の
な
か
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
昇
し
て
も
上
が
ら
な
い
も
の
も
あ

図 1　年齢階層別　近所づきあい

20

30

40

50

60

70
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90

30 30-39 40-49 50-59 60-69 70

（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
三
）

る
。
具
体
的
に
は
、
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
友
人
・
知
人

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」

「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
二
〇
歳
代
が
高
く
、
三
〇
歳

代
で
大
幅
に
低
下
し
、
五
〇
歳
代
ま
で
低
水
準
で
底
這
い
し
、

六
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
に
か
け
て
上
昇
す
る
Ｕ
字
型
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
壮
年
期
に
入
る
に
し
た
が
っ
て
職
場
や
子
育
て
、

教
育
な
ど
に
よ
っ
て
友
人
・
知
人
、
親
戚
、
同
僚
と
疎
遠
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

図
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
般
的
信
頼
」（「
ほ
と
ん
ど
の
人

は
信
頼
で
き
る
」）
は
二
〇
歳
代
で
は
二
〇
％
と
低
い
が
、
五
〇
歳

代
で
三
〇
％
を
超
え
、
六
〇
歳
代
で
横
ば
い
、
七
〇
歳
代
で
微
減

図 2　年齢階層別　団体参加率
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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す
る
。
ま
た
、
組
織
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図
5
）
も
「
勤

務
先
」
に
対
す
る
信
頼
を
除
き
、
総
じ
て
年
齢
階
層
が
上
が
る
に

つ
れ
上
昇
す
る
。
た
だ
し
、
人
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図

6
）
で
は
「
友
人
・
知
人
」「
同
僚
」
へ
の
信
頼
は
年
齢
階
層
が

上
が
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
。
ま
た
、
一
般
的
互
酬
性
と
特
定
化

互
酬
性
（
図
4
）
も
若
年
層
の
ほ
う
が
壮
年
層
、
高
齢
者
層
よ
り

も
高
く
、
人
生
で
の
経
験
を
積
む
に
し
た
が
い
互
酬
性
は
毀
損
し

て
い
く
よ
う
に
み
え
、
一
般
的
信
頼
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

三
│
三　

年
齢
階
層
別
に
み
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ

生
活
満
足
度
と
生
活
上
の
孤
立
へ
の
懸
念

「
生
活
に
満
足
」
の
比
率
（
図
7
）
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
五

割
を
超
え
、
年
齢
階
層
別
に
は
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、

四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代
が
五
割
と
最
も
低
く
、
六
〇
歳
代
で
上
昇

し
、
七
〇
歳
代
で
は
六
割
を
越
え
る
。
生
活
満
足
度
が
年
齢
階
層

に
か
か
わ
ら
ず
高
水
準
で
あ
る
が
、「
孤
立
へ
の
懸
念
」
も
各
年

齢
階
層
で
三
割
前
後
と
比
較
的
高
く
、
六
〇
歳
代
で
二
五
％
程
度

へ
低
下
す
る
が
、
七
〇
歳
代
で
再
び
三
割
が
「
孤
立
へ
の
懸
念
」

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
庭
内
の
人
間
関
係
」

「
近
隣
で
の
人
間
関
係
」
で
も
み
ら
れ
、
前
者
は
二
割
前
後
、
後

図 3　年齢階層別　つきあい（友人・知人、親戚・親類、同僚）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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図 4　年齢階層別一般的信頼と互酬性
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成

図 5　年齢階層別特定化信頼─対組織
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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者
一
割
前
後
の
水
準
で
、
全
年
齢
階
層
共
通
の
問
題
・
心
配
事
と

な
っ
て
い
る
。
孤
立
を
含
め
た
人
間
関
係
へ
の
懸
念
は
全
年
齢
階

層
共
通
で
あ
り
、
人
生
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
悩
み
の
種
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

社
会
へ
の
寛
容
性
・
不
正
へ
の
許
容
度

本
調
査
で
は
回
答
者
の
社
会
へ
の
寛
容
性
の
指
標
と
し
て
「
各

種
募
金
」「
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協

力
の
た
め
の
活
動
」「
宗
教
団
体
」「
国
や
地
方
団
体
」「
そ
の
他

団
体
」
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
年
齢
階
層
別
に
寄
付

（
金
銭
＋
現
物
）
し
た
者
の
比
率
（
図
8
）
を
み
る
と
、「
各
種
募

金
」
へ
の
参
加
率
が
最
も
高
い
。「
各
種
募
金
」
に
次
い
で
「
ま

ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協
力
の
た
め
の
活

動
」
へ
の
寄
付
の
参
加
率
が
高
く
、
表
に
は
な
い
が
「
各
種
募

金
」
や
他
の
寄
付
と
比
べ
て
現
物
の
比
率
が
比
較
的
高
い
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ど
の
分
類
の
寄
付
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
が
れ
ば

上
が
る
ほ
ど
、
寄
付
へ
の
参
加
率
が
高
ま
る
。

寄
付
に
加
え
て
、「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」「
賄

賂
」「
脱
税
」「
無
資
格
で
の
年
金
や
医
療
給
付
の
請
求
」
の
四
つ

の
不
正
に
つ
い
て
許
容
度
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
の
比
率
）
を
尋
ね

図 6　年齢階層別　特定化信頼─対人
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
七
）

て
い
る
（
図
9
）。
脱
税
へ
の
許
容
度
が
一
番
低
く
（「
認
め
ら
れ
な

い
」
と
す
る
比
率
が
高
い
）、「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
へ

の
許
容
度
が
一
番
高
い
。
四
つ
の
不
正
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、

年
齢
階
級
が
上
が
る
ほ
ど
不
正
を
認
め
な
い
と
す
る
比
率
が
高
ま

る
が
、「
脱
税
」「
公
共
交
通
料
金
」
に
つ
い
て
は
「
認
め
ら
れ
な

い
」
と
す
る
比
率
が
七
〇
歳
代
で
は
若
干
低
下
す
る
。
ま
た
、

「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
に
つ
い
て
は
若
年
層
の
許
容

度
が
特
に
高
く
、
二
〇
歳
代
で
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比

率
は
五
六
％
に
す
ぎ
ず
、
年
金
・
医
療
給
付
に
関
す
る
モ
ラ
ル
低

下
が
顕
著
で
あ
る
。

身
体
と
心
の
健
康

二
〇
一
三
年
調
査
は
身
体
の
健
康
の
指
標
と
し
て
「
主
観
的
健

康
感
（S

elf-R
ated H

ealth, S
R
H

と
略
）
と
心
の
健
康
の
指
標
と

し
て
「
Ｋ
6
値
（
〇
〜
二
四
）」
を
尋
ね
て
い
る
。
Ｋ
6
値
は
抑
う

つ
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
。
図
10
は
両
者
を
ま
と
め
て
表

示
し
て
い
る
が
、
Ｋ
6
値
は
各
年
齢
階
層
の
平
均
値
を
示
し
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
は
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
と
「
健
康
で
は
な
い
」
と

の
合
計
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
心
の
健
康
を
表
す
Ｋ
6
は
二
〇

歳
代
が
一
番
高
く
、
そ
の
後
六
〇
歳
代
ま
で
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

図 7　生活満足度と世代間共通の問題・心配事
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成 
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図 9　年齢階層別　不正許容度（「認められない」の比率）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成

図 8　年齢階層別　寄付率（金銭+現物）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
九
）

に
低
下
し
て
い
る
が
、
身
体
の
健
康
を
表
す
主
観
的
健
康
感
は

三
〇
歳
代
を
底
に
そ
の
後
年
齢
階
層
が
上
が
る
ご
と
に
一
貫
し
て

上
昇
し
て
お
り
、
七
〇
歳
代
で
は
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
健
康
で
は

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
心
の
健
康
は
年
齢
と
順
相
関
で
年
を

取
る
と
改
善
す
る
が
、
身
体
の
健
康
は
年
齢
と
逆
相
関
で
年
を
と

る
と
悪
化
す
る
。
身
体
の
健
康
と
年
齢
の
関
係
は
当
然
で
あ
る
が
、

心
の
健
康
と
年
齢
の
順
相
関
は
、
若
年
層
を
囲
む
環
境
が
い
か
に

過
酷
で
あ
る
か
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
よ
う
。

三
│
四　

年
齢
階
層
別
に
み
た
性
差

社
会
関
係
資
本
に
は
性
差
が
大
き
い
と
い
う
点
が
先
行
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
も
顕
著
に
み
ら
れ
、
年
齢

階
層
別
で
も
男
女
間
で
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
構
造
的
社
会

関
係
資
本
は
、
身
近
な
人
々
と
の
つ
き
あ
い
は
女
性
の
方
が
密
で

あ
る
が
、
団
体
参
加
率
は
男
性
の
ほ
う
が
高
い
。
一
方
、
認
知
的

社
会
関
係
資
本
の
性
差
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
構
造
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ

い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ

図10　年齢階層別　主観的健康感（SRH）と心の健康（K 6値）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
同
僚

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
地
縁
的
な
活
動
の
参
加
率
」「
ス
ポ
ー

ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き

あ
い
の
程
度
」「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
、

図
11
か
ら
図
13
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
女
性
の
方
が
高

い
。
た
だ
し
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」（
図
14
）
は
男
性

の
方
が
高
い
。
ま
た
、
図
15
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
団
体
参
加
率

は
「
地
縁
的
な
活
動
」
が
女
性
の
参
加
率
が
三
〇
歳
代
で
四
割
を

超
え
、
四
〇
歳
代
で
男
女
と
も
に
五
割
に
達
す
る
が
、
三
〇
歳
代

の
女
性
が
い
わ
ば
実
働
部
隊
と
し
て
地
縁
的
活
動
を
支
え
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の

参
加
率
」（
図
16
）
で
は
四
〇
歳
代
ま
で
は
男
女
差
は
大
き
く
な

い
が
、
五
〇
歳
代
で
女
性
が
男
性
を
上
回
り
、
六
〇
歳
以
降
で
は

逆
に
男
性
の
参
加
率
が
上
回
る
。
ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・

娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」（
図
17
）、「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」（
図
18
）
は
ほ
ぼ
一
環
し
て
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
高
い
。

図11　年齢階層別　近所づきあい
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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国
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と
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図12　年齢階層別　つきあい（友人・知人）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図13　年齢階層別　つきあい（親戚・親類）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図15　年齢階層別　団体参加率（地縁的な活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図14　年齢階層別　つきあい（同僚）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図16　年齢階層別　団体参加率（ボランティア・NPO・市民活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図17　年齢階層別　団体参加率（スポーツ・趣味・娯楽）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

「
一
般
的
信
頼
」
は
、
図
19
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
調
査
で

は
男
性
四
〇
歳
代
の
一
般
的
信
頼
が
二
二
％
と
極
め
て
低
い
が
、

五
〇
歳
代
で
回
復
し
男
女
同
水
準
と
な
り
、
六
〇
歳
代
以
降
で
は

逆
に
女
性
が
大
幅
な
低
下
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
図
20
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
一
般
的
互
酬
性
で
は
、
女
性
が
一
貫
し
て
男
性
よ
り

も
高
い
が
、
逆
に
特
定
化
互
酬
性
で
は
二
〇
歳
代
を
除
き
、
男
性

の
方
が
高
い
。
一
般
的
信
頼
と
互
酬
性
で
は
、
性
差
は
年
齢
階
級

別
に
極
め
て
複
雑
な
変
化
を
し
て
お
り
、
こ
の
背
景
は
詳
ら
か
で

な
い
。
た
だ
し
、
人
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図
21
、
図
22
）

で
は
「
近
所
の
人
々
」「
友
人
・
知
人
」
で
は
女
性
が
男
性
よ
り

も
高
く
、「
同
僚
」
へ
の
信
頼
は
男
性
の
方
が
高
い
。

図18　年齢階層別　団体参加率（その他の団体活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図19　年齢階層別　一般的信頼
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図20　年齢階層別　特定化互酬性と一般的互酬性
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図21　年齢階層別　特定化信頼─対人①
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図22　年齢階層別　特定化信頼─対人②
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
一
七
）

値
で
あ
る
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

繰
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
調
査
で
は
構
造
的
社
会

関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」「
近
所
づ
き
あ
い

の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
地
縁

的
な
活
動
の
参
加
率
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参

加
率
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」

「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参
加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」（
図
23
）、「
近
所
づ

き
あ
い
の
頻
度
」（
図
24
）
は
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
上
昇

す
る
が
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
に
六
つ

の
年
齢
階
層
全
て
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
四
〇
歳
代
と
五
〇
歳

代
で
の
低
下
が
大
き
い
。「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」
の
な
か
の

選
択
肢
で
あ
る
「
隣
の
人
が
誰
か
も
知
ら
な
い
」（
図
25
）
の
比

率
は
若
年
層
ほ
ど
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
加
え
て
「
近
所
づ
き

あ
い
の
頻
度
」
の
選
択
肢
で
あ
る
「
つ
き
あ
い
は
全
く
し
て
い
な

い
」
の
比
率
（
図
26
）
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

四
．
年
齢
階
層
別
に
み
た
社
会
関
係
資
本
の

　

経
年
比
較

二
〇
一
三
年
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府

国
民
生
活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施
し

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人

大
阪
大
学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
Ｎ
＝
二
〇
〇
〇
、

郵
送
法
調
査
Ｎ
＝
一
八
七
八
）
に
準
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
に
は
筆
者
が
郵
送
法
に
よ
る
全
国
調
査
（
Ｎ
＝

一
五
九
九
）
を
実
施
し
て
い
る
。
両
調
査
の
設
問
の
大
部
分
は
今

回
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
調
査
に
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
調
査
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
三
調
査

の
比
較
を
通
じ
て
、
社
会
関
係
資
本
の
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
を
年
齢
階
層
別
に
み
て
い
き
た
い
。
た

だ
し
、
年
齢
階
層
別
の
サ
ン
プ
ル
数
は
二
〇
〇
三
年
調
査
、

二
〇
一
〇
年
調
査
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
歳
代
三
五
九
と
一
八
三
、

三
〇
歳
代
三
〇
六
と
二
六
三
、
四
〇
歳
代
三
〇
五
と
二
六
七
、

五
〇
歳
代
三
四
五
と
二
七
七
、
六
〇
歳
代
三
四
七
と
三
七
二
、

七
〇
歳
代
二
一
二
と
二
三
七
と
、
い
ず
れ
も
母
集
団
推
計
に
は
十

分
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
の
値
は
あ
く
ま
で
も
参
考

一
七
七
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図23　年齢階層別　近所づきあい（生活面で協力＋日常的に立ち話） 
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図24　年齢階層別　近所づきあい（かなり多くの人＋ある程度の人数）
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図25　近所づきあいの人数 「隣の人がだれかも知らない」
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図26　近所づきあいの頻度 「つきあいは全くしていない」
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ま
た
、「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
も
、
図
27
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
全
年

齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、
四
〇
歳
代
以
上
で
は

二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
も
低
下
し
て
い
る
。「
親
戚
・

親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」（
図
28
）
は
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
間
の
低
下
を
大
き
く
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の

頻
度
」（
図
29
）
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
で
、

二
〇
歳
代
を
除
き
全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
団

体
参
加
率
は
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
参
加
率
が
上
昇
す
る
（
図
30
〜
33
）。
四
つ
の

タ
イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活

動
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は
、
全
年
齢
階
層
で
参

加
率
が
上
昇
し
た
。
前
者
は
四
〇
歳
代
以
降
の
参
加
率
上
昇
が
顕

著
で
あ
る
が
、
後
者
は
二
〇
歳
代
の
若
年
層
も
含
め
全
て
の
年
齢

階
層
で
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。「
地
縁
的
な
活
動
」
は
四
〇

歳
代
以
降
の
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。「
そ
の
他
の
団
体
活
動
」

で
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
代
で
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。

認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

図27　年齢階層別　つきあい（友人・知人）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計
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図28　年齢階層別　つきあい（親戚・親類）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計

図29　年齢階層別　つきあい（同僚）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計
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図31　年齢階層別　団体参加率（スポーツ・趣味・娯楽）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出

図30　年齢階層別　団体参加率（地縁的な活動）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出
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図32　年齢階層別　団体参加率（ボランティア・NPO・市民活動）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出

図33　年齢階層別　団体参加率（その他の団体活動）

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

30 30 39 40 49 50 59 60 69 70

2013

2010

2003

（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出
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（
図
35
）、「
学
校
・
病
院
等
の
公
的
機
関
等
」（
図
36
）、「
自
治
会

な
ど
へ
の
地
縁
団
体
」（
図
37
）
へ
の
信
頼
は
、
二
〇
〇
三
年
と

二
〇
一
〇
年
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
三
年
に
か
け
て
全
年
齢
階
層
で
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、「
警
察
や
交
番
等
」（
図
38
）
へ
の
信
頼
は
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
は
む
し
ろ
上
昇
し
、
二
〇
一
〇
年
以
降

大
幅
な
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

「
特
定
化
信
頼
」
の
対
人
に
つ
い
て
も
、
対
組
織
と
同
様
に

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
を
取
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
変
化
は
必
ず
し
も
一
律
低
下
で
は
な
い
。「
友

人
・
知
人
」
へ
の
信
頼
（
図
42
）
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
の
間
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
に
か
け
て
は
、
む
し
ろ

二
〇
一
〇
年
水
準
の
方
が
高
い
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
族
」（
図

43
）、「
親
戚
」（
図
44
）、「
同
僚
」（
図
45
）
へ
の
信
頼
で
も
見
ら

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
特
定
化
信
頼
」
は
対
組
織
・
対
人
と
も

に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
変
化
は
比
較
的
軽
微

で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
以
降
大
幅
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

図
34
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
般
的
信
頼
」
は
二
〇
〇
三
年

か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
全
年
齢
階
層
で
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
二
〇
一
三
年
も
、
二
〇
歳
代
と
四
〇
歳
代
を
除
き
、

二
〇
〇
三
年
の
水
準
よ
り
も
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調
査
で
は
四
〇

歳
代
が
一
番
高
く
、
一
〇
年
後
の
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
五
〇
歳

代
が
一
番
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調
査
の
四
〇
歳
代
は
一
九
六
三
年

か
ら
七
三
年
の
高
度
成
長
期
に
生
ま
れ
た
世
代
で
あ
る
が
、
高
度

成
長
期
に
お
け
る
幼
少
期
の
体
験
が
一
般
的
信
頼
に
つ
い
て
の
前

向
き
の
評
価
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

特
定
の
人
や
組
織
へ
の
「
特
定
化
信
頼
」
は
総
じ
て
二
〇
〇
三
年

か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
ほ
ぼ
全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
対
組
織
へ
の
「
特
定
化
信
頼
」
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
変
化
は
軽
微
で
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年

の
間
の
低
下
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、「
市
役
所
・
町
役
場
等
」

一
八
四



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
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会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
二
五
）

図34　 一般人への信頼「ほとんどの人は信頼できる」
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図35　年齢階層別　特定化信頼─対組織（市役所・町役場等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図36　年齢階層別　特定化信頼対組織（学校・病院等の公的機関等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図37　年齢階層別　特定化信頼─対組織（自治会等の地縁団体）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
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）

（
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図38　年齢階層別　特定化信頼─対組織（警察や交番等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図39　年齢階層別　特定化信頼対組織（ボランティア・NPO・市民活動団体）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図40　年齢階層別　特定化信頼─対組織（勤務先）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図41　年齢階層別　特定化信頼─対人（近所の人々）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図42　年齢階層別　特定化信頼─対人（友人・知人）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図43　年齢階層別　特定化信頼─対人（家族）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図44　年齢階層別　特定化信頼─対人（親戚）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図45　年齢階層別　特定化信頼─対人（職場の同僚）
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
一
）

ず
高
水
準
で
あ
る
が
、「
孤
立
へ
の
懸
念
」
も
各
年
齢
階
層
で
三

割
前
後
と
比
較
的
高
く
、
六
〇
歳
代
で
二
五
％
程
度
へ
低
下
す
る

が
、
七
〇
歳
代
で
再
び
三
割
が
「
孤
立
へ
の
懸
念
」
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
庭
内
の
人
間
関
係
」「
近
隣
で
の

人
間
関
係
」
で
も
み
ら
れ
、
前
者
は
二
割
前
後
、
後
者
一
割
前
後

の
水
準
で
、
全
年
齢
階
層
共
通
の
問
題
・
心
配
事
と
な
っ
て
い
る
。

孤
立
を
含
め
た
人
間
関
係
へ
の
懸
念
は
全
年
齢
階
層
共
通
で
あ
り
、

人
生
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
悩
み
の
種
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
年
齢
階
層
別
に
寄
付
（
金
銭
＋
現
物
）
し
た
者
の
比
率
を
み

る
と
、「
各
種
募
金
」
へ
の
参
加
率
が
最
も
高
い
。「
各
種
募
金
」

に
次
い
で
「
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協

力
の
た
め
の
活
動
」
へ
の
寄
付
の
参
加
率
が
高
く
、「
各
種
募
金
」

や
他
の
寄
付
と
比
べ
て
現
物
の
比
率
が
比
較
的
高
い
。
ど
の
分
類

の
寄
付
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
寄
付
へ
の

参
加
率
が
高
ま
る
。

「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」「
賄
賂
」「
脱
税
」「
無

資
格
で
の
年
金
や
医
療
給
付
の
請
求
」
の
四
つ
の
不
正
に
対
す
る

許
容
度
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
の
比
率
）
に
つ
い
て
は
、
脱
税
へ
の

許
容
度
が
一
番
低
く
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
が
高
い
）、

「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
へ
の
許
容
度
が
最
も
高
い
。

五
．
ま
と
め

本
稿
で
は
筆
者
が
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
全
国
社
会
関
係
調
査

（
経
年
変
化
で
は
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
年
調
査
も
用
い
て
）
の

個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
年
齢
階
層
別
の
ク
ロ
ス
集
計
表
か
ら
以

下
の
よ
う
な
点
を
見
出
し
た
。

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
団
体
参
加
な
ど
の
構
造
的
社
会
関
係
資
本

に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
い
え
ば
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
つ
き

あ
い
や
団
体
参
加
の
頻
度
が
上
が
る
。
そ
の
一
方
で
、
信
頼
や
互

酬
性
な
ど
の
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
は
、
年
齢
階
層

が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
高
水
準
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
社
会
全
体
へ
対
す
る
一
般
的
信
頼
は
壮
年
期
が
ピ
ー
ク
で
、

六
〇
歳
代
以
降
は
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
定
化
信
頼

は
、
同
僚
や
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
は
年
齢
が
上
が
る
と
低
下
す

る
。
同
様
に
互
酬
性
は
、
一
般
的
信
頼
と
反
対
に
、
若
年
層
の
ほ

う
が
壮
年
層
、
高
齢
層
よ
り
も
高
い
。

②
「
生
活
に
満
足
」
の
比
率
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
五
割
を
超

え
、
年
齢
階
層
別
に
は
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
四
〇
歳
代
、

五
〇
歳
代
が
五
割
と
最
も
低
く
、
六
〇
歳
代
で
上
昇
し
、
七
〇
歳

代
で
は
六
割
を
越
え
る
。
生
活
満
足
度
が
年
齢
階
層
に
か
か
わ
ら

一
九
一
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⑥
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
変
化
を
み
る
と
、

「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
、
い

ず
れ
も
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
に
六
つ
の
年
齢
階
層

す
べ
て
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
四
〇
歳
代
と
五
〇
歳
代
で
の
低

下
が
大
き
い
。
特
に
「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」
の
な
か
の
選
択

肢
で
あ
る
「
隣
の
人
が
誰
か
も
知
ら
な
い
」
の
比
率
は
若
年
層
ほ

ど
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
加
え
て
「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」

の
選
択
肢
で
あ
る
「
つ
き
あ
い
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
」
の
比

率
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」
も
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
度
の
間
、

全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、
四
〇
歳
代
以
上
で
は

二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
も
低
下
し
て
い
る
。「
親
戚
・

親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年

の
間
の
低
下
が
大
き
く
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
で
、
二
〇
歳
代
を
除
き

全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
団
体
参
加
率
は
、
四

つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
一
〇
年
間
で
お
し

な
べ
て
高
齢
に
な
る
ほ
ど
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
四
つ
の
タ

イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は
全
年
齢
階
層
で
参
加
率

四
つ
の
不
正
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
年
齢
階
級
が
上
が
る
ほ
ど
、

不
正
を
認
め
な
い
と
す
る
比
率
が
高
ま
る
が
、「
脱
税
」「
公
共
交

通
料
金
」
に
つ
い
て
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
が
七
〇

歳
代
で
は
若
干
低
下
す
る
。
ま
た
、「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正

受
給
」
に
つ
い
て
は
若
年
層
の
許
容
度
が
特
に
高
く
、
二
〇
歳
代

で
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
は
五
六
％
に
す
ぎ
ず
、
年

金
・
医
療
給
付
に
関
す
る
モ
ラ
ル
低
下
が
顕
著
で
あ
る
。

④
心
の
健
康
を
表
す
Ｋ
6
は
二
〇
歳
代
が
最
も
高
く
、
そ
の
後

六
〇
歳
代
ま
で
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
低
下
し
て
い
る
が
、
身
体

の
健
康
を
表
す
主
観
的
健
康
感
は
三
〇
歳
代
を
底
に
そ
の
後
年
齢

階
層
が
上
が
る
ご
と
に
一
貫
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
七
〇
歳
代
で

は
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
健
康
で
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
心

の
健
康
は
年
齢
と
順
相
関
で
年
を
取
る
と
改
善
す
る
が
、
身
体
の

健
康
は
年
齢
と
逆
相
関
で
年
を
と
る
と
悪
化
す
る
。
身
体
の
健
康

と
年
齢
の
関
係
は
当
然
で
あ
る
が
、
心
の
健
康
と
年
齢
の
順
相
関

は
、
若
年
層
を
囲
む
環
境
が
い
か
に
過
酷
で
あ
る
か
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
よ
う
。

⑤
男
女
別
に
は
、
構
造
的
社
会
関
係
資
本
は
、
身
近
な
人
々
と

の
つ
き
あ
い
は
女
性
の
方
が
密
で
あ
る
が
、
団
体
参
加
率
は
男
性

の
ほ
う
が
高
い
。

一
九
二
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年
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葉
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謝
辞本

調
査
は
平
成
二
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
政
策
含
意
│

そ
の
醸
成
要
因
と
地
域
差
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
四
二
四
三
〇
四
〇

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
研
究

分
担
者
の
石
田
光
規
先
生
、
石
田
祐
先
生
、
菅
野
剛
先
生
、
西
川

雅
史
先
生
、
露
口
健
司
先
生
か
ら
貴
重
な
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
か
ら
二
〇
〇
三
年
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
の
提

供
を
受
け
ま
し
た
。
助
成
を
賜
っ
た
文
部
科
学
省
と
内
閣
府
に
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
査
読
の
労
を
お
取
り
い
た
だ
い

た
先
生
方
か
ら
も
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
資
料
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
緒
方
淳
子
、

草
ヶ
谷
明
日
美
、
西
谷
直
樹
、
小
笠
原
宜
子
の
各
氏
に
対
し
て
も

記
し
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
考
文
献

稲
葉
陽
二
（
二
〇
一
四
）「
日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
│

二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会

関
係
資
本
の
変
化
│
」『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
日
本
大

学
法
学
会
、
一
│
三
〇
頁
。

が
上
昇
し
た
。
前
者
は
四
十
歳
代
以
降
の
参
加
率
上
昇
が
顕
著
で

あ
る
が
、
後
者
は
二
〇
歳
代
の
若
年
層
も
含
め
全
て
の
年
齢
階
層

で
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。「
地
縁
的
な
活
動
」
は
四
〇
歳
代

以
降
の
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
他
の
団
体
活

動
」
で
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
代
で
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。

「
一
般
的
信
頼
」
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、

全
年
齢
階
層
で
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
三
年
も
、
二
〇
歳

代
と
四
〇
歳
代
を
除
き
、
二
〇
〇
三
年
の
水
準
よ
り
も
高
い
。

二
〇
〇
三
年
調
査
で
は
四
十
歳
代
が
一
番
高
く
、
一
〇
年
後
の

二
〇
一
三
年
調
査
で
は
五
〇
歳
代
が
一
番
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調

査
の
四
〇
歳
代
は
一
九
六
三
年
か
ら
七
三
年
の
高
度
成
長
期
に
生

ま
れ
た
世
代
で
あ
る
が
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
幼
少
期
の
体
験

が
一
般
的
信
頼
に
つ
い
て
の
前
向
き
の
評
価
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
人
や
組
織
へ
の
「
特
定
化

信
頼
」
は
総
じ
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
ほ
ぼ
全

年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
特
定
化
信
頼
」
は
対

組
織
・
対
人
と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
変

化
は
比
較
的
軽
微
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
以
降
大
幅
低
下
と
な
っ

て
い
る
。

一
九
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（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
二
〇
〇
八
年
稲
葉
・
日
本
総
研
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

調
査
）、
稲
葉
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
調
査
（
郵
送
法
）、
今
回
の

二
〇
一
三
年
調
査
（
郵
送
法
）
の
み
で
あ
る
。

（
4
） 

平
成
二
五
年
七
月
二
三
日
付
承
認
番
号
二
五
│
一
一
│
〇
。

（
5
） 

本
稿
で
記
述
し
て
い
る
集
計
値
は
欠
損
値
を
含
め
た
総
数
を

分
母
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

（
6
） 

調
査
結
果
の
概
要
は
、
内
閣
国
民
生
活
局
（
二
〇
〇
三
）
参

照
。
同
調
査
は
、
郵
送
法
調
査
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
を
同
一
の
質
問
票

を
用
い
て
実
施
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
郵
送
法
の
み

を
扱
う
。
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葉
陽
二
（
二
〇
一
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）「
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査　

二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
調
査
の
概

要
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政
経
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
日
本
大
学
法
学
会
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一
〇
七
│
一
三
〇
頁
。
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陽
二
（
二
〇
〇
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ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
経
済
的
含

意
│
心
の
外
部
性
と
ど
う
向
き
合
う
か
」『
計
画
行
政
』
日
本
計
画

行
政
学
会
、
第
二
八
巻
四
号
、
一
七
│
二
二
頁
。

稲
葉
陽
二
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〇
〇
八
）「
序
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ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
多

面
性
と
可
能
性
」
稲
葉
陽
二
（
編
著
）『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
潜
在
力
』
日
本
評
論
社
、
一
一
│
二
二
頁
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
（
二
〇
〇
三
）『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
│

豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環
を
求
め
て
│
』
国
立
印

刷
局
。

 

以
上

（
1
） 

社
会
関
係
資
本
の
定
義
は
稲
葉
（
二
〇
〇
五
：
二
〇
〇
八
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

Ｋ
6
値
。

（
3
） 

社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
は
信
頼
、
互
酬
性
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
対
象
と
し

た
全
国
社
会
調
査
は
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
国
民
生
活
局
調
査
（
郵

送
法
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
併
用
）、
二
〇
〇
五
年
内
閣
府
経
済
社
会
総
合

研
究
所
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
二
〇
〇
七
年
日
本
総
研
調
査

一
九
四



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
五
）

 
2

  

    

 
1

 

一
九
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
三
六
）

 
4

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3

 
 

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

一
九
六



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
七
）

 
6  

  
 

 

 
5

 
 

 

 

一
九
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
三
八
）

 
8

  
 

 
7

  

一
九
八



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
九
）

 
10

 
9

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

一
九
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
四
〇
）

 
12

   
 

 

 
11

 

 

 

 

二
〇
〇



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
六
八
）

International Transfer Management of Home 
based Firm-Specifi c Advantages: Evidence 
from Japanese MNEs in Emerging Markets

Tetsuya Usui

INTRODUCTION

The transaction cost-based view of multinational enterprises （MNEs） 

is generally considered an appropriate analytical framework for fi rms’ 

initial foreign market entry, and has been expanded to analyze the 

effi  ciency of diff erentiated network-based MNE organizations （Rugman & 

Verbeke, 1992, 2003）. However, criticism from the fi elds of international 

management and strategic management has centered on its limitations 

concerning MNE cost-minimizing behavior on the assessment of firm 

performance, particularly in technological innovation and value creation 

in local markets and the global arena （Porter, 1986; Bartlett & Ghoshal, 

1989; Birkinshaw, Hood & Jonsson, 1998）. Firm-specifi c advantages （FSAs） 

or ownership-specific advantages can explain the condition of 

comparative advantage, where differences in economic productivity 

make it desirable for fi rms and nations to specialize in and trade the 

products and services that refl ect their superior capabilities （Dunning, 

1980; Rugman, 1981; Kogut & Zander, 1993）. FSAs, which include 

knowledge bundles, proprietary knowledge, and unique assets and 

capabilities, may be built upon product or process technology, 
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marketing, and distribution skills, and are always expected to be a 

critical source of competitive advantage in host markets （Rugman & 

Verbeke, 1992; Collinson & Rugman, 2008）. In the FSA transfer from the 

home to a local （or host） market, MNEs should focus on not only 

achieving scope of economy （minimizing communication costs） by sharing 

knowledge bundles between headquarters and subsidiaries but also by 

creating value in local markets by allowing subsidiaries to reap the 

benefi ts of national responsiveness （Rugman & Verbeke, 2003, 2004）. 

Previous studies have addressed the importance of striking a balance 

between these two focuses. However, very few studies have investigated 

the optimal process of FSA transfer management at the business unit 

level. There are two main issues related to FSA transfer management. 

The fi rst concerns how MNEs predict and create value in local markets 

using transferred home-based FSAs; the second concerns the role of 

cost minimizing in the value creation process in local markets. 

The fi rst issue, originally identifi ed in strategic marketing literature, 

suggests that identifying key success factors （KSFs） in the competitive 

market requires providing feedback on the outcomes of the competitive 

advantage process to the antecedents of advantage （Day & Wensley, 1988; 

Hunt & Morgan, 1996, 1997）. MNEs must analyze differences in 

performance among competitors to identify the valuable resources in 

the local market. Firms expect that their home-based FSAs will create 

great value in the host market as well as in other markets; however, 

they can never precisely determine the actual achievable value that 

initially selected home-based FSAs generate in host markets ex ante. 

The second issue relates to the transaction cost economics （TCE） 

assumption in communication cost minimization within MNEs, and plays 

an important role in FSA transfer management. International business 

（IB） literature suggests that if subsidiaries require very different 
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resource combinations in terms of critical assets in local competition, 

the communication costs associated with selective intervention in the 

various organizationally and technologically separable subsidiaries may 

be excessive （Rugman & Verbeke, 2003, p. 131）. In order to reduce 

communication costs and avoid self-seeking behavior by subsidiaries, 

knowledge and technology should be shared among affiliates in 

diff erentiated network MNEs. In this sense, home-based FSA transfer 

and utilization may be more favorable than new FSA development in 

the host market.

In this study, by conducting explorative case studies on the emerging 

market entries and expansion stages of two Japanese MNEs, we will 

explore the dynamic patterns by which MNEs simultaneously achieve 

value creation and cost minimization in the FSA transfer process. This 

paper is organized as follows. The next section discusses the main 

issues between the conventional transaction cost-based view of FSA 

transfer management and the competitive market perspective that 

focuses on the dynamic evolutionary process of utilizing resources for 

value creation. The third section conducts two explorative case studies 

on Japanese MNEs to explore the dynamic process of value creation, 

cost minimizing behavior, and FSA transfer management. The final 

section discusses the findings on the strategic orientation of the two 

Japanese MNEs concerning their FSA transfers, which were directed 

toward value predicting behavior at an earlier stage of market entry 

rather than toward actual value creation behavior at a later stage. We 

also found that unlike value predicting and creating behaviors, 

communication cost minimizing behavior was followed by both firms 

throughout the transfer process.
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THEORETICAL BACKGROUND ON FSA TRANSFERS

Transaction Cost Perspective

In summarizing early works, it becomes evident that the major 

knowledge in MNEs was developed in the home country when the initial 

foreign direct investment （FDI） occurred （Rugman & Verbeke, 1992; 

Dunning, 1998; Cantwell, 2009）. In general, the objective of FDIs in the 

1970s was the reduction of production costs in the investing country; 

this has led to more aggressive market-seeking FDIs by transferring 

home-based FSAs. Rugman and Verbeke （1992, 2003, and 2005） identifi ed 

a problem with the internalization theory from the perspective of 

strategic management. The problem is the assumption that an MNE’s 

core FSAs normally originate in the parent company at home market 

and that these FSAs are usually not location-bound. In order to modify 

this assumption, they proposed to distinguish FSAs into two types: non-

location-bound FSAs （NLB-FSAs） and location-bound FSAs （LB-FSAs）. 

NLB-FSAs can be used in a variety of scales and scopes, can be 

transferred abroad at low marginal costs, and can be used eff ectively in 

foreign operations without substantial adaptation. In contrast, LB-

FSAs can benefi t a fi rm only in a particular location. 

Although NLB-FSAs are the primary transfers to host markets 

because of their comparative advantages over local competitors, the 

value of transferred FSAs （knowledge, resources, and capabilities） may be 

very limited. Therefore, after initial market entry with NLB-FSA 

transfer, an MNE may invest in the development of LB-FSAs in 

foreign markets, leading to national responsiveness to complement 

transferred NLB-FSAs. The creation of much of the value in a host 

market largely depends on an MNE’s ability to successfully deploy its 

existing FSAs to the specifi c circumstances of foreign markets （Rugman 
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& Verbeke, 2005）. 

As MNEs globalize their activities, foreign subsidiaries become 

insiders in the local market, and can therefore access Country-specifi c 

advantages （CSAs）. In the 1990s, new FSA （LB-FSAs） development in 

host countries became the strategic imperative necessary for improving 

MNE competitiveness globally; however, all subsidiaries are not 

expected to develop their own new FSAs. For example, Bartlett and 

Ghoshal （1989） identified four generic subsidiary types by using two 

variables, the strategic importance of the local environment （high or 

low） and the level of internal resources and capabilities of subsidiaries 

（high or low）. Among the four types, a subsidiary that scores high on 

both criteria is a strategic leader; it will take the initiative to transfer 

its newly developed original FSAs from the host country to other 

subsidiaries as well as to the parent company. When FSAs in the host 

country are developed to respond to specifi c local opportunities, these 

FSAs may become location-bound. Because different types of 

subsidiaries may require access to very different knowledge bundles 

from other affiliates and outside actors at the locations, different 

locations bring opportunities to develop distinctive knowledge. 

However, this may make unified management within a single 

diff erentiated network MNE extremely diffi  cult, because communication 

costs in a single organization with various resources and knowledge 

bases may be extremely high. Because subsidiaries in emerging markets 

generally do not possess higher-level resources, they may not be 

expected to develop new FSAs to increase MNE global competitiveness.

Despite the benefi t of LB-FSA development in host markets, MNEs 

have strong incentive to share knowledge and resource bases （home-

based FSAs） between home and subsidiaries in order to minimize 

communication costs and achieve economies of scope, especially in 

5

二
二
四



International Transfer Management of Home based Firm-Specifi c Advantages: Evidence from Japanese MNEs in Emerging Markets

（Usui

）

（
九
六
三
）

emerging markets where the levels of internal resources and subsidiary 

capabilities are relatively lower than other locations. To build 

sustainable competitive advantages in host markets, home-based NLB-

FSAs are key to the success of initial market entries of MNEs. In this 

sense, initial selection of NLB-FSAs that should be transferred to host 

markets may be largely infl uenced by the desire to minimize transaction 

and communication costs.

Competitive Market Perspective

The conventional transaction cost perspective on FSAs transfer 

assumes that the NLB-FSAs that initially selected to transfer become 

valuable resources that bring competitive advantage into the host 

market; however, from the dynamic competitive market perspective in 

strategic management and marketing literature, there are issues with 

this assumption （e.g., Hunt & Morgan, 1996, 1997; Zollo & Winter, 2002）. For 

example, Collis （1994） stated that the source of competitive advantage 

is likely to be found in diff erent places at diff erent points in time in 

different industries; therefore, firms with capabilities will never 

identify the ultimate source of competitive advantage because of the 

infi nite regress problem. It is diffi  cult for fi rms to accurately predict 

the source（s） of competitive advantage in the future. The issue here is 

whether we can confirm the extended value that NLB-FSAs will 

actually generate before their transfer and the actual practices in use 

in the host market （Sugiyama, 2009）.

In the framework for diagnosing competitive superiority, Day and 

Wensley （1988） proposed a dynamic process to identify KSFs in the 

competitive market. In order to identify KSFs, fi rms need to provide 

corrective feedback information regarding the outcomes of the 

competitive advantage process to the antecedents of advantage. This 

begins with identifying the differences between ‘winning and losing’ 
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companies as well as high-leverage phenomena in the evolving 

competitive market. There are a number of differences between 

successful and unsuccessful companies, including uniqueness of vision 

or strategy, resources possessed, and other factors such as timing or 

market fit; these differ from company to company. The evolution of 

product markets reflects the outcome of numerous market, 

technological, and competitive forces, each interacting with others to 

infl uence the rate of sales growth in the market （Limbkin & Day, 1989）. 

These infl uences form a critical source of competitive advantage in the 

market. In general, there may be a gap between the resources currently 

possessed by a fi rm and the resource demands of the current business 

（Priem & Butler, 2001; Mishina et al., 2004）, because firms may rely on 

continuous change to continue to generate competitive advantages in 

rapidly changing competitive markets （Rindova & Kotha, 2001）. When 

firms face an evolving competitive market environment, they must 

engage in scanning, searching, and exploration across technologies and 

markets in order to identify opportunities and sources of competitive 

advantage （such as knowledge and resources） and fit in with the market 

（Teece, Pisano & Shuen, 1997; Teece, 2009）. This suggests that in rapidly 

growing markets such as the BRICs, which are attracting increasing 

numbers of competitors, new entrants, new technologies, and new 

product proposals, the structural changes in competition make it 

difficult for MNEs to identify or predict its KSFs in resources or 

knowledge bundles before its initial market entry. 

In a discussion of autonomous behavior by subsidiaries in FSA 

development, Rugman and Verbeke （2003） stated that headquarters will 

recognize the value of autonomous activities only ex post, when a 

project has had some level of success in terms of feasibility, external 

interest, sales potential, or profi tability increase （p. 133）. If this is so, 
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it seems diffi  cult for MNEs to identify the achievable value of NLB-

FSAs ex ante. In IB literature, Johanson and Vahlne （1977, 2009）, who 

proposed the Uppsala model, describe internationalization from a 

learning and evolutionary process. An insidership in relevant local 

business network is necessary for successful internationalization. 

Therefore, MNEs may recognize how valuable transferred home-based 

FSAs can be after they enter the host market and compete with local 

players. 

By combining the two perspectives mentioned above, we fi nd that the 

issue facing MNEs is whether initially selected FSAs are more 

eff ective in terms of costs and competitive advantage when transferred 

to host markets. The questions to be considered are as follows: to what 

extent do fi rms pursue cost minimization in the transfer process, how 

do they select FSAs for primary transfer at the initial market entry 

point, how do they recognize the real achievable value and the 

limitation of initially transferred FSAs, and how do they respond to it. 

In order to answer these questions, FSAs transfer management 

practices must be examined; however, excluding the Uppsala model, this 

issue has not received considerable academic attention in IB fi eld. 

EXPLORATORY CASE STUDIES

We adopted the comparative representative case study typically 

employed with the interpretive paradigm in management studies to 

examine FSA transfer management. Case studies may be exploratory, 

descriptive, or explanatory （Yin, 1984; 2003）. Following Yin’s typology 

（Yin, 1984; 2003）, our case studies are exploratory because we have 

taken an inductive approach in an attempt to develop new concepts 

concerning FSA transfer management. We conducted a comparative 

case study comprising multiple experiments on FSA transfer by 
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Japanese MNEs. Two criteria were used to develop the sample. First, 

given our focuses on MNEs, the fi rms were required to operate in at 

least three separate regions̶the United States, the EU, and Japan̶in 

addition to emerging markets in order to qualify as MNEs. Second, the 

fi rms also had to be one of the leading fi rms in their industries, thus 

restricting the sample to fi rms with relatively larger market shares in 

both local and global markets. Samples were also chosen to fill 

theoretical categories and provide examples of polar types （Eisenhardt, 

1989）. To meet those criteria, SHISEIDO in China and HONDA 

motorcycles in Thailand were selected. The case analyses, using both 

raw and interpreted data, dealt primarily with aspects of resource 

transfers, knowledge bundles, and capabilities from Japan to overseas 

subsidiaries. They allowed various kinds of comparisons that redefi ned 

and developed new resources. Our case studies produced interesting 

observed phenomena that can be used to rethink FSA transfer 

management. Our data sources consisted mainly of semi-structured 

interviews conducted over several years and archival data such as 

research papers, case studies, industry reports, and internal documents.

Case 1: SHISEIDO in China

Historical Overview 

SHISEIDO is Japan’s largest cosmetics company, ranked fourth in 

global sales volume in 2013. SHISEIDO entered the Chinese market in 

1981. At the time, the company’s senior officials identified China as 

their highest priority because of its potential for market growth and 

the similarities between Japanese and Chinese consumers. SHISEIDO 

began by importing cosmetics from Japan and selling them in China. In 

1983, SHISEIDO signed a technology cooperation agreement with 

Beijing （later updated in 1985）. In 1987, the two partners began jointly to 

produce and sell shampoo exclusives in the Chinese market under the 
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“HuaZi” brand. HuaZi’s success led to the 1991 establishment of the 

SHISEIDO Liyuan Cosmetics Co., Ltd. （SLC）, a joint venture between 

SHISEIDO and Liyuan Corporation, which, formerly a part of Beijing’s 

city government, had become a state-owned enterprise.

The SLC company initially produced and sold SHISEIDO’s prestige 

brands （targeted to China’s highest social class of women）. In 1994, 

SHISEIDO developed the “Aupres” brand, which targeted upper-middle 

class Chinese women; initially sold only in prestige department stores 

in large cities, it was subsequently sold throughout the country. In 

1998, SHISEIDO established Shanghai Zotos Citic Cosmetics Co., Ltd. 

（SZC） in Shanghai and began manufacturing and selling products for 

China’s mass market. SHISEIDO also established a wholly owned 

research center in 2001. In 2004, SHISEIDO established a holding 

company, SHISEIDO China Co., Ltd. （SCH）, to coordinate all the 

company’s Chinese operations. In 2006, the locally produced “Urara” 

brand was launched for the voluntary chain store market, which grew 

rapidly, reaching 2,400 chain store networks within three years. The 

Beijing branch is generally responsible for department store business, 

whereas Shanghai is responsible for the voluntary chain stores. 

SHISEIDO was estimated to have approximately ¥120 billion in annual 

Chinese sales in 2012, with approximately 6,000 voluntary outlets and 

1,000 sales counters in department stores throughout the country. 

SHISEIDO’s market share in China was estimated at about 10 to 12%, 

making the company one of the big three cosmetic companies in China, 

followed by L’Oreal （15% market share by sales volume） and P&G （13 to 

14%）.

Initial Market Entry Stage 

The expertise developed in the Japanese market over the last century 

was used for distribution channel expansion through the use of 
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sophisticated product brand management skills in the Chinese market. 

SHISEIDO’s business practices in China were consistent with those 

that had brought the fi rm success in Japan.

Founded in 1991 to penetrate the Chinese market, SLC expanded its 

business by narrowing its focus to the department store channel. In 

addition to imported cosmetics, the Aupres brand, designed exclusively 

for Chinese women between 20 and 35, contributed to the success and 

rapid expansion of the department store channels. The company 

employed “1% marketing” when it launched Aupres in 1994, targeting 

the wealthiest 1% of the population. Prices were set at levels between 

those of imported and local brands, making the brand reasonably 

affordable for its demographic. As a result, the target market grew 

from 1% to 5% of China’s population （Jones et al., 2008）. By utilizing 

SHISEIDO’s advanced technologies in cosmetic product development, 

the fi rm was able to price Aupres lower than the prices of imported 

foreign cosmetics （at approximately 100 yuan） despite being of comparable 

quality, thus closing the gap between expensive imported cosmetics and 

cheaper domestic ones. To distinguish between the SHISEIDO （a higher 

line） and Aupres brands, sales counters exclusively for SHISEIDO 

were set up at high-end department stores when the Aupres brand was 

launched. 

Despite these well-planned marketing strategies, Aupres struggled 

under uncertain market conditions when launched because most of the 

targeted customers had never consumed cosmetics, especially those 

from developed countries such as Japan. SHISEIDO realized that 

effective customer communication tools were needed to persuade 

potential Chinese customers that cosmetics would add value to their 

lives. Aupres eventually became successful, largely owing to 

SHISEIDO ’s home-based knowledge transfer̶specifically, the 
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emphasis on hospitality and customer service at sales counters, which 

were the key factors in their success in Japan. In the early 1990s, the 

concept of customer service was not well understood in China, even 

among Chinese beauty consultants （BCs） at sales counters in high-end 

department stores. A sense of hospitality and the desire to serve 

customers were the most important qualities SHISEIDO’s BCs had to 

possess. Through face-to-face communication with customers, 

SHISEIDO’s BCs were trained to understand what customers really 

wanted and expected from them. According to SHISEIDO officials, 

Aupres was China’s fi rst foreign consultation cosmetic brand to feature 

prices lower than those of the prestige imported brands. SHISEIDO 

devoted resources to training staff  on the corporate ideals of service, 

starting with basic skills, in order to turn them into eff ective BCs. The 

eff ective transfer of customer service skills to the Chinese BCs was a 

primary factor in Aupres’ success. These advanced and sophisticated 

BC service skills allowed Aupres to become rapidly perceived as one of 

the top brands in the Chinese market̶a high-end cosmetics brand 

off ering reasonable prices to China’s newly rich.

Another key factor was that Aupres’ advertising emphasized the 

brand’s development by SHISEIDO, a Japanese cosmetic company, 

specifically for Chinese women. In the early to mid-1990s, only 

SHISEIDO among Western and Japanese cosmetic firms focused on 

developing products exclusively for the Chinese market （in 2007, 

Japanese company Kanebo developed its “Aqua” brand exclusively for the 

Chinese market, but no European or American company has followed suit）. 

Consumer recognition of the SHISEIDO and Aupres brands had 

surpassed 90% and 80%, respectively, by 2007. That Aupres is a 

Japanese product also had a positive eff ect, as it represented reliability 

and advanced technology to Chinese consumers. 

12

二
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
五
六
）

In 2007, SLC expanded its department store business. By that year, 

it was employing 4,100 people （including approximately 3,000 BCs） and 

operating 21 business offices and six product brands for department 

stores:

1. Clé de Peau Beauté （a high-prestige brand）

2. Imports of global SHISEIDO products

3. Aupres （an exclusive line for Chinese women）

4. Supreme Aupres （high-class Aupres, also exclusive to the Chinese 

market）

5. Ipsa （not a part of SHISEIDO; this name is used to avoid using 

“SHISEIDO” and has 17 sales counters in China）

6. BPI （Beauté Prestige International S.A.）

Local Market Expansion Stage 

SHISEIDO’s success in developing department store channels by 

transferring home-based knowledge of customer service strongly 

conditioned its future business model strategy in China by the time 

SHISEIDO decided to expand into the mass market. By the end of the 

1990s, managing SHISEIDO’s brand image, including in the middle and 

mass markets, had become a priority. As SHISEIDO developed chain 

stores and voluntary chain businesses, the firm came to believe that 

transferring knowledge of customer service and the department store 

channel business from home enhanced corporate and brand management. 

In 1998, SHISEIDO established SZC in Shanghai, which began to 

offer products for the middle and mass markets. SHISEIDO decided 

not to expand their sales outlets too quickly because excessive product 

distribution could have damaged the exclusive brand image the company 

had developed in China through their department store channel business 

over the decade. Rapid business expansion always causes brand 

management control issues. 
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SHISEIDO began to fi nd tremendous opportunities in China’s middle-

mass market in around 2000 that could not be addressed by department 

store channels. The company thus introduced the “Za” brand （which was 

not marketed under the SHISEIDO brand name） as an instant strategy at 

the early entry stage. Soon after its initial mass-market entry, 

SHISEIDO was confident that it brought great value to the Chinese 

market and executed a channel strategy, steadily expanding its network 

of smaller stores offering high-quality customer service. After 2000, 

China’s middle-mass cosmetics market continued to grow rapidly. To 

maintain the appropriate level of customer service and the eff ectiveness 

of the SHISEIDO cosmetics experience, the company developed its own 

exclusive distribution network of qualifi ed small local stores （partners） 

all over China as exclusive SHISEIDO distributors for middle-mass 

market products. The Chinese market is so large that most 

manufacturers find it difficult to build their own exclusive direct 

distribution network channels. Some of the pioneers among China’s 

SHISEIDO mass-market marketers disagreed with the strategy of 

investing in the development of an exclusive distribution network by 

turning small mom and pop stores into qualified SHISEIDO 

distributors, as these marketers had already developed distribution 

channels through major local intermediaries in some key regions. 

However, the new CEO, Shinzo Maeda, made an executive decision to 

develop the voluntary chain store network because a lower level of 

channel control power was necessary to eff ectively transfer customer 

service knowledge to each small store. SHISEIDO’s management team 

remains confi dent that customer service knowledge is their most critical 

source of competitive advantage in the Chinese market. 

Transferring tacit knowledge such as customer service skills outside 

of a firm to partner distributors requires that much time and 
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investment be devoted to training and managing individual stores into 

qualified retailers, especially for a foreign prestige brand like 

SHISEIDO. In our interviews, almost all respondents from 

SHISEIDO’s China business division recalled that the success of 

China’s SHISEIDO’s department store business in the late 1990s was 

key in building trust in SHISEIDO’s middle-mass business strategy 

among distributors who needed to learn customer service knowledge 

from SHISEIDO. In other words, the success achieved by the 

department store business by pursuing higher customer service quality 

provided local store owners with a strong motivation to learn customer 

service skills from SHISEIDO. 

While SHISEIDO decided to invest in its own voluntary chain 

network with high customer service quality, other major competitors in 

China, such as L’Oreal, P&G, and Estée Lauder, spend approximately 

20 to 30 times more than SHISEIDO on mass advertising. The strategy 

followed by most competitors is to gain brand name recognition by 

pouring funds into mass advertising such as TV commercials in order 

to entice consumers to ask for and purchase their brands. One of 

SHISEIDO’s senior managers in the China business division called 

these strategies an “air battle.” By contrast, SHISEIDO focuses on 

offering high-quality outlets and customer service at their stores, in 

what may be called a “ground battle.” SHISEIDO prioritizes investment 

in knowledge transfer and maintaining service quality at its stores, thus 

fostering and improving personnel development, customer information 

control systems, and the relationships and exchanges between customers 

and sales staff  at each local store.

SHISEIDO established SCH, a holding company, as the company’s 

head offi  ce in China to expand its voluntary chain businesses. In 2006, 

SZC put locally produced brand Urara on the market. Urara was 
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exclusive to voluntary chain store channels, just as Aupres was to their 

department stores. As a result, SHISEIDO’s Chinese voluntary chain 

store business has grown rapidly, with 2,400 retailers networked across 

China in 2007 and 6,000 in 2012. For SHISEIDO, the most diffi  cult part 

of the Chinese market’s specificity was the great physical distance 

between the head offi  ce and local stores, which weakened service quality 

controls. In its channel construction, which has expanded to over 6,000 

stores and is still growing, SHISEIDO emphasized quality and high 

standards, screening applicants and selecting only those deemed 

suitable to be store owners. SHISEIDO attracted infrequent cosmetics 

users by improving customer service and sales promotions at the point 

of sale, made possible through independent store owners’ trust in 

SHISEIDO’s business strategy.

Case 2: HONDA’s Motorcycle Business in Thailand

Amano and Shintaku （2010） claim that HONDA’s motorcycle business 

accounted for only 14.1% of HONDA’s total sales in 2008; it has strong 

growth potential, however, especially in many developing countries, 

even after the 2008 financial crisis, particularly compared with the 

automobile business in the triad market. HONDA’s total motorcycle 

production was 10.1 million units in 2008, 74.4% of which were 

manufactured in Southeast Asia. From 2007 to 2008, HONDA’s sales 

growth ratio in the Asian market was 13.4%, with declining markets in 

Japan, Europe, and North America.

Initial Market Entry Stage 

HONDA established Asia HONDA Motor in Thailand in 1964. In 

1965, HONDA founded Thailand HONDA with a joint holding company 

and started manufacturing motorcycles in 1967. Following HONDA’s 

philosophy, the company established local companies and on-site 

production wherever demand existed: in Malaysia in 1969, Indonesia in 
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1971, the Philippines in 1973, and India in 1984. HONDA’s Asian 

market developed rapidly based on expected future demand growth. 

Thailand has become a center of HONDA’s ASEAN motorcycle market.

The Thai government enacted a protective policy for the domestic 

motorcycle industry after HONDA and other Japanese motorcycle fi rms 

entered the Thai market. In 1971, the Thai Industry Ministry imposed a 

50% local components policy, increasing it to 70%; in 1977, it imposed a 

total import ban on all fi nished motorcycle products to protect the Thai 

motorcycle industry （Higashi 2006; Mishima 2010）. Because of these 

policies, all major Japanese motorcycle firms （i.e., Suzuki, Yamaha, 

Kawasaki） operating in Thailand decided to make a series of large 

investments in Thailand and develop an entire industrial infrastructure 

from scratch with the long-term expectation of future demand. They 

had no other option given the high uncertainty of Thailand’s future 

market growth.

From 1967 to the mid-1980s, HONDA’s primary mission in the Thai 

market was to develop a fundamental industrial infrastructure for the 

motorcycle business, especially manufacturing capabilities and local 

supply chain systems, in order to produce a high-quality product on a 

mass production basis. To achieve a high standard of local production, 

HONDA started to transfer their home-based manufacturing 

capabilities such as inventory control, process management, and specifi c 

skills to the local production facility by dispatching skilled veteran 

Japanese personnel to Thailand. Some of the main required machine 

tools were also sent. To develop a local supply chain, major Japanese 

suppliers who made relatively large-scale heavy components developed 

their own manufacturing sites in Thailand. The rate of local Thai 

content in fi nished products reached 75% in 1974 （Mishima, 2010）. 

Despite the transfer of home-based manufacturing capabilities, the 
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Thai market remained weak, with 100,000 units sold in 1974. Japanese 

manufacturers enjoyed a 90% market share, but producing 100,000 units 

was insuffi  cient for local profi tability, as the minimum annual production 

scale for one company is usually at least 200,000 to 300,000 units. In 

1986, Thailand’s total market volume reached 340,000 units, with 

HONDA holding a 34% market share, compared with 39% for Yamaha 

and 20% for Suzuki （Mishima, 2010）. 

Local Market Expansion Stage

From the early 1980s to 1985, Thailand’s motorcycle market did not 

grow as much as expected because of the economic recession caused by 

the second global oil crisis and, as Mishima （2010） points out, the 

Japanese motorcycle manufacturers failed to offer products that 

appealed to Thai consumers. HONDA’s marketing eff orts had failed to 

develop the local market’s potential. In 1988, HONDA established its 

first product development unit in Bangkok, Honda R&A Thailand 

（HRA-T）, to develop locally adapted production models （Demizu, 2011）. 

HRA-T was established not only for production development and 

engineering but also as a local market research unit. Mishima （2010） 

observes that collecting intensive local market data and analyzing Thai 

consumer needs allowed HRA-T to develop locally adapted models, 

leading to a 51% market share, with 500,000 units sold in 1996. As a 

result, HONDA’s local production grew to728, 000 units in 1995, 

exceeding the minimum production scale. This marketing experience 

revealed to HONDA that local product development capability could be 

the key success factor for not only the Thai market but also all other 

ASEAN markets.

The 1997 Asian financial crisis crucially influenced all ASEAN 

markets. From 1996 to 1998, sales in the Thai market declined by a 

third, from 1.4 million in 1995 to 580,000 in 1998. Until the mid-1990s, 
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nearly all production models for the ASEAN markets were developed 

at the Japanese headquarters （Amano & Shintaku, 2010） and then modifi ed 

locally based on analyses of local customer preferences （Demizu,2011）. 

In 1997, HONDA decided to enhance the function of the local product 

development unit and established Honda R&A South East Asia Thailand 

（HRS-T）. HONDA headquarters decided to transfer all its product 

development functions （from market analysis and product design to fi nished 

goods manufacturing） to the local market to be able to respond to local 

market conditions as quickly as possible. HONDA gradually moved 

increasing numbers of locally designed production models previously 

designed at headquarters, and raised its total number of production 

models through HRS-T. 

According to Demizu, there were 22 Japanese-developed models and 

only one locally developed model in 2000; by 2006, however, there were 

three Japanese and 34 locally developed models. HONDA Thailand 

developed its capacity to design and manufacture finished products 

locally by enhancing its local parts and component supply system and 

initiating local product qualification tests and evaluations. In 2002, 

minor modifi cations to the surfaces and appearances of product designs 

were transferred to local subsidiaries. By 2004, appearance design was 

also being conducted locally; by 2006, all basic architectural product 

design, including appearance and frame design, had become part of 

HRS-T’s operation. Road testing was also transferred to Thailand, to 

make it consistent with the nation’s road conditions. Motorcycles are 

the means of transportation for many working-class Thais, and road 

conditions are often poor. Many roads in both suburban and rural areas 

have not been properly paved; thus, travel, undertaken more often for 

work than for leisure, tends to take longer. Thailand also tends to be 

warmer and more humid than in Japan. HONDA has attempted to test 
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local characteristics such as usage, weather, and traffi  c conditions and 

has prepared verifi cation facilities for testing motorcycles in order to 

provide locally adapted products more eff ectively.

In the late 1990s, HONDA and other Japanese fi rms were faced with 

new competitive conditions in Thailand because Chinese imitators 

started to export their semi-fi nished components to Vietnam, Indonesia, 

and other ASEAN markets on a knock-down assembly basis. Cheap and 

aff ordable quality Chinese products were claiming larger shares of the 

ASEAN markets, especially in Vietnam. China was one of the countries 

where HONDA aggressively conducted technology transfers for 

motorcycles in the 1980s. When HONDA entered the Chinese market, 

there were hundreds of fiercely cost-competitive local motorcycle 

companies. HONDA struggled with this cost competition, its market 

share decreasing to 8.4% by 2008. China became the only national 

market in which HONDA’s motorcycle business failed to develop or 

sustain a competitive advantage.

Even in ASEAN markets, HONDA’s competitive advantage seriously 

declined in the late 1990s, as Chinese products were overwhelmingly 

more aff ordable than HONDA’s motorcycles. Furthermore, as HONDA 

failed to recover its Chinese market share, the invasion of the ASEAN 

markets by Chinese manufactures represented a new near-term threat 

to HONDA （Nikkei Sangyo, June 16, 2004; Amano & Shintaku, 2010）. 

HONDA Thailand developed ten new higher quality models based on 

home-based technologies and product development capabilities. For 

example, the Wave was introduced in December 2001, priced at 40,500 

baht （US $980）, and the Dream 125 was launched in April 2002, priced 

at 37,500 baht （US $910） while the products of competitors with 

Chinese-manufactured components were priced at 23,650 baht （US 

$550）. HONDA’s products cost local customers almost twice as much as 
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Chinese ones did.

To compete with Chinese competitions in the Thai market, HONDA 

decided to redesign a whole value chain, from product design and the 

supply chain system to the assembly lines. Both Japanese and select 

local suppliers had developed and improved their manufacturing 

capabilities with HONDA’s technical assistance, making a series of 

relationship-specific investments to develop manufacturing lines and 

thus cut costs to 30% of the total cost of production. These tightly 

managed, long-term relationships with selected suppliers may lead both 

the principal firm and its suppliers to invest in fixed and inflexible 

assets specifi c to the relationship, which could help build competitive 

advantages based on the characteristics of Japanese manufacturers. 

HONDA has transferred the capacity to build relational assets with 

selected suppliers to refi ne and redesign the supply chain network in 

the ASEAN region as a whole to minimize its ongoing production costs.

HONDA’s Wave 125 was released in2001, priced substantially higher 

than similar Chinese models. In June 2002, the Wave 100 was launched, 

priced at 29,800 baht （US $723）; it was the fi rst motorcycle in the Thai 

market that cost less than 30,000 baht. Its cylinder capacity was 

reduced to under 100cc, and it used many local parts. In 2003, HONDA 

strengthened its lower-priced model lineup with the Wave Z, priced at 

27,500 baht （US $667）. To keep its price low, not only were Thai-made 

components used but Chinese-made components as well. Of course, the 

Thai-made components were intensively used to establish cost 

competitiveness; the motorcycles’ local content ratio reached 96.8% in 

2003. Ever since, Thailand has remained one of HONDA’s parts and 

components export centers, supplying other ASEAN countries. HONDA 

has therefore protected the Thai market from Chinese competitors 

through its locally adapted, high quality, and competitively priced 
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products, enabled by transferring home-based organizational 

capabilities for product development and supply chain management.

HONDA also decided to intensively invest in enhancing its 

distribution channel networks （Amano & Shintaku, 2010） and maintenance 

service networks overseas, as they have in Japan, in order to create 

clear advantages over their Chinese and Indian competitors, who tend 

not to emphasize customer relationship development （Nikkei, March 8, 

2004; Nikkei Sangyo, July 6, 2007）. The number of units sold in the Thai 

market rose from 580,000 in 2000 to 1.27 million in 2003. The Wave 100 

alone sold 800,000 units in 2003. In 2007, HONDA held a 70% share of 

the Thai market, with over 1.2 million units in annual production. 

DISCUSSION AND IMPLICATIONS

Figure 1 summarizes the findings of our case studies of Japanese 

MNEs. It shows that the FSA transfers in the two cases were directed 

at value prediction at the initial stage and then gradually moved to 

value creation in subsequent stages. Initially, a lack of information on 

evolutional competitive markets caused both MNEs to fail to identify 

the key resources and capabilities in the host markets. Instead, they 

“predicted the value” in their initial entry. SHISEIDO initially 

transferred its home-based FSAs and subsequently enhanced the 

initially transferred FSAs with additional investments when developing 

a new distribution channel for the middle-mass market. SHISEIDO 

clearly came to recognize the value of the transferred FSAs generated 

in China at the local market expansion stage. In contrast, HONDA 

transferred other bundles of home-based FSAs during the local market 

expansion stage because it also recognized that the initially transferred 

FSAs had limited achievable value creation in the host market. 

Throughout the transfer process, communication cost minimization was 
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displayed by both firms. Our case data indicate that MNEs tend to 

avoid the immediate development of new location-bound FSAs in host 

markets in order to minimize communication costs between 

headquarters and subsidiaries. 

Local market entry stage Local market expansion stage

Value achieving 
activities

Value prediction
Initial FSA enhancement

Other home-based FSA transfer

Cost minimizing 
behavior

Cost minimization Cost minimization

Figure 1. Two-stage process model of FSA transfer management

In SHISEIDO’s Chinese market entry and expansion, the firm 

initially transferred its home-based FSAs, relative to brand marketing 

on a channel basis, when it entered the Chinese market fully. These are 

business resources that SHISEIDO accumulated over a long period in 

Japan. SHISEIDO initially developed the Aupres brand exclusively for 

Chinese customers and subsequently launched the Urara brand for 

voluntary store channel development. The quality of face-to-face 

service at sales counters （a home-based FSA） was transferred through 

the BCs’ hospitality training. As a result, SHISEIDO achieved rapid 

growth in the Chinese market. A series of FSA transfers involved 

value predicting and cost minimizing in the earlier stages. Although the 

FSA’s effect on value creation had been uncertain, SHISEIDO 

successfully transferred its excellence in the Japanese market to its 

China operations. It is important to note that SHISEIDO did not 

confi rm the achievable value of its initially selected FSAs but, rather, 

confi rmed that they generated great value in the Chinese market only 

after learning to adapt to the competition; SHISEIDO was then able to 

use the FSA transfers with additional investments when developing new 

distribution channels for the China’s middle-mass market. In the early 
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stages of transfer, SHISEIDO decided to use its FSAs in a cost-

oriented manner; in the local market expansion stage, additional 

investments enhanced the initially transferred FSAs when SHISEIDO 

recognized their ability to create value ex post.

For HONDA, production manufacturing capabilities were first 

transferred as NLB‒FSAs. The FSAs able to produce high-quality 

products （generally much higher than what most mass-market consumers 

expected） accumulated in Japan were transferred. This home-based FSA 

transfer shows that HONDA had not adapted its operational 

capabilities in product development and production to local markets. 

This was a relatively low-cost transfer because HONDA did not 

develop new location-bound FSAs from scratch. In the late 1980s, 

HONDA realized the need to provide the capability to adopt products 

locally for Thai consumers and thus develop the local motorcycle 

market. Therefore, a local product development function was 

established and gradually enhanced by transferring other home-based 

FSAs. In the mid-1990s, HONDA encountered new competitors in 

ASEAN markets （including Thailand） offering cheaper products 

manufactured by Chinese companies. Facing this new competition, 

HONDA transferred other FSAs from Japan to complement the 

initially transferred home-based FSAs. At that time, HONDA realized 

that the FSAs already transferred were insufficient to achieve the 

desired level of value in the mass market.

HONDA therefore decided to reconstruct its regional supply chain 

network to use aff ordable locally produced parts and components for 

locally designed products and to off er lower-priced models not only for 

the Thai market but also for other ASEAN markets. This operational 

capability to construct and maintain the local supply chain network and 

product development was acquired in the Japanese market as part of 
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their home-based FSAs. Here, HONDA displayed other home-based 

FSA transfers during the local market expansion stage to engage the 

local competition.

CONCLUSION

This study was founded on two premises. The fi rst was that there are 

dynamic competitive market eff ects on the management of FSA transfer 

and development. The second was that FSA transfer management 

should be able to balance cost minimization and value creation. Two 

case studies were conducted on Japanese MNEs to examine the 

management practices of FSA transfer, focusing on the stage model of 

transfers. Previous studies on FSAs assumed that all NLB‒FSAs 

automatically become the source of competitive advantage in every host 

market; however, our findings indicate that firms must take time to 

identify the resources that are most suited to dealing with the 

competition in each country’s market. It is not easy to predict which 

home-based FSAs will achieve the expected value in a host market ex 

ante; therefore, MNEs focus on “value prediction” at the initial market 

entry stage. It is important to note that, despite the uncertainty of 

value creation with initially transferred FSAs, our findings indicate 

that, throughout the transfer process, MNEs tended to focus on 

minimizing communication costs by sharing resources and knowledge 

bases with headquarters in order to win the battle of the local market 

competition. 
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